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一

１
．
は
じ
め
に

　

北
宋
代
の
曹
洞
宗
に
お
い
て
、
大
陽
警
玄
（
九
四
三
～
一
〇
二
七
）
の

法
は
浮
山
法
遠
（
九
九
一
～
一
〇
六
七
）
を
経
て
投
子
義
青
（
一
〇
三
二

～
一
〇
八
三
）
へ
と
相
承
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
代
付
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

も
の
だ
が
、
宗
門
に
お
い
て
は
特
に
江
戸
期
に
大
き
な
問
題
と
し
て
一

大
論
争
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る（
１
）。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

『
伝
光
録
』
に
お
い
て
仏
祖
の
嗣
承
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
宗
門
で
は
こ
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
う
で
は
あ
る
が
、
浮
山
在
世
の
時
代
に
眼
を
向
け
て
み
れ

ば
、
何
故
、
浮
山
を
介
し
た
嗣
承
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問

が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
浮
山
の
宗
風
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
先
行
研
究
で
あ
る
石
井
修
道
「
浮
山

法
遠
の
人
と
思
想
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
八
）
に
お

い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
浮
山
自
身
に
関
す
る
資
料
が
決
し
て

多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
浮
山
の
宗
風
に
焦
点

を
あ
て
て
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
検
討
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
浮
山
か
ら
少
し
時
代
が
下
が
っ
た
宋
代
曹
洞
宗
の
宏

智
正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
の
語
録
で
あ
る
『
宏
智
録
』（
桜
井

秀
雄
監
修
・
石
井
修
道
編
『
宏
智
録
』
上
、
名
著
普
及
会
、
一
九
八
四
。
以

下
、
頁
数
の
み
表
記
）
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。『
宏
智
録
』

に
は
浮
山
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
手
が
か

り
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い（
２
）。

２
．
浮
山
の
九
帯
に
つ
い
て

　

浮
山
の
九
帯
に
関
す
る
資
料
と
し
て
洪
覚
範
（
一
〇
七
一
～
一
一
二

八
）
撰
『
禅
林
僧
宝
伝
』（
一
一
二
二
）
巻
一
七
「
浮
山
遠
禅
師
」
章
に

記
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
又
住
浮
山
、
既
老
退
休
於
会
聖
岩
。
因
閲
班

固
九
流
、
遂
擬
之
作
九
帯
。
敘
仏
祖
教
義
、
博
採
先
徳
機
語
、
参
同
印

証
」（
続
蔵
二
Ｂ
一
〇
、
二
五
五
左
上
～
左
下
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

『
宏
智
録
』
に
み
え
る
浮
山
法
遠
の
宗
風
に
関
す
る
一
考
察

―
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
を
手
が
か
り
に

―
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大
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は
、
前
漢
の
司
馬
談
（
？
～
前
一
一
〇
）
が
諸
子
百
家
を
陰
陽
家
・
儒

家
・
墨
家
・
法
家
・
名
家
・
道
家
の
六
家
に
分
類
し
、
後
漢
の
班
固

（
三
二
～
九
二
）
が
編
集
し
た
『
漢
書
芸
文
志
』（
七
八
）
で
は
、
さ
ら
に

縦
横
家
・
雑
家
・
農
家
の
三
家
を
加
え
て
九
流
に
分
類
す
る
。
浮
山
は

そ
れ
に
習
い
、
博
く
収
集
し
た
仏
祖
の
教
義
や
先
徳
の
機
縁
・
契
悟
を

分
類
し
て
九
帯
に
し
た
も
の
で
あ
る（
３
）。
そ
れ
ら
は
仏
正
法
眼
帯
、
仏

法
蔵
帯
、
理
貫
帯
、
事
貫
帯
、
理
事
縦
横
帯
、
屈
曲
帯
、
妙
挾
兼
帯
、

金
鍼
双
鎖
帯
、
平
懐
常
実
帯
の
九
つ
で
あ
り
、
こ
れ
を
参
学
者
た
ち
は

伝
授
し
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
書
に
は
「
浮
山
九
帯
」
に
つ
い
て
は
各
帯
の
項
目

名
の
み
が
列
記
さ
れ
る
が
、『
宏
智
録
』
巻
四
「
明
州
天
童
山
覚
和
尚

小
参
」
に
は
小
参
の
主
題
と
し
て
浮
山
九
帯
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

各
帯
に
対
す
る
詳
細
な
記
述
（
二
六
〇
頁
～
二
六
二
頁
）
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
宏
智
は
九
帯
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

こ
の
小
参
で
は
僧
の
「
及
尽
淵
源
、
洞
明
根
蒂
、
周
旋
普
応
、
不
昧

来
機
（
淵
源
を
及
尽
し
、
根
蒂
を
洞
明
に
し
、
周
旋
し
て
普
く
応
じ
、
来
機

を
昧
さ
ざ
れ
）」
と
の
問
い
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
九
帯
に
お
け
る
各

帯
に
関
す
る
僧
と
宏
智
と
の
問
答
（
①
～
⑨
）
が
録
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
れ
に
続
い
て
各
帯
に
対
す
る
宏
智
の
見
解
（
⒜
～
⒤
）
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
各
帯
に
併
せ
て
列
挙
す
る
と
以
下
の
と

お
り
と
な
る
。

「
正
法
眼
蔵
帯
」

①
如
何
是
正
法
眼
蔵
帯
。
師
云
、
衲
僧
做
処
深
沈
、
裏
許
機
絲
宛
転

⒜
正
法
眼
蔵
帯
也
、
是
吾
祖
密
密
伝
心
処
。
箇
時
妙
不
通
風
、
霊
自
有

眼
、
照
得
破
、
提
得
起
、
穿
得
過
、
弄
得
出
、
直
然
是
恰
恰
好
好
周
旋

去
。

「
仏
法
蔵
帯
」

②
僧
云
、
如
何
是
仏
法
蔵
帯
。
師
云
、
一
切
文
言
唱
説
処
、
祖
師
諸
仏
印

心
時
。

⒝
仏
法
蔵
帯
也
、
一
切
語
言
、
一
大
蔵
教
、
縦
横
説
時
、
無
一
句
分
外

底
。
所
以
道
、
四
十
九
年
中
、
未
甞
説
一
字
。

「
理
貫
帯
」

③
僧
云
、
如
何
是
理
貫
帯
。
師
云
、
露
裸
裸
赤
洒
洒
、
超
一
切
。

⒞
理
貫
帯
也
、
箇
時
如
青
天
無
雲
、
湛
水
無
波
。
直
下
透
得
過
、
廓
無
依

倚
、
妙
絶
瘢
痕
。

「
事
貫
帯
」

④
僧
云
、
如
何
是
事
貫
帯
。
師
云
、
明
歴
歴
常
飄
飄
、
順
一
切
。

⒟
事
貫
帯
也
、
物
物
頭
頭
、
心
心
法
法
、
根
根
塵
塵
、
在
在
処
処
、
無
纖

毫
外
来
底
。
便
能
縦
縦
横
横
、
蕭
蕭
洒
洒
、
唯
心
自
性
、
了
無
一
物
。

「
理
事
縦
横
帯
」

⑤
僧
云
、
如
何
是
理
事
縦
横
帯
。
師
云
、
裏
許
出
頭
来
応
世
、
分
宗
施
設

不
同
途
。
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三

⒠
理
事
縦
横
帯
也
、
向
裏
頭
能
出
、
外
面
能
帰
。
浄
裸
裸
赤
洒
洒
、
没
可

把
。
便
能
突
出
於
鬧
浩
浩
中
、
明
歴
歴
処
、
常
順
寂
寥
時
節
、
了
無
鬧

浩
浩
者
。

「
屈
曲
垂
帯
」

⑥
僧
云
、
如
何
是
屈
曲
垂
帯
。
師
云
、
宛
転
是
非
従
曲
直
、
箇
時
消
息
解

通
風
。

⒡
屈
曲
垂
帯
也
、
儞
東
我
東
、
儞
西
我
西
、
儞
南
我
南
、
儞
北
我
北
。
自

住
其
間
、
元
無
一
点
剩
法
。

「
妙
叶
兼
帯
」

⑦
僧
云
、
如
何
是
妙
叶
兼
帯
。
師
云
、
転
尽
了
無
依
、
当
処
全
超
越
。

⒢
妙
叶
兼
帯
也
、
那
時
超
宗
越
格
、
功
尽
智
忘
。
密
密
有
合
体
底
時
節
、

方
名
妙
叶
。

「
金
針
双
鎖
帯
」

⑧
僧
云
、
如
何
是
金
針
双
鎖
帯
。
師
云
、
正
去
偏
来
自
回
互
、
其
間
消
息

密
全
該
。

⒣
金
針
双
鎖
帯
也
、
箇
時
正
能
来
偏
、
偏
能
来
正
、
於
其
中
間
、
未
曾
応

事
。
子
能
成
其
父
、
臣
能
奉
其
君
、
俱
在
門
裏
、
未
現
相
状
。
便
解
向

裏
頭
受
用
。

「
平
懐
常
実
帯
」

⑨
僧
云
、
如
何
是
平
懐
常
実
帯
。
師
云
、
儞
問
我
答
時
、
要
且
無
分
外
。

⒤
平
懐
常
実
帯
也
、
一
切
諸
事
、
遍
歴
得
尽
、
方
能
応
事
。
自
然
堆
堆

地
、
四
稜
塌
地
。
在
僧
同
僧
、
在
俗
同
俗
、
在
高
同
高
、
在
下
同
下
、

随
縁
赴
感
、
逐
浪
随
波
、
更
無
特
地
、
了
不
相
礙
。
於
不
礙
中
、
自
然

恰
好
。
所
以
道
、
無
心
道
者
能
如
此
、
未
得
無
心
也
大
難
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
各
帯
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
ま
ず
「
正
法
眼
蔵

帯
」
に
つ
い
て
は
、
僧
の
問
い
に
対
し
、「
衲
僧
の
做
処
、
深
沈
に
し

て
、
裏
許
に
機
絲
宛
転
す
」
と
し
て
、
僧
は
奥
深
き
世
界
に
て
修
行

し
、
そ
こ
で
は
機
織
り
の
糸
が
止
ま
る
こ
と
な
く
廻
転
し
て
い
る
も
の

と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
⒜
に
お
い
て
は
、
正
法
眼
蔵
帯
と
は

「
吾
が
祖
、
密
密
伝
心
の
処
」
と
し
て
仏
祖
が
親
密
に
伝
え
た
心
で
あ
る

と
述
べ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
風
を
も
通
さ
ぬ
ほ
ど
綿
密
な
も
の
で
あ
り
、

霊
妙
な
る
眼
を
も
っ
て
事
象
を
看
取
し
、
恰
好
の
処
に
周
旋
（
回
転
）

す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、「
仏
法
蔵
帯
」
に
つ
い
て
は
、
僧
の
問
い
に
対
し
、
一
切

の
言
葉
や
教
え
は
祖
師
や
諸
仏
の
心
を
映
し
出
し
た
も
の
と
答
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
評
⒝
に
お
い
て
「
一
切
の
語
言
、
一
大
蔵
教
、
縦
横
に

説
く
時
、
一
句
の
分
外
の
底
無
し
」
と
し
て
、
一
切
の
言
葉
や
教
え
が

縦
横
無
尽
に
説
か
れ
る
に
あ
た
り
、
一
言
一
句
た
り
と
も
仏
法
か
ら
外

れ
る
も
の
は
無
い
も
の
と
捉
え
、
そ
れ
故
に
「
四
十
九
年
中
、
未
だ
甞

て
一
字
を
説
か
ず
」
と
の
表
現
が
な
さ
れ
る
と
述
べ
る
。

　
「
理
貫
帯
」
で
は
、
僧
の
問
い
に
対
し
、「
露
裸
裸
、
赤
洒
洒
」
と
し

て
何
の
支
障
も
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
に
一
切
を
超
越
し
て
い
る
も
の
と

答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
⒞
に
お
い
て
「
青
天
に
雲
無
く
、
湛
水
に

波
無
き
が
如
し
。
直
下
に
透
得
過
し
、
廓
き
に
し
て
依
倚
無
く
、
妙
に
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し
て
瘢
痕
を
絶
す
」
と
し
て
、
一
点
の
曇
り
も
無
く
晴
れ
渡
る
空
の
よ

う
に
罣
礙
無
き
処
と
捉
え
て
い
る
。

　
「
事
貫
帯
」
で
は
、
僧
の
問
い
に
「
明
歴
歴
、
常
飄
飄
」
と
し
て
明

瞭
に
顕
在
し
、
常
に
飄
々
と
し
て
一
切
が
障
礙
な
く
従
順
で
あ
る
も
の

と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
⒟
に
お
い
て
は
、
事
物
の
一
つ
ひ
と
つ

が
法
界
に
あ
っ
て
何
ら
過
不
足
も
無
く
、
縦
横
に
洒
脱
然
と
し
て
並
ん

で
い
る
が
、
唯
心
自
性
で
あ
っ
て
、
覚
了
す
れ
ば
一
物
す
ら
無
き
も
の

と
述
べ
て
い
る
。

　
「
理
事
縦
横
帯
」
で
は
、
僧
の
問
い
に
「
裏
許
（
内
側
）
よ
り
出
頭
し

来
り
世
に
応
」
じ
な
が
ら
、
宗
を
分
け
て
施
設
し
、
道
を
異
に
す
る
と

答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
⒠
に
お
い
て
は
、
内
外
を
往
来
し
な
が
ら
、

あ
り
の
ま
ま
に
わ
ず
か
な
滞
り
も
無
く
、
把
握
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

そ
し
て
、
鬧
浩
浩
（
雑
多
な
と
こ
ろ
）
に
飛
び
出
し
て
も
、
雑
踏
に
紛
れ

る
こ
と
な
く
、
明
瞭
に
、
常
時
、
罣
礙
な
き
寂
寥
の
時
節
に
順
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
覚
了
す
れ
ば
そ
も
そ
も
雑
多
な
る
も
の
な
ど
存
在
し
な

い
と
す
る
。

　
「
屈
曲
垂
帯
」
で
は
、
僧
の
問
い
に
、
是
や
非
、
曲
や
直
と
の
二
辺

に
停
滞
す
る
こ
と
な
く
廻
転
し
、
障
礙
な
く
風
通
し
が
良
い
も
の
と
答

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
⒡
に
お
い
て
「
儞
が
東
な
れ
ば
我
も
東
、
儞

が
西
な
れ
ば
我
も
西
、
儞
が
南
な
れ
ば
我
も
南
、
儞
が
北
な
れ
ば
我
」

と
し
て
時
宜
に
応
じ
、
た
と
え
留
ま
っ
て
も
一
点
の
余
剰
す
ら
無
き
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　
「
妙
叶
兼
帯
」
で
は
、
僧
の
問
い
に
「
転
じ
尽
き
、
了
ず
れ
ば
無
依
」

と
し
て
無
罣
礙
と
な
り
、
当
処
に
て
全
て
を
超
越
す
る
と
答
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
評
⒢
に
お
い
て
、
宗
と
か
格
と
か
の
枠
組
み
を
超
越
し
、
功

や
智
な
ど
の
相
対
を
忘
じ
尽
く
し
、
親
密
に
一
体
と
な
っ
た
と
こ
ろ
と

述
べ
て
い
る
。

　
「
金
針
双
鎖
帯
」
で
は
、
僧
の
問
い
に
、
正
位
（
本
来
性
）
と
偏
位

（
現
実
態
）
と
が
回
互
し
な
が
ら
も
親
密
に
繋
が
り
、
両
者
を
兼
ね
て
い

る
も
の
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
⒣
に
お
い
て
、
正
位
と
偏
位
が

回
互
し
な
が
ら
常
に
そ
の
中
間
に
あ
っ
て
有
無
相
対
の
二
辺
に
留
ま
る

こ
と
は
な
い
と
す
る
。
子
が
父
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
家
臣
が
主
君
に

仕
え
る
こ
と
も
あ
り
な
が
ら
、
と
も
に
回
互
の
う
ち
に
あ
る
。
そ
し
て
、

い
ま
だ
姿
か
た
ち
を
現
わ
す
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
内
面
に
て
受
用
さ

れ
て
い
る
も
の
と
述
べ
る
。

　
「
平
懐
常
実
帯
」
で
は
、
僧
の
問
い
に
、
問
い
と
答
え
の
間
に
は
僅

か
な
差
異
が
な
い
も
の
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
⒤
に
お
い
て

「
一
切
の
諸
事
、
遍
歴
得
し
尽
し
て
方
め
て
能
く
事
に
応
」
ず
と
し
て
、

一
切
の
諸
事
が
遍
歴
し
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
初
め
て
事
物
に
相
応
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
自
然
に
堆
堆
地
の
四
稜
塌
地
す
」
と
し
て
、

恰
も
自
然
に
堆
積
し
た
台
地
が
崩
れ
去
る
よ
う
に
疑
念
が
氷
解
す
る
も

の
と
捉
え
る
。
ま
た
、「
僧
に
在
り
て
僧
に
同
じ
、
俗
に
在
り
て
俗
に
同

じ
、
高
に
在
り
て
高
に
同
じ
、
下
に
在
り
て
下
に
同
ず
。
縁
に
随
い
感

に
赴
き
、
浪
を
逐
い
波
に
随
い
て
、
更
に
特
地
無
し
」
と
し
て
そ
の
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五

時
々
の
あ
り
様
に
順
じ
て
、
殊
更
に
特
別
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
覚
了
す
れ
ば
障
礙
な
く
、
自
然
な
あ
り
様
に
な
る
も
の
と
捉

え
、
そ
れ
故
に
「
所
以
に
道
わ
く
、
無
心
の
道
と
は
能
く
此
の
如
し
。

未
だ
無
心
を
得
ざ
れ
ば
也
た
大
い
に
難
し
」
と
述
べ
、
無
心
と
な
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

　

各
帯
に
対
す
る
宏
智
の
見
解
は
上
記
の
と
お
り
と
な
る
。
そ
し
て
、

九
帯
そ
の
も
の
に
対
し
て
、
宏
智
は
「
所
以
、
浮
山
和
尚
九
帯
尽
是
衲

僧
周
旋
做
処
」
と
し
て
「
浮
山
九
帯
」
は
す
べ
て
の
修
行
者
が
修
行
す

べ
き
処
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
み
ら
れ
る
。

僧
云
、
九
帯
已
蒙
師
指
示
。
向
上
還
有
事
也
無
。
師
云
、
恰
似
合
面
睡

著
。
師
乃
云
、
諸
仏
之
到
処
、
祖
師
之
伝
処
、
衲
僧
之
証
処
、
衆
生
之

得
処
。
若
也
分
暁
去
、
其
間
門
門
戸
戸
、
関
関
隔
隔
、
一
時
打
得
透
。

何
処
不
相
応
。

　

僧
の
「
向
上
還
た
事
あ
り
や
」
と
の
問
い
に
「
恰
も
合
面
睡
著
に
似

た
り
」
と
答
え
、
下
を
向
い
て
俯
せ
で
寝
て
い
る
よ
う
な
も
の
と
述
べ

る
。
そ
し
て
、「
諸
仏
の
到
る
処
、
祖
師
の
伝
え
る
処
、
衲
僧
の
証
す

る
処
、
衆
生
の
得
る
処
」
で
あ
る
が
、
覚
了
す
れ
ば
何
の
隔
た
り
も
無

く
、
相
応
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宏
智
が
「
浮
山
九
帯
」
に
つ
い
て
肯
定
的
に
捉

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
宏
智
自
身
が
九
帯
そ
の
も
の
に

精
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、「
浮
山
九
帯
」
に
関
す
る
宏
智
の
見
解
を
確
認
し
た
が
、

上
記
以
外
の
浮
山
に
関
す
る
記
述
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
こ
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
以
下
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。　

３
．『
宏
智
録
』
に
み
え
る
浮
山
に
関
す
る
記
述

　
『
宏
智
録
』
に
お
け
る
「
浮
山
九
帯
」
以
外
の
記
述
を
確
認
す
る
と
、

以
下
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。

上
堂
。
僧
問
、
夾
山
道
、
猿
抱
子
帰
青
嶂
後
、
鳥
㘅
花
落
碧
巌
前
。
…

中
略
…
進
云
、
不
恁
麼
去
時
如
何
。
師
云
、
一
渓
春
水
夾
花
流
。
進

云
、
只
如
浮
山
道
、
犀
因
翫
月
紋
生
角
、
象
被
雷
驚
花
入
牙
、
又
且
如

何
。
師
云
、
儞
又
向
胡
餅
上
圧
汁
。
僧
礼
拝
。

�

（
巻
三
・
上
堂
、
一
六
四
頁
）

　

こ
こ
に
「
浮
山
道
わ
く
」
に
続
く
語
は
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
一
七

「
浮
山
遠
禅
師
」
章
に
「
遠
曰
不
作
境
会
、
作
麼
生
会
。
僧
曰
、
師
意

如
何
。
曰
、
犀
因
玩
月
文
生
角
、
象
被
雷
驚
花
入
牙
（
或
遠
云
、
直
饒

不
作
境
語
会
。
亦
未
会
在
。
何
謂
也
云
犀
因
玩
月
文
生
角
、
象
被
雷
驚
花
入

牙
也
）」（
続
蔵
二
Ｂ
一
〇
、
二
五
五
左
下
）
と
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
「
犀
因
翫
月
紋
生
角
、
象
被
雷
驚
花
入
牙
」
と
の
語
は
他
の
箇
所
に

も
用
例
が
確
認
さ
れ
る
。

挙
雲
門
示
衆
云
、
直
得
触
目
無
滞
。
達
得
名
身
句
身
一
切
法
空
。
…
師

云
、
賓
主
不
諧
、
二
俱
有
過
。
各
与
二
十
棒
、
祇
如
向
上
一
竅
、
又
作

麼
生
。
犀
因
翫
月
紋
生
角
、
象
被
雷
驚
花
入
牙
。

�

（
巻
二
・
拈
古
、
一
三
六
頁
）
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六

小
参
僧
問
。
如
何
是
和
尚
親
切
為
人
底
句
。
師
云
、
文
彩
未
痕
。
初
消

息
難
伝
際
。…
又
不
見
僧
問
古
徳
云
、
如
何
是
和
尚
本
来
心
。
古
徳
云
、

犀
因
翫
月
紋
生
角
、
象
被
雷
驚
花
入
牙
。�（
巻
四
・
小
参
、
二
三
九
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、『
宏
智
録
』
の
な
か
で
複
数
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
。

た
だ
し
、「
上
堂
挙
。
僧
問
浄
果
、
如
何
是
本
来
心
。
果
云
、
犀
因
翫

月
紋
生
角
、
象
被
雷
驚
花
入
牙
。（
巻
三
・
上
堂
、
二
〇
八
頁
）
と
の
用

例
も
み
ら
れ
、
こ
こ
で
は
護
国
浄
果
大
師
（
後
晋
、
晉
疏
山
匡
仁
法
嗣
）

の
問
答
と
し
て
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
浄
果
大
師
に
お
け
る
こ
の
語
の

用
例
は
未
見
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
の
浮
山
の
語
を
確
認
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

上
堂
云
、
一
亘
清
虚
夜
正
央
、
桂
宮
老
兔
冷
噴
霜
。
混
融
明
暗
無
分

処
、
誰
弁
箇
中
偏
正
方
。
所
以
道
、
正
位
雖
正
却
偏
、
偏
位
雖
偏
却

円
。
正
恁
麼
時
、
作
麼
生
弁
。
良
久
云
、
歴
歴
機
前
双
照
眼
、
堂
堂
象

外
万
年
身
。�

（『
広
録
』
巻
一
・
上
堂
、
九
頁
～
一
〇
頁
）

冬
至
上
堂
。
浮
虚
境
上
、
新
新
三
世
遷
移
。
堅
牢
地
中
、
隠
隠
一
陽
萌

動
。
…
所
以
借
虚
空
為
体
、
以
森
羅
為
用
。
普
赴
四
天
下
供
而
不
勒
、

円
摂
一
印
中
空
而
無
外
。�

（『
広
録
』
巻
三
・
上
堂
、
一
六
二
頁
）

上
堂
、
一
陣
清
霜
千
峯
寒
色
、
裏
許
是
誰
看
転
側
。
家
風
克
紹
紹
非

功
、
撫
背
忽
驚
兒
脱
白
。
所
以
九
峯
道
、
紹
是
功
紹
了
非
其
功
。
且

道
、
作
麼
生
履
践
。
良
久
云
、
粗
中
弁
細
猶
可
知
、
細
中
之
細
復
何

稀
。�

（『
広
録
』
巻
三
・
上
堂
、
一
七
六
頁
）

小
参
云
、
好
兄
弟
、
普
天
一
色
。
…
所
以
道
、
正
位
雖
正
却
偏
、
偏
位

雖
偏
却
円
。
正
偏
宛
転
若
支
離
、
失
却
手
中
珠
堕
地
。
恁
麼
行
履
、
還

是
本
色
衲
僧
也
未
。（『
広
録
』
巻
四
・
小
参
、
二
八
八
頁
～
二
八
九
頁
）

　

上
記
の
傍
線
部
は
「
紫
塞
野
人
雪
子
吟
」（
以
下
、「
雪
子
吟
」）
の
序

文
に
み
え
る
語
句
で
あ
る
。「
雪
子
吟
」
は
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』（
椎

名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊 

第
十
一
巻
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
、

一
頁
～
七
三
頁
。
以
下
、『
偈
頌
』）
に
収
載
さ
れ
る
偈
頌
で
あ
る
。「
雪

子
吟
」
に
は
浮
山
が
註
釈
を
付
し
て
い
る
が
、
拙
稿
に
お
い
て
撰
者
が

同
安
常
察
で
あ
る
こ
と
と
、
序
文
も
浮
山
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た（
４
）。
さ
き
に
み
た
よ
う
に
『
宏
智
録
』
に
も
こ
の
序
文
の
語

が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
二
重
傍
線
部
は
「
雪
子
吟
」
本
文
の
語
句
で

あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
宏
智
が
「
雪
子
吟
」
を
依
用
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

浮
山
は
「
雪
子
吟
」
の
ほ
か
に
も
「
筠
州
洞
山
价
禅
師
玄
中
銘
」
と

「
洞
山
价
禅
師
新
豐
吟
」
に
も
註
釈
を
付
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

三
書
は
浮
山
の
宗
風
を
知
る
に
あ
た
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
偈
頌
』
に
併
せ
て
収
載
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
宏
智
自
体
が
こ
の
『
偈
頌
』
を
依
用
し
た
の

か
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
に
あ
た

り
、
同
じ
く
『
偈
頌
』
に
収
載
さ
れ
る
同
安
常
察
撰
「
十
玄
談
」
に
注

目
し
、
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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七

４
．『
宏
智
録
』
に
み
え
る
『
十
玄
談
』
の
引
用

　
『
宏
智
録
』
の
語
句
を
検
討
す
る
と
、
同
安
常
察
撰
「
十
玄
談
」
の

語
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
示
す
と
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

⑴
上
堂
云
、
機
輪
未
動
、
影
像
俱
忘
。
無
迹
可
尋
。
…
良
久
云
、
手
指
空

時
天
地
転
、
迴
途
石
馬
出
紗
籠
。�（
巻
一
・
上
堂
、
一
二
頁
～
一
三
頁
）

⑵
上
堂
挙
玄
沙
云
、
撈
籠
不
肯
住
、
呼
喚
不
回
頭
。
古
聖
不
安
排
、
至
今

無
處
所
。
…
還
会
麼
。
鷺
鷥
立
雪
非
同
色
、
明
月
蘆
花
不
似
他
。

�
（
巻
一
・
上
堂
、
一
四
頁
）

⑶
上
堂
挙
僧
問
洞
山
。
亡
僧
遷
化
向
甚
麼
処
去
。
山
云
、
火
後
一
莖
茆
。

…
還
会
麼
。
良
久
云
、
堪
嗟
去
日
顏
如
玉
、
却
嘆
迴
時
鬢
似
霜
。

�

（
巻
一
・
上
堂
、
四
六
頁
）

⑷
上
堂
云
、
只
箇
家
風
、
八
面
玲
瓏
。
…
諸
禅
徳
且
道
、
其
中
事
作
麼
生
。

良
久
云
、
万
古
碧
潭
空
界
月
、
再
三
撈
摝
始
応
知
。

�

（
巻
三
・
上
堂
、
一
六
八
頁
）

⑸
上
堂
僧
問
、
清
虚
之
理
、
畢
竟
無
身
時
如
何
。
…
良
久
云
、
還
相
委
悉

麼
。
万
年
松
径
雪
深
覆
、
一
帯
峯
巒
雲
更
遮
。

�

（
巻
三
・
上
堂
、
一
七
〇
頁
～
一
七
一
頁
）

⑹
天
寧
節
上
堂
。
一
人
之
父
。
…
真
実
穏
密
処
。
諸
人
還
体
悉
得
麼
。
権

挂
垢
衣
云
是
仏
、
却
装
珍
御
復
名
誰
。

�

（
巻
三
・
上
堂
、
二
〇
四
頁
～
二
〇
五
頁
） 

⑺
鴻
福
聰
和
尚
入
寺
上
堂
。
僧
問
、
正
不
立
玄
、
偏
不
附
物
時
如
何
。
師

云
、
金
針
双
鎖
備
、
叶
路
隠
全
該
。
…
僧
云
、
手
指
空
時
天
地
転
、
回

途
石
馬
出
紗
籠
。
師
云
、
超
方
者
委
。
…�（
巻
三
・
上
堂
、
二
一
一
頁
）

⑻
示
衆
挙
、
仰
山
夢
往
弥
勒
所
。
居
第
二
座
。
…
諸
禅
徳
。
全
功
負
堕
。

一
色
猶
迷
。
作
麼
生
体
悉
得
恰
好
相
応
去
。
権
挂
垢
衣
云
是
仏
、
却
装

珍
御
復
名
誰
。�

（
巻
三
・
上
堂
、
二
二
九
頁
）

⑼
小
参
僧
問
。
如
何
是
針
線
貫
通
底
時
節
。
師
云
、
細
細
行
將
去
、
密
密

其
中
来
。
僧
云
、
堪
嗟
去
日
顏
如
玉
、
却
嘆
回
時
鬢
似
霜
。

�

（
巻
四
・
小
参
、
二
五
〇
頁
）

⑽
小
参
僧
問
、
浄
極
光
通
達
。
寂
照
含
虚
空
。
…
所
以
道
、
迢
迢
空
劫
莫

能
收
、
豈
与
塵
機
作
繋
留
。
若
能
恁
麼
去
也
、
生
死
了
不
著
我
。

�

（
巻
四
・
小
参
、
二
六
九
頁
～
二
七
〇
頁
）

⑾
小
参
僧
問
記
得
。
芙
蓉
和
尚
有
四
転
語
。
…
僧
云
、
手
指
空
時
天
地
転
、

回
途
石
馬
出
紗
籠
。
師
云
、
頭
角
生
也
。�（
巻
四
・
小
参
、
二
八
〇
頁
）

⑿
小
参
云
、
諸
縁
放
尽
、
正
念
無
私
。
…
且
道
、
如
何
履
践
得
恁
麼
相
応
。

万
古
碧
潭
空
界
月
、
再
三
撈
摝
始
応
知
。
兄
弟
此
箇
田
地
、
還
曾
履
践

得
端
的
也
無
。
恁
麼
徹
底
過
来
、
須
知
有
全
身
応
用
時
節
。
…

�

（
巻
四
・
小
参
、
二
九
一
頁
）

　

以
上
の
太
字
に
あ
た
る
語
句
が
『
宏
智
録
』
に
用
い
ら
れ
る
「
十
玄

談
」
の
語
句
で
あ
る
。

　
「
十
玄
談
」
は
「
心
印
」、「
祖
意
」、「
玄
機
」、「
塵
異
」、「
演
教
」、

「
達
本
」、「
還
源
」、「
廻
機
」、「
転
位
」、「
一
色
」
の
十
項
目
か
ら
な
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八

り
、
各
項
目
に
そ
れ
ぞ
れ
同
安
が
偈
頌
を
付
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
上

記
に
つ
い
て
各
項
目
と
の
該
当
箇
所
を
み
る
と
、「
祖
意
」
に
⑴
・
⑺
・

⑾
の
三
箇
所
、「
玄
機
」
に
⑽
の
一
箇
所
、「
達
本
」
に
⑶
・
⑼
の
二
箇

所
、「
還
源
」
に
⑸
の
一
箇
所
、「
廻
機
」
に
⑷
・
⑹
・
⑻
・
⑿
の
四
箇

所
、「
一
色
」
に
⑵
の
一
箇
所
と
な
り
、
計
一
二
箇
所
の
該
当
箇
所
が

確
認
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宏
智
が
「
十
玄
談
」
か
ら
複
数
箇
所
を
引
用
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、「
十
玄
談
」
に
は
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
存

在
す
る（
５
）。「
十
玄
談
」
は
『
景
徳
伝
灯
録
』（
一
〇
〇
四
。
以
下
、『
伝

灯
録
』）
に
所
収
さ
れ
る
が
、『
伝
灯
録
』
に
は
東
禅
寺
本
、
高
麗
本
、

四
部
叢
刊
本
・
五
山
版
本
な
ど
の
諸
本
が
存
在
し
、
そ
こ
に
所
収
さ
れ

る
「
十
玄
談
」
は
諸
本
に
よ
っ
て
項
目
名
や
偈
頌
の
語
句
が
異
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
に
て
検
討
し
た
が
、
そ
こ
で
、
こ
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
な
が
ら
前
出
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、「
祖

意
」
⑴
・
⑺
・
⑾
に
み
え
る
「
回
途
石
馬
出
紗
籠
」
の
句
や
「
玄
機
」

⑽
に
み
え
る
「
豈
与
塵
機
作
繋
留
」
の
句
、
そ
し
て
「
達
本
」
⑶
・
⑼

に
み
え
る
「
堪
嗟
去
日
顏
如
玉
、
却
嘆
回
時
鬢
似
霜
」
の
各
句
が
、
い

ず
れ
も
『
偈
頌
』
収
載
の
「
十
玄
談
」
に
み
ら
れ
る
語
句
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
宏
智
が
『
偈
頌
』
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
の
で
あ
る
。

５
．
浮
山
の
宗
風
と
曹
洞
宗
旨
に
つ
い
て

　

さ
き
に
み
た
よ
う
に
『
宏
智
録
』
に
は
浮
山
の
「
九
帯
」
に
関
す
る

記
述
が
み
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
浮
山
九
帯
」
に
関
す
る
詳
細
な
見
解

が
示
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
晦
巌
智
昭
編
『
人
天
眼
目
』（
一
一
八
八
、

大
正
蔵
四
八
巻
三
〇
八
頁
上
～
三
一
〇
頁
中
）
に
も
詳
細
に
録
さ
れ
る
が
、

さ
き
に
み
た
『
宏
智
録
』
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
の
相

違
に
つ
い
て
は
『
人
天
眼
目
』
の
成
立
に
段
階
が
み
ら
れ
る
た
め
、
更

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
一
概
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
い（
６
）。
た
だ
し
、

『
宏
智
録
』
の
記
述
か
ら
、
少
な
く
と
も
宏
智
の
見
解
に
つ
い
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
き
に
『
僧
宝
伝
』
の
記
述
で
は
後
漢
の
班
固
の
九
流
に
な
ら
い
、

博
く
収
集
し
た
仏
祖
の
教
義
や
先
徳
の
機
縁
・
契
悟
を
分
類
し
て
九
帯

に
し
た
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宏
智
の
記
述
を
み
る
と
浮
山
の
九
帯
は

単
な
る
分
類
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
機
関
」
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る

も
の
と
い
え
る
。
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
人
天
眼
目
』
に
も
機
関
の
一
つ

と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
頷
け
よ
う
。

し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
僧
宝
伝
』
の
記
述
の
も
の
が
宏
智
の
頃
に

は
機
関
と
し
て
変
化
し
た
の
か
、
そ
も
そ
も
本
来
浮
山
の
九
帯
は
こ
の

よ
う
な
形
で
あ
っ
た
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
宏
智
録
』
に
は
「
洞
山
三
種
語
」
や
「
芙
蓉
和
尚
有
四
転
語
」
な

ど
の
表
現
が
み
ら
れ
、
機
関
に
対
す
る
宏
智
の
関
心
が
窺
わ
れ
る
。
さ
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九

き
に
、
宏
智
が
「
雪
子
吟
」
の
序
文
に
あ
る
「
正
位
雖
正
却
偏
、
偏
位

雖
偏
却
円
」
と
の
語
句
の
引
用
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
序
文
に
は
更
に

「
此
是
有
語
中
無
語
、
無
語
中
有
語
。
宛
転
廻
互
、
始
終
無
滞
其
間
」

（
一
〇
頁
上
）
と
の
記
述
も
み
ら
れ
、
浮
山
が
五
位
の
機
関
を
用
い
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
宏
智
自
身
に
も
「
五
位
」
を
取
り
入
れ
た
接

化
が
確
認
さ
れ
る
が（
７
）、
ち
な
み
に
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
か
ら
も
、

わ
ず
か
だ
が
「
洞
山
五
位
頌
」、「
洞
山
五
王
子
頌
」
に
関
す
る
引
用
が

確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
点
が
宏
智
と
浮
山
と
を
結
び
つ
け
る
接
点

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、『
人
天
眼
目
』
巻
三
「
曹
洞
宗
」
の
項
目
に
は
、
湛
堂
徳
淳

（
南
宋
、
大
潙
善
果
法
嗣
、
楊
岐
派
五
世
）
の
「
要
訣
」
が
収
録
さ
れ
る
。

こ
れ
は
五
家
各
派
の
概
要
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
曹
洞
宗
に
関
す

る
記
述
が
以
下
の
と
お
り
に
み
ら
れ
る
。

新
豊
一
派
荷
玉
分
流
。
始
因
過
水
逢
渠
、
妙
見
無
情
説
法
。
当
今
不

触
、
展
手
通
玄
。
列
五
位
正
偏
、
分
三
種
滲
漏
。
夜
明
簾
外
、
臣
退
位

以
朝
君
。
古
鏡
台
前
、
子
転
身
而
就
父
。
雪
覆
万
年
松
径
。
夜
半
正

明
、
雲
遮
一
帯
峯
巒
。
天
暁
不
露
、
道
樞
綿
密
、
智
域
囦
深
。
黙
照
空

劫
已
前
、
湛
湛
一
壷
風
月
。
坐
徹
威
音
那
畔
、
澄
澄
満
目
烟
光
。
不
萌

枝
上
花
開
、
無
影
樹
頭
鳳
舞
。
機
絲
不
挂
、
箇
中
双
鎖
金
針
。
文
彩
縦

横
、
裏
許
暗
穿
玉
線
。
双
明
唱
起
、
交
鋒
処
知
有
天
然
。
兼
帯
忽
来
枯

木
上
、
須
能
作
主
、
不
存
正
位
。
那
守
大
功
、
及
尽
今
時
、
寧
容
尊

貴
。
截
断
情
塵
見
網
、
掣
開
金
鎖
玄
関
。
妙
協
全
開
、
歴
歴

中
混

跡
。
平
懐
常
実
、
明
明
炭
裏
蔵
身
。
巻
舒
不
落
功
勲
、
来
去
了
為
変

易
。
欲
使
異
苗
蕃
茂
、
貴
在
深
固
霊
根
。
若
非
柴
石
野
人
、
争
見
新
豊

曲
子
（
柴
石
野
人
浮
山
円
鑑
之
別
号
也
）。

�

（
三
二
〇
頁
下
～
三
二
一
頁
上
）

　

こ
こ
で
は
、
曹
洞
宗
旨
を
示
す
に
あ
た
り
、「
五
位
正
偏
」、「
三
種

滲
漏
」
な
ど
の
機
関
や
「
空
劫
已
前
」、「
威
音
那
畔
」
と
の
「
劫
外
の

宗
風
」
を
表
現
す
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
最
後
に

は
「
若
非
柴
石
野
人
、
争
見
新
豊
曲
子
」
と
あ
る
。
ま
さ
に
浮
山
が
い

た
か
ら
こ
そ
曹
洞
宗
の
流
れ
が
後
世
へ
と
継
承
さ
れ
た
と
評
価
す
る
も

の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
浮
山
の
代
付
に
関
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が

こ
こ
か
ら
も
確
認
で
き
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
記
述
に
は
太
字
の
よ
う
に

「
九
帯
」
の
項
目
名
に
み
ら
れ
る
「
双
鎖
金
針
」、「
妙
協
」、「
平
懐
常

実
」
と
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
曹
洞
宗
旨
と
関
連
さ
せ
て
九
帯
を

把
握
す
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
き
に
宏
智
が
、
同
安
常
察
撰
「
雪
子
吟
」
に
付
し
た
浮
山
の
序
文

に
つ
い
て
、
偏
正
五
位
の
視
点
を
も
っ
て
引
用
し
て
い
た
こ
と
を
み
た
。

こ
の
偏
正
五
位
の
機
関
に
つ
い
て
は
曹
山
本
寂
（
八
四
〇
～
九
〇
一
）
に

よ
っ
て
創
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（
８
）。
ま
た
、
同
じ
く
同
安
撰
と
し
て

『
十
玄
談
』
が
あ
る
が
、
宏
智
が
用
い
た
『
偈
頌
』
所
収
「
十
玄
談
」

に
は
大
陽
警
玄
（
九
四
三
～
一
〇
二
七
）
に
よ
る
註
釈
が
付
さ
れ
て
い

る
。（
一
〇
頁
下
～
一
二
頁
上
）。
大
陽
に
は
曹
山
の
機
関
で
あ
る
「
曹
山

三
種
堕
」
に
対
す
る
註
釈
が
伝
わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
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一
〇

え
、
浮
山
と
大
陽
が
同
安
と
曹
山
を
介
し
て
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
拙

稿
に
て
検
討
し
た（
９
）。『
人
天
眼
目
』
巻
三
に
お
い
て
、「
九
帯
」
の

「
屈
曲
垂
帯
」
に
対
し
、「
夫
垂
者
、
聖
人
垂
機
接
物
也
。
屈
曲
者
、
脱

珍
御
服
、
著
弊
垢
衣
也
。
同
安
云
、
権
掛
垢
衣
云
是
仏
、
却
装
珍
御
復

名
誰
。
珍
御
名
不
出
世
。
垢
衣
名
出
世
」（
三
〇
九
頁
中
）
と
し
て
『
十

玄
談
』「
廻
機
」
の
語
句
を
用
い
て
関
連
さ
せ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と

や
、
ま
た
、
時
代
は
下
が
る
が
為
霖
道
霈
編
『
禅
海
十
珍
』（
一
六
八

七
）
に
お
い
て
「
論
曰
、
十
玄
談
、
前
五
首
徹
法
源
底
、
後
五
首
履
踐

玄
塗
、
与
洞
山
五
位
冥
然
契
合
」（『
為
霖
禅
師
旅
泊
菴
稿
』
巻
四
、
続
蔵

二
・
三
一
、
四
五
左
下
）
と
し
て
「
十
玄
談
」
を
「
五
位
」
と
関
連
さ
せ

て
解
釈
す
る
こ
と
も
、
同
安
や
浮
山
の
宗
旨
に
曹
洞
宗
旨
と
近
似
す
る

も
の
が
あ
る
こ
と
が
そ
の
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
浮
山

自
身
は
あ
く
ま
で
北
宋
臨
済
宗
の
葉
県
帰
省
法
嗣
で
あ
る
。
そ
し
て
、

参
学
し
た
汾
陽
善
昭
（
九
四
六
～
一
〇
二
三
）
と
葉
県
と
の
い
ず
れ
に
嗣

法
す
る
か
を
葛
藤
し
た
上
で
葉
県
に
嗣
法
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
臨
済

宗
侶
の
自
覚
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い（
10
）。
浮
山
は
自
身
が

「
録
公
」
と
号
す
る
よ
う
に
各
宗
派
に
関
す
る
広
範
な
見
識
を
持
ち
併
せ

て
い
た
人
物
で
あ
る（
11
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
浮
山
の
広
範
な
見
識
の
う

ち
、
曹
洞
宗
旨
に
近
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
曹
洞
宗
側
の
方
が
反
応
を
示

し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
「
十
玄
談
」
に
つ
い
て
は
、
前
半
の
五
項
目
で
あ
る
「
心
印
」「
祖

意
」「
玄
機
」「
塵
異
」「
演
教
」
は
宗
旨
を
明
か
す
も
の
で
あ
り
、
後

半
の
五
項
目
で
あ
る
「
達
本
」「
還
源
」「
廻
機
」「
転
位
」「
一
色
」
は

修
行
者
の
実
践
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う（
12
）。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、

『
宏
智
録
』
の
引
用
箇
所
一
二
箇
所
の
う
ち
、
宗
旨
に
関
す
る
「
祖
意
」

が
三
箇
所
、「
玄
機
」
が
一
箇
所
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
修
行
者

の
実
践
を
示
す
「
達
本
」
が
二
箇
所
、「
還
源
」
が
一
箇
所
、「
廻
機
」

が
四
箇
所
、「
一
色
」
が
一
箇
所
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
修
行
者

の
実
践
の
方
に
宏
智
の
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
宏
智
録
』
に
は
「
雪
子
吟
」
や
「
十
玄
談
」

か
ら
の
引
用
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
各
語
句
に
つ
い
て

確
認
す
る
と
、「
師
云
」
や
「
良
久
云
」
と
し
て
宏
智
自
身
の
語
と
し

て
用
い
ら
れ
る
が
、
あ
た
か
も
常
套
句
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
の
用
例
と
し
て
、「
僧
云
」
と
の
よ
う
に
、
僧
に
よ

る
問
答
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
も
確
認
で
き
る
。
さ
き
に
み

て
き
た
よ
う
に
、『
宏
智
録
』
に
お
け
る
「
浮
山
九
帯
」
に
関
す
る
記
述

は
、
小
参
に
お
け
る
主
題
と
し
て
僧
の
問
答
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
僧
が
「
浮
山
九
帯
」
や
「
十
玄
談
」
の
内
容
を

認
識
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
問
答
を
か
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
叢
林
に
お
い
て
「
浮
山
九
帯
」
や
「
十
玄

談
」
が
身
近
な
も
の
と
し
て
受
用
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
の
で

あ
る
。



『
宏
智
録
』
に
み
え
る
浮
山
法
遠
の
宗
風
に
関
す
る
一
考
察
（
小
早
川
）

一
一

６
．
小
結

　

以
上
の
よ
う
に
『
宏
智
録
』
に
み
え
る
浮
山
法
遠
に
関
す
る
記
述
を

確
認
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、「
浮
山
九
帯
」
に
関
す
る
宏
智
の
詳
細
な

記
述
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
浮
山
九
帯
」
に
対
す
る
宏
智
自
身
の

見
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宏
智
は
「
浮

山
九
帯
」
を
機
関
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、「
雪
子

吟
」
序
文
の
偏
正
五
位
に
関
す
る
記
述
の
引
用
例
も
確
認
で
き
た
こ
と

か
ら
、「
九
帯
」
だ
け
で
は
な
く
、「
五
位
」
と
い
う
点
に
お
い
て
も
浮

山
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

浮
山
の
宗
風
に
は
、
曹
洞
宗
に
近
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

曹
山
本
寂
や
同
安
常
察
を
介
し
て
大
陽
警
玄
と
の
繋
が
り
を
持
つ
な
ど
、

曹
洞
宗
旨
に
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
宏
智
の
関
心
が
引
き
寄
せ

ら
れ
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
の
こ
と

が
大
陽
の
法
を
投
子
義
青
へ
と
繋
ぐ
こ
と
を
可
能
た
ら
し
め
た
も
の
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
さ
ら
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、『
宏
智
録
』
に
み
え
る
僧
の
問
答
に
は
「
浮
山
九
帯
」
や

「
十
玄
談
」
の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
叢
林
に
浸

透
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、『
宏
智
録
』
に
多
数
の
引
用

が
確
認
さ
れ
た
「
十
玄
談
」
は
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
の
み
に
収
載
さ

れ
る
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宏
智
が

浮
山
の
註
釈
が
付
さ
れ
る
「
雪
子
吟
」
や
「
十
玄
談
」
を
用
い
る
に
あ

た
り
、『
偈
頌
』
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ほ

か
に
も
洞
山
の
「
玄
中
銘
」
や
「
新
豊
吟
」
な
ど
を
収
載
す
る
こ
と
か

ら
も
、『
偈
頌
』
は
宋
代
の
曹
洞
宗
旨
を
知
る
に
あ
た
り
重
要
な
書
と
い

え
よ
う
。

　

な
お
、
今
回
の
検
討
の
な
か
で
、
特
に
宋
代
曹
洞
宗
に
お
け
る
同
安

常
察
の
「
十
玄
談
」
の
影
響
の
一
端
を
確
認
し
た
が
、「
十
玄
談
」
自

体
の
成
立
や
、
そ
こ
に
表
さ
れ
る
同
安
の
思
想
な
ど
に
つ
い
て
は
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
参
考
文
献
〉

椎
名
宏
雄
「『
人
天
眼
目
』
の
諸
本
」（『
宗
学
研
究
』
二
〇
、
一
九
七

八
）。

石
井
修
道
「
宋
版
『
宏
智
録
』
六
冊
に
つ
い
て
」
桜
井
秀
雄
監
修
・
石

井
修
道
編
『
宏
智
録
』
上
、
五
二
一
頁
～
五
五
四
頁
、
名
著
普
及
会
、

一
九
八
四
）。

椎
名
宏
雄
「
高
麗
版
『
人
天
眼
目
』
と
そ
の
資
料
」（『
駒
澤
大
學
佛
教

學
部
研
究
紀
要
』
四
四
号
、
一
九
八
六
）。

石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
）。

椎
名
宏
雄
「『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
の
文
献
的
考
察
」（『
田
中
良
昭
博

士
古
稀
記
念
論
集
・
禅
学
研
究
の
諸
相
』、
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇



『
宏
智
録
』
に
み
え
る
浮
山
法
遠
の
宗
風
に
関
す
る
一
考
察
（
小
早
川
）

一
二

三
）。

愈
炳
根
「
同
安
常
察
の
「
十
玄
談
」
を
め
ぐ
る
問
題
―
十
玄
談
の
成
立

に
つ
い
て
―
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
五
一
―
二
、
二
〇
〇
三
）。

土
屋
太
祐
『
公
案
禅
の
成
立
に
関
す
る
試
論
―
北
宋
臨
済
宗
の
思
想

史
』（『
駒
澤
大
學
禪
研
究
所
年
報
』
一
八
、
二
〇
〇
七
）。

椎
名
宏
雄
『
洞
山
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
）。

註
（
1
）
い
わ
ゆ
る
代
付
説
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研

究
』
二
〇
九
頁
～
二
三
三
頁
に
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
世

の
宗
門
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
面
山
瑞
方
『
洞
上
金
剛
杵
』
で
は
、

大
陽
と
投
子
と
の
両
者
の
間
に
面
授
が
成
立
し
た
と
の
立
場
で
論
を

展
開
し
、
代
付
説
を
否
定
す
る
試
み
が
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、

拙
稿
「『
洞
上
金
剛
杵
』
の
考
察
」（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学

術
大
会
紀
要
一
一
、
二
〇
一
〇
）
に
て
も
検
討
し
た
。

（
2
）
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八

七
）
二
二
四
頁
に
宏
智
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
前
出
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
二
二
四
頁
。

（
4
）
拙
稿
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
に
み
え
る
浮
山
法
遠
の
註
釈
に
つ
い

て
（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
六
―
二
、
二
〇
一
八
）。

（
5
）
愈
炳
根
「
同
安
常
察
の
「
十
玄
談
」
を
め
ぐ
る
問
題
―
十
玄
談

の
成
立
に
つ
い
て
―
」
参
照
。

（
6
）
椎
名
宏
雄
「
高
麗
版
『
人
天
眼
目
』
と
そ
の
資
料
」
に
五
山
版

（
一
三
〇
三
）、
髙
麗
版
（
一
三
九
五
）、
明
蔵
本
（
一
五
八
六
）
の

異
同
対
照
表
が
み
ら
れ
る
。

（
7
）
前
出
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』
三
一
〇
頁
参
照
。

（
8
）
石
井
修
道
「
曹
山
本
寂
の
五
位
説
の
創
唱
を
め
ぐ
っ
て
」（『
宗
学

研
究
』
二
八
、
一
九
八
六
）
参
照
。

（
9
）
前
出
、
拙
稿
「『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
に
み
え
る
浮
山
法
遠
の
註

釈
に
つ
い
て
」。

（
10
）『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
四
「
舒
州
浮
山
円
鑑
禅
師
」
章
の
上
堂

に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
上
堂
云
、
昨
日
拈
香
、
擬
為
汾
陽
和
尚
。

又
縁
孤
佗
葉
県
老
人
。
既
為
葉
県
老
人
、
又
乃
孤
負
佗
汾
陽
和
尚
。

然
雖
如
是
、
一
客
不
煩
両
主
、
一
鳥
不
棲
二
林
。
於
此
二
途
、
須
至

一
決
。
何
故
、
成
山
假
就
於
始
簣
、
修
途
託
至
於
初
歩
。
如
斯
更
不

向
汾
陽
浪
裏
競
棹
孤
舟
、
却
向
汝
海
枯
木
上
生
花
、
別
迎
春
色
」

（
続
蔵
二
Ｂ
九
、
四
一
右
上
～
右
下
）。

（
11
）「
因
又
目
之
録
公
名
耳
」（『
続
灯
録
』
巻
四
、
四
〇
左
下
）。

（
12
）
前
出
の
為
霖
道
霈
編
『
禅
海
十
珍
』
に
み
え
る
ほ
か
、『
林
間
録
』

巻
下
に
「
前
五
首
示
其
旨
要
、
後
五
首
使
履
踐
之
」（
続
蔵
二
Ｂ
二

一
、
三
二
三
左
上
）
と
み
え
る
。



一
三

は
じ
め
に

　
『
洞
谷
記
』
と
は
、
石
川
県
羽
咋
市
に
あ
る
洞
谷
山
永
光
寺
の
開
創

よ
り
、
太
祖
瑩
山
禅
師
の
示
寂
前
後
ま
で
の
行
実
を
、
瑩
山
禅
師
自
身

が
記
し
た
日
記
を
中
心
に
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
瑩
山
禅
師

の
晩
年
の
行
実
や
、
永
光
寺
草
創
期
の
様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
写
本
の
翻
刻
や
本
書
成
立
に
関
す
る
考
察

等
の
書
誌
学
的
見
地
か
ら
の
研
究
や
、
瑩
山
禅
師
の
新
撰
部
分
を
限
定

す
る
試
み
、
ま
た
瑩
山
禅
師
の
伝
記
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
記
載
さ
れ
る
内
容
は
瑩
山
禅
師
に
関
す
る

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
本
書
成
立
時
に
お
け
る
永
光
寺
の
様
相
や
、
他

の
清
規
類
に
も
見
ら
れ
な
い
当
時
の
法
式
作
法
等
の
記
述
が
残
さ
れ
て

い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
関
し
て
は
あ
ま
り
着
目
も
さ
れ
ず
、
学

術
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
ず
に
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
載
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
本
書
筆
録
当
時
の
永
光
寺
教

団
の
状
況
や
、
教
団
内
で
行
わ
れ
て
い
た
法
要
作
法
の
様
相
と
い
っ
た

も
の
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
意
識
の
も
と
に
、
筆
者

は
『
洞
谷
記
』
に
記
さ
れ
た
看
経
に
関
す
る
記
述
に
着
目
し
、
拙
稿

「『
洞
谷
記
』
に
お
け
る
看
経
に
つ
い
て
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

学
術
大
会
紀
要
』（
第
十
八
回
））、
拙
稿
「『
洞
谷
記
』
記
載
「
看
経
法
」

に
関
す
る
一
考
察
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
）
を
発
表
し
た
。

　

今
回
は
同
様
の
知
見
か
ら
同
書
記
載
の
「
講
戒
略
式
」
な
る
儀
式
に

着
目
し
、
そ
の
回
向
文
の
文
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

「
講
戒
略
式
」
に
つ
い
て

　
『
洞
谷
記
』
の
写
本
は
古
写
本
系
統
と
流
布
本
系
統
と
に
大
別
さ
れ

る
が
、
こ
の
「
講
戒
略
式
」
は
流
布
本
系
統
に
の
み
記
載
さ
れ
て
お
り
、

古
写
本
系
統
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い（
１
）。

　
「
講
戒
略
式
」
と
は
お
そ
ら
く
「
講
戒
」
を
簡
略
化
し
た
儀
式
と
推

定
す
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
講
戒
」
と
い
う
儀
式
自
体
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

　

例
え
ば
道
元
禅
師
が
記
さ
れ
た
『
出
家
略
作
法
』
の
末
文
に
は
、

講
戒
受
戒
、
其
儀
別
也
。
詳
之
者
少
。
何
況
大
僧
菩
薩
之
戒
相
、
明
之

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
一
号　

二
〇
一
八
年
三
月

『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て

石
　
原
　
成
　
明



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

一
四

者
不
多
。
今
所
撰
者
、
講
戒
之
流
也
。
而
菩
薩
戒
儀
式
、
伝
授
之
者

稀
。
今
聊
存
略
作
法
、
而
示
受
授
之
儀
也
。
不
同
諸
阿
笈
摩
教
及
諸
教

家
所
云
。
若
依
此
儀
可
受
授
者
、
可
得
戒
。
唐
土
・
我
朝
、
先
代
人
師

釈
戒
之
時
、
詳
論
菩
薩
戒
体
、
甚
以
非
也
。
論
体
、
其
要
如
何
。
如
来

世
尊
、
唯
説
戒
之
徳
、
得
否
、
不
論
体
之
有
無
。
但
師
資
相
摸
、
即
得

戒
而
已
。

�

『
出
家
略
作
法
』（
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
』
六
、
二
〇
八
頁
）

と
の
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
講
戒
と
受
戒
は
本
来
別
の
儀

式
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
出
家
略
作
法
』
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
講
戒

の
種
類
に
属
す
る
こ
と
、
そ
し
て
菩
薩
戒
の
儀
式
を
伝
え
る
者
も
稀
で

あ
る
た
め
、
略
作
法
を
も
っ
て
受
戒
の
儀
と
し
て
示
さ
れ
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
道
元
禅
師
は
数
多
い
著
作
の
中
で
、
本
箇
所
以
外
に

「
講
戒
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
た
め
、
正
式
な
作
法
や
具
体
的
な
受
戒

と
講
戒
の
違
い
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ま
た
瑩
山
禅
師
が
示
さ
れ
た
『
瑩
山
清
規
』
に
も
講
戒
に
関
す
る
記

述
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
臨
時
設
斎
設
粥
儭
錢
等
」
の

場
に
お
い
て
、
講
戒
や
諷
経
を
行
う
と
の
定
め
の
み
に
留
ま
り
、
具
体

的
な
儀
軌
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

臨
時
設
斎
設
粥
儭
銭
等
。
随
時
両
班
商
議
。
講
戒
諷
経
。
諷
経
或
随
施

主
意
楽
。
又
応
施
主
所
請
。
上
堂
講
経
。
任
施
主
所
望
。
斎
僧
儭
銭

者
。
寺
中
三
宝
諸
聖
。
病
僧
。
請
暇
僧
皆
行
之
。
沙
弥
童
行
僧
三
分
一

也
。�

禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』
地
、
二
〇
丁
右

　
『
洞
谷
記
』
に
記
載
さ
れ
た
「
講
戒
略
式
」
は
古
写
本
系
統
に
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
洞
門
に
お
け
る
「
講
戒
」
の
儀
式
の
一
端

に
触
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
未
だ
他
の
講
戒
に
関
す
る
新
出
資

料
を
見
出
せ
ず
に
い
る
た
め
、「
講
戒
」
な
る
儀
式
の
全
体
像
の
解
明
は

据
え
置
き
、
今
回
は
そ
の
一
部
分
「
講
戒
略
式
」
の
「
回
向
文
」（
本
稿

で
は
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
と
表
記
す
る
）
に
焦
点
当
て
、
そ
の
文
意
の
解

読
に
つ
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

「
講
戒
略
式
回
向
文
」
の
疑
問
点
に
つ
い
て

　
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
の
本
文
は
以
下
の
様
に
記
載
さ
れ
る
。

　
　
　

回
向

今
日
、
大
檀
那
百
年
無
レ
恙
、
持
二
東
母
西
母
齡
一
、
福
祚
無
邊
。
論
二

梅
生
松
子
命
一
、
孝
行
之
門
前
、
捧
二
百
年
不
凋
之
花
枝
一
、
水
井
之
窓

下
、
弄
二
千
歳
不
夜
之
月
光
一
。
殊
今
日
所
レ
奉
レ
訪
亡
者
某
甲
、
莊
二
嚴

報
地
一
、
圓
二
滿
覺
路
一
。
平
生
已
護
二
持
佛
祖
相
承
之
正
戒
一
、
位
同
二

大
覺
一
已
。
眞
文
何
疑
。
今
日
重
讀
二
誦
頓
二
写
。
一
實
眞
如
妙
經
一
、

即
成
就
佛
身
金
言
是
新
。
非
想
昧
劣
之
上
、
慧
風
扇
驚
レ
心
。
無
閒
大

城
之
底
、
法
雨
洒
消
レ
苦
。
若
爾
者
、
上
蒼
蒼
頂
、
下
至
二
冥
冥
底
一
、

濟
度
施
二
冤
親
一
、
利
益
與
二
存
亡
一
。
願
以
二
此
功
德
一
、
普
及
二
於
一
切
一
、

我
等
與
二
衆
生
一
、
皆
共
成
二
佛
道
一
。

�
流
布
本
『
洞
谷
記
』（『
諸
本
対
校
瑩
山
禅
師　

洞
谷
記
』、
九
八
頁
）



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

一
五

　

こ
の
文
章
を
解
説
し
た
も
の
に
、
山
喜
房
仏
書
林
『
瑩
山
禅
』
第
九

巻
が
あ
り
、
通
釈
と
称
し
て
以
下
の
様
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

回
向

本
日
、
大
檀
越
は
、
百
年
間
無
事
で
あ
っ
て
、
東
方
や
西
方
の
子
の
母

と
な
る
程
の
命
を
保
持
し
、
さ
い
わ
い
は
無
辺
で
あ
り
、
梅
や
松
の
よ

う
に
丈
夫
で
、
健
康
な
寿
命
を
保
っ
て
い
る
。
孝
行
の
門
前
に
は
、
百

年
も
し
お
れ
る
こ
と
の
な
い
華
の
枝
を
捧
げ
て
い
る
。
水
を
飲
み
豆
を

食
し
、
貧
し
く
暮
す
中
で
、
父
母
を
孝
養
す
る
生
活
に
は
、
千
歳
も
の

長
い
間
、
夜
も
晝
の
如
く
月
の
光
り
が
照
り
輝
い
て
い
る
。
特
に
、
本

日
訪
い
奉
る
所
の
、
―
亡
者
某
甲
―
の
報
い
ら
れ
て
い
る
そ
の
所
を
荘

厳
し
、
覚
り
へ
の
路
が
円
満
で
あ
る
よ
う
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。
生
前
、

す
で
に
仏
祖
相
承
の
正
し
い
戒
法
を
護
持
し
、
そ
の
覚
り
た
る
や
、
仏

陀
と
同
じ
位
に
偉
大
な
境
地
に
達
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
経
典
の
真
実

の
文
字
を
、
ど
う
し
て
疑
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
本
日
、
重
ね
て
平

等
に
し
て
真
実
で
あ
る
真
如
の
妙
な
る
経
典
を
―
読
誦
し
速
や
か
に
書

写
し
―
速
や
か
に
仏
身
を
成
就
す
る
と
言
う
、
こ
の
金
言
を
、
今
新
た

に
〈
拝
受
す
る
こ
と
で
あ
る
〉。
知
識
浅
薄
で
、
愚
か
で
あ
る
自
分
に

は
、
尊
い
智
慧
の
光
が
ふ
り
注
い
で
、
こ
こ
ろ
を
驚
か
す
こ
と
で
あ
る
。

広
大
な
無
間
地
獄
の
底
に
、
法
の
雨
が
そ
そ
い
で
、
苦
し
み
を
消
す
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
上
は
青
い
遙
か
な
天
の
頂
上
か
ら
、
下
は

暗
い
地
の
底
に
至
る
ま
で
、
済
度
を
怨
む
者
と
親
し
い
者
に
施
こ
し
、

利
益
を
、
生
者
と
亡
者
の
た
め
に
ひ
と
し
く
共
々
に
与
え
る
。
願
う
と

こ
ろ
は
、
こ
の
功
徳
を
以
っ
て
、
あ
ま
ね
く
一
切
に
及
ぼ
し
、
我
等
と

衆
生
と
、
皆
共
に
仏
道
を
成
就
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

�

『
瑩
山
禅
』
第
九
巻
、
三
〇~

三
一
頁

　

大
凡
こ
の
よ
う
な
主
旨
の
内
容
で
あ
る
こ
と
は
筆
者
も
同
意
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
幾
つ
か
解
釈
に
疑
問
を
持
つ
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

正
確
な
文
意
の
獲
得
を
目
指
し
解
釈
を
試
み
る
。

　

筆
者
が
大
き
く
疑
問
を
持
っ
た
の
は
三
点
、「
東
母
西
母
齢
」「
梅
生

松
子
命
」「
水
井
之
窓
下
」
の
解
釈
で
あ
る
。『
瑩
山
禅
』
で
は
、
右
記

の
通
釈
以
外
に
語
釈
を
施
し
て
お
り
、
該
当
部
分
の
語
釈
に
は
以
下
の

様
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

東
毋
西
母
齡
＝
東
方
や
西
方
の
子
の
親
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
命
の

意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

『
瑩
山
禅
』
第
九
巻
、
二
九
頁

梅
生
松
子
命
＝
梅
や
松
の
よ
う
に
、
丈
夫
で
健
康
で
あ
る
と
い
う
意
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

『
瑩
山
禅
』
第
九
巻
、
二
九
頁

　

こ
れ
ら
を
見
る
に
語
意
を
確
定
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
解
釈
は
曖
昧

で
あ
り
、『
瑩
山
禅
』
語
釈
執
筆
者
の
推
測
の
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
内

容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
「
水
井
之
窓
下
」
の
解
釈
で
あ
る
が
、
流
布
本
系
統
の
三
本

（
大
乘
寺
所
蔵
本
・
永
光
寺
所
蔵
本
・
駒
大
所
蔵
本
）
共
に
「
井
」
の
字
の
右

に
「
一
作
菽
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
水
井
」
で
は
な
く

「
水
菽
」
と
判
断
し
、

水
菽
＝
水
を
飲
み
、
豆
を
食
し
、
貧
し
く
暮
す
中
で
、
善
く
父
母
を
孝



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

一
六

養
す
る
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。�

『
瑩
山
禅
』
第
九
巻
、
二
九
頁

と
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
水
井
」
で
は
な
く

「
水
菽
」
の
語
を
採
用
し
た
具
体
的
理
由
は
明
記
さ
れ
ず
、
ま
た
語
釈

の
内
容
も
推
測
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

「
梅
生
松
子
命
」
と
は

　

ま
ず
は
「
梅
生
松
子
命
」
の
語
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。「
梅
生
松

子
」
と
言
う
表
現
に
類
似
し
た
も
の
は
日
本
古
典
籍
の
中
に
幾
つ
か
見

ら
れ
る
が
、
有
名
な
も
の
に
『
平
家
物
語
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

聖
も
哀
れ
に
思
ひ
け
れ
共
、
我
さ
へ
心
よ
は
く
て
は
か
な
は
じ
と
思
ひ
、

涙
お
し
の
ご
ひ
、
さ
ら
ぬ
体
に
も
て
な
い
て
申
し
け
る
は
、「
ま
こ
と
に

さ
こ
そ
は
お
ぼ
し
め
さ
れ
候
ら
め
。
た
か
き
も
賤
き
も
、
恩
愛
の
道
は

力
及
ば
ぬ
事
也
。
中
に
も
夫
妻
は
一
夜
の
枕
を
な
ら
ぶ
る
も
、
五
百
生

の
宿
縁
と
申
候
へ
ば
、
前
世
の
契
浅
か
ら
ず
。
生
者
必
滅
、
会
者
定
離

は
浮
世
の
習
に
て
候
也
。
す
ゑ
の
露
、
も
と
の
し
づ
く
の
た
め
し
あ
れ

ば
、
た
と
ひ
遅
速
の
不
同
は
あ
り
と
も
、
を
く
れ
先
だ
つ
御
別
、
遂
に

な
く
て
し
も
や
候
べ
き
。
彼
離
山
宮
の
秋
の
夕
の
契
り
も
、
遂
に
は
心

を
摧
く
は
し
と
な
り
、
甘
泉
殿
の
生
前
の
恩
も
お
は
り
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
。
松
子
・
梅
生
生
涯
の
恨
あ
り
。
等
覚
、
十
地
、
猶
生
死
の
掟
に

し
た
が
ふ
。
た
と
ひ
君
長
生
の
た
の
し
み
に
ほ
こ
り
給
ふ
共
、
此
御
な

げ
き
は
の
が
れ
さ
せ
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
。
た
と
ひ
又
百
年
の
齢
を
た
も

ち
給
ふ
共
、
此
御
恨
は
た
だ
お
な
じ
事
と
思
食
さ
る
べ
し
。

　
　
『
平
家
物
語
』
巻
第
一
〇
「
維
盛
入
水
」

�

（
岩
波
書
店
『
平
家
物
語
』
下
、
二
三
九
頁　

※
傍
線
部
筆
者
）

　

こ
れ
は
熊
野
三
山
の
参
詣
を
す
ま
せ
た
平
維
盛
が
、
那
智
の
沖
で
入

水
す
る
直
前
の
場
面
を
描
い
た
箇
所
で
あ
る
。
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
も

妻
子
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
を
断
ち
切
れ
ず
に
い
る
維
盛
に
、
滝
口
入

道
時
頼
が
あ
わ
れ
に
思
い
な
が
ら
も
、
浄
土
に
て
救
わ
れ
る
こ
と
を
説

い
た
内
容
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
如
く
「
松
子
・
梅
生
生
涯
の
恨
あ

り
。
等
覚
、
十
地
、
猶
生
死
の
掟
に
し
た
が
ふ
。」
と
の
記
載
が
残
さ

れ
て
い
る
。「
松
子
・
梅
生
」
と
『
洞
谷
記
』
の
記
載
と
は
順
番
は
異

な
っ
て
い
る
が
、
同
一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
語

に
関
し
て
、
岩
波
書
店
『
平
家
物
語
』
下
に
記
載
さ
れ
た
脚
注
を
参
照

す
る
に
、

赤
松
子
と
梅
福
。
と
も
に
漢
代
の
仙
人
で
、
不
老
長
寿
と
し
て
知
ら
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
最
後
に
は
死
の
悲
し
み
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
い
う
。

�

岩
波
書
店
『
平
家
物
語
』
下
、
二
四
〇
頁
「
脚
注
」

と
あ
り
、
松
子
は
赤
松
子
、
梅
生
は
梅
福
と
い
う
二
人
の
人
物
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
松
子
（
赤
松
子
）
は
中
国
、
上
古
の
仙
人
と
さ
れ
、『
列
仙
伝
』

よ
り
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
同
書
に
は
次
の
様
に
記
載
さ
れ
る
。

赤
松
子
者
、
神
農
時
雨
師
也
。
服
水
玉
以
教
神
農
。
能
入
火
不
焼
。
往

往
至
崑
崙
山
上
、
常
止
西
王
母
石
室
中
、
随
風
雨
上
下
。
炎
帝
少
女
追



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

一
七

之
、
亦
得
仙
倶
去
。
高
辛
時
、
復
為
雨
師
。
今
之
雨
師
本
是
焉
。

　
　
『
列
仙
伝
』
巻
上
「
赤
松
子
」

�

（
集
英
社
『
山
海
経
・
列
仙
伝
』、
六
三
七
頁
）

　
『
列
仙
伝
』
に
よ
れ
ば
赤
松
子
は
神
農
の
時
代
の
雨
師
で
、
崑
崙
山

の
西
王
母
の
石
室
で
雨
を
司
っ
て
お
り
、
炎
帝
（
神
農
）
の
娘
と
と
も

に
仙
人
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

同
様
に
梅
生
は
梅
福
と
も
称
さ
れ
、『
漢
書
』
よ
り
そ
の
名
が
見
ら
れ

る
。　

揚
胡
朱
梅
云
伝
第
三
十
七

揚
王
孫
者
、
孝
武
時
人
、
学
黄
老
之
術
、
家
業
千
金
、
厚
自
奉
養
生
、

亡
所
不
致
。（
中
略
）
梅
福
字
子
真
、
九
江
寿
春
人
也
。
少
学
長
安
明

〈
尚
書
〉、〈
穀
梁
春
秋
〉、
為
郡
文
学
、
補
南
昌
尉
。
後
去
官
帰
寿
春
、

数
因
縣
道
上
言
変
事
、
求
仮
軺
伝
、
詣
行
在
所
條
対
急
政
、
輒
報
罷
。

（
中
略
）
至
元
始
中
、
王
莽
顓
政
、
福
一
朝
棄
妻
子
、
去
九
江
、
至
今

伝
以
為
仙
。
其
後
、
人
有
見
福
於
会
稽
者
、
変
名
姓
、
為
呉
市
門
卒

云
。

　
　
『
漢
書
』
巻
六
七
「
梅
福
伝
」

�

（
中
華
書
局
第
九
冊
、
二
九
〇
七
～
二
九
二
七
頁
）

　
『
漢
書
』
に
よ
れ
ば
梅
福
は
字
を
子
真
と
称
し
、
九
江
郡
寿
春
の
出

身
と
さ
れ
る
。
郡
の
文
学
や
、
南
昌
県
の
尉
に
補
任
さ
れ
た
が
、
後
に

辞
職
。
寿
春
よ
り
国
政
に
進
言
す
る
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
後
に
故
郷

を
離
れ
て
仙
人
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
よ
り
「
松
子
」
も
「
梅
生
」
も
い
ず
れ
も
仙
人
と
伝
え
ら
れ
る

人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
挙
げ
た
岩
波
書
店
『
平
家
物
語
』

の
脚
注
で
は
、
両
者
を
「
不
老
長
寿
と
し
て
知
ら
れ
た
」
と
す
る
が
、

こ
こ
に
挙
げ
た
文
中
か
ら
は
両
者
が
不
老
長
寿
で
あ
っ
た
こ
と
は
読
み

取
れ
な
い
。

　

し
か
し
日
本
の
平
安
時
代
中
期
、
藤
原
明
衡
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た

『
本
朝
文
粋
』
に
は
紀
納
言
の
詩
文
と
し
て
「
白
箸
翁
」
と
い
う
話
が

残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
「
松
子
」
と
「
梅
生
」
の
名
に
触
れ
ら
れ

て
い
る
。

貞
観
之
末
、
有
一
老
父
。
不
知
何
人
、
亦
不
得
姓
名
。
常
遊
市
中
、
以

売
白
箸
為
業
。
時
人
号
白
箸
翁
。
人
皆
相
厭
、
不
買
其
箸
。
翁
自
知

之
、
不
以
為
憂
。
寒
暑
之
服
、
皁
色
不
変
。
枯
木
其
形
、
浮
雲
其
跡
。

鬢
髪
如
雪
、
冠
履
不
全
。
人
如
問
年
、
常
自
言
七
十
。
時
市
楼
下
、
有

売
卜
者
、
年
可
八
十
。
密
語
人
曰
、
吾
嘗
為
児
童
之
時
、
見
此
翁
於
路

中
。
衣
服
容
貌
、
与
今
無
異
。
聞
者
怪
之
。
疑
其
百
余
歳
人
。
然
持
性

寛
仁
、
未
曾
見
喜
怒
之
色
。
放
誕
慎
謹
、
隨
時
不
定
。
人
或
勧
酒
、
不

言
多
少
、
以
酔
飽
為
期
。
或
渉
日
不
食
、
亦
無
飢
色
。
満
市
之
人
、
不

得
量
知
其
涯
涘
。
後
頓
病
終
市
門
之
側
。
市
人
哀
其
久
時
相
見
、
移
尸

令
埋
東
河
之
東
。
後
及
二
十
余
年
、
有
一
老
僧
、
謂
人
云
、
去
年
夏

中
、
頭
陀
南
山
、
忽
見
昔
翁
居
石
室
之
中
、
終
日
焚
香
、
誦
法
華
経
。

近
相
謁
曰
、
居
士
無
恙
。
翁
咲
不
答
。
去
亦
相
尋
、
遂
失
在
所
。
余
転

聴
此
言
、
猶
疑
虚
誕
。
然
而
梅
生
不
死
、
松
子
猶
生
、
古
既
有
之
。
難



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

一
八

可
全
責
。
亦
恐
消
没
不
伝
於
世
。
故
記
所
聞
、
貽
於
来
葉
云
爾
。

　
　
『
本
朝
文
粋
』

�
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
七
、
二
七
二
頁　

※
傍
線
部
筆
者
）

　

貞
観
の
末
に
平
安
市
中
で
白
箸
を
売
っ
て
い
た
翁
（
白
箸
翁
）
の
話
で

あ
る
。
白
箸
翁
は
自
身
の
年
齢
を
七
十
歳
と
自
称
し
て
い
た
が
、
八
十

年
近
く
前
か
ら
白
箸
翁
の
姿
は
変
わ
ら
な
い
と
の
話
も
あ
っ
た
。
こ
の

白
箸
翁
が
病
死
し
た
の
で
市
中
の
人
で
埋
葬
し
た
が
、
二
十
年
後
そ
の

姿
を
見
た
と
い
う
者
が
現
れ
た
。
珍
し
い
話
で
あ
る
が
、
先
例
に
鑑
み

れ
ば
梅
生
は
死
な
な
い
と
い
う
話
も
あ
る
し
、
松
子
は
さ
ら
に
生
き
続

け
た
と
い
っ
た
話
も
あ
る
。
珍
し
い
話
だ
か
ら
こ
れ
を
書
き
留
め
て
お

い
た
、
と
の
内
容
で
あ
る
。

　

本
文
の
主
旨
は
白
箸
翁
と
い
う
人
物
の
不
老
長
寿
と
不
死
（
厳
密
に

言
え
ば
死
か
ら
の
復
活
と
な
る
か
）
と
い
う
不
可
思
議
を
伝
え
る
こ
と
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
引
証
さ
れ
た
梅
生
と
松
子
は
同
様
の
不
可

思
議
な
存
在
と
し
て
の
例
示
で
あ
り
、
こ
の
時
点
に
於
い
て
梅
生
と
松

子
と
い
う
人
物
は
不
死
な
る
存
在
と
し
て
の
語
義
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、「
梅
生
松
子
命
」
は
永
遠
に
等
し
い
寿
命
の
意
を
有
す

る
語
と
判
断
す
る
。

「
東
母
西
母
齢
」
と
は

　
「
梅
生
」「
松
子
」
の
人
物
像
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に

し
た
。
こ
の
「
梅
生
松
子
命
」
の
解
釈
を
参
考
に
「
東
母
西
母
齢
」
の

語
意
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
回
向
文
の
内
容
を
推
察
す
る
に
、
檀

越
の
長
寿
を
祈
願
す
る
内
容
と
思
わ
れ
る
た
め
、「
梅
生
松
子
命
」
も

「
東
母
西
母
齢
」
も
同
様
の
意
味
と
解
す
べ
き
か
と
考
え
る
。

　

そ
の
よ
う
に
仮
定
し
た
な
ら
ば
、「
東
母
西
母
」
も
長
寿
の
代
表
と
思

わ
れ
る
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
古
典
文
学
に
お
い
て
長
寿
の
譬

喩
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
人
物
に
西
王
母
が
い
る
。
西
王
母
は
先
に
挙
げ

た
『
列
仙
伝
』「
赤
松
子
伝
」
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
元
は

『
山
海
経
』（
前
四
世
紀
か
ら
三
世
紀
頃
に
か
け
て
徐
々
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
る
）
よ
り
登
場
し
、
そ
の
淵
源
は
殷
墟
の
甲
骨
文
字
の
卜
辞
に
見
ら

れ
る
「
西
母
」
と
い
う
神
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。『
山
海
経
』「
西
山
経
」

に
記
さ
れ
る
西
王
母
の
姿
は
、

西
王
母
其
状
如
人
、
豹
尾
虎
歯
而
善
嘯
蓬
髪
。

�

『
山
海
経
』
巻
二
「
西
山
経
」（
藝
文
印
書
館
、
一
九
丁
右
）

と
あ
り
、
人
と
獣
を
掛
け
合
わ
せ
た
よ
う
な
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

漢
代
以
降
に
な
る
と
元
の
両
性
具
有
の
姿
か
ら
男
神
の
東
王
公
が
切
り

離
さ
れ
、
女
神
の
姿
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

西
王
母
に
ま
つ
わ
る
話
で
最
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
に
『
西
遊
記
』

が
挙
げ
ら
れ
る（
３
）。

　

孫
悟
空
が
三
蔵
法
師
と
出
会
う
前
、
玉
帝
か
ら
の
勅
令
を
受
け
、
蟠

桃
園
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
た
が
、
仕
事
な
ど
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
蟠

桃
園
に
実
る
特
別
な
桃
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
蟠
桃
と
呼
ば
れ
る



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
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向
文
」
に
つ
い
て
（
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原
）

一
九

桃
で
あ
る
が
、
三
千
年
に
一
度
熟
す
る
も
の
は
、
食
べ
る
と
仙
人
に
な

り
、
六
千
年
に
一
度
熟
す
る
も
の
は
、
食
べ
れ
ば
不
老
長
寿
を
得
、
九

千
年
に
一
度
熟
す
る
も
の
は
、
食
べ
れ
ば
天
地
と
齢
を
等
し
く
す
る
と

謳
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
孫
悟
空
は
太
上
老
君
の
も
つ
金

丹
と
称
す
る
不
老
不
死
の
薬
を
も
飲
み
尽
く
し
、
激
怒
し
た
玉
帝
率
い

る
天
軍
と
大
戦
の
末
、
捕
獲
さ
れ
る
。
し
か
し
、
蟠
桃
と
金
丹
を
食
べ

た
孫
悟
空
に
打
つ
手
な
く
、
玉
帝
は
釈
迦
如
来
に
お
願
し
、
釈
迦
如
来

は
自
身
の
大
き
な
手
の
ひ
ら
を
も
っ
て
孫
悟
空
を
五
行
山
の
岩
山
に
封

じ
こ
め
た
と
い
う
あ
ら
す
じ
は
非
常
に
有
名
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
に
登

場
す
る
孫
悟
空
が
食
べ
た
特
別
な
桃
が
実
る
蟠
桃
園
と
は
、
西
王
母
の

所
有
す
る
土
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
『
西
遊
記
』
が
記
さ
れ
た
時
点
で
、
既
に
西
王
母
は
不
老
長

寿
を
司
る
仙
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
他
、
前
漢
の
武
帝
が
長
寿
を
願
っ
た
際
、
西
王
母
よ
り
三
千
年

に
一
度
咲
く
と
い
う
仙
桃
七
顆
を
賜
っ
た
と
い
う
話
や
、
も
と
は
仙
女

で
あ
っ
た
嫦
娥
が
地
上
に
下
り
た
た
め
に
不
死
で
な
く
な
っ
た
た
め
、

西
王
母
の
不
老
不
死
の
薬
を
飲
ん
だ
話
等
、
西
王
母
に
ま
つ
わ
る
話
を

挙
げ
れ
ば
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
不
老
不
死
、
不
老
長
寿

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る（
４
）。『
洞
谷
記
』
に
記
さ
れ
た
「
西
母
」
は
こ

の
「
西
王
母
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
梅
生
・
松
子
と
同
様
に
長
寿
を

表
す
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

で
は
「
東
母
」
と
は
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、「
東

母
」
と
し
て
想
定
さ
れ
る
人
物
を
道
教
等
で
語
ら
れ
る
神
や
仙
人
よ
り

見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
し
筆
者
は
「
東
母
」
は
誤
字

で
あ
り
、「
東
父
」
が
正
し
か
っ
た
と
結
論
付
け
た
い
。

　

こ
の
「
東
父
」
と
は
元
の
両
性
具
有
と
さ
れ
た
西
王
母
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
男
神
の
東
王
公
の
こ
と
を
指
す
。
西
王
母
が
女
仙
を
司
る
の
に

対
し
、
東
王
公
は
男
仙
の
領
袖
と
さ
れ
る
。
東
華
帝
君
や
東
王
父
と
も

称
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
霊
妙
な
力
を
持
ち
不
老
長
寿
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
神
異
経
』「
東
荒
経
」
に
よ
れ
ば
、

東
荒
山
中
有
大
石
室
、
東
王
公
居
焉
。
長
十
丈
、
頭
髮
皓
白
、
人
形
鳥

面
而
虎
尾
、
載
一
黒
熊
、
左
右
顧
望
。

�

『
神
異
経
』「
東
荒
経
」（
藝
文
印
書
館
、
一
丁
表
）

と
あ
り
、
東
荒
山
の
大
石
室
に
住
ん
で
お
り
、
身
長
は
一
丈
で
頭
髪
は

白
く
、
人
の
姿
で
あ
る
が
鳥
の
顔
と
虎
の
尾
を
持
つ
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
東
王
公
と
西
王
母
は
東
父
・
西
母
と
も
称
さ
れ
、
一
対
の
存
在

と
し
て
の
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
『
全
晋
文
』
に
所
収
さ
れ
る
傅
玄
「
正

都
賦
」
等
よ
り
確
認
さ
れ
る
。

東
父
翳
青
蓋
而
遐
望
、
西
母
使
三
足
之
霊
禽
。

�

傅
玄
「
正
都
賦
」（『
全
晋
文
』
巻
四
五
、
三
丁
左
）

　

ま
た
空
海
著
と
さ
れ
る
『
三
教
指
帰
』
で
は
、
両
者
を
合
わ
せ
た
四

字
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る（
５
）。

若
叶
彼
道
、
若
得
其
術
、
即
改
形
改
髪
、
延
命
延
寿
。
死
籍
数
削
、
生
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二
〇

葉
久
長
。
上
則
跨
蒼
蒼
而
翺
翔
、
下
則
躡
倒
景
而
儴
徉
、
鞭
心
馬
而
馳

八
極
、
油
意
車
以
戯
九
空
。
放
曠
赤
烏
之
城
、
優
遊
紫
微
之
殿
。
視
織

女
於
機
上
要
姮
娥
於
月
中
。
訪
帝
軒
而
為
伴
覔
王
喬
而
為
徒
。
察
荘
鵬

之
牀
見
淮
犬
之
迹
、
窮
列
馬
之
廐
尽
牽
牛
之
泊
、
任
心
偃
臥
逐
思
昇

降
。
淡
怕
無
慾
寂
寞
無
声
、
与
天
地
以
長
存
、
将
日
月
而
久
楽
。
何
其

優
哉
如
何
其
曠
矣
。
東
父
西
母
何
足
怪
乎
。
是
蓋
吾
所
聞
学
霊
宝
之
密

術
歟
。

　
　
『
三
教
指
帰
』
巻
中
「
虚
亡
隠
士
論
」

�

（
岩
波
文
庫
『
三
教
指
帰
』、
一
三
一
頁　

※
傍
線
部
筆
者
）

　
「
正
都
賦
」
で
は
東
父
と
西
母
の
特
徴
の
み
の
記
載
で
あ
る
が
、『
三

教
指
帰
』「
虚
亡
隠
士
論
」
で
は
、
仙
人
と
し
て
の
術
を
得
た
な
ら
ば
、

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
長
寿
を
代
表
す
る
人
物
と
し

て
「
東
父
」「
西
母
」
両
者
の
名
を
一
度
に
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
「
東
父
西
母
」
の
語
は
当
時
一
般
的
に
も
知
ら
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
平
家
物
語
』
で
は
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
又
か
か
る
御
目
に
あ
は
せ
給
ふ
も
、
先
世
の
宿
業
な
り
。
世
を
も

人
を
も
恨
み
お
ぼ
し
め
す
べ
か
ら
ず
。
大
梵
王
宮
の
深
禅
定
の
た
の
し

み
、
思
へ
ば
程
な
し
。
い
は
ん
や
電
光
朝
露
の
下
界
の
命
に
お
い
て
を

や
。
忉
利
天
の
億
千
歳
、
た
だ
夢
の
ご
と
し
。
卅
九
年
を
過
ぐ
さ
せ
給

ひ
け
む
も
、
わ
づ
か
に
一
時
の
間
な
り
。
た
れ
か
嘗
た
り
し
不
老
不
死

の
薬
。
誰
か
た
も
ち
た
り
し
、
東
父
・
西
母
が
命
。
秦
の
始
皇
の
奢
り

を
き
は
め
し
も
、
終
に
は
麗
山
の
墓
に
う
づ
も
れ
、
漢
の
武
帝
の
命
を

を
し
み
給
ひ
し
も
、
む
な
し
く
杜
の
苔
に
く
ち
に
き
。
生
あ
る
も
の
は
、

必
滅
す
。
釈
尊
い
ま
だ
栴
檀
の
煙
を
ま
ぬ
か
れ
給
は
ず
。
楽
尽
て
悲
来

た
る
。
天
人
尚
五
衰
の
日
に
あ
へ
り
と
こ
そ
う
け
給
は
れ
。

　
　
『
平
家
物
語
』「
大
臣
殿
被
斬
」

�

（
岩
波
書
店
『
平
家
物
語
』
下
、
三
二
九
頁　

※
傍
線
部
筆
者
）

　

内
大
臣
平
宗
盛
が
斬
首
の
直
前
、
実
子
清
宗
の
様
子
と
自
身
の
命
に

つ
い
て
本
性
房
湛
豪
に
尋
ね
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
文
章
は
そ
の
質
問
に

対
す
る
湛
豪
の
答
え
で
あ
る
。
湛
豪
は
返
答
は
あ
ら
ゆ
る
時
間
な
ど
一

瞬
に
過
ぎ
ず
、
不
老
不
死
な
ど
は
な
く
、
生
者
必
滅
を
説
く
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
東
父
西
母
」
の
語
は
、
直
前

の
「
不
老
不
死
」
の
語
と
対
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
東
父
西
母
」
と

い
う
表
現
は
当
時
よ
り
不
老
不
死
を
意
味
す
る
一
般
的
な
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、「
東
母
西
母
齢
」
は
「
東
父
西
母
齢
」
の
誤
写
の
可
能

性
が
高
く
、「
梅
生
松
子
命
」
同
様
、
長
寿
の
意
と
し
て
解
す
べ
き
語

と
考
え
る
。

「
水
井
之
窓
下
」
に
関
し
て

　

先
述
の
通
り
「
水
井
之
窓
下
」
は
『
瑩
山
禅
』
で
は
「
一
作
菽
」
の

書
き
入
れ
を
優
先
し
、「
水
井
」
で
は
な
く
「
水
菽
」
を
採
用
し
て
い

る
。
菽
は
「
豆
」
の
意
味
を
持
ち
、『
礼
記
』「
檀
弓
下
」
に
は
、

子
路
曰
、
傷
哉
貧
也
。
生
無
以
為
養
、
死
無
以
為
礼
也
。
孔
子
曰
、
啜



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

二
一

菽
飲
水
尽
其
歓
。
斯
之
謂
孝
。
斂
首
足
形
、
還
葬
而
無
椁
、
称
其
財
。

斯
之
謂
礼
。

　
　
『
礼
記
』「
檀
弓
下
」

�
（
全
釈
漢
文
大
系
第
十
二
巻
『
礼
記
』
上
、
二
七
四
頁
）

と
あ
り
、
こ
の
故
事
を
元
に
し
た
「
菽
水
之
歓
」（
貧
し
い
生
活
を
し
な
が

ら
も
、
親
に
孝
養
を
尽
く
し
て
喜
ば
せ
る
こ
と
。）
と
の
熟
語
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
お
そ
ら
く
は
前
文
の
「
孝
行
之
門
前
、
捧
二
百
年
不
凋
之
花
枝
一
」

と
の
表
現
と
関
連
づ
け
て
、
孝
行
の
文
字
か
ら
「
水
菽
」
を
採
用
し
た

こ
と
と
想
定
す
る
。
こ
の
解
釈
は
一
応
の
説
得
力
を
持
つ
も
の
と
考
え

る
が
、
筆
者
は
原
本
通
り
「
水
井
之
窓
下
」
で
あ
っ
た
場
合
も
解
釈
は

可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
水
井
」
に
て
解
釈
し
た
方
が
妥
当
性
を
得
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

筆
者
が
「
水
菽
」
で
は
な
く
「
水
井
」
を
妥
当
と
考
え
る
理
由
で
あ

る
が
、
本
回
向
文
冒
頭
部
は
「
今
日
、
大
檀
那
百
年
無
レ
恙
、
持
二
東

母
西
母
齡
一
、
福
祚
無
邊
。」
と
あ
り
、
大
檀
越
に
百
年
恙
無
く
幸
福
が

無
限
に
起
こ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、「
菽
水
之
歓
」
と
表
現
さ
れ
る
貧

し
い
生
活
を
策
励
す
る
と
い
う
内
容
に
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
由

来
す
る
。

　

大
檀
越
の
長
寿
や
福
作
を
願
い
な
が
ら
も
、「
殊
今
日
所
レ
奉
レ
訪
亡

者
某
甲
、
莊
二
嚴
報
地
一
、
圓
二
滿
覺
路
一
。」
と
あ
る
通
り
、
本
回
向
文

の
主
旨
は
あ
く
ま
で
亡
者
へ
功
徳
を
廻
ら
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

亡
者
供
養
自
体
を
孝
行
の
具
体
的
行
動
と
解
釈
し
た
な
ら
ば
、『
瑩
山

禅
』
の
よ
う
に
孝
行
と
水
菽
の
語
を
強
引
に
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

で
は
「
水
井
之
窓
下
、
弄
二
千
歳
不
夜
之
月
光
一
。」
の
一
文
を
如
何

に
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
に
移
る
が
、「
水
井
」
と
は
中
国
語
で
井
戸

を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
本
文
は
「
井
戸
の
中
の
水
に
月
明
か
り
が
絶

え
な
い
」
こ
と
を
意
味
し
た
文
章
と
解
釈
す
る
。
こ
の
月
光
が
井
戸
の

水
に
映
る
状
態
と
は
、
常
に
水
が
涸
れ
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考

え
る
。

　

こ
の
『
洞
谷
記
』
記
載
の
回
向
文
が
書
か
れ
た
正
確
な
年
代
は
不
明

で
あ
る
が
、
大
乘
寺
古
写
本
が
書
写
さ
れ
た
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
か

ら
、
大
乘
寺
流
布
本
が
完
成
し
た
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
間
で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
あ
り（
６
）、
当
時
の
水
利
技
術
を
考
慮
す
れ
ば
、
水
の
確

保
は
作
物
の
出
来
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

一
四
二
七
年
を
中
心
と
す
る
応
永
の
大
飢
饉
は
有
名
で
あ
る
が
、
中

で
も
応
永
二
六
年
（
一
四
二
六
）
の
大
旱
魃
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
長
禄
・
寛
正
の
飢
饉
も
長
禄

三
年
（
一
四
五
九
）
の
全
国
的
な
旱
魃
に
端
を
発
し
て
い
る
。
ま
た
応
永

二
七
年
当
時
、
す
で
に
畿
内
で
は
三
毛
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
農
業
の
発
達
か
ら
、
水
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
天
候

不
順
に
よ
る
大
雨
よ
り
も
旱
魃
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
７
）。

　

近
世
（
江
戸
時
代
）
に
入
り
数
多
く
の
水
利
施
設
が
建
設
さ
れ
、
特
に



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

二
二

元
禄
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
前
後
か
ら
享
保
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）

へ
か
け
て
水
の
支
配
技
術
が
発
達
し
、
農
業
生
産
の
増
加
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
当
時
の
生
産
力
の
も
と
で
は
水
利
技
術
の
進
歩
が
も
た
ら
し
た

効
果
は
限
界
に
達
し
、
増
加
傾
向
の
灌
漑
需
要
に
対
し
、
利
用
可
能
な

用
水
の
不
足
は
続
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
８
）。
水
問
題
は

作
物
の
出
来
不
出
来
の
み
な
ら
ず
、
大
災
害
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
り
、

水
の
利
権
を
廻
る
争
い
は
水
論
と
呼
ば
れ
、
境
相
論
を
伴
う
大
き
な
紛

争
の
火
種
と
も
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
江
戸
時
代
に
入
っ
て
も

水
の
枯
渇
を
解
消
す
る
最
終
的
な
手
段
は
雨
乞
い
の
祈
祷
と
さ
れ
て
い

た
現
状
が
あ
る（
９
）。

　
「
孝
行
之
門
前
、
捧
二
百
年
不
凋
之
花
枝
一
、
水
井
之
窓
下
、
弄
二
千

歳
不
夜
之
月
光
一
。」
と
記
さ
れ
た
「
花
枝
」
や
「
月
光
」
の
語
は
、
蓮

華
や
優
曇
華
、
ま
た
円
月
相
と
い
っ
た
所
謂
悟
り
を
表
す
言
葉
と
の
類

似
表
現
と
も
考
え
ら
れ
、
仏
の
加
護
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
願
う
こ
と

と
の
両
義
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、
井
戸
の
水
が
涸
れ
ず
、
水
不
足
に
悩

む
こ
と
の
な
い
生
活
を
願
う
こ
と
は
、
本
回
向
文
冒
頭
部
に
お
け
る
大

檀
越
に
百
年
恙
無
く
幸
福
が
無
限
に
起
こ
る
こ
と
を
願
う
こ
と
と
合
致

し
、「
水
菽
」
よ
り
も
「
水
井
」
を
採
用
す
る
方
が
妥
当
性
を
得
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
と
め

　

以
上
、『
洞
谷
記
』
記
載
の
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
の
解
釈
に
つ
い

て
、
特
に
こ
れ
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
語
義
を
中
心
に
考
察

を
試
み
た
。『
洞
谷
記
』
の
研
究
は
未
だ
多
い
と
言
え
ず
、
特
に
流
布

本
系
統
の
み
に
記
載
さ
れ
た
数
々
の
儀
軌
作
法
を
対
象
と
し
た
の
研
究

は
皆
無
に
等
し
い
。
今
回
は
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
を
取
り
上
げ
た

が
、
他
に
も
多
く
の
作
法
等
に
関
す
る
未
解
決
の
問
題
が
多
数
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
を
細
密
に
解
釈
し
、
語
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
当
時

の
永
光
寺
及
び
、
そ
の
周
辺
の
事
情
の
解
明
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

註
（
１
）
現
在
『
洞
谷
記
』
は
五
種
の
写
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　

①
石
川
県
大
乘
寺
所
蔵
本
（
大
乘
寺
古
写
本
）

　
　

②
福
井
県
永
福
庵
所
蔵
本

　
　

③
石
川
県
大
乘
寺
所
蔵
本
（
大
乘
寺
流
布
本
）

　
　

④
石
川
県
永
光
寺
所
蔵
本

　
　

⑤
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
本

　
　

こ
の
五
種
の
う
ち
①
②
は
古
写
本
系
統
、
③
④
⑤
は
流
布
本
系
統

に
類
別
さ
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
古
写
本
系
統
の
写
本
を
引
用
す
る

際
に
は
、
大
乘
寺
古
写
本
を
用
い
、
流
布
本
系
統
の
写
本
を
引
用
す

る
際
に
は
、
流
布
本
系
最
古
と
さ
れ
る
大
乘
寺
流
布
本
を
用
い
た
。

ま
た
②
の
永
福
庵
所
蔵
本
は
翻
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
一
般
公
開

も
一
時
的
、
ま
た
部
分
的
に
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
確
認
出
来

て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
永
福
庵
所
蔵
本
は
『
永
福
面
山
禅
師
宝



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

二
三

物
集
』（
永
福
会
、
二
〇
〇
八
年
）
を
見
る
に
正
徳
四
年
（
一
七
一

四
）
十
二
月
二
十
四
日
に
大
乘
寺
で
謄
写
さ
れ
た
と
の
由
来
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
原
本
は
現
存
の
大
乘
寺
古
写
本
と
想
定
さ
れ
、
同

写
本
に
「
講
戒
略
式
」
の
掲
載
は
な
い
こ
と
か
ら
、
永
福
庵
所
蔵
本

に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
と
推
察
す
る
。

（
２
）
西
王
母
の
伝
承
に
関
し
て
は
徐
朝
龍
著
『
三
星
堆
・
中
国
古
代
文

明
の
謎
―
史
実
と
し
て
の
『
山
海
経
』』
に
詳
し
い
。

　
　

中
国
古
代
の
神
仙
伝
説
の
中
で
、
西
王
母
ほ
ど
知
名
度
の
高
い
神

は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。『
山
海
経
』
お
よ
び
そ
れ
以
降
の
文
献
に
記
述

さ
れ
、
漢
代
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
、
と
り
わ
け
画
像
石
、
画
像

磚
、
神
獣
鏡
お
よ
び
画
像
鏡
な
ど
に
登
場
し
、
神
話
世
界
の
中
心
的

な
存
在
を
な
し
て
い
た
。
西
王
母
は
『
山
海
経
』
に
見
え
る
よ
う
な

恐
怖
を
覚
え
さ
せ
る
姿
を
し
た
神
か
ら
、
漢
代
の
遺
物
に
見
ら
れ
る

優
し
い
貴
婦
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
与
え
る
女
神
ま
で
、
時
代

と
と
も
に
は

（
マ
マ
）大
き
く
変
遷
を
と
げ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
社
会
構
造

の
変
化
や
祭
祀
儀
礼
の
変
容
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
両
性
を
具
有
す
る
原
西
王
母
は
さ
ら
に
対
を
な
す
男
神
の

東
王
公
（『
神
異
経
』）
と
女
神
の
西
王
母
と
に
分
裂
し
、
こ
の
対
を

な
す
神
は
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
冥
界
の
支
配
者
と
い
う
性
格
を
強

く
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
中
略
）
で
は
中
国
に
お
い
て
絶
大
な
影

響
力
を
も
つ
西
王
母
伝
説
は
い
っ
た
い
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
た
の

か
。
歴
史
学
者
、
胡
・
陳
夢
家
氏
に
よ
る
と
、
殷
墟
の
甲
骨
文
字
の

卜
辞
に
す
で
に
「
西
母
」
と
い
う
神
が
見
え
、
そ
れ
が
西
王
母
の
前

身
で
あ
る
と
い
う
。（『
三
星
堆
・
中
国
古
代
文
明
の
謎
―
史
実
と
し

て
の
『
山
海
経
』』、
一
六
四
～
一
六
五
頁
）

（
３
）『
西
遊
記
』
に
関
す
る
記
述
は
中
野
美
代
子
訳
『
西
遊
記
』
一

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
考
と
し
た
。

（
４
）
西
王
母
と
不
老
不
死
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
若
林
歩
は
「
西
王
母

と
桃
の
関
係
性
―
不
死
の
薬
と
仙
桃
・
蟠
桃
」
に
て
、
桃
を
手
が
か

り
と
し
て
不
老
不
死
伝
説
の
形
成
過
程
を
論
じ
て
い
る
。

（
５
）『
三
教
指
帰
』
は
通
説
で
は
空
海
の
著
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現

在
で
は
河
内
昭
圓
『
三
教
指
帰
と
空
海
―
偽
撰
の
文
章
論
』、
同
氏

「「
三
教
指
帰
」
偽
撰
説
の
提
示
」」
よ
り
儀
撰
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

（
６
）『
洞
谷
記
』
写
本
の
成
立
に
関
し
て
は
、『
諸
本
対
校
瑩
山
禅
師

　

洞
谷
記
』
記
載
の
河
合
泰
弘
に
よ
る
解
題
に
詳
し
い
。

（
７
）
室
町
時
代
の
旱
魃
事
情
に
関
し
て
は
、
伊
藤
信
博
「
室
町
時
代

の
食
文
化
考
―
飲
食
の
嗜
好
と
旬
の
成
立
」、
藤
木
久
志
編
『
日
本

中
世
気
象
災
害
史
年
表
稿
』、
清
水
克
行
『
大
飢
饉
、
室
町
社
会
を

襲
う
！
』
を
参
考
と
し
た
。

（
８
）
近
世
に
お
け
る
水
論
を
め
ぐ
る
状
況
は
王
翔
『
紛
争
と
正
義
―
日

本
近
世
の
水
論
と
そ
の
処
理
』
に
詳
し
い
。

（
９
）
雨
乞
に
関
す
る
研
究
は
高
谷
重
夫
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』
に
詳
し

い
。



『
洞
谷
記
』
記
載
「
講
戒
略
式
回
向
文
」
に
つ
い
て
（
石
原
）

二
四

参
考
文
献

東
隆
眞
監
修
『
諸
本
対
校
瑩
山
禅
師　

洞
谷
記
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇

一
五
年
）

市
原
享
吉
・
今
井
清
・
鈴
木
隆
一
『
礼
記
』
上
（
集
英
社
、
全
釈
漢
文

大
系
第
十
二
巻
、
一
九
七
六
年
）

伊
藤
信
博
「
室
町
時
代
の
食
文
化
考
―
飲
食
の
嗜
好
と
旬
の
成
立
」

（『
多
元
文
化
』
十
四
、
二
〇
一
四
年
）

王
翔
『
紛
争
と
正
義
―
日
本
近
世
の
水
論
と
そ
の
処
理
』（
筑
波
大
学
博

士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）

郭
璞
『
山
海
経
』（
藝
文
印
書
館
、
百
部
叢
書
集
成
、
一
九
六
九
年
）

梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
『
平
家
物
語
』
下
（
岩
波
書
店
、
新
日
本

古
典
文
学
大
系
四
五
、
一
九
九
三
年
）

加
藤
精
神
訳
注
『
三
教
指
帰
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
五
年
）

河
内
昭
圓
「
三
教
指
帰
」
偽
撰
説
の
提
示
（『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』

四
五
、
一
九
九
四
年
）

河
内
昭
圓
『
三
教
指
帰
と
空
海
―
偽
撰
の
文
章
論
』（
法
蔵
館
、
二
〇

一
七
）

光
地
英
学
・
松
田
文
雄
・
新
井
勝
龍
『
瑩
山
禅
』
第
九
巻
（
山
喜
房
仏

書
林
、
一
九
九
〇
年
）

清
水
克
行
『
大
飢
饉
、
室
町
社
会
を
襲
う
！
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
八
年
）

徐
朝
龍
『
三
星
堆
・
中
国
古
代
文
明
の
謎
―
史
実
と
し
て
の
『
山
海

経
』（
大
修
館
書
店
〈
あ
じ
あ
ブ
ッ
ク
ス
〉、
一
九
九
八
年
）

高
谷
重
夫
『
雨
乞
習
俗
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
年
）

東
方
朔
『
神
異
経
』「
東
荒
経
」（
藝
文
印
書
館
、
百
部
叢
書
集
成
、
一

九
六
七
年
）

藤
木
久
志
編
『
日
本
中
世
気
象
災
害
史
年
表
稿
』（
高
志
書
院
、
二
〇

〇
七
年
）

前
野
直
彬
『
山
海
経
・
列
仙
伝
』（
集
英
社
、
全
釈
漢
文
大
系
三
三
、

一
九
五
七
年
）

若
林
歩
「
西
王
母
と
桃
の
関
係
性
―
不
死
の
薬
と
仙
桃
・
蟠
桃
」（『
国

文
目
白
』
五
一
、
二
〇
一
二
年
）

拙
稿
「『
洞
谷
記
』
に
お
け
る
看
経
に
つ
い
て
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
十
八
回
）、
二
〇
一
七
年
）

拙
稿
「『
洞
谷
記
』
記
載
「
看
経
法
」
に
関
す
る
一
考
察
」（『
宗
学
研

究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）



二
五

一
　
は
じ
め
に

　

先
般
、
筆
者
は
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
九
回
学
術
大
会

に
於
い
て
「『
伝
光
録
』
に
散
見
さ
れ
る
「
乃
至
」
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
口
頭
発
表
を
行
っ
た（
１
）。
そ
の
発
表
題
目
が
示
す
通
り
、『
伝
光

録
』
で
屡
々
表
記
が
確
認
さ
れ
る
「
乃
至
」
と
い
う
用
語
に
的
を
絞
り

自
身
の
見
解
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
発
表
時
間
の
制
約
上
、
充

分
に
論
説
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
諸
点
が
過
分
に
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
未
着
手
の
部
分
に
光
を
差
し
向
け
る
こ

と
を
主
た
る
狙
い
と
し
な
が
ら
も
、
再
検
討
を
含
め
た
上
で
の
よ
り
き

め
細
か
な
論
攷
を
試
み
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
い
。
従
っ
て
、
本
論
は
、

必
然
的
に
同
発
表
内
容
と
重
な
る
部
分
を
多
分
に
含
む
も
の
で
あ
る
こ

と
を
予
め
明
記
し
て
お
く
。

　

先
ず
は
、
確
認
の
た
め
に
同
学
術
大
会
で
の
考
察
に
基
づ
き
筆
者
が

獲
得
す
る
に
至
っ
た
要
点
の
一
端
に
つ
い
て
、
補
足
説
明
も
適
宜
交
え

つ
つ
振
り
返
り
、
当
論
文
の
導
入
部
分
と
し
よ
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
我
々
が
通
常
目
に
す
る
『
伝
光
録
』
の
大
半
は
、

仏
洲
仙
英
師
が
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
京
都
の
柳
枝
軒
よ
り
開
版

し
た
『
瑩
山
伝
光
録
』（
以
下
『
仙
英
本
』）
を
基
礎
と
す
る（
２
）も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
『
仙
英
本
』
に
つ
い
て
は
、
古
写
本
の
『
伝
光
録
』
と

の
比
較
上
で
、
種
々
雑
多
な
改
編（
３
）の
実
態
を
必
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
更
に
注
意
す
べ
き
は
、
後
述
の
通
り
『
仙
英
本
』

に
年
代
的
に
先
行
す
る
書
写
本
で
あ
る
『
可
睡
斎
本
』
に
於
い
て
も
、

既
に
同
様
の
改
編
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
酷
似
し
た
体
裁
を
有
し
て
い
る
『
仙
英
本
』
と

『
可
睡
斎
本
』
と
を
特
徴
付
け
る
記
述
法
の
一
つ
に
、「
本
則
」
と
し
て

太
祖
が
取
り
上
げ
た
内
容
の
一
部
分
を
、
も
う
一
度
「
提
唱
」
で
説
き

示
さ
れ
る
際
、
改
編
者
が
「
乃　
　
至

」
と
い
う
特
殊
な
表
記
を
用
い
て
機
械

的
に
省
略
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
特
殊
表
記
に
つ
い
て
注
視
す
べ
き
こ
と
は
、『
仙
英
本
』
を
底
本

と
し
た
種
々
の
刊
本
の
う
ち
の
殆
ど
が
、
こ
の
表
記
法
を
軽
視
し
た

（
見
落
と
し
た
）
た
め
か
、「
乃　
　
至

」
で
は
な
く
普
通
に
「
乃
至
」
と
記
載

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
一
号　

二
〇
一
八
年
三
月

瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座

―
仙
英
本
『
伝
光
録
』
に
散
見
さ
れ
る
「
乃
　

　
至

」
の
批
判
的
研
究

―

加
　
藤
　
龍
　
興



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

二
六

し
て
い
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
大
内
青
巒
氏

が
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
八
月
に
鴻
盟
社
か
ら
刊
行
し
た
諸
嶽
山

蔵
版
『
伝
光
録
』
が
「
乃
至
」
の
初
出
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。

　

又
、『
仙
英
本
』
自
体
に
も
本
来
「
乃　
　
至

」
と
表
す
べ
き
と
こ
ろ
を

「
乃
至
」
と
誤
表
記
し
た
痕
跡
が
新
た
に
少
し
く
確
認
さ
れ
た（
４
）。
こ

れ
ら
の
点
か
ら
、
仙
英
師
は
、
自
身
の
著
述
に
誤
記
と
い
う
不
備
を
含

み
つ
つ
も
、『
可
睡
斎
本
』
以
外
の
古
写
本
に
は
明
記
さ
れ
て
い
た
『
伝

光
録
』
の
本
文
の
一
部
を
、
こ
の
表
記
で
も
っ
て
省
略
し
た
こ
と（
５
）を

意
識
的
に
周
知
さ
せ
よ
う
と
図
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
を
底
本
と
し
た
筈

の
後
の
刊
本
の
殆
ど
が
そ
の
意
図
を
充
分
に
汲
み
取
ら
な
か
っ
た
た
め

に
、
あ
た
か
も
古
写
本
中
で
既
に
「
乃
至
」
と
い
う
語
句
が
記
載
さ
れ

て
い
た
（
瑩
山
禅
師
が
実
際
に
そ
の
よ
う
な
御
言
葉
を
用
い
て
説
示
さ
れ
た
）

か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
点
で
危
惧
さ
れ
る
、
と
の
懸
念
を

筆
者
は
強
調
し
た（
６
）。
そ
し
て
、
古
写
本
と
の
具
体
的
な
比
較
検
討
を

行
っ
た
結
果
、『
仙
英
本
』
で
確
認
さ
れ
る
恣
意
的
な
改
編
の
一
端
も

明
瞭
と
な
っ
た
た
め
、『
仙
英
本
』
に
由
来
す
る
諸
々
の
『
伝
光
録
』

は
、
必
然
的
に
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
内
包
し
て
い
る
、
と
の
結
論
付
け

を
一
通
り
行
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
可
睡
斎
本
』
に
つ
い
て
も
、
先
行
研
究
で
明
か
さ
れ
て
い
る

重
要
事
項
の
確
認
を
し
て
お
こ
う
。
成
立
年
代
（
書
写
年
次
）
を
示
す

と
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
で
あ
る
か
ら
、
確
か
に
先
行
は
す
る
が
、

た
っ
た
一
二
年
先
に
成
立
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。
だ
か
ら
、

両
著
の
関
係
性
を
深
く
考
え
る
上
で
争
点
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
か
ら
半
世
紀
以
上
も
前
に
、
山
端
昭
道
氏

が
、『
可
睡
斎
本
』
が
仙
英
師
の
手
に
よ
る
可
能
性
ま
で
を
も
推
察
し
、

「『
伝
光
録
』
仙
英
本
と
可
睡
斎
蔵
本
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
第
一

三
号
、
一
九
七
一
年
三
月
、
以
下
山
端
［
一
九
七
一
］）
一
四
八
頁
下
段
か

ら
一
四
九
頁
上
段
に
か
け
て
、
次
の
よ
う
な
大
変
興
味
深
い
識
見
を
示

さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
可
睡
斎
蔵
本
の
伝
写
系
統
を
更
に
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
謄
写
さ
れ
た
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
は
、

仙
英
本
開
版
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
を
遡
る
こ
と
僅
か
十
二
年
に

す
ぎ
ず
、
こ
の
時
す
で
に
仙
英
和
尚
は
『
伝
光
録
』
開
版
の
準
備
に
取

り
く
ん
で
い
た
し
、
ま
た
こ
の
種
の
写
本
が
従
来
他
に
発
見
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
仙
英
和
尚
自
身
の
手
に
依
っ
て
成
さ
れ
た
可
能
性
が

多
分
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
山
端
氏
の
考
え
方
に
見
事
に
対
峙
す
る
か
の
よ
う
に
、
田
島
柏

堂
氏
は
、「『
伝
光
録
』
の
引
用
語
句
の
出
典
に
つ
い
て
」（『
禅
研
究
所

紀
要
』
第
四
・
五
合
併
号
、
一
九
七
五
年
三
月
、
以
下
田
島
［
一
九
七
五
］）

三
一
頁
に
於
い
て
、
全
く
異
な
っ
た
解
釈
を
示
唆
す
る
。

ま
た
本
文
に
つ
い
て
可
睡
斎
本
と
仙
英
刊
本
と
を
比
較
す
る
に
、
両
本

の
間
に
は
、
文
体
、
使
用
文
字
、
仮
名
遣
い
等
、
一
見
し
て
近
似
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
可
睡
斎
本
に
は
仙
英
刊
本
と
同
様
に
、
乾
坤
院

本
以
下
の
古
写
本
の
文
章
を
改
文
、
増
文
、
削
除
、
省
略
、
錯
簡
訂
正
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禅
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二
七

な
ど
の
個
所
の
一
致
す
る
点
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
仙
英
和
尚

は
、
可
睡
斎
本
ま
た
は
同
系
統
の
写
本
を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
を
書
写

し
開
版
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
同
和
尚
の
手
に
よ
っ
て
殆

ん
ど
改
文
、
増
文
等
を
行
な
っ
た
と
い
う
更
改
説
も
妥
当
で
な
い
こ
と

を
、
こ
こ
に
付
言
し
て
お
く
。

　

つ
ま
り
、
田
島
氏
は
『
可
睡
斎
本
』
が
仙
英
師
の
手
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
と
の
所
見
を
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
端
氏
と
田

島
氏
と
の
間
で
確
認
さ
れ
る
見
解
の
相
違
（『
可
睡
斎
本
』
に
仙
英
師
が

関
与
し
た
の
か
否
か
）
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
今
後
解
明
が
果
た
さ

れ
る
べ
き
重
要
な
課
題
と
言
い
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ

の
争
点
に
は
立
ち
入
る
こ
と
は
せ
ず
、『
仙
英
本
』
と
『
可
睡
斎
本
』

と
が
体
裁
上
顕
著
な
一
致
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
一
事
実
を
ひ
と
ま
ず

再
確
認
す
る
に
留
め
て
置
く
。

二
　
予
備
的
な
事
柄
の
再
確
認

　

さ
て
、
筆
者
が
本
論
で
推
し
進
め
る
論
攷
に
先
立
ち
、
念
頭
に
置
く

べ
き
幾
つ
か
の
予
備
的
な
事
柄
に
つ
い
て
今
一
度
顧
慮
し
て
お
き
た
い
。

乃
ち
、
先
行
業
績
の
見
直
し
を
一
通
り
簡
潔
に
行
う
の
で
あ
る
。

　
『
仙
英
本
』
と
『
可
睡
斎
本
』
と
の
酷
似
に
つ
い
て
は
、
山
端
［
一

九
七
一
］
一
四
八
頁
上
段
か
ら
下
段
で
次
の
通
り
示
さ
れ
て
い
る
。

　

⑸
消
略
。
古
写
本
で
、
各
章
冒
頭
に
祖
師
の
悟
則
を
挙
げ
更
に
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
再
示
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
両
書
で
は
「
…
…
乃
至
…
…
」

と
二
十
字
以
下
に
消
略
さ
れ
て
い
る
。

　

又
、
永
久
岳
水
氏
は
、『
長
円
寺
本
』
と
『
仙
英
本
』
と
の
対
比
と

い
う
見
地
か
ら
、『
伝
光
録
物
語
』（
鴻
盟
社
、
一
九
六
五
年
四
月
）
一
一

五
頁
か
ら
一
一
六
頁
に
か
け
て
、
次
の
よ
う
な
洞
察
を
さ
れ
て
い
る
。

　

長
円
寺
謄
写
本
に
あ
り
て
、
仙
英
本
に
見
ら
れ
な
い
例
証
を
挙
げ
よ

う
。
仙
英
本
提
多
迦
尊
者
章
の
最
初
の
法
文
の
終
り
に

　

師
曰　

出
家
者
乃
至
師
乃
大
悟

と
言
う
一
句
が
あ
る
。
長
円
寺
本
に
於
て
は
、
こ
こ
の
漢
文
が
総
て
和

文
体
の
法
文
で
あ
る
が
、
乃
至
の
二
字
に
当
る
所
に
も
法
文
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　

�

師
云
、
出
家
は
無
我
我
故
、
即
心
不
生
滅
也
、
心
不
生
滅
常
道
也
、

諸
仏
も
常
也
、
心
形
相
な
し
、
毱
多
曰
、
汝
是
大
悟
也
、
須
能
自
通

達
、
師
聴
て
即
大
悟
す

と
あ
る
。
仙
英
本
に
於
て
略
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
文
が
実
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
証
は
少
く
な
い
が
繁
を
避
け
て
一
例
に

止
め
る
。
法
話
の
時
に
は
幾
度
同
一
事
を
繰
返
し
て
も
差
閊
え
な
い
が
、

文
章
と
な
る
と
冗
漫
と
な
り
用
不
著
と
な
る
。
其
れ
で
仙
英
本
に
於
て

は
略
し
た
も
の
か
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

、4

総
持
太
祖
垂
誨
の
実
情
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

謄
写
本
の
方
に
現
わ
れ
て
い
る
事
と
な
る
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

　

東
隆
眞
氏
も
、『
永
光
寺
本
』
と
『
仙
英
本
』
と
の
対
比
か
ら
、
東

［
一
九
六
八
］
七
二
頁
か
ら
七
三
頁
で
同
様
の
考
え
方
を
示
す（
７
）。

　

Ｂ　

省
略
の
例
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二
八

　

た
と
え
ば
、
永
光
寺
本
第
四
十
祖
章
の
な
か
で
、「
恁
麼
ノ
事
ヲ
得

ン
ト
思
ハ
即
是
恁
麼
人
ナ
ル
ベ
シ
既
ニ
是
レ
恁
麼
ノ
人
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

何
ソ
恁
麼
ノ

事
ヲ
愁
ン
恁
麼
ノ
事
得
難
シ
ト
」
と
あ
る
個
所
は
、
仙
英
本
で
は
、

「
欲
得
恁
麼
事
乃
至

0

0

何
愁
恁
麼
事
恁
麼
事
即
難
得
」
と
な
っ
て
い
る
。

即
ち
、
永
光
寺
本
そ
の
他
の
写
本
に
見
え
る
傍
点
の
部
分
は
、
仙
英
本

に
な
る
と
乃
至
の
二
文
字
に
省
略
し
て
片
づ
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は

文
章
の
重
複
を
避
け
た
も
の
と
推
察
す
る
ほ
か
、
他
に
理
由
が
な
い
。

こ
の
例
も
ま
た
多
く
み
ら
れ
る
。

　

両
氏
の
発
言
か
ら
、
文
章
の
重
複
を
避
け
る
と
い
う
意
図
で
仙
英
師

が
適
宜
省
略
し
た
と
の
共
通
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、

永
久
氏
が
と
り
わ
け
強
調
す
る
「
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
総
持
太
祖
垂

誨
の
実
情
は
謄
写
本
の
方
に
現
わ
れ
て
い
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
」
と

い
う
意
見
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
く
受
け
止
め
た
い
。
何
故
か
と
い
う

と
、
同
氏
の
提
言
通
り
、『
仙
英
本
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
連
の

「
乃　
　
至

」
と
い
う
略
表
記
に
よ
っ
て
、
本
来
明
文
化
さ
れ
る
筈
の
瑩
山
禅

師
ご
本
人
の
説
示
法
（
太
祖
が
実
際
ど
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
た
の
か
）
が
見

え
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
自
ず
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

逆
説
的
に
述
べ
る
な
ら
、『
仙
英
本
』（『
可
睡
斎
本
』）
に
基
づ
く
こ

れ
ら
不
明
瞭
な
諸
点
を
、
古
写
本
を
参
照
す
る
こ
と
で
詳
細
に
解
き
明

か
す
こ
と
こ
そ
が
、
本
稿
の
執
筆
意
図
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
究
明
は
、

今
述
べ
た
よ
う
に
太
祖
に
よ
る
説
示
法
の
実
態
解
明
に
当
然
資
す
る
も

の
と
な
ろ
う
が
、
同
時
に
、『
仙
英
本
』（『
可
睡
斎
本
』）
が
ど
の
よ
う
な

方
法
や
経
緯
で
そ
の
よ
う
に
改
編
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た

改
編
の
過
程
を
よ
り
精
確
に
見
極
め
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
も

な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
次
節
で
は
、
こ
の
視
座
か
ら
、
慎
重

か
つ
緻
密
な
方
途
で
も
っ
て
具
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
注
力
す
る
が
、

そ
の
前
に
、
当
該
表
記
が
検
出
さ
れ
る
諸
章
を
鮮
明
化
し
た
一
覧
表（
８
）

を
左
に
提
示
し
て
、
本
節
で
の
考
証
を
終
え
る
。

章名 『可睡斎本』 『仙英本』 『宗務庁』

0釈迦牟尼仏
1摩訶迦葉尊者
2阿難陀尊者
3商那和修尊者
4優婆毱多尊者
5提多迦尊者 p.17 左, l.13 p.44, l.9
6 弥遮迦尊者 p.20 右, l.2 p.48, l.6
7 婆須密多尊者 p.23 右, l.12 p.54, l.4
8 仏陀難提尊者
9伏駄密多尊者 p.28 右, l.12 p.65, l.7
10 脇尊者
11 富那夜奢尊者
12 馬鳴尊者
13 迦毘摩羅尊者
14 龍樹尊者 ○ p.40 左, l.1 p.91, l.2
15 迦那提婆尊者 ○ p.44 右, l.10（「乃至」に見える）p.98, l.3
16 羅睺羅多尊者
17 僧伽難提尊者
18 伽耶舎多尊者 ○ p.52 左, l.3 p.114, l.3
19 鳩摩羅多尊者 ○ p.56 右 , l.11 p.120, l.5
20 闍夜多尊者 ○ p.57 左, l.10 p.124, l.9
21 婆修盤頭尊者 ○ p.61 右, l.6 p.130, l.2
22 摩拏羅尊者
23 鶴勒那尊者
24 師子尊者
25 婆舎斯多尊者
26 不如密多尊者 ○ p.72 右, l.4（「乃至」に見える）p.152, l.13
27 般若多羅尊者 ○ p.74 右, l.3 p.156, l.14
28 菩提達磨尊者
29 大祖大師 ○ p.81 右, l.10 p.169, l.14
30 鑑智大師 ○ p.82 左, l.3 p.172, l.12
31 大医禅師 ○ p.84 右, l.8 p.176, l.11
32 大満禅師 ○ p.86 左, l.1（「乃至」に見える）p.181, l.11
33 大鑑禅師
34 弘済大師 ○ p.92 左, l.7（「乃至」に見える）p.195, l.1
35 無際大師
36 弘道大師 ○ p.98 右, l.13 p.206, l.11
37 雲巌無住大師 ○ p.101 右 , l.12 p.212, l.9
38 洞山悟本大師 ○ p.106 右, ll.7-8 p.221, l.1（【拈提】内）
39 雲居弘覚大師 ○ p.108 左, l.5 p.226, l.3
40 同安丕禅師 ○ p.111 右, l.5 p.232, l.4
41 後同安大師
42 梁山和尚 ○ p.115 右, l.9 p.242, l.1
43 大陽明安大師 ○ p.118 左, l.3 p.248, l.1
44 投子和尚 ○ p.120 左, l.3 p.252, l.4
45 芙蓉山道楷禅師 ○ p.126 右 , l.1 p.261, l.1
46 丹霞淳禅師
47 悟空禅師 ○ p.131 左, l.4 p.270, l.12
48 天童珏禅師
49 雪竇鑑禅師
50 天童浄和尚
51 永平元和尚
52 永平弉和尚

※『可睡斎本』は頁数の記載を欠くため、確認される章に○を附した。
×は同書の欠本部分（巻一）を示す。
※用例が確認される『仙英本』『宗務庁』については、各頁数行数及び
備考（留意点）を具体的に表示した。
※空欄は、用例が確認されないことを意味する。
※『宗務庁』で該当する「乃至」は、上掲の一例を除き、他は全て
【機縁】内での使用となっている。
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二
九

三
　『
仙
英
本
』
に
於
け
る
「
乃
　
　
至

」
の
全
使
用
例
概
観（
９
）

　

前
節
で
掲
げ
た
一
覧
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
仙
英
本
』
の
一

特
徴
で
あ
る
「
乃　
　
至

」（「
乃
至
」）
の
使
用
箇
所
は
計
二
七
例
を
数
え
る
。

換
言
す
る
と
、
二
七
の
章
に
亘
っ
て
用
例
が
検
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
『
伝
光
録
』
は
全
五
三
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実

に
半
数
以
上
の
章
で
こ
の
用
法
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
節
で
は
、
こ
れ
ら
全
二
七
例
に
つ
い
て
漏
れ
な
く
微
細
な
る
検
討
を

加
え
て
い
く（
10
）わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
考
察
へ
の
道
筋
を
明

確
化
し
て
お
き
た
い
。

　

先
ず
、
使
用
す
る
諸
本
に
つ
い
て
示
す
と
、『
仙
英
本
』
を
代
表
す

る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
宗
務
庁
』
を
用
い
る
。
そ
の
理
由
も
併
記
す
る

と
、『
仙
英
本
』
に
比
し
て
『
宗
務
庁
』
の
方
が
広
く
宗
門
内
外
に
現

在
流
布
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
一
般
的
な
便
宜
を
図
っ
た
が
所
以
で
あ

る
。
又
、
今
回
の
局
所
的
な
検
討
範
囲
に
限
っ
て
は
『
宗
務
庁
』
で
代

用
し
て
も
特
段
問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
も
あ
る（
11
）。
他
方
、

『
宗
務
庁
』
に
対
比
す
る
古
写
本
に
つ
い
て
は
、
現
存
最
古
の
写
本
と

い
う
観
点
か
ら
複
数
あ
る
『
伝
光
録
』
の
写
本
群
の
う
ち
で
も
第
一
級

の
資
料
と
も
言
う
べ
き
『
乾
坤
院
本
』
を
使
用
し（
12
）、
こ
れ
ら
両
書
の

部
分
的
な
言
及
事
項
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
を
、
可
能
な
限
り
精
密
に

実
行
す
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
。

　

次
に
、
考
察
の
順
序
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、『
宗
務
庁
』
の
「
本
則
」

並
び
に
「
提
唱
」
に
あ
る
該
当
箇
所
を
は
じ
め
に
示
し（
13
）、
そ
れ
ら
に

対
応
す
る
で
あ
ろ
う
『
乾
坤
院
本
』
で
の
言
説
を
対
比
さ
せ（
14
）、
更
に

は
そ
れ
ら
の
説
示
の
淵
源
と
見
做
し
得
る
諸
典
籍
を
並
べ
立
て
る（
15
）こ

と
で
、
瑩
山
禅
師
ご
自
身
が
ど
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
て
い
た
の
か
を

じ
っ
く
り
と
見
定
め
て
い
く（
16
）、
と
い
っ
た
基
本
姿
勢
で
進
め
る
が
、

更
に
詳
述
す
る
と
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
特
に
綿
密
な
る
検
証
を
企
図

し
た
い
。
つ
ま
り
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
に

係
る
考
査
、
並
び
に
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
に
存
在
す
る
異
同

に
つ
い
て
の
検
討
、
と
の
二
段
階
よ
り
成
る
考
究
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
の
前
者
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
と
、『
宗
務
庁
』（『
仙
英

本
』）
で
は
同
じ
文
言
の
繰
り
返
し
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、『
乾
坤
院
本
』（
古
写
本
）
で
果
た
し
て
本
当
に
同
文
で
記
載

が
さ
れ
て
い
た
の
か
を
最
初
に
精
査
す
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
同
文
で
は
な
い
諸
点
を
、
部
分
的
に
筆
者
は

発
表
し
た
。
故
に
、
再
確
認
を
含
め
て
進
め
る
も
の
で
あ
る
。
同
文
で

あ
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
大
き
な
問
題
は
な
い
こ
と
に
な
る（
17
）が
、
異

な
っ
た
説
か
れ
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
当
然
大
き
な
問
題

点（
18
）と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
さ
に
そ
こ
を
明
瞭

に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
隠
さ
れ
て
い
た
太
祖
の
説
示
法
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

他
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、『
宗
務
庁
』（『
仙
英
本
』）
で
画
一
的
に

同
一
視
す
る
「
本
則
」「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
が
『
乾
坤
院
本
』（
古
写



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

三
〇

本
）
の
ど
の
表
現
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
対
応

し
て
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
文
献
に
よ
る
裏
付
け
を
重
ん
じ
つ
つ
も
、

推
理
を
交
え
つ
つ
、
思
弁
す
る
。
換
言
す
る
と
、
浩
瀚
な
仏
典
（
禅
籍
）

に
遡
源
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
典
拠
（
出
典
）
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
、

『
仙
英
本
』
と
『
可
睡
斎
本
』
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
改
編
に
係
る
過

程
や
背
景
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
出
典
に

纏
わ
る
精
察
に
関
し
て
は
、
鈴
木
哲
雄
氏
に
よ
る
次
の
発
言（
19
）も
決
し

て
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
筆
者
は
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

横
関
了
胤
編
『
異
本
對
擧

出
典
遡
考

傳
光
錄
詳
解
』（
東
京
、
佛
教
社
、
昭
和
一
五
年

一
〇
月
）
は
不
滅
の
『
伝
光
録
』
研
究
の
著
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一

則
を
、
本
則
・
機
縁
・
提
唱
・
頌
古
に
分
か
ち
、
内
容
を
理
解
し
易
く

し
て
い
る
。
こ
れ
は
貴
重
で
あ
る
。
特
に
機
縁
は
、
本
則
を
つ
か
む
た

め
の
補
助
材
料
で
あ
り
、
佛
洲
は
『
景
徳
伝
燈
録
』『
五
燈
会
元
』
等

を
引
い
て
、
本
則
の
背
景
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
瑩
山
禅
師

も
当
然
機
縁
に
当
た
る
部
分
を
諸
燈
史
・
語
録
等
を
引
い
て
述
べ
ら
れ

る
が
、
佛
洲
の
引
き
方
と
は
異
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
瑩
山
禅
師
の
訓
み
方
及
び
説
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
こ
ろ
は
異
な
る

4

4

4

4

4

4

4

。
こ
の
違
い
の
最
も
よ
く
表
れ
る
の
が
乾
坤
院
本
で

あ
る
。
瑩
山
禅
師
の
提
唱
の
息
遣
い
は
乾
坤
院
本
に
よ
く
出
て
い
る
。

　

こ
の
指
摘
か
ら
、
鈴
木
氏
は
『
仙
英
本
』
と
『
乾
坤
院
本
』
と
の
間

で
出
典
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
、
と
理
解
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
ば
、
氏
は
太
祖
が
何
を
典
拠
と

し
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
言
し
な
い
も
の
の
、
太
祖
と
仙
英
師
と
の
間

で
引
用
の
仕
方
が
相
違
す
る（
20
）点
に
注
意
を
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。
氏
に
よ
る
こ
の
有
益
な
示
唆
に
つ

い
て
も
、
念
頭
に
置
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

以
下
に
は
、
章
毎
に
項
目
立
て
を
し（
21
）、
前
述
の
二
つ
の
視
座
に
則

す
る
形
で
、
当
該
箇
所
の
分
析
を
精
細
に
行
っ
て
い
く
。

〔
一
〕【
第
五
祖
提
多
迦
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

出
家
者
、
無
我
我
故
、
無
我
我
所
故
、
即
心
不
生
滅
故
、
即
是
常
道
。

諸
仏
亦
常
。
心
無
形
相
、
其
体
亦
然

0

0

0

0

。
毱
多
曰
、
汝
当
大
悟
、
自
心
通

4

4

4

達4

。
師
乃
大
悟

0

0

0

0

。（
四
三
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

出
家
は
乃
至
、
師
乃
ち
大
悟
す

0

0

0

0

0

0

。（
四
四
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

出
家
無
我
我
故
即
不
生
滅
也
心
不
生
滅
即
是
常
道
ナ
リ
諸
仏
又
常
ナ
リ

心
無
形
相
毱
多
ノ
曰
ク
汝
是
大
悟
也
師
乃
大
悟
ス

0

0

0

0

0

（
一
四
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

出
家
ハ
無
我
々
故
即
心
不
生
滅
也
心
不
生
滅
常
道
也
諸
仏
モ
常
也
心
形

相
ナ
シ
毱
多
云
汝
是
大
悟
也
須
能
通
達

4

4

4

4

師
聴
テ
即
大
悟
ス

0

0

0

0

0

0

0

（
一
四
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
22
）

夫
出
家
者
無
我
我
故
。
無
我
我
故
即
心
不
生
滅
。
心
不
生
滅
即
是
常

道
。
諸
仏
亦
常
。
心
無
形
相
其
体
亦
然

0

0

0

0

。
尊
者
曰
。
汝
当
大
悟
心
自
通

4

4

4



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

三
一

達4

。
宜
依
仏
法
僧
紹
隆
聖
種
。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
、『
大
正
蔵
』

五
一
・
二
〇
七
頁
下
）

夫
出
家
者
。
無
我
我
故
。
心
不
生
滅
。
心
不
生
滅
。
即
是
常
道
。
故
諸

仏
亦
常
。
心
無
形
相
。
其
体
亦
然

0

0

0

0

。
祖
云
。
汝
当
大
悟
。
心
自
通
達

4

4

4

4

。

即
為
剃
度
。
易
名
提
多
迦
。（『
聯
燈
会
要
』
巻
一
、『
続
蔵
』
一
三

六
・
二
二
五
頁
左
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
あ
る
「
須
能
通

達
」
を
「
本
則
」
で
欠
く
た
め
、「
提
唱
」
の
方
が
詳
し
い
。
囲
み
線

外
に
つ
い
て
は
、「
本
則
」
で
「
師
乃
大
悟
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提

唱
」
で
は
「
師
聴
テ
即
大
悟
ス
」
と
あ
る
た
め
、
太
祖
が
言
葉
を
多
少

換
え
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
を
重
く
受
け
止
め
る

の
で
あ
る
な
ら
ば
、『
宗
務
庁
』
で
認
め
ら
れ
る
「
師
乃
大
悟
（
師
乃
ち

大
悟
す
）」
の
統
一
化
に
は
、
瑩
山
禅
師
の
御
口
述
を
忠
実
に
反
映
さ
せ

て
い
な
い
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
あ
る
「
須
能
通
達
」
が
、『
宗
務
庁
』
の

「
自
心
通
達
」
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
又
、『
宗
務
庁
』
に
あ
る

「
其
体
亦
然
」
を
『
乾
坤
院
本
』
で
は
欠
く
が
、［
典
拠
］
は
明
ら
か
に

一
致
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
ず
と
［
典
拠
］
に
基
づ
い

た
改
編
が
想
定
さ
れ
る（
23
）の
で
あ
る
。
尚
、『
宗
務
庁
』
は
「
師
乃
大

悟
（
師
乃
ち
大
悟
す
）」「
自
心
通
達
」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院

本
』
の
「
本
則
」
と
「
提
唱
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
記
述
に

な
っ
て
い
る
と
も
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う（
24
）。

※
〔
二
〕【
第
六
祖
弥
遮
迦
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

仏
言
修
仙
学
小
、
似
縄
牽
挽
。
汝
可
自
知
、
若
棄
小
流

4

4

4

4

、0・

頓
帰
大
海

4

4

4

4

、0・

当
証
無
生

4

4

4

4

。
師
聞
契
悟

0

0

0

0

。（
四
七
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

仏
言
く
、
仙
を
修
し
小
を
学
す
る
は
、
乃
至
、
師
聞
て
契
悟
す

0

0

0

0

0

0

。（
四

八
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

仏
言
修
仙
ノ
学
小
ハ
似
縄
牽
挽
汝
可
自
知
矣
若
棄
小
流
ヲ
頓
ニ
帰
ル
大

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

海
ニ
当
証
ス
無
生
ヲ

4

4

4

4

4

4

4

4

師
聞
契
悟

0

0

0

0

（
一
五
頁
～
一
六
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

仏
云
仙
ヲ
修
シ
小
ヲ
学
ス
ル
ハ
縄
ヒ
キ
マ
ト
ウ
ニ
似
タ
リ
汝
自
知
ス
ヘ

シ
（
一
六
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
25
）

祖
云
。
仏
言
。
修
仙
敬
学
小
道
似
縄
牽
。
汝
可
自
知
之
。
若
棄
小
流

4

4

4

4

。0・

頓
帰
大
海

4

4

4

4

。0・

当
証
無
生

4

4

4

4

。
弥0

遮0

迦0

聞
語

0

0

。0、

豁
然
契
悟

0

0

0

0

。（『
聯
燈
会
要
』

巻
一
、『
続
蔵
』
一
三
六
・
二
二
五
頁
左
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
は
「
本
則
」
の
途
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三
二

中
の
部
分
ま
で
し
か
記
載
を
し
て
い
な
い
（「
本
則
」
に
あ
る
「
若
棄
小
流

ヲ
頓
ニ
帰
ル
大
海
ニ
当
証
ス
無
生
ヲ
」
を
欠
く
）
た
め
、
瑩
山
禅
師
が
意

図
し
て
省
い
た
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
囲
み
線
外
に
つ

い
て
も
、「
本
則
」
に
あ
る
「
師
聞
契
悟
」
を
「
提
唱
」
で
欠
く
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
「
本
則
」
に
つ
い
て
は
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
で
大
差
は
な
い

が
、
前
述
の
通
り
『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
は
「
本
則
」
の
途
中
ま
で

し
か
述
べ
て
い
な
い
の
で
、『
宗
務
庁
』
は
『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に

自
ず
と
近
似
す
る
。

　

又
、
そ
の
点
と
も
相
俟
っ
て
、『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
は
本
来
太
祖
が

説
か
れ
て
は
い
な
い
余
分
な
記
載
を
附
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
前
回
も
発
表
し
た
が
、
確
認
の
た
め
に
再
説
す
る
と
、

『
乾
坤
院
本
』
で
は
、
こ
の
直
後
に
「
夫
仙
ヲ
学
シ
寿
命
長
遠
ナ
ル
コ

ト
ヲ
得
神
通
妙
用
ヲ
得
ト
云
ト
モ
過
去
八
万
劫
未
来
八
万
劫
通
理
ス
前

後
遠
ク
カ
ン
カ
ウ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
述
べ
て
お
り
、
前
掲
の
「
仏
云
仙

ヲ
修
シ
小
ヲ
学
ス
ル
ハ
縄
ヒ
キ
マ
ト
ウ
ニ
似
タ
リ
汝
自
知
ス
ヘ
シ
」
に

連
結
し
て
い
く
（
文
章
が
繋
が
る
）。
従
っ
て
、『
仙
英
本
』
に
あ
る
付

け
足
し
は
そ
も
そ
も
不
要
で
あ
り
、
付
け
足
し
た
こ
と
で
却
っ
て
本
来

あ
っ
た
筈
の
太
祖
に
よ
る
「
提
唱
」
の
流
れ
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た

と
の
懸
念
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
太
祖
の
説
示
法
を
正
し
く

伝
え
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
当
然
問
題
視
さ
れ
る（
26
）。

　

尚
、［
典
拠
］
で
は
「
弥
遮
迦
聞
語
。
豁
然
契
悟
。」
と
あ
る
と
こ
ろ

が
、『
乾
坤
院
本
』
と
『
宗
務
庁
』
で
は
「
師
聞
契
悟
（
師
聞
て
契
悟

す
）」
と
あ
る
の
で
、『
仙
英
本
』
は
［
典
拠
］
の
ま
ま
に
は
変
更
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
推
知
さ
れ
る（
27
）。

〔
三
〕【
第
七
祖
婆
須
密
多
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

置
酒
器
於
弥0

遮0

迦0

尊
者

0

0

前
、
作
礼
而
立

4

4

4

4

。
尊
者
問
曰
、
為
是
我
器
、
為

是
汝
器
。
師
思
惟
。
尊
者
曰
、
為
是
我
器
者
、
汝
之
本
有
性
。
若
復
汝

器
、
我
法
汝
当
受
。
師
聞
大
悟
無
生
本
性

0

0

0

0

0

0

。（
五
三
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

酒
器
を
弥0

遮0

迦0

尊
者

0

0

の
前
に
置
く
。
乃
至
、
大
に
無
生
本
性
を
悟
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
五
四
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

置
酒
器
ヲ
弥0

遮0

迦0

尊
者

0

0

ノ
前
ニ
作
礼
側
立
ス

4

4

4

4

4

尊
者
問
曰
為
セ
ン
是
我
入

為
是
汝
器
師
思
惟
尊
者
云
為
是
我
器
者
汝
之
本
有
性
ナ
リ
若
復
汝
器
ラ

ハ
我
法
汝
受
ヘ
シ
師
聞
大
悟
無
生
本
性

0

0

0

0

0

0

（
一
八
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

酒
器
ヲ
尊
者

0

0

前
ニ
ヲ
ク
尊
者
問
曰
是
吾
器
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ン
是
汝
器
ナ
リ

ト
ヤ
セ
ン
師
側
立
思
惟
ス

4

4

4

4

4

4

乃
尊
者
示
曰
若
是
我
器
ナ
ラ
ハ
汝
本
有
性
也

若
又
汝
器
ナ
ラ
ハ
汝
吾
法
ヲ
受
ヘ
シ
師
乃
大
悟
ス

0

0

0

0

（
一
八
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］

未
詳（
28
）
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三
三

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
に
あ
る
「
作
礼
側
立
ス
」
と
「
提
唱
」
に
あ
る
「
師
側
立
思
惟

ス
」
の
記
載
位
置
（
配
列
順
序
）
が
異
な
る（
29
）。
囲
み
線
外
に
つ
い
て

は
、「
本
則
」
で
「
大
悟
無
生
本
性
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で

「
乃
大
悟
ス
」
と
あ
り
、「
本
則
」
で
「
弥
遮
迦
尊
者
」
と
あ
る
と
こ
ろ

が
「
提
唱
」
で
「
尊
者
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
提
唱
時
に
は
簡
略
化
し

て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
弥
遮
迦
尊
者
」「
作
礼
側
立
ス
」「
大
悟
無
生
本
性

（
大
に
無
生
本
性
を
悟
る
）」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」

に
近
似
す
る（
30
）。
別
の
角
度
か
ら
述
べ
る
と
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」

は
「
本
則
」
と
種
々
の
点
で
異
な
っ
て
い
た
か
ら
、『
仙
英
本
』
は
そ
こ

を
反
映
さ
せ
て
お
ら
ず
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

〔
四
〕【
第
九
祖
伏
駄
密
多
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

汝
言
与
心
親
、
父
母
非
可
比4

。
汝
行
与
道
合
、
諸
仏
心
即
是
。
外
求
有0

相
仏

0

0

、
与
汝
不
相
似
。
欲
識4

汝
本
心
、
非
合
亦
非
離
。（
六
四
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

「
汝
言
与
心
親
。
乃
至
、
非
合
非
離
。」〈
汝
が
言
、
心
と
親
し
、
乃
至
、

合
に
非
ず
、
離
に
非
ず
。〉（
六
五
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

汝
言
ハ
与
心
親
父
母
非
可
比4

汝
行
与
道
合
諸
仏
心
即
是
ナ
リ
外
ニ
有
作

0

0

ノ
仏

0

0

ヲ
求
ハ
与
汝
不
相
合
欲
識4

汝
本
心
非
合
亦
非
離
（
二
一
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

汝
言
ハ
心
ト
親
父
母
並4

ヘ
キ
ニ
非
汝
行
道
ト
合
諸
仏
又
乃
是
せ
也
外
ニ

有
作
ノ
仏

0

0

0

0

ヲ
求
ハ
汝
ト
相
合
セ
ス
汝
本
心
ヲ
知4

ト
思
ハ
合
ニ
非
又
離
ニ

非
（
二
一
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
31
）

尊
者
以
偈
答
曰　

汝
言
与
心
親　

父
母
非
可
比4　

汝
行
与
道
合　

諸
仏

心
即
是　

外
求
有
相
仏

0

0

0　

与
汝
不
相
似　

欲
識4

汝
本
心　

非
合
亦
非
離

　

伏
菫
蜜
多
聞
師
妙
偈
便
行
七
歩
。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
、『
大
正

蔵
』
五
一
・
二
〇
八
頁
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、「
比
」「
並
」
や

「
識
」「
知
」
の
よ
う
な
表
記
上
の
使
用
漢
字
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

使
用
漢
字
は
、「
本
則
」
が
［
典
拠
］
に
近
似
す
る
。
同
じ
く
、
囲
み

線
外
も
相
似
す
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
「
比
」「
識
」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
に
近
似
す
る
。
相
違
点
を
示
す
と
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
有
作
ノ

仏
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
有
相
仏
」
と
あ
る
。［
典
拠
］

に
基
づ
い
た
変
更
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
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三
四

〔
五
〕【
第
一
四
祖
龍
樹
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

師
問
曰
、
此
珠
世
中
至
宝
也4

、
是
有
相
耶

0

0

0

0

無
相
耶
。
祖
曰
、
汝
只
知
有

相
無
相
、
不
知
此
珠
非
有
相
非
無
相

4

4

4

4

4

4

。
亦
未0

知
此
珠
非
珠
。
師
聞
深

4

4

4

悟4

。（
八
九
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

師
問
て
曰
く
、
此
珠
、
世
中
の
至
宝
な
り
や

4

4

4

。
乃
至
、
師
聞
て
深
悟

4

4

4

4

4

す4

。（
九
一
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

師
問
云
此
珠
世
中
至
宝
也4

是
有
相
ナ
リ
ヤ

0

0

0

0

0

0

無
相
也
ヤ
祖
云
汝
只
有
相
無

相
ヲ
ノ
ミ
知
此
珠
有
相
ニ
非
無
相
ニ
非
コ
ト
ヲ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

知
ス
又
未0

此
玉
ノ
玉
ニ

非
コ
ト
ヲ
不
知
師
聞
深
領
ス

4

4

4

4

4

（
二
九
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

師
問
云
此
珠
世
中
至
宝
是0

〻0

有
ナ
リ
ヤ

0

0

0

0

無
相
ナ
リ
ヤ
祖
云
汝
只
有
相
無

相
ヲ
ノ
ミ
知
テ
此
珠
有
相
無
相
ニ
非
コ
ト
ヲ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

不
知
又
即0

此
玉
ノ
玉
ニ
非

コ
ト
ヲ
不
知
説
ヲ
聞
テ
明
メ
テ

4

4

4

4

4

4

4

（
三
〇
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］

未
詳（
32
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
「
是
有
相
ナ
リ
ヤ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
是
〻
有

ナ
リ
ヤ
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
本
則
」
で
「
有
相
ニ
非
無
相
ニ
非
コ
ト

ヲ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
有
相
無
相
ニ
非
コ
ト
ヲ
」
と
、

「
本
則
」
で
「
未
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
即
」
と
あ
る
と

い
っ
た
差
異
が
あ
る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、「
本
則
」
に
あ
る

「
也
」
を
「
提
唱
」
で
欠
き
、「
本
則
」
で
「
師
聞
深
領
ス
」
と
あ
る
と

こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
説
ヲ
聞
テ
明
メ
テ
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
太
祖

に
よ
る
言
い
換
え
が
こ
こ
で
も
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
也
（
な
り
や
）」「
是
有
相
耶
」「
非
有
相
非
無
相
」

「
未
」「
師
聞
深
悟
（
師
聞
て
深
悟
す
）」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院

本
』「
本
則
」
に
近
似
す
る
。
微
妙
な
差
を
示
す
と
、『
乾
坤
院
本
』

「
本
則
」
で
「
師
聞
深
領
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
師

聞
深
悟
（
師
聞
て
深
悟
す
）」
と
あ
る
。

〔
六
〕【
第
一
五
祖
迦
那
提
婆
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

謁0

龍
樹
大
士
、
将
及
門

4

4

4

。
龍
樹
知
是
智

0

0

0

人0

、
先
遣
侍
者
、
以
満
鉢
水
、

置
於
座
前
。
尊
者
覩
之
、
即
以
一
針
投4

、0・

而
進

4

4

之
相
見
、
忻
然
契
会

0

0

。

（
九
七
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

竜
樹
大
士
に
謁
す

0

0

。
乃
至
、
忻
然
と
し
て
契
会
す

0

0

0

。（
九
八
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

龍
樹
謁0

正
門
ニ
到
ン
ト
ス
ル
時

4

4

4

4

4

4

4

4

4

龍
樹
侍
者
ヲ
遣
満
鉢
水
ヲ
以
座
前
置
シ
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三
五

ム
一
ノ
鉢
ヲ
以
是
ニ
投
進

4

4

忻
然
開
悟

0

0

（
三
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

即
龍
樹
ニ
見
ユ

0

0

其
門
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

龍
樹
是
智
人
ナ
リ
ト
知
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

先

侍
者
ヲ
シ
テ
満
鉢
水
座
前
置
シ
ム
師
一
ノ
針
ヲ
以
是
ニ
投
ニ
奉
ル

4

4

4

4

然
ヨ

リ
忻
然
コ
ト
契
会
シ

0

0

0

（
三
二
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
33
）

後
謁0

龍
樹
大
士
将
及
門

4

4

4

。
龍
樹
知
是
智
人

0

0

0

0

。
先
遣
侍
者
。
以
満
鉢
水
置

於
坐
前
。
尊
者
覩
之
即
以
一
鍼
投
之
而
進

4

4

4

4

。
欣
然
契
会

0

0

。（『
景
徳
伝
燈

録
』
巻
二
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
一
一
頁
中
）

後
謁0

龍
樹
大
士
将
及
門

4

4

4

龍
樹
知
是
智
人

0

0

0

0

先
遣
侍
者
以
満
鉢
水
置
於
座
前

尊
者
覩
之
即
以
一
針
投
之
而
進

4

4

4

4

欣
然
契
会

0

0

（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、『
続

蔵
』
一
三
八
・
八
頁
左
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
で
「
正
門
ニ
到
ン

ト
ス
ル
時
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
其
門
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
ル

ニ
」
と
あ
り（
34
）、
同
じ
く
「
本
則
」
で
「
投
進
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が

「
提
唱
」
で
「
投
ニ
奉
ル
」
と
あ
る
。
又
、「
提
唱
」
に
あ
る
「
是
智
人

ナ
リ
ト
知
テ
」
を
「
本
則
」
で
は
欠
く
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
も
、

「
本
則
」
で
「
謁
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
見
ユ
」
と
あ
り
、

「
本
則
」
で
「
開
悟
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
契
会
シ
」
と

あ
る（
35
）と
い
っ
た
差
異
が
あ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
「
謁
（
謁
す
）」「
将
及
門
」「
知
是
智
人
」「
投
、
而

進
」「
契
会
（
契
会
す
）」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本

則
」「
提
唱
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
記
述
と
捉
え
ら
れ
る
が
、［
典

拠
］
に
最
も
よ
く
符
合
す
る
。［
典
拠
］
と
の
関
係
で
特
筆
す
べ
き
は
、

『
宗
務
庁
』「
本
則
」
で
「
而
進
之
」
と
表
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
明
版
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
等
に
依
拠
し
た
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
推
知
さ
れ
る（
36
）の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
太
祖
は
、［
典
拠
］

に
依
拠
し
つ
つ
も
、
ご
自
身
の
御
言
葉
を
用
い
、「
本
則
」「
提
唱
」
の

説
示
を
さ
れ
た
可
能
性
が
察
知
さ
れ
る
。

〔
七
〕【
第
一
八
祖
伽
耶
舎
多
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

有
時

0

0

聞
風
吹
殿
銅
鈴
声
。
尊
者
問
師
曰

4

4

4

4

4

、
鈴
鳴
耶
風
鳴
耶
。
師
曰
、
非

風
非
鈴
、
我
心
鳴
耳
。
尊
者
曰
、
心
復
誰
乎
。
師
曰
、
倶
寂
静
故
。
尊

者
曰
、
善
哉
善
哉
、
継
吾
道
者
非
子
而
誰
。
即
付
法
蔵

0

0

0

0

。（
一
一
二
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

有
時

0

0

、
風
の
殿
の
銅
鈴
を
吹
く
声
を
聞
て
、
乃
至
、
即
ち
法
蔵
を
付

0

0

0

0

0

0

し0

、（
一
一
四
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

一
時

0

0

聞
風
吹
殿
銅
鈴
尊
者
問
師
云

4

4

4

4

4

鈴
鳴
耶
風
鳴
耶
師
云
非
風
非
鈴
我
心

鳴
也
尊
者
曰
復
誰
乎
ヤ
師
云
倶
寂
静
故
尊
者
云
善
哉
〻
〻
継
吾
道
ヲ
者

非
子
シ
テ
而
誰
即
附
法
蔵
ヲ

0

0

0

0

0

（
三
七
頁
）



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

三
六

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

有
時

0

0

風
殿
ノ
銅
鈴
ヲ
吹
ヲ
聞
ニ
問
云

4

4

鈴
鳴
ヤ
風
鳴
ヤ
師
云
鈴
鳴
非
風
鳴

非
我
心
鳴
也
尊
者
云
心
亦
誰
ソ
ヤ
師
云
倶
寂
静
ノ
故
ニ
尊
者
云
善
哉
〻

〻
我
道
ヲ
続
ン
者
汝
ニ
ア
ラ
ス
ン
ハ
誰
ヤ
即
法
蔵
ヲ
続

0

0

0

0

0

（
三
八
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
37
）

名
伽
耶
舎
多
。
他
時

0

0

聞
風
吹
殿
銅
鈴
声
。
尊
者
問
師
曰

4

4

4

4

4

。
鈴
鳴
耶
風
鳴

耶
。
師
曰
。
非
風
非
鈴
我
心
鳴
耳
。
尊
者
曰
。
心
復
誰
乎
。
師
曰
。
倶

寂
静
故
。
尊
者
曰
。
善
哉
善
哉
。
継
吾
道
者
非
子
而
誰
。
即
付
法

0

0

0

偈
曰

（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
一
二
頁
中
）

名
伽
耶
舎
多
他
時

0

0

聞
風
吹
殿
鈴
声
祖
問
曰

4

4

4

鈴
鳴
邪
風
鳴
邪
舎
多
曰
非
風

鈴
鳴
我
心
鳴
耳
祖
曰
心
復
誰
乎
舎
多
曰
倶
寂
静
故
祖
曰
善
哉
善
哉
継
吾

道
者
非
子
而
誰
即
付
法
眼

0

0

0

0

偈
曰
（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、『
続
蔵
』
一
三

八
・
九
頁
左
上
～
左
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
「
尊
者
問
師
云
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
問
云
」
と

あ
る
等
の
違
い
が
あ
る
。
囲
み
線
外
で
も
些
細
な
違
い
が
あ
り
、「
本

則
」
で
「
一
時
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
有
時
」
と
あ
り
、

「
本
則
」
で
「
即
附
法
蔵
ヲ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
即
法

蔵
ヲ
続
」
と
あ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
有
時
」「
尊
者
問
師
曰
」「
即
付
法
蔵
」
を
併
記
す

る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う

な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
尚
、［
典
拠
］
を
参
照
す
る
と
、「
有
時
」
で

は
な
く
「
他
時
」
と
あ
り
、「
即
付
法
蔵
」
で
は
な
く
「
即
付
法
」「
即

付
法
眼
」
と
あ
る
の
で
、［
典
拠
］
の
通
り
に
は
書
き
換
え
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
、
従
前
の
通
り
察
せ
ら
れ
る
。

〔
八
〕【
第
一
九
祖
鳩
摩
羅
多
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

昔
世
尊
記
曰

0

0

0

0

0

、
吾
滅
後
一
千
年
有
大
士
。
出
現
於
月
支
国
。
紹
隆
玄

化
。
今
汝
値
吾
、
応
斯
嘉
運
。
師
聞

4

4

発
宿
命
智
。（
一
一
九
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

昔
し
世
尊
記
し
て
曰
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
乃
至
、
宿
命
智
を
発
す
。（
一
二
〇
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

昔
世
尊
記
曰

0

0

0

0

0

吾
滅
後
一
千
年
ニ
有
大
士
出
現
月
氏
国
紹
隆
ン
玄
化
ヲ
今

汝
値
吾
応
斯
嘉
運
ナ
ル
師
聞

4

4

発
宿
命
智
ヲ
（
四
〇
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

世
尊
来
記
ヲ
示
ニ

0

0

0

0

0

0

0

即
宿
命
智
ヲ
発
（
四
〇
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
38
）

尊
者
曰
。
昔
世
尊
記
曰

0

0

0

0

0

。
吾
滅
後
一
千
年
有
大
士
。
出
現
於
月
氏
国
。

紹
隆
玄
化
。
今
汝
値
吾
応
斯
嘉
運
。
於
是
鳩
摩
羅
多

4

4

4

4

4

4

発
宿
命
智
。（『
景

徳
伝
燈
録
』
巻
二
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
一
二
頁
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

三
七

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
示
さ
れ
て
い
る

「
即
」
と
い
う
一
言
で
、
太
祖
が
「
本
則
」
に
あ
っ
た
文
句
を
丸
ご
と

省
略
し
た
様
子
が
知
ら
れ
得
る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、「
本
則
」
で

「
昔
世
尊
記
曰
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
世
尊
来
記
ヲ
示
ニ
」

と
あ
り
、
表
現
上
の
差
異
も
見
て
取
れ
る
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

瑩
山
禅
師
に
よ
る
意
図
的
な
表
現
の
交
換
と
も
解
さ
れ
得
よ
う
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
乃
至
」
と
い
う
語
の
記
載
位
置

と
『
乾
坤
院
本
』
に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
即
」
と
い
う
言
葉
の
言
及
位

置
と
が
見
事
に
一
致
す
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。『
可
睡
斎
本
』
及
び

『
仙
英
本
』
に
散
見
さ
れ
る
一
連
の
本
文
省
略
の
淵
源
（
発
端
）
を
、

我
々
は
ま
さ
に
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
も
知
れ
な
い（
39
）。

従
っ
て
、『
宗
務
庁
』
は
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
の
双
方

に
近
似
す
る
と
も
言
え
る
わ
け
だ
が
、『
宗
務
庁
』
で
「
昔
世
尊
記
曰

（
昔
し
世
尊
記
し
て
曰
く
）」
と
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、『
乾
坤
院
本
』

「
本
則
」
に
よ
り
一
致
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
、
同
時
に
［
典

拠
］
と
も
整
合
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
の

「
本
則
」
で
「
師
聞
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、［
典
拠
］
で
は
「
於
是
鳩
摩

羅
多
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
つ
い
て
は
、［
典
拠
］
に
依
拠
し
た
書
き

換
え
が
さ
れ
て
い
な
い
と
も
受
け
取
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
九
〕【
第
二
〇
祖
闍
夜
多
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

汝
雖
已
信
三
業

4

4

、
而
未
明
業
従
惑
生
、
惑
因
識
有
、
識
依
不
覚
、
不
覚

依
心
。
心
本
清
浄
、
無
生
滅

0

0

0

、0、

無
造
作

0

0

0

、0、

無
報
応

0

0

0

、0、

無
勝
負

0

0

0

、0、

寂
寂

0

0

然0

、0、

霊
霊
然

0

0

0

。
汝
若
入
此
法
門
、
可
与
諸
仏
同
矣
。
一
切
善
悪
、
有
為

無
為
、
皆
如
夢
幻
。
師
聞
承
言
領
旨

4

4

4

4

4

4

、
即0

発
宿
慧
。（
一
二
三
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

汝
已
に
三
業

4

4

を
信
ず
と
雖
も
、
乃
至
、
即
ち

0

0

宿
慧
を
発
す
。（
一
二
四

頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

汝
已
雖
信
三
宝

4

4

ヲ
未
明
業
ハ
従
惑
生
或
ハ
因
識
ニ
有
ア
リ
識
ハ
依
不
覚

ニ
不
覚
ハ
依
コ
ト
ヲ
心
心
ハ
本
清
浄
也
汝
若
入
此
法
門
可
与
諸
仏
同
矣

一
切
善
悪
有
為
無
為
皆
如
夢
幻
ノ
師
聞

4

4

発
宿
恵
ヲ
（
四
一
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

汝
既
雖
信
三
宝

4

4

ヲ
未
明
業
従
惑
生
惑
因
識
有
識
依
不
覚
〻
〻
依
心
心
ハ

本
ヨ
リ
清
浄
ナ
リ
生
滅
ナ
ク
造
作
ナ
ク
報
応
ナ
ク
勝
負
ナ
シ
寂

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〻0

然
リ

0

0

霊
〻
然
リ

0

0

0

0

汝
若
此
法
門
ニ
入
ハ
諸
仏
ト
同
カ
ル
ヘ
シ
一
切
善
悪
有
為
無

為
皆
夢
幻
ノ
如
師
言
ク
ヲ
ケ
旨
ヲ
領
シ
テ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

即0

発
宿
恵
ヲ
（
四
一
頁
～
四

二
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
40
）

汝
雖
已
信
三
業

4

4

。
而
未
明
業
従
惑
生
。
惑
因
識
有
。
識
依
不
覚
。
不
覚

依
心
。
心
本
清
浄
無
生
滅
無
造
作

0

0

0

0

0

0

。0、

無
報
応
無
勝
負

0

0

0

0

0

0

。0、

寂
寂
然
霊
霊

0

0

0

0

0

然0

。
汝
若
入
此
法
門
可
与
諸
仏
同
矣
。
一
切
善
悪
有
為
無
為
皆
如
夢



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

三
八

幻
。
闍
夜
多
承
言
領
旨

4

4

4

4

4

4

4

。
即0

発
宿
慧
懇
求
出
家
。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻

二
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
一
三
頁
上
）

汝
雖
巳
信
三
業

4

4

而
未
明
業
従
惑
生
惑
因
識
有
識
依
不
覚
不
覚
依
心
心
本

清
浄
無
生
滅
無
造
作
無
報
応
無
勝
負
寂
寂
然
霊
霊
然

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

汝
若
入
此
法
門
可

与
諸
仏
同
矣
一
切
善
悪
有
為
無
為
皆
如
夢
幻
闍
夜
多
承
言
領
旨

4

4

4

4

4

4

4

即0

発
宿

慧
懇
求
出
家
（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
一
〇
頁
右

上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
あ
る
「
生
滅
ナ

ク
造
作
ナ
ク
報
応
ナ
ク
勝
負
ナ
シ
寂
〻
然
リ
霊
〻
然
リ
」
を
「
本
則
」

で
欠
い
て
お
り
、「
提
唱
」
で
「
師
言
ク
ヲ
ケ
旨
ヲ
領
シ
テ
」
と
あ
る

と
こ
ろ
が
「
本
則
」
で
「
師
聞
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
提
唱
」
の
方
が

詳
述
で
あ
り
、［
典
拠
］
と
も
相
関
す
る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、
相

似
す
る
が
、「
提
唱
」
に
あ
る
「
即
」
を
「
本
則
」
で
は
欠
く
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
「
無
生
滅
、
無
造
作
、
無
報
応
、
無
勝
負
、
寂
寂

然
、
霊
霊
然
」「
師
聞
承
言
領
旨
」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』

「
提
唱
」
に
近
似
す
る
。
け
れ
ど
も
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
三
宝
」
と

あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
と
［
典
拠
］
で
は
「
三
業
」
と
あ
り
、

相
違
を
見
せ
て
い
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る（
41
）。
又
、
前
述
の
通
り
、

『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
で
「
師
言
ク
ヲ
ケ
旨
ヲ
領
シ
テ
」
と
あ
り
、

『
宗
務
庁
』「
本
則
」
で
「
師
聞
承
言
領
旨
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、［
典

拠
］
で
は
「
闍
夜
多
承
言
領
旨
」
と
実
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、

こ
こ
か
ら
も
改
編
者
が
［
典
拠
］
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
句
を
取

捨
選
択
し
て
い
た
一
面
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

〔
一
〇
〕【
第
二
一
祖
婆
修
盤
頭
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

我
不
求
道
、
亦
不
顚
倒
。
我
不
礼
仏
、
亦
不
軽
慢
。
我
不
長
坐
、
亦
不

懈
怠
。
我
不
一
食
、
亦
不
雑
食
。
我
不
知
足

0

0

0

0

、0、

亦
不
貪
欲

0

0

0

0

。0、

心
無
所

0

0

0

希0

、0、

名
之
曰
道

0

0

0

0

。
時
師
聞
已

4

4

4

4

発
無
漏
智
。（
一
二
八
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

我
は
道
を
求
め
ず
、
乃
至
、
無
漏
智
を
発
し
、（
一
三
〇
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

不
求
道
亦
不
顚
倒
不
礼
仏
亦
不
軽
慢
我
不
長
坐
亦
懈
怠
我
不
一
食
不
雑

食
我
不
知
足
亦
不
貧
欲
心
無
所
希
名
之
曰
道
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

時
ニ
師
聞
已
テ

4

4

4

4

4

4

発
無
漏

智
ヲ
（
四
三
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

道
ヲ
求
ス
又
顚
倒
セ
ス
吾
不
礼
仏
又
不
軽
慢
吾
長
坐
セ
ス
又
懈
怠
ナ
ラ

ス
我
一
食
又
雑
食
セ
ス
吾
知
是
ナ
ラ
ス
貪
欲
ナ
ラ
ス
心
頭
処
ナ
キ
ヲ
是

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
名
道
ト
云

0

0

0

0

0

婆
須
盤
頭
聞
竟
テ

4

4

4

4

4

4

4

無
漏
智
ヲ
発
（
四
四
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
42
）

我
不
求
道
亦
不
顚
倒
。
我
不
礼
仏
亦
不
軽
慢
。
我
不
長
坐
亦
不
懈
怠
。

我
不
一
食
亦
不
雑
食
。
我
不
知
足
亦
不
貪
欲

0

0

0

0

0

0

0

0

。0、

心
無
所
希
名
之
曰
道

0

0

0

0

0

0

0

0

。
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三
九

時
遍
行
聞
已

4

4

4

4

4

発
無
漏
智
歓
喜
讃
歎
。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
、『
大
正

蔵
』
五
一
・
二
一
三
頁
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
「
我
不
知
足
亦
不
貧
欲
心
無
所
希
名
之
曰
道
ト
」
と
あ
る
と
こ

ろ
が
「
提
唱
」
で
は
「
吾
知
是
ナ
ラ
ス
貪
欲
ナ
ラ
ス
心
頭
処
ナ
キ
ヲ
是

ヲ
名
道
ト
云
」
と
あ
り
、「
本
則
」
で
「
時
ニ
師
聞
已
テ
」
と
あ
る
と

こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
は
「
婆
須
盤
頭
聞
竟
テ
」
と
あ
る
た
め
、
換
言
が

読
み
取
れ
る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
「
我
不
知
足
、
亦
不
貪
欲
。
心
無
所
希
、
名
之
曰
道
」

「
時
師
聞
已
」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
し
、

［
典
拠
］
に
も
相
似
し
て
は
い
る
も
の
の
、［
典
拠
］
で
は
「
時
遍
行
聞

已
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
当
章
で
も
、
全
面
的
に
は
［
典
拠
］
に
従
わ

な
か
っ
た
背
景
が
窺
え
る
。

※
〔
一
一
〕【
第
二
六
祖
不
如
密
多
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

汝
欲
出
家
、
当
為
何
事
。
師
曰
、
我
若
出
家
、
不
為
別
事

4

4

。
祖
曰

0

0

、0、

不0

為
何
事

0

0

0

。0、

師
曰

0

0

、0、

不
為
俗
事

0

0

0

0

。0、

祖
曰

0

0

、0、

当
為
何
事

0

0

0

0

。0、

師
曰

0

0

、0、

当
為
仏

0

0

0

事0

。0、

祖
曰

0

0

、0、

太
子
智
慧
天
至

0

0

0

0

0

0

、0、

必
諸
聖
降
迹

0

0

0

0

0

。
祖
即
許
出
家

4

4

4

4

4

。（
一
五

一
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

汝
出
家
せ
ん
と
欲
す
、
当
に
何
事
を
か
為
す
べ
き
。
乃
至
、
祖
出
家
を

4

4

4

4

許
す

4

4

。（
一
五
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

汝
出
家
セ
ン
ト
ス
何
事
ノ
タ
メ
ニ
カ
ス
ヘ
キ
師
云
吾
カ
出
家
セ
ン
コ
ト

キ
其
事

4

4

ノ
タ
メ
ニ
非
祖
即
出
家
ヲ
許
ス

4

4

4

4

4

4

4

（
五
五
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

汝
出
家
セ
ン
ト
ス
何
事
ノ
タ
メ
ソ
ニ
カ
ス
ヘ
キ
吾
出
家
セ
ン
カ
如
ハ
是4

事4

ノ
タ
メ
ニ
非
尊
者
云
汝
正
何
タ
メ
ニ
カ
セ
サ
ル
師
云
俗
事
ノ
タ
メ
ニ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

非
尊
者
云
正
何
ン
ノ
事
ノ
タ
メ
ナ
ル
ヘ
キ
ソ
師
云
正
仏
事
ノ
タ
メ
ナ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヘ
シ
尊
者
云
太
子
智
慧
天
真
ナ
リ
必
是
聖
降
セ
ル
ナ
ラ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

即
出
家
ヲ
許

4

4

4

4

4

（
五
五
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
43
）

太
子
遂
求
出
家
。
祖
問
太
子
曰
。
汝
欲
出
家
当
為
何
事
。
曰
我
若
出
家

不
為
其
事

4

4

。
祖
曰

0

0

。0、

不
為
何
事

0

0

0

0

。0、

曰
不
為
俗
事
祖
曰

0

0

0

0

0

0

0

。0、

当
為
何
事

0

0

0

0

。0、

曰0

当
為
仏
事

0

0

0

0

。0、

祖
曰

0

0

。0、

太
子
智
慧
天
至
必
諸
聖
降
迹

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
即
許
出
家

4

4

4

4

。（『
景

徳
伝
燈
録
』
巻
二
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
一
五
頁
中
～
下
）

密
多
遂
求
出
家
祖
問
曰
汝
欲
出
家
当
為
何
事
密
多
曰
我
若
出
家
不
為
其4

事4

祖
曰
不
為
何
事
密
多
曰
不
為
俗
事
祖
曰
当
為
何
事
密
多
曰
当
為
仏
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

祖
曰
太
子
智
慧
天
至
必
諸
聖
降
迹

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

即
許
出
家

4

4

4

4

（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、

『
続
蔵
』
一
三
八
・
一
二
頁
左
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉
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四
〇

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
が
「
提
唱
」
に
比

し
て
大
幅
に
略
記
さ
れ
て
お
り
、「
提
唱
」
に
は
あ
る
「
尊
者
云
汝
正
何

タ
メ
ニ
カ
セ
サ
ル
師
云
俗
事
ノ
タ
メ
ニ
非
尊
者
云
正
何
ン
ノ
事
ノ
タ
メ

ナ
ル
ヘ
キ
ソ
師
云
正
仏
事
ノ
タ
メ
ナ
ル
ヘ
シ
尊
者
云
太
子
智
慧
天
真
ナ

リ
必
是
聖
降
セ
ル
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
文
言
を
「
本
則
」
で
は
欠
い
て
い

る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、「
本
則
」
に
は
あ
る

「
祖
」
が
「
提
唱
」
で
は
見
ら
れ
な
い
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
祖
曰
、
不
為
何
事
。
師
曰
、
不
為
俗
事
。
祖
曰
、

当
為
何
事
。
師
曰
、
当
為
仏
事
。
祖
曰
、
太
子
智
慧
天
至
、
必
諸
聖

降
迹
。」
を
記
載
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
近
似
す
る
。

又
、『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
違
い
を
示
す
と
、『
乾
坤
院
本
』

の
「
本
則
」「
提
唱
」
で
各
々
「
其
事

4

4

」「
是
事

4

4

」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、

『
宗
務
庁
』
で
は
「
別
事

4

4

」
と
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
掲
の

［
典
拠
］
で
は
「
其
事
」
と
あ
る
が
、
明
版
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
で
は

「
別
事
」
と
あ
る
た
め
、『
仙
英
本
』
は
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る（
44
）。

〔
一
二
〕【
第
二
七
祖
般
若
多
羅
尊
者
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

二
十
六
祖
曰
、
汝
憶
往
事
否
。
師
曰
、
我
念
遠
劫
中

4

4

4

。
与
師
同
居
。
師0

演
摩
訶
般
若

0

0

0

0

0

、0、

我
転
甚
深
修
多
羅

0

0

0

0

0

0

0

。0、

今
日
之
事

0

0

0

0

。
蓋
契
昔
因

4

4

4

4

。（
一
五

五
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

尊
者
曰
く
、
汝
往
事
を
憶
ふ
や
否
や
。
乃
至
、
蓋
し
昔
因
に
契
へ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

。

（
一
五
六
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

廿
六
祖
云
憶
ヤ
往
事
ヲ
否
師
云
念
遠
劫

4

4

与
師
同
居
セ
リ
（
五
六
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

尊
者
問
云
往
事
ヲ
思
ヤ
師
云
吾
遠
劫

4

4

ヲ
思
エ
ハ
師
ト
同
居
セ
リ
尊
者
云

0

0

0

同
為
ト
ハ
何
事
ソ
師
云
師
摩
訶
般
若
ヲ
宣
吾
ハ
菩
薩
修
多
羅
ヲ
転
ス
尊

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

者
云
今
日
ノ
事

0

0

0

0

0

0

深
宿
因
契
ヘ
リ

4

4

4

4

4

4

（
五
六
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
45
）

尊
者
曰
。
汝
憶
往
事
否
。
曰
我
念
遠
劫
中

4

4

4

与
師
同
居
。
師
演
摩
訶
般

0

0

0

0

0

若0

。0、

我
転
甚
深
修
多
羅

0

0

0

0

0

0

0

。0、

今
日
之
事

0

0

0

0

蓋
契
昔
因

4

4

4

4

。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻

二
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
一
六
頁
上
）

祖
曰
汝
憶
往
事
否
童
曰
我
念
遠
劫
中

4

4

4

与
師
同
居
師
演
摩
訶
般
若
我
転
甚

0

0

0

0

0

0

0

0

0

深
修
多
羅
今
日
之
事

0

0

0

0

0

0

0

0

蓋
契
昔
因

4

4

4

4

（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、『
続
蔵
』
一
三

八
・
一
三
頁
右
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
の
内
と
外
を
併
せ
て
考
え
る
と
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
は

「
提
唱
」
に
比
べ
て
大
幅
に
略
記
さ
れ
、「
提
唱
」
に
は
あ
る
「
尊
者
云

同
為
ト
ハ
何
事
ソ
師
云
師
摩
訶
般
若
ヲ
宣
吾
ハ
菩
薩
修
多
羅
ヲ
転
ス
尊

者
云
今
日
ノ
事
」「
深
宿
因
契
ヘ
リ
」
と
い
う
文
句
を
欠
い
て
い
る
。
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四
一

「
提
唱
」
で
の
当
該
箇
所
に
比
べ
て
「
本
則
」
で
の
言
及
部
分
が
極
端

に
短
い
と
い
う
事
例
は
、
直
前
に
検
討
を
加
え
た
〔
一
一
〕
で
も
確
認

さ
れ
た（
46
）が
、
こ
の
特
異
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
池
田
魯
參
氏
が
、

『
曹
洞
宗
報
』
九
二
六
号
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
五
〇
頁
の
下
段
で
、

以
下
の
通
り
大
変
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
伝
光
録
の
垂
示
は
、「
本
則
」
と
し
て
体
裁
を
整
え
る
こ
と
な
く
、

本
章
の
よ
う
な
形
で
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
よ
り
臨
場
感
の
あ
る
光
景
を
乾
坤
院
本
は
伝
え
ま
す
。

　

池
田
氏
が
述
べ
る
「「
本
則
」
と
し
て
体
裁
を
整
え
る
こ
と
な
く
」
と

い
う
見
解
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
太
祖
の
意
図
に
よ
る
も
の
と
受
け
止

め
て
い
る
。
換
言
す
る
と
、
瑩
山
禅
師
は
意
識
的
に
「
本
則
」
を
至
っ

て
簡
潔
に
掲
げ
、
間
髪
を
入
れ
ず
に
「
提
唱
」
に
入
ら
れ
た
様
子
を
、

我
々
は
目
に
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
師
演
摩
訶
般
若
、
我
転
甚
深
修
多
羅
。
今
日
之

事
」「
蓋
契
昔
因
」
を
併
記
し
て
い
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」

に
近
似
す
る
が
、
相
違
点
も
散
見
さ
れ
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
遠
劫
」

と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
遠
劫
中
」
と
、『
乾
坤
院
本
』
で

「
深
宿
因
契
ヘ
リ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
蓋
契
昔
因

（
蓋
し
昔
因
に
契
へ
り
）」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
、［
典
拠
］
は

『
宗
務
庁
』
に
克
明
に
一
致
す
る
た
め
、［
典
拠
］
に
基
づ
い
て
書
き
直

さ
れ
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。

　

更
に
、
注
目
す
べ
き
相
違
点
を
示
す
と
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に

実
記
さ
れ
て
い
る
「
尊
者
云
同
為
ト
ハ
何
事
ソ
師
云
」
が
『
宗
務
庁
』

で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
、
こ
の
「
尊
者
云
同
為
ト
ハ
何
事

ソ
師
云
」
は
、
説
示
者
で
あ
る
瑩
山
禅
師
と
聞
き
手
で
あ
る
大
衆
と
の

間
に
あ
っ
た
遣
り
取
り
の
一
端
を
鮮
明
に
叙
述
し
た
も
の
な
の
で
は
な

い
か
、
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
つ
ま
り
、「「
本
則
」
の
終
わ
り
で
『
同

居
し
た
』
と
あ
り
ま
す
が
、
何
が
あ
っ
た
の
で
す
か
」
と
い
う
弟
子
の

問
い
掛
け
に
対
し
、「
瑩
山
禅
師
は
仰
っ
た
」
と
い
う
流
れ
で
、
太
祖

に
よ
る
「
提
唱
」
が
い
よ
い
よ
展
開
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
生
き
生
き

と
し
た
情
景
を
我
々
は
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

別
言
す
る
と
、
先
程
筆
者
が
示
し
た
「
太
祖
に
よ
る
意
識
的
な
「
本

則
」
の
略
述
」
は
、
直
後
の
「
提
唱
」
を
よ
り
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
し
よ

う
と
し
た
太
祖
の
狙
い
に
よ
る
も
の
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
解
釈
法
が
、
前
掲
の
池
田
氏
の
見
方
（「
よ
り
臨
場
感
の
あ
る

光
景
を
乾
坤
院
本
は
伝
え
ま
す
」）
に
重
な
り
合
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
言

を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
一
三
〕【
第
二
九
祖
大
祖
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

一
日
告
祖
曰
、
我
既
息
諸
縁
。
祖
曰

0

0

、
莫
成
断
滅
去
否
。
師
曰
、
不
成

4

4

断
滅

4

4

。
祖
曰

0

0

、
何
以
為
験
。
師
曰

0

0

、
了
了
常
知
、
故
言
之
不
可
及
。
祖4

曰4

、
此
是
諸
仏
所
証
心
体

0

0

0

0

0

0

。
更
勿
疑
也

4

4

4

4

。（
一
六
七
頁
）
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四
二

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

有
時
、
大
師
に
告
て
曰
く
、
我
既
に
諸
縁
を
息
む
、
乃
至
、
更
に
疑
ふ

4

4

4

4

こ
と
な
し

4

4

4

4

。（
一
六
九
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

一
日
告
祖
云
我
既
息
諸
縁
祖
云

0

0

莫
成
断
滅
否
師
云
不
断
滅

4

4

4

祖
云

0

0

以
何
為

験
師
云
了
〻
常
知
ノ
故
ニ
言
之
不
可
及
祖
云

4

4

此
是
諸
仏
所
証
也

0

0

0

0

0

（
六
〇

頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

有
時
大
師
ニ
告
云
吾
既
諸
縁
ヲ
ヤ
ム
大
師
問
云

0

0

0

0

断
滅
ヲ
成
ス
ル
ナ
ラ
ン

ヤ
師
云
断
滅
ニ
非

4

4

4

4

大
師
云

0

0

0

何
以
験
セ
ン
師
云
了
〻
常
知
故
言
モ
不
可
及

大
師
云

4

4

4

是
ハ
コ
レ
諸
仏
所
証
昧
也

0

0

0

0

0

0

要
疑
事
ナ
カ
レ

4

4

4

4

4

4

（
六
一
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
47
）

慧
可
曰
。
我
已
息
諸
縁
。
師
曰

0

0

。
莫
不
成
断
滅
去
否
。
可
曰
。
不
成
断

4

4

4

滅4

。
師
曰

0

0

。
何
以
験
之
云
不
断
滅
。
可
曰
。
了
了
常
知
故
。
言
之
不
可

及
。
師
曰

4

4

。
此
是
諸
仏
所
伝
心
体

0

0

0

0

0

0

。
更
勿
疑
也

4

4

4

4

（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻

三
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
二
〇
頁
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
三
つ
と
も
「
祖
云
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
大
師
問

云
」「
大
師
云
」「
大
師
云
」
と
あ
る
た
め
、
提
唱
時
に
表
現
を
換
え
た

こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。
又
、「
本
則
」
で
「
諸
仏
所
証
也
」
と
あ
る
と

こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
諸
仏
所
証
昧
也
」
と
あ
る
等
の
差
異
も
あ
る
。

囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、「
提
唱
」
に
あ
る
「
要
疑
事
ナ
カ
レ
」
を

「
本
則
」
で
は
欠
い
て
い
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
祖
曰
」「
更
勿
疑
也
」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤

院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て

い
る
。『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
違
い
を
示
す
と
、『
乾
坤
院
本
』

で
「
不
断
滅
（
断
滅
ニ
非
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
不
成

断
滅
」
と
あ
り
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
諸
仏
所
証
也
（
諸
仏
所
証
昧
也
）」

と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
諸
仏
所
証
心
体
」
と
あ
る
。
無
論

［
典
拠
］
を
基
礎
と
し
た
書
き
改
め
と
言
え
る
が
、［
典
拠
］
で
は
「
祖

曰
」
で
な
く
「
師
曰
」
と
あ
る
の
で
、
全
面
的
に
は
［
典
拠
］
に
追
従

し
て
い
な
い
こ
と
が
や
は
り
窺
え
る
。

〔
一
四
〕【
第
三
〇
祖
鑑
智
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

問
曰
、
弟
子
身
纏
風
恙（
48
）、
請
和
尚
懺
罪
。
祖
曰
、
将
罪
来
、
与
汝

懺
。
師
良
久
曰
、
覓
罪
不
可
得

0

0

0

0

0

。
祖
曰
、
我
与
汝
懺
罪
竟

4

4

4

4

4

4

、
宜
依
仏
法

僧
住
。（
一
七
二
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

問
て
曰
く
、
弟
子
が
身
、
風
恙
に
纏
は
る
。
乃
至
、
宜
く
仏
法
僧
に
依

て
住
す
べ
し
。（
一
七
二
頁
～
一
七
三
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］
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四
三

問
云
弟
子
身
風
恙
ニ
マ
ト
ワ
ル
ワ
ル（
49
）請
和
尚
懺
羅
罪
ニ
祖
云
罪
ヲ

将
来
汝
ニ
懺
ヲ
罪
与
ン
師
良
久
シ
テ
云
罪
性
ヲ
求
ニ
終
不
可
得
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

祖
云

吾
汝
懺
罪
ヲ
与
了
ヌ

4

4

4

4

4

4

4

4

宜
仏
法
僧
ニ
依
住
ス
ヘ
シ
（
六
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

問
云
弟
子
身
風
恙
ニ
マ
ト
ワ
ル
請
和
尚
懺
罪
セ
ン
コ
ト
ヲ
参
祖
云
罪
ヲ

将
来
汝
ニ
懺
ヲ
与
ン
師
良
久
云
罪
ヲ
求
不
可
得
ナ
リ

0

0

0

0

0

0

0

0

祖
云
吾
汝
ニ
タ
メ

4

4

4

4

4

ニ
懺
罪
シ
了
ヌ

4

4

4

4

4

4

宜
依
仏
法
僧
ニ
住
（
六
二
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
50
）

而
問
師
曰
弟
子
身
纏
風
恙
。
請
和
尚
懺
罪
。
師
曰
。
将
罪
来
与
汝
懺
。

居
士
良
久
云
。
覓
罪
不
可
得

0

0

0

0

0

。
師
曰
。
我
与
汝
懺
罪
竟

4

4

4

4

4

4

。
宜
依
仏
法
僧

住
。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
二
〇
頁
下
）

而
問
祖
曰
弟
子
身
纏
風
恙
請
和
尚
懺
罪
祖
曰
将
罪
来
与
汝
懺
士
良
久
曰

覔
罪
不
可
得

0

0

0

0

0

祖
曰
与
汝
懺
罪
竟

4

4

4

4

4

宜
依
仏
法
僧
住
（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、

『
続
蔵
』
一
三
八
・
一
七
頁
右
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
「
罪
性
ヲ
求
ニ
終
不
可
得
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で

「
罪
ヲ
求
不
可
得
ナ
リ
」
と
あ
り（
51
）、
同
じ
く
「
本
則
」
で
「
吾
汝
懺

罪
ヲ
与
了
ヌ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
吾
汝
ニ
タ
メ
ニ
懺
罪

シ
了
ヌ
」
と
あ
る
等
の
僅
か
な
差
異
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
囲
み
線

外
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
「
覓
罪
不
可
得
」「
我
与
汝
懺
罪
竟
」
を
併
記
す
る
か

ら
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
記

述
に
な
っ
て
い
る
が
、［
典
拠
］
の
影
響
も
あ
ろ
う
。

〔
一
五
〕【
第
三
一
祖
大
医
禅
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

願
和
尚
慈
悲
、
乞
与
解
脱
法
門

0

0

0

0

。
祖
曰
、
誰
縛
汝
。
師
曰
、
無
人
縛
。

祖
曰
、
何
更
求
解
脱
乎
。
師
於
言
下
大
悟

4

4

4

4

4

4

。（
一
七
六
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

願
く
は
和
尚
、
慈
悲
、
乃
至
、
師
言
下
に
於
て
大
悟
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。（
一
七
六
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

願
和
尚
慈
悲
乞
与
解
脱
法
門

0

0

0

0

ヲ
祖
云
誰
カ
縛
汝
師
云
無
人
縛
祖
云
何
更

求
ヤ
解
脱
ヲ
師
於
言
下
大
悟
ス

4

4

4

4

4

4

4

（
六
三
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

願
和
尚
慈
悲
ヲ
以
解
脱
門

0

0

0

ヲ
乞
与
祖
云
誰
汝
ヲ
縛
師
云
人
縛
ナ
シ
祖
云

何
ソ
更
ニ
解
脱
ヲ
求
ル
ヤ
師
言
下
大
悟

4

4

4

4

4

（
六
四
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
52
）

礼
師
曰
。
願
和
尚
慈
悲
乞
与
解
脱
法
門

0

0

0

0

。
師
曰
。
誰
縛
汝
。
曰
無
人

縛
。
師
曰
。
何
更
求
解
脱
乎
。
信
於
言
下
大
悟

4

4

4

4

4

4

（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻

三
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
二
一
頁
下
）

礼
祖
曰
願
和
尚
慈
悲
乞
与
解
脱
法
門

0

0

0

0

祖
曰
誰
縛
汝
曰
無
人
縛
祖
曰
何
更

求
解
脱
乎
信
於
言
下
大
悟

4

4

4

4

4

4

（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
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四
四

一
七
頁
左
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
「
解
脱
法
門
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
解
脱
門
」
と

あ
り
微
妙
に
異
な
る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
も
、「
本
則
」
で
「
師
於

言
下
大
悟
す
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
は
「
師
言
下
大
悟
」
と

あ
る
等
の
些
細
な
差
が
見
て
取
れ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
「
解
脱
法
門
」「
師
於
言
下
大
悟
（
師
言
下
に
於
て
大

悟
す
）」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
す
る
が
、

［
典
拠
］
に
も
相
似
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、［
典
拠
］
で
は
「
信
於
言

下
大
悟
」
と
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
［
典
拠
］
通
り
に
は

書
き
改
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
章
に
関
し
て
は
、『
大
昌
寺
本
』（
53
）で
発
見
さ
れ
る
特

異
な
記
述
に
つ
い
て
も
附
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
箇

所
を
同
書
か
ら
次
に
抜
粋
す
る
と
、

年
始
テ
十
四
ニ
シ
テ
三
祖
大
師
ニ
参
シ
テ
上
件
ノ
商
量
ア
リ
労
伏
ス
ル

コ
ト
九
歳
後
ニ
吉
州
ニ
シ
テ
受
戒
ス
（
一
六
〇
頁
）

と
の
文
言
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
当
然
な
が
ら
注
目
に
値
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
即
」
や
「
乃
至
」
と
い
う
語
を
用
い
て
は
い
な

い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
「
上
件
ノ
商
量
ア
リ
」
と
い
う
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
表
現
法
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
提
唱
内
容
の
一
部
を
省
略
し
た
形

跡
が
鮮
明
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
乃
至
」
を
多
用
す
る
『
仙
英

本
』（『
可
睡
斎
本
』）
の
体
裁
と
比
較
し
て
も
、
一
風
変
わ
っ
た
省
略
方

法
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
実
感
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
上
件
ノ
商
量
ア
リ
」
が
『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」

の
ど
の
部
分
に
相
当
す
る
の
か
を
模
索
し
て
み
る
と
、

聞
云
願
和
尚
慈
悲
ヲ
以
解
脱
門
ヲ
乞
与
祖
云
誰
汝
ヲ
縛
師
云
人
縛
ナ
シ

祖
云
何
ソ
更
ニ
解
脱
ヲ
求
ル
ヤ
師
言
下
大
悟
（
六
四
頁
）

に
対
応
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
故
、『
宗
務
庁
』
の
「
乃
至
」
よ
り

も
広
範
囲
な
部
分
を
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
言
葉
で
も
っ
て
省
略
し
た
こ
と

が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
事
例
と
言
え
よ
う（
54
）。

〔
一
六
〕【
第
三
二
祖
大
満
禅
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

問
曰
、
汝
何
姓
。
師
曰
、
性
即
有
、
不
是
常
姓
。
祖
曰
、
是
何
姓
。
師

曰
、
是
仏
性
。
祖
曰
、
汝
無
姓
耶
。
師
曰
、
性
空

4

4

故
無
。
祖
黙
識
其
法

0

0

0

0

0

器0

、（
一
八
〇
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

問
て
曰
く
、
汝
何
の
姓
ぞ
。
乃
至
、
祖
黙
し
て
其
法
器
な
る
こ
と
を
識

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り0

、（
一
八
一
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

問
云
汝
ハ
何
姓
ソ
師
云
姓
即
ア
リ
是
常
姓
ニ
非
祖
云
是
何
姓
師
云
是
仏

性
祖
云
汝
無
姓
ナ
ル
ヲ
ヤ
師
云
性
空

4

4

故
祖
法
器
ナ
リ
ト
黙
識
シ
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
六
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四
五

五
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

問
云
汝
ハ
何
姓
師
云
姓
ハ
即
ア
リ
是
常
姓
ニ
ア
ラ
ス
祖
云
是
何
姓
師
云

仏
性
祖
云
無
姓
ナ
ル
ヲ
ヤ
師
云
仏
性
空

4

4

4

故
祖
器
ナ
リ
ト
シ
テ

0

0

0

0

0

0

0

（
六
五

頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
55
）

一
日
往
黄
梅
県
路
逢
一
小
児
。
骨
相
奇
秀
異
乎
常
童
。
師
問
曰
。
子
何

姓
。
答
曰
姓
即
有
不
是
常
姓
。
師
曰
。
是
何
姓
。
答
曰
。
是
仏
性
。
師

曰
。
汝
無
性
耶
。
答
曰
。
性
空

4

4

故
。
師
黙
識
其
法
器

0

0

0

0

0

0

。（『
景
徳
伝
燈

録
』
巻
三
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
二
二
頁
中
）

一
日
往
黄
梅
県
路
逢
一
小
児
骨
相
奇
秀
異
乎
常
童
祖
問
曰
子
何
姓
答
曰

姓
即
有
不
是
常
姓
祖
曰
是
何
姓
答
曰
是
仏
性
祖
曰
汝
無
姓
邪
答
曰
性
空

4

4

故
無
祖
黙
識
其
法
器

0

0

0

0

0

0

（『
五
燈
会
元
』
巻
一
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
一
八

頁
右
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
「
性
空
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
仏
性
空
」
と
あ

る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
も
、「
本
則
」
で
「
祖
法
器
ナ
リ
ト
黙
識
シ

テ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
祖
器
ナ
リ
ト
シ
テ
」
と
あ
る
。

太
祖
に
よ
る
言
い
換
え
や
略
述
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
性
空
」「
祖
黙
識
其
法
器
（
祖
黙
し
て
其
法
器
な
る

こ
と
を
識
り
）」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
す

る
。
更
に
［
典
拠
］
に
つ
い
て
も
考
証
す
る
と
、
特
筆
す
べ
き
点
に
、

明
版
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
で
異
読
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
、

明
版
以
外
で
「
姓4

即
」「
汝
無
性4

耶
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
明
版
で

「
性4

即
」「
汝
無
姓4

耶
」
と
あ
る（
56
）か
ら
、『
宗
務
庁
』（『
仙
英
本
』）
は

明
版
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
に
依
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
も
う
一
つ
の
典
拠
と
し
て
筆
者
が
挙
げ
た
『
五
燈
会
元
』
で
は
、

「
姓4

即
」「
汝
無
姓4

邪
」
と
あ
る
よ
う
に
、
共
に
「
姓
」
と
い
う
語
が
用

い
ら
れ
、
か
つ
『
乾
坤
院
本
』
で
も
「
本
則
」「
提
唱
」
共
に
「
姓
」

と
い
う
語
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
瑩
山
禅
師
は
『
景
徳
伝
燈

録
』
で
は
な
く
『
五
燈
会
元
』
を
典
拠
と
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
古
写
本
と
『
仙
英
本
』
と
の
間
で
典
拠
の

相
違
を
見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
格
別
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
思
量
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
章
で
も
、『
大
昌
寺
本
』
で
は
大
幅
な
本
文
省
略
が

を
見
せ
て
い
る
。
当
該
箇
所
を
抜
き
出
す
と
、

後
黄
梅
路
上
ニ
シ
テ
四
祖
ノ
出
遊
ニ
値
祖
法
器
ナ
リ
ト
黙
識
シ
テ
（
一

六
四
頁
）

と
示
さ
れ
、
こ
こ
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
で
の

当
該
箇
所
を
掲
げ
る
と
、

後
黄
梅
路
上
ニ
シ
テ
四
祖
ノ
出
游
ニ
値
四
祖
此
童
子
ノ
骨
相
奇
秀
ナ
ル

ヲ
見
異
ト
問
云
汝
ハ
何
姓
師
云
姓
ハ
即
ア
リ
是
常
姓
ニ
ア
ラ
ス
祖
云
是
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四
六

何
姓
師
云
仏
性
祖
云
無
姓
ナ
ル
ヲ
ヤ
師
云
仏
性
空
故
祖
器
ナ
リ
ト
シ
テ

（
六
五
頁
）

を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
線
を
引
い
た
文
言

に
相
当
す
る
文
面
を
『
大
昌
寺
本
』
で
は
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
程
の
事
例
と
は
異
な
り
、
省
略
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
「
上
件
ノ

商
量
ア
リ
」
と
い
っ
た
表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
、
欠
落
す
る
文
言
が
、

『
宗
務
庁
』
の
「
乃
至
」
で
も
っ
て
略
さ
れ
て
い
た
部
分
の
周
辺
に
重

な
る
こ
と
や
、
直
前
の
章
で
の
前
例
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら

ば
、
単
な
る
欠
落
と
い
う
よ
り
も
意
図
的
な
中
略
と
解
釈
す
る
方
が

妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
も
、
深
い
配
慮
が
求
め
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る（
57
）。

〔
一
七
〕【
第
三
四
祖
弘
済
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

問
曰
、
当
何
所
務
即
不
落
階
級
。
祖
曰
、
汝
曽
作
甚
麼
来

4

4

4

4

4

4

。
師
曰

0

0

、0、

聖0

諦
亦
不
為

0

0

0

0

。
祖
曰
、
落4

何
階
級
。
師
曰
、
聖
諦
尚
不
為
、
何
階
級
之

有
。
祖
深
器
之

0

0

0

0

。（
一
九
四
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

問
て
曰
く
、
当
に
何
の
所
務
か
即
ち
階
級
に
落
ち
ざ
る
べ
き
。
乃
至
、

祖0

、0、

深
く
之
を
器
と
す

0

0

0

0

0

0

0

。（
一
九
四
頁
～
一
九
五
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

問
云
正
如
何
ナ
ル
所
務
カ
階
級
ニ
落
サ
ル
ヤ
祖
云
汝
曽
何
事
ヲ
カ
作
ス

4

4

4

4

4

4

4

4

祖
云
何
階
級
ニ
カ
ヲ
チ
ン

4

4

4

師
云
聖
諦
ナ
ヲ
作
サ
ス
何
階
級
カ
ア
ラ
ン
祖0

云
如
是

0

0

0

〻
〻

0

0

（
七
〇
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

問
云
正
如
何
所
務
カ
階
級
ニ
カ
落
サ
ル
ヘ
キ
ヤ
祖
云
汝
曽
何
事
カ

4

4

4

4

4

作
師

0

0

云
聖
諦
モ
又
作
サ
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

祖
云
何
階
級
カ
ア
ラ
ン

4

4

4

師
云
聖
諦
ナ
ヲ
ナ
サ
ス
何

階
級
カ
ア
ラ
ン
祖
深
器
ナ
リ
ト
ス

0

0

0

0

0

0

0

（
七
〇
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
58
）

後
聞
曹
谿
法
席
乃
往
参
礼
。
問
曰
。
当
何
所
務
即
不
落
階
級
。
祖
曰
。

汝
曽
作
什
麼

4

4

4

4

4

。
師
曰

0

0

。0、

聖
諦
亦
不
為

0

0

0

0

0

。
祖
曰
。
落4

何
階
級
。
曰
聖
諦
尚

不
為
。
何
階
級
之
有
。
祖
深
器
之

0

0

0

0

。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
五
、『
大
正

蔵
』
五
一
・
二
四
〇
頁
上
）

聞
曹
谿
法
席
乃
往
参
礼
問
曰
当
何
所
務
即
不
落
階
級
祖
曰
汝
曽
作
甚
麼

4

4

4

4

4

来4

師
曰
聖
諦
亦
不
為

0

0

0

0

0

0

0

祖
曰
落4

何
階
級
師
曰
聖
諦
尚
不
為
何
階
級
之
有
祖0

深
器
之

0

0

0

（『
五
燈
会
元
』
巻
五
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
八
〇
頁
左
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
あ
る
「
師
云
聖

諦
モ
又
作
サ
ス
」
を
「
本
則
」
で
は
欠
き
、「
本
則
」
で
「
ヲ
チ
ン
」

と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
は
「
ア
ラ
ン
」
と
あ
る
。
囲
み
線
外
に

つ
い
て
は
、「
本
則
」
で
「
祖
云
如
是
〻
〻
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提

唱
」
で
「
祖
深
器
ナ
リ
ト
ス
」
と
あ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
師
曰
、
聖
諦
尚
不
為
」「
落
」「
祖
深
器
之
（
祖
、
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四
七

深
く
之
を
器
と
す
）」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」

「
提
唱
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
記
述
と
捉
え
ら
れ
る
が
、［
典
拠
］

に
克
明
に
一
致
す
る
。
相
違
点
を
示
す
と
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
汝
曽

何
事
ヲ
カ
作
ス

4

4

（
汝
曽
何
事
カ
作4

）」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、『
宗
務
庁
』

で
は
「
汝
曽
作
甚
麼
来4

」
と
あ
る
た
め
、［
典
拠
］
の
違
い
に
依
拠
す

る
可
能
性
が
一
考
さ
れ
る
。
乃
ち
、『
景
徳
伝
燈
録
』
で
の
「
汝
曽
作

什
麼

4

4

」
と
『
五
燈
会
元
』
で
の
「
汝
曽
作
甚
麼
来

4

4

4

」
と
に
各
々
由
来
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た

こ
と
だ
が
、『
乾
坤
院
本
』
と
『
仙
英
本
』
と
で
出
典
を
異
に
し
て
い
る

点
に
は
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

〔
一
八
〕【
第
三
六
祖
弘
道
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

三
乗
十
二
分
教
、
某
甲
粗
知

0

0

0

0

。
嘗
聞
南
方
直
指
人
心
見
性
成
仏

4

4

4

4

4

4

4

4

、
実
未

明
了
、
伏
望
和
尚
慈
悲
指
示

0

0

0

0

0

0

0

0

。
頭
曰
、
恁
麼
也
不
得
、
不
恁
麼
也
不

得
。
恁
麼
不
恁
麼
総
不
得
。
子
作
麼
生

0

0

0

0

。0、

師
罔
措

0

0

0

。
頭
曰
、
子
因
縁
不

在
此
。
且
往
馬
大
師
処
去
。
師
禀
命
恭
礼
馬
祖
。
仍
伸
前
問
。
祖
曰
、

我
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
不
教
伊
揚
眉
瞬
目
、
有
時
揚
眉
瞬
目
者

是
、
有
時
揚
眉
瞬
目
者
不
是
。
子
作
麼
生
。
師
於
言
下
大
悟

4

4

4

4

4

4

。0・

便
礼

4

4

拝4

。
祖
曰
、
你
見
甚
麼
道
理
便
礼
拝

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
師
曰
、
某
甲

4

4

在
石
頭
処
、
如
蚊

子
上
鉄
牛
。
祖
曰
、
汝
既
如
是
、
善
自
護
持

0

0

0

0

。（
二
〇
五
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

三
乗
十
二
分
教
は
某
甲
粗
ぼ
知
る

0

0

0

0

0

0

。
乃
至
、
善
く
自
ら
護
持
せ
よ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
二
〇
六
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

三
乗
十
二
分
教
ハ
惟
儼
等
知
リ

0

0

0

0

0

曽
聞
南
方
直
指
単
伝
正
法
眼
蔵

4

4

4

4

4

4

4

4

実
未
明

了
ナ
ラ
ス
伏
望
ハ
和
尚
慈
悲
ヲ
以
因
縁
開
示
セ
ヨ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

頭
云
汝
因
縁
爰
ニ

4

4

4

4

4

恁

麼
也
不
得
不
恁
麼
也
不
得
恁
麼
不
恁
麼
惣
不
得
師
佇
思
ス

0

0

0

0

頭
云
汝
因
縁

爰
ニ
非
旦
馬
祖
処
ニ
行
ヘ
シ
師
命
ヲ
受
馬
祖
ヲ
礼
シ
光
問
ヲ
宣
祖
云
我

有
時
ハ
教
渠
ヲ
揚
眉
瞬
目
有
時
教
伊
揚
眉
セ
シ
メ
ス
有
時
教
伊
揚
眉
瞬

目
セ
シ
ム
ル
是
也
有
時
教
渠
揚
眉
瞬
目
セ
シ
ム
ル
不
是
也
師
言
下
大
悟

4

4

4

4

4

即
礼
拝
ス

4

4

4

4

祖
云
如
何
道
理
ヲ
見
カ
即
礼
拝
ス
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

師
云
吾4

石
頭
ニ
ア
リ
シ

ニ
蚊
子
鉄
牛
ニ
登
ニ
似
リ
祖
云
既
能
如
是
ナ
ラ
能
自
護
持
セ
ヨ

0

0

0

0

0

0

（
七
四

頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

三
乗
十
二
分
教
惟
儼
等
知

0

0

0

0

曽
聞
南
方
直
指
単
伝
正
法
眼
蔵

4

4

4

4

4

4

4

4

実
ニ
未
明
了

ナ
ラ
ス
伏
望
開
示

0

0

0

0

頭
示
恁
麼
也
不
得
不
恁
麼
也
不
得
恁
麼
不
恁
麼
惣
不

得
師
ヲ
ク
コ
ト

0

0

0

0

0

頭
云
汝
因
縁
爰
非
且
馬
祖
処
行
師
命
ヲ
受
敬
テ
馬
祖
ヲ

礼
前
問
ヲ
ナ
ス
馬
祖
示
云
吾
有
時
教
渠
揚
眉
瞬
目
セ
シ
ム
有
時
教
渠
揚

眉
瞬
目
セ
シ
メ
ス
有
時
教
渠
眉
瞬
目
セ
シ
ム
ル
是
ナ
リ
有
時
教
渠
揚
眉

瞬
目
セ
シ
ム
ル
不
是
也
師
爰
大
悟
シ
礼
拝
ス

4

4

4

4

4

4

4

4

祖
云
汝
如
何
道
理
ヲ
得
カ

0

0

0

0

0

0

0

0

礼
拝
ス
ル

0

0

0

0

師
云
吾4

石
頭
ニ
在
ニ
蚊
子
鉄
牛
ニ
駕
ス
ル
如
シ
祖
云
若
能
如

是
ナ
ラ
ハ
汝
自
護
持
ス
ヘ
シ

0

0

0

0

0

0

0

（
七
四
頁
～
七
五
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
59
）



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

四
八

便
問
三
乗
十
二
分
教
某
甲
粗
知

0

0

0

0

嘗
聞
南
方
直
指
人
心
見
性
成
仏

4

4

4

4

4

4

4

4

実
未
明

了
伏
望
和
尚
慈
悲
指
示

0

0

0

0

0

0

0

0

頭
曰
恁
麼
也
不
得
不
恁
麼
也
不
得
恁
麼
不
恁
麼

総
不
得
子
作
麼
生
師
罔
措

0

0

0

0

0

0

0

頭
曰
子
因
縁
不
在
此
且
往
馬
大
師
処
去
師
禀

命
恭
礼
馬
祖
仍
伸
前
問
祖
曰
我
有
時
教
伊
揚
眉
瞬
目
有
時
不
教
伊
揚
眉

瞬
目
有
時
揚
眉
瞬
目
者
是
有
時
揚
眉
瞬
目
者
不
是
子
作
麼
生
師
於
言
下

4

4

4

4

契
悟
便
礼
拝

4

4

4

4

4

祖
曰
你
見
甚
麼
道
理
便
礼
拝

0

0

0

0

0

0

0

0

0

師
曰
某
甲

4

4

在
石
頭
処
如
蚊
子

上
鉄
牛
祖
曰
汝
既
如
是
善
自
護
持

0

0

0

0

（『
五
燈
会
元
』
巻
五
、『
続
蔵
』
一

三
八
・
八
二
頁
右
上
～
右
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
次
の
諸
点
で
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。「
本

則
」
で
「
伏
望
ハ
和
尚
慈
悲
ヲ
以
因
縁
開
示
セ
ヨ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が

「
提
唱
」
で
「
伏
望
開
示
」
と
あ
り（
60
）、「
本
則
」
に
あ
る
「
汝
因
縁

爰
ニ
」
を
「
提
唱
」
で
は
欠
く（
61
）。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
本
則
」
の

方
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
傾
向
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
又
、「
本

則
」
で
「
師
佇
思
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
は
「
師
ヲ
ク
コ

ト
」
と
あ
る（
62
）。
こ
の
他
に
も
、「
本
則
」
で
「
師
言
下
大
悟
即
礼
拝

ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
は
「
師
爰
大
悟
シ
礼
拝
ス
」
と
あ

り
、「
本
則
」
で
「
如
何
道
理
ヲ
見
カ
即
礼
拝
ス
ル
」
と
あ
る
と
こ
ろ

が
「
提
唱
」
で
は
「
汝
如
何
道
理
ヲ
得
カ
礼
拝
ス
ル
」
と
あ
る
等
と

い
っ
た
多
種
多
様
な
相
違
点
が
散
見
さ
れ
る
。

　

囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
は
相
似
す
る
も
の
の
、「
本
則
」
で

「
能
自
護
持
セ
ヨ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、「
提
唱
」
で
「
汝
自
護
持
ス
ヘ

シ
」
と
あ
り（
63
）、
差
異
も
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
些
細
な
表
現
上
の
差

異
は
、
既
に
幾
度
と
な
く
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
太
祖
が
言
葉
を
換
え

て
述
べ
ら
れ
た
跡
形
と
見
做
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
双
方
に
記
載

さ
れ
て
い
る
文
言
に
一
致
す
る
言
句
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

双
方
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
文
面
と
解
し
得
る
の
だ
が
、［
典
拠
］

（『
五
燈
会
元
』）
由
来
の
大
幅
な
変
更
と
言
っ
た
方
が
的
を
射
て
お
り
、

明
ら
か
に
［
典
拠
］
に
酷
似
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、［
典
拠
］
で

「
師
於
言
下
契
悟

4

4

便
礼
拝
」
と
あ
る
の
に
、『
宗
務
庁
』
で
は
「
師
於
言

下
大
悟

4

4

。
便
礼
拝
」
と
あ
り
、
同
じ
く
『
乾
坤
院
本
』
で
も
「
師
言
下

大
悟

4

4

即
礼
拝
ス
（
師
爰
大
悟
シ

4

4

4

礼
拝
ス
）」
と
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
全
面
的
に
は
［
典
拠
］
に
依
拠
し
て
い
な
い
こ
と
も
至
っ
て

平
明
に
読
み
取
れ
る
。
換
言
す
る
と
、『
仙
英
本
』
は
、
大
き
く
は

［
典
拠
］
に
拠
り
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
、
意
識
的
に
古
写
本
の
文
句
を
所
々

で
残
し
て
い
る
、
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

こ
の
点
は
、『
仙
英
本
』
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
順
で
改
編
さ
れ
て

い
っ
た
の
か
を
精
密
に
探
る
上
で
、
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
と
再
度
強
調
し
た
い
。

　

又
、『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
に
存
在
す
る
明
ら
か
な
違
い
を

縷
々
指
摘
し
て
お
く
と
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
惟
儼
等
知
リ
（
惟
儼
等

知
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
某
甲
粗
知
（
某
甲
粗
ぼ
知



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

四
九

る
）」
と
あ
り
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
直
指
単
伝
正
法
眼
蔵
」
と
あ
る
と

こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
直
指
人
心
見
性
成
仏
」
と
あ
り
、『
乾
坤
院

本
』
で
「
師
佇
思
ス
（
師
ヲ
ク
コ
ト
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』

で
「
子
作
麼
生
。
師
罔
措
」
と
あ
り
、『
乾
坤
院
本
』
で
「
如
何
道
理

ヲ
見
カ
即
礼
拝
ス
ル
（
汝
如
何
道
理
ヲ
得
カ
礼
拝
ス
ル
）」
と
あ
る
と
こ

ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
你
見
甚
麼
道
理
便
礼
拝
」
と
あ
り
、『
乾
坤
院

本
』
で
「
吾
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
「
某
甲
」
と
あ
る
等

が
列
挙
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
種
々
の
違
い
が
発
見
さ
れ
る
背
景
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
改

編
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
［
典
拠
］（『
五
燈
会
元
』）
に
帰
因
す
る
こ
と

に
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
逆
説
的
に
は
、
太
祖
が
［
典
拠
］
に
記
載
さ

れ
て
い
た
文
面
の
ま
ま
に
は
必
ず
し
も
説
示
さ
れ
な
か
っ
た
（
瑩
山
禅

師
が
ご
自
身
の
表
現
法
で
も
っ
て
換
言
的
に
提
唱
さ
れ
た
）
こ
と
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
と
も
推
測
し
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
推
測
が
妥
当
で
あ

る
な
ら
ば
、
他
な
ら
ぬ
こ
こ
に
こ
そ
、
瑩
山
禅
師
の
独
創
性
の
一
端
を
、

我
々
は
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
一
九
〕【
第
三
七
祖
雲
巌
無
住
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

師
曰
、
百
丈
有
時

4

4

上
堂
、
大
衆
立
定
、
以
拄
杖
一
時
趁
散
。
復
召
大

衆
、
衆
回
首
。
丈
曰
、
是
甚
麼
。
山
曰
、
何
不
早
恁
麼
道
、
今
日
因
子

0

0

得
見
海
兄

0

0

0

0

。
師
於
言
下
大
悟

4

4

4

4

4

4

。（
二
一
一
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

師
曰
く
、
有
時

4

4

上
堂
、
乃
至
、
師
言
下
に
於
て
大
悟
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。（
二
一
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

師
云
百
丈
有
時

4

4

上
堂
ス
大
衆
正
ニ
集
百
丈
云
柱

ヲ
以
テ
一
時
ニ
打
下

ス
即
高
声
喚
云
大
衆
ト
ニ
回
頭
丈
云
是
何
ソ
山
云
何
早
恁
麼
不
言
師
言

4

4

下
ニ
大
悟
ス

4

4

4

4

4

（
七
七
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

師
云
一
日

4

4

上
堂
大
衆
正
集
百
𠀋
拄

以
一
時
ニ
打
下
ス
高
声
喚
云
大
衆

〻
回
頭
𠀋
云
是
何
山
云
何
ソ
早
恁
麼
云
サ
ル
汝
因
海
兄
ヲ
見
得
タ
リ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

師4

爰
大
悟
ス

4

4

4

4

（
七
七
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
64
）

山
又
問
更
説
甚
麼
法
師
曰
有
時

4

4

上
堂
大
衆
立
定
以
拄
杖
一
時
趂
散
復
召

大
衆
衆
回
首
丈
曰
是
甚
麼
山
曰
何
不
早
恁
麼
道
今
日
因
子
得
見
海
兄

0

0

0

0

0

0

師4

於
言
下
頓
省

4

4

4

4

4

（『
五
燈
会
元
』
巻
五
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
八
七
頁
右
下

～
左
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
あ
る
「
汝
因
海

兄
ヲ
見
得
タ
リ
」
を
「
本
則
」
で
は
欠
く（
65
）。
囲
み
線
外
に
つ
い
て

は
、「
本
則
」
で
「
有
時
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
一
日
」

と
あ
り
、「
本
則
」
で
「
師
言
下
ニ
大
悟
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提

唱
」
で
「
師
爰
大
悟
ス
」
と
あ
る
等
の
違
い
が
あ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

五
〇

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
有
時
」「
因
子
得
見
海
兄
」「
師
於
言
下
大
悟
」
を

併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
を
組
み
合
わ
せ

た
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
尤
も
、『
宗
務
庁
』
は
［
典
拠
］
に

よ
り
符
合
す
る
。
だ
が
［
典
拠
］
で
は
「
師
於
言
下
頓
省
」
と
あ
る
か

ら
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
承
け
な
か
っ
た
こ
と
も
同
時
に
推
し
量
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
従
前
の
通
り
、［
典
拠
］
に
つ
い
て
部
分
的
に
し
か

従
っ
て
い
な
い
改
編
者
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
よ
う
。

※
〔
二
〇
〕【
第
三
八
祖
洞
山
悟
本
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

乃
述
偈
呈
雲
巌
曰
。
也
大
奇
也
大
奇
、
無
情
説
法

4

4

不
思
議
。
若
将
耳
聴

終
難
会

0

0

0

、
眼
処
聞
声
方
得4

知
。
巌
許
可
。（
二
一
七
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

乃
ち
偈
を
述
て
曰
く
、
也
大
奇
也
大
奇
、
乃
至
、
眼
処
に
聞
く
時
方
に

知
る
こ
と
を
得
ん

4

4

。
師
、
雲
巌
に
問
ふ
、
某
甲
余
習
未
だ
尽
き
ざ
る
こ

と
あ
り
。（
二
二
〇
頁
～
二
二
一
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

即
呈
所
解
ヲ
云
也
太
奇
〻〻
　
　
〻

無
情
説
法

4

4

不
思
議
若
将
耳
睡
声
不
現

0

0

0

眼
処

聞
声
方
得4

知
雲
岩
許
可
ス
（
七
九
頁
）（
66
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

即
偈
ヲ
呈
ス
ル
ニ
イ
タ
レ
リ
然
ト
モ
有
時
ナ
ヲ
雲
岩
ニ
申
云
早
某
甲
余

習
未
尽
ル
コ
ト

　
ア
リ

（
八
〇
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
67
）

師
乃
述
偈
呈
雲
巌
曰　

也
大
奇　

也
大
奇　

無
情
解
説

4

4

不
思
議　

若
将

耳
聴
声
不
現

0

0

0　

眼
処
聞
声
方
可4

知　

遂
辞
雲
巌
（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻

一
五
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
三
二
一
頁
下
）

乃
述
偈
曰
也
大
奇
也
大
奇
無
情
説
法

4

4

不
思
議
若
将
耳
聴
終
難
会

0

0

0

眼
処
聞

時
方
得4

知
師
問
雲
巌
（『
五
燈
会
元
』
巻
一
三
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
二

三
四
頁
右
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　
『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
囲
み
線
を
附
す
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
本
則
」「
提
唱
」
間
に
同
一
の
表
現
が
確
認
さ

れ
ず
、
明
ら
か
な
異
文
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
を
「
本
則
」

の
反
復
（
再
説
）
と
位
置
付
け
る
こ
と
は
本
来
不
可
能
で
あ
る
と
受
け

止
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、『
宗
務
庁
』
の
「
乃
至
」
を
用
い
た
表
記
は
、

明
ら
か
に
古
写
本
か
ら
乖
離
し
て
い
る
か
ら
、
極
め
て
恣
意
的
に
改
編

さ
れ
た
実
態
が
闡
明
で
あ
る
。
太
祖
の
説
示
を
大
き
く
変
容
さ
せ
て
し

ま
っ
た
典
型
例
と
も
言
い
得
よ
う
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
が
「
本
則
」
の
再
説
で
は
な
い
か
ら
、『
宗

務
庁
』
は
『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
す
る
。［
典
拠
］
も
交
え
て

精
査
す
る
と
、『
宗
務
庁
』
は
明
版
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
に
基
づ
く
可

能
性
が
高
い
が
、「
眼
処
聞
声
方
得
知
」
と
も
記
載
を
し
て
い
る
か
ら
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』
と
の
一
致
を
も
見
せ
て
い
る
。
そ



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

五
一

れ
故
、
改
編
者
は
部
分
的
に
明
版
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
に
依
っ
て
書
き

換
え
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

又
、『
乾
坤
院
本
』
の
出
典
に
つ
い
て
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
を
基
礎

と
し
な
が
ら
も
、『
五
燈
会
元
』
と
の
合
糅
等
が
推
測
さ
れ
る
。

〔
二
一
〕【
第
三
九
祖
雲
居
弘
覚
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

山
問
曰

4

4

4

、
闍
黎
、
名
什
麼
。
師
曰
、
道
膺
。
山
曰
、
向
上
更
道
。
師

曰
、
向
上
道
即
不
名
道
膺
。
山
曰
、
与
吾
在4

雲
巌
時
祇0

対
無
異
也

0

0

0

0

。

（
二
二
五
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

山
問
ふ

4

4

4

、
闍
黎
、
名
は
什
麼
ぞ
。
乃
至
、
祇0

対
と
異
な
る
こ
と
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

（
二
二
六
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

山
問

4

4

而
今
闍
梨
カ
名
ハ
何
ソ
師
云
今
又
道
膺
山
云
向
上
ニ
更
云
師
云
向

上
ニ
ハ
即
道
膺
ト
ハ
名
シ
山
云
吾
雲
岩
ニ
在
テ

4

4

祗
対
セ
シ
ニ
異
コ
ト
ナ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

シ0

（
八
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

山
因
師
問
云

4

4

4

4

4

而
今
闍
梨
カ
名
ハ
ナ
ン
ソ
師
云
今
モ
又
道
膺
山
云
向
上
ニ

更
云
師
云
若0

向
上
道
ハ
即
道
膺
ト
ハ
名
シ
山
云
吾
シ
雲
岩
ニ
祗
対
セ
シ

0

0

0

0

言
ト
一
般
ナ
リ

0

0

0

0

0

0

（
八
二
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
68
）

洞
山
問
曰

4

4

4

4

闍
梨
名
什
麼
。
曰
道
膺
。
洞
山
云
。
向
上
更
道
。
師
云
。
向

上
道
即
不
名
道
膺
。
洞
山
曰
。
与
吾
在4

雲
巌
時
秖
対
無
異
也

0

0

0

0

0

。（『
景
徳

伝
燈
録
』
巻
一
七
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
三
三
四
頁
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
に
あ
る
「
在
テ
」
を
「
提
唱
」
は
欠
く
一
方
で
、「
提
唱
」
に
は

あ
る
「
若
」
を
「
本
則
」
で
欠
く
と
い
っ
た
相
違
点
が
存
在
す
る
。
囲

み
線
外
に
つ
い
て
は
、「
本
則
」
で
「
山
問
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提

唱
」
で
「
山
因
師
問
云
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
本
則
」
で
「
祗
対
セ
シ

ニ
異
コ
ト
ナ
シ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
祗
対
セ
シ
言
ト
一

般
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
も
、
瑩
山
禅
師
が
提
唱
時
に
表
現
を
換
え

ら
れ
た
痕
跡
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
在
」「
祇
対
無
異
也
（
祇
対
と
異
な
る
こ
と
な
し
）」

を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
す
る
も
の
の
、

［
典
拠
］
の
方
が
よ
り
咬
み
合
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

※
〔
二
二
〕【
第
四
〇
祖
同
安
丕
禅
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

欲
得
恁
麼
事
、
須4

是
恁
麼
人
。
既0

是
恁
麼
人

4

4

4

、
何
愁
恁
麼
事
。（
二
三

一
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

五
二

恁
麼
の
事
を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
乃
至
、
何
ぞ
恁
麼
の
事
を
愁
へ
ん
。（
二

三
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

欲
得
恁
麼
事
ヲ
須4

是
恁
麼
人
即0

是
恁
麼
人

4

4

4

何
愁
恁
麼
事
（
八
四
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

恁
麼
事
ヲ
得
ン
ト
思
即4

是
恁
麼
人
也
既0

是
恁
麼
人
也

4

4

4

4

何
ソ
恁
麼
事
ヲ
愁

ン
（
八
四
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
69
）

欲
得
恁
麼
事
須4

是
恁
麼
人
。
既0

是
恁
麼
人

4

4

4

何
愁
恁
麼
事
。（『
景
徳
伝
燈

録
』
巻
一
七
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
三
三
五
頁
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
の
内
も
外
も
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
で
大

差
が
な
い
が
、
傍
点
部
が
示
す
僅
か
な
差
異
は
認
め
ら
れ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
須
」「
既
」「
恁
麼
人
」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾

坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
記
述
と
な
っ

て
い
る
が
、［
典
拠
］
に
も
合
致
す
る
。

〔
二
三
〕【
第
四
二
祖
梁
山
和
尚
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

師
無
対
。
安
曰

4

4

、0・

学
仏

4

4

、0・

未
到

4

4

這4

箇
田
地
最
苦

4

4

4

4

4

、0・

汝
問
我
道

4

4

4

4

。
師
問
、

如
何
是
衲
衣
下
事
。
安
曰
、
密
。
師
乃
大
悟

0

0

0

0

。（
二
四
一
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

師
無
対
。
乃
至
、
師
乃
ち
大
悟
す

0

0

0

0

0

0

。（
二
四
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

師
無
対
安
曰
学
道
仏
未
到

4

4

4

4

4

4

4

這4

ケ
田
地
ニ
最
苦
ナ
リ
汝
問
我
道

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

師
問
如
何

是
衲
衣
下
事
安
云
蜜
師
終
大
悟
ス

0

0

0

0

0

（
八
八
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

同
安
法
衣
ヲ
取
次
同
云
如
何
カ
ン
是
衲
衣
下
事
安
云
密
師
大
悟
シ

0

0

0

0

（
八

六
頁
）（
70
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
71
）

問
如
何
是
衲
衣
下
事
。
師
曰
。
密
有
瑞
。（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
四
、

『
大
正
蔵
』
五
一
・
四
〇
六
頁
下
）

室
中
暗
坐
問
如
何
是
衲
衣
下
事
師
曰
密
師
与
瑞
長
老
坐
次
（『
五
燈
会

元
』
巻
一
四
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
二
六
〇
頁
右
上)

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
あ
る
「
安
曰
学

道
仏
未
到
這
ケ
田
地
ニ
最
苦
ナ
リ
汝
問
我
道
」
を
「
提
唱
」
で
は
欠
く

た
め
、
太
祖
が
意
識
し
て
省
か
れ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
囲
み
線

外
に
つ
い
て
は
、「
本
則
」
で
「
師
終
大
悟
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提

唱
」
で
「
師
大
悟
シ
」
と
あ
り
、
多
少
異
な
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
に
「
安
曰
、
学
仏
、
未
到
這
箇
田
地
最
苦
、
汝
問
我
道
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
す
る
が
、



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

五
三

『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
で
「
師
終4

大
悟
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務

庁
』
で
「
師
乃4

大
悟
」
と
あ
る
等
の
違
い
も
あ
る
。
非
常
に
些
細
な
点

で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
終
」
か
ら
「
乃
」
へ
の
変
更
は
、
改
編
者

自
身
の
恣
意
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔
二
四
〕【
第
四
三
祖
大
陽
明
安
大
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

如
何
是
無
相
道
場
。
山
、
指
観
音
像

0

0

0

曰
、
這
箇
是
呉
処
士
画
。
師
擬
進

語
。
山
急
索
曰
、
這
箇
是
有
相
底
、
那
箇
是
無
相
底

4

4

4

4

4

4

。
師
於
言
下
有

0

0

0

0

0

省0

。（
二
四
七
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

如
何
が
是
れ
無
相
の
道
場
。
乃
至
、
師
遂
に
省
あ
り

0

0

0

0

0

0

。（
二
四
七
頁
～

二
四
八
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

如
何
是
無
相
道
場
山
指
観
音
像
ヲ

0

0

0

0

云
此
呉
処
士
カ
画
（
（7
（

師
擬
進
語
山
急
索

云
這
ケ
是
有
相
底
那
ケ
是
無
相
底

4

4

4

4

4

4

師
言
下
領
悟

0

0

0

0

0

（
八
九
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

如
何
是
無
相
道
場
山
指
観
音
像
ヲ

0

0

0

0

云
是
ノ
呉
処
士
カ
画
（
（7
（

師
進
語
セ
ン
ト

擬
山
急
索
云
這
ケ
是
有
相
底
師
言
下
明
コ
ト
ア
リ

0

0

0

0

0

0

0

0

（
八
九
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
73
）

初
到
梁
山
問
如
何
是
無
相
道
場
山
指
観
音

0

0

曰
這
箇
是
呉
処
士
画
師
擬
進

語
山
急
索
曰
這
箇
是
有
相
底
那
箇
是
無
相
底

4

4

4

4

4

4

師
遂
有
省

0

0

0

0

（『
五
燈
会
元
』

巻
一
四
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
二
六
一
頁
左
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
あ
る
「
那
ケ
是

無
相
底
」
を
「
提
唱
」
で
は
欠
く
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、「
本
則
」

で
「
師
言
下
領
悟
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
は
「
師
言
下
明
コ

ト
ア
リ
」
と
あ
る
。
こ
こ
も
太
祖
に
よ
る
言
い
換
え
で
あ
ろ
う
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
に
「
那
箇
是
無
相
底
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
乾

坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
す
る
と
言
え
る
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」

で
「
師
言
下
領
悟

4

4

4

4

」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、『
宗
務
庁
』「
本
則
」
で
「
師

於
言
下
有
省

4

4

4

4

」
と
あ
り
、『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
で
「
師
遂
に
省
あ
り

4

4

4

4

4

」

と
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
記
述
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、［
典
拠
］
で
は
「
師
遂
有
省

4

4

4

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
編
者

は
そ
れ
に
基
づ
い
た
と
推
定
で
き
る
が
、
前
述
の
通
り
「
本
則
」
で
の

記
述
と
異
な
る
点
に
は
注
意
し
た
い（
74
）。

　

又
、［
典
拠
］
で
「
観
音
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
乾
坤
院
本
』
と

『
宗
務
庁
』
と
で
「
観
音
像4

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
編
者
は
あ
ら
ゆ
る

言
葉
を
［
典
拠
］
通
り
に
書
き
直
し
た
訳
で
は
な
い
こ
と
も
、
や
は
り

判
明
す
る
の
で
あ
る
。

※
〔
二
五
〕【
第
四
四
祖
投
子
和
尚
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

五
四

令
看
外
道
問
仏
、
不
問
有
言
、
不
問
無
言
因
縁

4

4

。0・

経
三
載

4

4

4

、0・

一
日
問

4

4

4

曰4

、0・

汝
記
得
話
頭
麼

4

4

4

4

4

4

、0・

試
挙
看

4

4

4

。
師
擬
対
、
鑑
掩
其
口
。
師
了
然
開

悟
。（
二
五
一
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

外
道
問
仏
の
話
を
看
せ
し
む
。
乃
至
、
師
了
然
と
し
て
開
悟
し
、（
二

五
二
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

外
道
仏
ニ
問
有
言
ト
ワ
ス
無
言
ヲ
モ
ト
ワ
ス
世
尊
良
久
シ
テ
如
何

4

4

4

4

4

4

4

4

師
答

ン
ト
擬
ス
陽
師
ノ
口
ヲ
ヲ
ヽ
ウ
ア
然
ト
シ
テ（
75
）開
悟
ス
（
九
〇
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

外
道
仏
ニ
問
不
問
有
言
不
問
無
言
因
縁
ヲ
ミ
セ
シ
ム
三
年
ヲ
ヘ
テ
後
遠

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

問
云
話
頭
ヲ
エ
タ
リ
ヤ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

師
答
ン
ト
擬
ス
遠
師
ノ
口
ヲ
ヲ
ウ
師
了
然
ト
テ

開
悟
（
九
〇
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
76
）

師
来
鑑
礼
延
之
三
年
一
日
問
曰
外
道
問
仏
不
問
有
言
不
問
無
言
世
尊
良

4

4

4

久
如
何

4

4

4

師
擬
対
鑑
掩
其
口
師
了
然
開
悟
（『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
二
、『
続

蔵
』
一
三
七
・
三
二
頁
左
下
）

師
来
鑑
礼
延
之
令
看
外
道
問
仏
不
問
有
言
不
問
無
言
因
縁
経
三
載
一
日

4

4

4

4

4

4

4

問
曰
汝
記
得
話
頭
麼
試
挙
看

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

師
擬
対
鑑
掩
其
口
師
了
然
開
悟
（『
五
燈

会
元
』
巻
一
四
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
二
六
二
頁
左
下
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
で
「
世
尊
良
久
シ

テ
如
何
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、「
提
唱
」
で
「
因
縁
ヲ
ミ
セ
シ
ム
三
年

ヲ
ヘ
テ
後
遠
問
云
話
頭
ヲ
エ
タ
リ
ヤ
」
と
あ
る
た
め
、
大
幅
に
異
な

り
、
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
違
い
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、［
典
拠
］

の
違
い
に
依
る
も
の
と
推
断
さ
れ
る
。
乃
ち
、
各
々
別
の
出
典
を
拠
り

所
と
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る（
77
）の
で
あ
る
。
尚
、
囲
み
線
外

に
つ
い
て
は
、
概
ね
共
通
す
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
因
縁
。
経
三
載
、
一
日
問
曰
、
汝
記
得
話
頭
麼
、

試
挙
看
」
を
記
載
す
る
の
で
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
近
似
し
、

［
典
拠
］
で
あ
る
『
五
燈
会
元
』
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
更
に
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」『
宗
務
庁
』
間
の
差
異
を

示
す
と
、「
因
縁
ヲ
ミ
セ
シ
ム
三
年
ヲ
ヘ
テ
後
遠
問
云
話
頭
ヲ
エ
タ
リ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ヤ4

」
と
「
因
縁
。
経
三
載
、
一
日
問
曰

4

4

4

4

、0・

汝
記
得
話
頭
麼

4

4

4

4

4

4

、0・

試
挙
看

4

4

4

」

と
の
違
い
等
が
指
摘
で
き
、［
典
拠
］（『
五
燈
会
元
』）
に
基
礎
付
け
ら

れ
た
変
更
が
確
実
視
さ
れ
る
。『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間

は
、
既
述
の
通
り
別
々
の
［
典
拠
］
を
基
に
し
て
太
祖
が
示
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
か
ら
、
そ
こ
を
安
易
に
一
本
化
し
た
改
編
者
に
よ
る
体
裁

変
更
は
、
批
判
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
二
六
〕【
第
四
五
祖
芙
蓉
山
道
楷
禅
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

乃
問
、
仏
祖
言
句
如
家
常
茶
飯
、
離
之
外
別
有
為
人
処
也
無

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。0・

青
曰

4

4

、



瑩
山
禅
師
の
説
示
法
に
関
す
る
一
視
座
（
加
藤
）

五
五

汝
道
、
寰
中
天
子
勅
、
還
仮
堯
舜
禹
湯
也
無
。
師
欲
進
語

0

0

0

0

。0、

青
以
払

0

0

0

子0

、
撼
師
口
曰
、
汝
発
意
来
、
早
有
三
十
棒
分
。
師
即
開
悟

4

4

4

4

。（
二
六

〇
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

乃
ち
問
ふ
、
仏
祖
の
言
句
、
乃
至
、
師
即
開
悟
し

4

4

4

4

4

（
二
六
一
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

問
云
仏
祖
言
句
ハ
家
常
ノ
茶
飯
ナ
リ
是
ヲ
離
テ
外
別
ニ
為
人
底
ア
リ
ヤ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

青
云

4

4

汝
云
寰
中
天
子
勅
又
堯
舜
禹
湯
ヲ
借
ル
ヤ
否
師
進
語
セ
ン
ト
ス
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
青
払
子
ヲ
以

0

0

0

0

0

0

師
ノ
口
ヲ
打
云
汝
発
意
ヨ
リ
此
方
早
三
十
棒
ノ
分
ア
リ

師
爰
開
悟
ス

4

4

4

4

4

（
九
四
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

即
問
云
仏
祖
言
句
ハ
家
常
茶
飯
也
更
又
為
人
底
ア
リ
ヤ
否
子
云

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

你
云
寰

中
天
子
ノ
勅
ス
ル
又
堯
舜
禹
湯
ヲ
カ
ル
ヤ
否
師
答
ン
ト
セ
シ
ニ
子
払
子

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
以

0

0

師
ノ
口
ヲ
打
云
你
発
意
ヨ
リ
此
方
早
三
十
棒
ノ
分
ア
リ
師
爰
開
悟

4

4

4

4

シ4

（
九
四
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
78
）

乃
問
仏
祖
言
句
如
家
常
茶
飯
離
此
之
外
別
有
為
人
処
也
無
子
曰

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

汝
道
寰

中
天
子
敕
還
仮
堯
舜
禹
湯
也
無
師
欲
進
語
子
以
払
子

0

0

0

0

0

0

0

0

撼
師
口
曰
汝
発
意

来
早
有
三
十
棒
也
師
即
開
悟

4

4

4

4

（『
五
燈
会
元
』
巻
一
四
、『
続
蔵
』
一
三

八
・
二
六
四
頁
左
下
）

乃
問
仏
祖
言
句
如
家
常
茶
飯
離
此
之
外
別
有
為
人
言
句
也
無
曰

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

汝
道
寰

中
天
子
敕
還
仮
堯
舜
禹
湯
也
無
師
欲
進
語
青
以
払
子

0

0

0

0

0

0

0

0

撼
師
口
曰
汝
発
意

来
早
有
三
十
棒
也
師
即
開
悟

4

4

4

4

（『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
三
、『
続
蔵
』
一
三

七
・
四
一
頁
右
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
相
似
す
る
も
の
の
、『
乾
坤
院
本
』「
本

則
」
で
「
是
ヲ
離
テ
外
別
ニ
為
人
底
ア
リ
ヤ
青
云
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が

「
提
唱
」
で
「
更
又
為
人
底
ア
リ
ヤ
否
子
云
」
と
あ
り
、「
本
則
」
で

「
師
進
語
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
青
払
子
ヲ
以
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」

で
「
師
答
ン
ト
セ
シ
ニ
子
払
子
ヲ
以
」
と
あ
る
等
の
相
違
点
が
確
認
さ

れ
る
。
囲
み
線
外
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
離
之
外
別
有
為
人
処
也
無
。
青
曰
」「
師
欲
進
語
。

青
以
払
子
」
を
併
記
す
る
か
ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
す

る
。『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
差
異
を
示
す
と
、「
師
爰4

開
悟
」

と
「
師
即4

開
悟
」
と
の
違
い
等
が
指
摘
で
き
、［
典
拠
］
由
来
の
変
更

と
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

※
〔
二
七
〕【
第
四
七
祖
悟
空
禅
師
章
】

　
［『
宗
務
庁
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

霞
問
、
如
何
是
空
劫
已
前
自
己

0

0

0

0

。
師
撥
対
。
霞
曰
、
爾
鬧
在
、
且
去
。

一
日

4

4

登
鉢
盂
峰
、
豁
然

0

0

契
悟

4

4

。（
二
七
〇
頁
）

　
［『
宗
務
庁
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

霞
問
ふ
、
如
何
な
る
か
是
れ
空
劫
已
前
の
自
己

0

0

0

0

0

。
乃
至
、
豁
然
と
し
て

0

0

0

0

0
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契
悟
す

4

4

4

。（
二
七
〇
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
の
当
該
箇
所
］

霞
問
如
何
是
空
劫
巳
前
ノ
事

0

0

0

0

師
答
ン
ト
擬
ス
霞
云
汝
忙
シ
キ
事
ア
リ
且

去
シ
師
一
日

4

4

4

鉢
盂
峰
ヘ
登
テ
豁
然
シ
テ

0

0

0

0

開
悟
ス

4

4

4

（
九
八
頁
）

　
［『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
の
当
該
箇
所
］

霞
問
如
何
是
空
劫
已
前
ノ
事

0

0

0

0

師
答
ン
ト
擬
ス
霞
云
汝
忙
シ
キ
事
ア
リ
且

去
一
日

4

4

鉢
盂
峰
登
師
豁
然
ト
シ
テ

0

0

0

0

0

0

開
悟

4

4

（
九
八
頁
）

　
［
推
定
さ
れ
る
典
拠
］（
79
）

霞
問
如
何
是
空
劫
巳
前
自
己

0

0

0

0

師
擬
対
霞
曰
你
閙
在
且
去
一
日

4

4

登
鉢
盂
峰

豁
然

0

0

契
悟

4

4

（『
五
燈
会
元
』
巻
一
四
、『
続
蔵
』
一
三
八
・
二
六
九
頁
左

下
）

問
如
何
是
空
劫
已
前
自
己

0

0

0

0

。
師
擬
対
。
霞
曰
爾
鬧
在
且
去
。
一
日

4

4

登
鉢

盂
峰
豁
然

0

0

契
悟

4

4

。（『
続
伝
燈
録
』
巻
一
七
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
五
七

九
頁
下
～
五
八
〇
頁
上
）

〈
考
察
①
『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
〉

　

囲
み
線
内
に
つ
い
て
は
、
概
ね
相
似
し
、「
師
一
日
」「
一
日
」
程
の

差
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
囲
み
線
外
も
同
様
で
、「
本
則
」
で
「
豁
然

シ
テ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
提
唱
」
で
「
師
豁
然
ト
シ
テ
」
と
あ
る
。

〈
考
察
②
『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
〉

　
『
宗
務
庁
』
は
、「
師
一
日
」
で
な
く
「
一
日
」
と
あ
り
、
か
つ
「
豁

然
（
豁
然
と
し
て
）」
と
あ
る
た
め
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提

唱
」
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。『
乾
坤
院
本
』

『
宗
務
庁
』
間
の
差
異
を
示
す
と
は
、「
已
前
の
事
」
と
「
已
前
の
自

己
」
と
の
違
い
や
、「
開
悟
」
と
「
契
悟
」
と
の
違
い
等
が
見
出
さ
れ
、

［
典
拠
］
に
端
を
発
し
た
相
違
点
と
見
做
し
得
る
。

四
　
結
論
に
代
え
て

　

本
稿
で
の
目
的
を
精
確
に
達
成
す
べ
く
、
前
節
で
は
当
該
分
野
の
検

証
を
き
め
細
や
か
に
遂
行
し
た
。
首
尾
一
貫
し
た
形
式
で
試
み
た
一
連

の
考
証
を
一
つ
一
つ
進
め
る
過
程
で
気
付
か
さ
れ
、
か
つ
全
用
例
を
通

観
し
た
こ
と
で
初
め
て
判
明
す
る
に
至
っ
た
留
意
点
の
数
々
を
整
理
す

る
こ
と
で
、
本
研
究
の
結
び
と
す
る
。

　

は
じ
め
に
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
自
明
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
端
的
に

述
べ
る
と
、『
仙
英
本
』（『
可
睡
斎
本
』）
記
載
の
「
乃
至
」
に
関
わ
る

省
略
表
記
は
、
想
定
通
り
太
祖
の
説
示
法
（『
乾
坤
院
本
』
で
の
記
述
事

項
）
を
大
幅
に
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
自
体
大
き
な
問
題

点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
言
す
る
と
、
太
祖

は
「
本
則
」
で
の
提
示
内
容
に
重
な
る
文
言
を
ご
自
身
の
「
提
唱
」
で

説
か
れ
る
（
再
説
さ
れ
る
）
際
、
原
則
と
し
て
略
説
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
意
識
的
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
言
葉
を
換
え
る
な
ど
し
て
同
様
に

叙
述
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
多
少
の
例
外
も
あ
り
、
例
え
ば
〔
八
〕

で
は
、「
即
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
「
本
則
」
に
重
な
る
部
分
を
省
略

し
て
説
か
れ
て
い
た
一
面
が
明
る
み
に
出
た
。
同
じ
く
、〔
二
〕
で
も
、

「
本
則
」
の
提
示
内
容
に
当
た
る
部
分
の
途
中
ま
で
し
か
「
提
唱
」
で
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は
説
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
に
も
慎
重
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
思
考
す
る
。
何
故
か
と
い
う
と
、
説
示
者
で
あ
る
瑩
山
禅

師
ご
自
身
の
心
の
奥
底
に
恐
ら
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、「
こ
こ
は
「
本

則
」
で
述
べ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
か
ら
省
こ
う
」
と
い
っ
た
極
め
て

人
間
的
な
心
情
を
、
他
な
ら
ぬ
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が

可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
又
、〔
二
〕
に
関
し
て
は
、
そ
の
直
後
の
文
章
と

の
繋
が
り
（
直
後
に
「
夫
仙
ヲ
学
シ
寿
命
長
遠
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
…
…
」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
）
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
太
祖
が
「
本
則
」
に
合
わ
せ
る

形
で
最
後
ま
で
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
（「
仏
云
仙
ヲ
修
シ
小
ヲ
学
ス
ル
ハ
縄

ヒ
キ
マ
ト
ウ
ニ
似
タ
リ
汝
自
知
ス
ヘ
シ
」
で
説
き
終
え
て
い
る
こ
と
）
の
正

当
性
も
論
証
で
き
た
が
た
め
に
、『
仙
英
本
』
で
確
認
さ
れ
る
補
足
は
、

本
来
必
要
の
な
い
文
面
を
継
ぎ
足
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
寧
ろ
不
備

と
も
捉
え
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
第
一
番
目
の
考
察
と
し
て
行
っ
た
「『
乾
坤
院
本
』
の
「
本

則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
」
で
は
、
今
指
摘
し
た
よ
う
な
一
部
の
例
外

も
確
か
に
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
繰
り
返
す
よ
う
に
基
本
的
に
は
「
本

則
」
内
で
の
説
示
に
相
似
す
る
御
言
葉
を
「
提
唱
」
内
で
再
度
説
き
示

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
（
囲
み
線
内
の
言
及
内
容
）
に
つ
い
て
、
よ
り
緻

密
な
分
析
を
加
え
る
と
、
次
に
示
す
七
つ
の
範
疇
に
類
型
化
し
て
捉
え

る
こ
と
が
概
ね
可
能
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

　

一
つ
目
は
、
多
少
の
表
現
上
の
差
異
や
換
言
的
な
言
い
回
し
が
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、「
本
則
」「
提
唱
」
間
が
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
面
で
記
さ

れ
て
い
る
事
例
で
、〔
四
〕〔
五
〕〔
七
〕〔
一
〇
〕〔
一
三
〕〔
一
四
〕

〔
一
五
〕〔
一
六
〕〔
二
一
〕〔
二
二
〕〔
二
六
〕〔
二
七
〕
が
該
当
す
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
説
示
内
容
に
は
大
き
な
違
い
が
な
い
た
め
、

「
乃　
　
至

」
と
い
う
言
葉
で
省
略
化
を
図
っ
た
と
し
て
も
、
と
り
あ
え
ず
問
題

が
な
い
と
も
受
け
止
め
ら
れ
た（
80
）。

　

二
つ
目
は
、「
本
則
」
に
は
あ
る
一
部
の
文
言
が
「
提
唱
」
で
は
欠

落
し
て
い
る
（「
本
則
」
の
方
が
「
提
唱
」
よ
り
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
）
事

例
で
、〔
一
八
〕〔
二
三
〕〔
二
四
〕
が
該
当
す
る
。
こ
の
二
つ
目
の
事

例
は
、
先
に
取
り
上
げ
た
〔
二
〕
と
も
類
似
し
、
太
祖
が
提
唱
時
に
意

図
的
に
省
い
た
可
能
性（
81
）が
推
し
量
ら
れ
た
。

　

三
つ
目
は
、
二
つ
目
と
は
真
逆
で
、「
提
唱
」
に
は
あ
る
一
部
の
文

言
が
「
本
則
」
で
は
欠
落
し
て
い
る
（「
提
唱
」
の
方
が
「
本
則
」
よ
り
も

詳
述
さ
れ
て
い
る
）
事
例
で
、〔
一
〕〔
六
〕〔
九
〕〔
一
七
〕〔
一
九
〕
が

該
当
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
提
唱
」
内
の
言
句
に
つ
い
て
の
意
識
的

な
省
略
に
関
し
て
は
、
既
述
事
項
（「
本
則
」
で
述
べ
た
こ
と
）
に
重
複

す
る
と
の
理
由
か
ら
、
そ
れ
を
避
け
る
意
図
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
、
各
章
の
冒
頭
で
掲
げ
ら
れ
る
「
本
則
」
の
一
部
分
が
省
略

し
て
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
の
は
、
不
自
然
な
印
象
を
受

け
る
。
又
、
自
明
な
よ
う
に
、「
本
則
」
は
「
提
唱
」
に
比
較
し
て
圧

倒
的
に
短
文
で
あ
る
か
ら
、
筆
録
者
（
侍
者
）
が
書
き
損
じ
た
（
筆
録
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
）
こ
と
も
想
定
し
づ
ら
い
し
、
逆
に
太
祖
に
よ
る
読

み
落
と
し
等
の
錯
誤
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情
も
考
え
難
い
。
従
っ
て
、
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何
ら
か
の
不
備
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
よ
り
も
、
太
祖
が
意
識
し
て
省

い
た
と
判
断
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

四
つ
目
は
、
今
説
明
し
た
三
つ
目
の
類
型
に
密
接
に
関
係
す
る
事
例

で
、「
提
唱
」
に
は
説
き
示
さ
れ
て
い
る
多
く
の
文
言
を
「
本
則
」
で
は

欠
く
（「
提
唱
」
に
比
し
て
「
本
則
」
が
大
幅
に
略
記
さ
れ
て
い
る
）
も
の

で
あ
り
、〔
一
一
〕〔
一
二
〕
が
該
当
す
る
。「「
本
則
」
を
ほ
ん
の
少
し

し
か
示
さ
な
い
」
と
い
う
こ
の
奇
抜
な
ス
タ
イ
ル
（
様
式
）
に
つ
い
て

は
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
池
田
魯
參
氏
が
「
ま
た
伝
光
録
の
垂
示

は
、「
本
則
」
と
し
て
体
裁
を
整
え
る
こ
と
な
く
、
本
章
の
よ
う
な
形
で

説
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
よ
り
臨

場
感
の
あ
る
光
景
を
乾
坤
院
本
は
伝
え
ま
す
。」（『
曹
洞
宗
報
』
九
二
六

号
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
五
〇
頁
下
段
）
と
の
大
変
有
益
な
示
唆
を
与

え
て
お
ら
れ
た
し
、
筆
者
も
、
太
祖
が
「
本
則
」
を
略
述
し
た
背
景

を
、
弟
子
に
よ
る
質
疑
を
待
ち
構
え
る
対
話
形
式
で
の
提
唱
法
に
あ
っ

た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
禅
師
の
説
示
法
の
一
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
た
。
筆
者
は
、
先
の
三
つ
目
の
事
例
も
、
こ
の
考
え
方
で
解
釈
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
量
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
瑩
山
禅
師
は
、
甚
だ

簡
単
に
「
本
則
」
を
取
り
上
げ
、
即
座
に
「
提
唱
」
を
開
始
さ
れ
た
、

と
い
っ
た
具
合
に
「
提
唱
」
に
よ
り
重
心
を
置
か
れ
た
御
垂
示
を
屡
々

披
露
さ
れ
て
い
た
、
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

五
つ
目
は
、
概
ね
相
似
す
る
が
、
発
せ
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
順
序

（
記
載
さ
れ
て
い
る
文
句
の
配
列
）
が
異
な
る
と
い
う
点
で
「
本
則
」「
提

唱
」
間
に
微
妙
な
差
異
を
見
せ
て
い
る
事
例
で
あ
っ
て
、〔
三
〕
が
該
当

す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
太
祖
独
自
の
捉
え
方
に
由
来
し
た
も
の
で

あ
る
、
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

六
つ
目
は
、「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
一
部
分
の
言
説
に
限
っ
て
顕
著

な
表
現
上
の
差
異
を
見
せ
て
い
る
事
例
で
、〔
二
五
〕
が
該
当
す
る
。

こ
の
〔
二
五
〕
が
示
唆
す
る
相
違
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
既
に
検
討
を

加
え
た
通
り
、
そ
も
そ
も
「
本
則
」
と
「
提
唱
」
と
が
別
々
の
典
拠
に

由
来
し
て
い
た
可
能
性
を
明
示
し
た
。
又
、
そ
の
点
と
も
相
俟
っ
て
、

改
編
者
が
そ
の
事
実
を
汲
み
取
ら
ず
に
、
安
易
な
画
一
化
を
図
っ
た

（
別
々
の
典
拠
を
軽
率
に
一
本
化
し
た
）
と
の
理
由
付
け
か
ら
、
批
判
的
な

見
解
を
筆
者
は
表
明
し
た（
82
）。

　

七
つ
目
は
、「
本
則
」「
提
唱
」
間
に
明
ら
か
な
食
い
違
い
を
見
せ
て

い
る
（「
本
則
」「
提
唱
」
間
に
一
致
点
が
全
く
な
い
）
事
例
で
、〔
二
〇
〕

が
該
当
す
る
。
こ
れ
は
、「
本
則
」
と
「
提
唱
」
と
が
別
物
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
視
す
る
（「
本
則
」
の
再
説
だ
と

す
る
）『
仙
英
本
』
に
は
明
ら
か
な
瑕
疵
が
内
在
し
て
い
る
、
と
批
判
さ

れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
七
つ
に
細
分
化
し
て
縷
述
し
た
よ
う
に
、「『
乾
坤
院
本
』
の

「
本
則
」「
提
唱
」
間
の
異
同
」
は
、
決
し
て
一
様
に
は
括
ら
れ
得
な
い

こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
又
、
何
よ
り
も
『
仙
英
本
』
由
来
の
『
伝
光

録
』
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
不
可
能
な
「
太
祖
の
説
示
法
の
実
際
（
瑩

山
禅
師
が
大
衆
の
前
で
実
際
に
ど
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
た
の
か
）」
の
一
側
面
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九

を
具
現
化
し
得
た
と
考
え
る
。

　

今
度
は
、
視
点
を
変
え
て
、
第
二
番
目
の
考
察
と
し
て
試
み
た

「『
乾
坤
院
本
』『
宗
務
庁
』
間
の
異
同
」
に
つ
い
て
も
省
察
し
た
い
。

こ
の
考
察
は
、『
宗
務
庁
』（『
仙
英
本
』）
の
記
述
が
『
乾
坤
院
本
』
の

「
本
則
」「
提
唱
」
の
何
れ
に
近
似
す
る
の
か
に
つ
い
て
専
ら
検
証
し
、

『
仙
英
本
』
が
何
を
根
拠
と
し
て
書
き
直
さ
れ
た
の
か
を
考
証
す
る
意
図

の
下
で
執
り
行
っ
た
。
こ
の
観
点
に
則
し
た
考
察
結
果
に
つ
い
て
も
、

以
下
に
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

先
ず
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
し
て
い
た
も
の
を
示
す
と
、

〔
二
〕〔
三
〕〔
四
〕〔
五
〕〔
八
〕〔
一
〇
〕〔
一
五
〕〔
一
六
〕〔
二
〇
〕

〔
二
一
〕〔
二
三
〕〔
二
四
〕〔
二
六
〕
が
列
挙
さ
れ
る
。

　

他
方
、『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
近
似
し
て
い
た
も
の
は
、〔
九
〕

〔
一
一
〕〔
一
二
〕〔
二
五
〕
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

　

更
に
、『
乾
坤
院
本
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
の
合
糅
（
組
み
合
わ
せ
）

と
解
さ
れ
得
る
も
の
と
し
て
、〔
一
〕〔
六
〕〔
七
〕〔
一
三
〕〔
一
四
〕

〔
一
七
〕〔
一
八
〕〔
一
九
〕〔
二
二
〕〔
二
七
〕
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
改
編
方
法
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た
特
徴
を
挙
げ
る
と
、『
景

徳
伝
燈
録
』（
明
版
）
や
『
五
燈
会
元
』
等
の
出
典
に
基
づ
い
て
書
き
直

さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
何
ら
疑
問
の
余
地
は
な
い
が
、
再
三
注
意
を

促
し
て
き
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
全
文
を
典
拠
通
り
に
は
訂
正
し
て
い

な
い
こ
と
が
実
に
多
く
の
事
例
か
ら
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。
乃
ち
、

古
写
本
の
記
述
に
も
慎
重
な
配
慮
を
し
つ
つ
改
編
し
た
痕
跡
が
随
所
で

認
め
ら
れ
、
古
写
本
と
典
拠
と
の
折
衷
型
と
も
言
う
べ
き
独
特
の
改
編

手
法
が
検
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
他
の
留
意
点
に
つ
い
て
も
再
説
す
る
と
、『
大
昌
寺
本
』

で
も
「
上
件
ノ
商
量
ア
リ
」
と
い
う
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
言
葉
を
用
い
、

「
本
則
」
の
既
述
事
項
に
重
な
る
部
分
を
短
縮
し
て
い
た
。『
仙
英
本
』

の
「
乃　
　
至

」
に
類
似
す
る
略
記
で
あ
る
と
判
断
し
た
が
、
改
編
の
一
種
で

あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
た
め
、
何
時
か
ら
こ
の
類
の
表
現
形
態
が

出
現
し
た
の
か
が
、
今
後
の
研
究
で
解
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、

併
せ
て
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

　

論
攷
を
振
り
返
る
と
、
先
行
業
績
の
確
認
の
際
に
も
触
れ
た
こ
と
で

あ
る
が
、
実
に
半
世
紀
も
前
に
、
永
久
岳
水
氏
と
東
隆
眞
氏
の
両
氏
が

本
稿
に
類
す
る
研
究
の
一
端
を
公
に
さ
れ
て
い
た
。
両
氏
の
指
摘
は
、

僅
か
一
例
を
挙
げ
る
に
留
め
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
考
察
内
容
も
至
っ

て
簡
素
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
内
容
的
に
は
決
し
て
詳
論
と
言
え
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
簡
潔
な
記
述
の
中
に
も
示
唆
に
富
む
学

術
的
知
見
が
集
約
さ
れ
て
い
た
た
め
、
改
め
て
深
く
意
に
留
め
て
お
く

必
要
が
あ
る
も
の
と
筆
者
は
実
感
し
た
。
そ
し
て
そ
の
観
点
か
ら
す
る

な
ら
ば
、
今
般
、
当
該
分
野
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
緻
密
な
る
検

討
を
一
通
り
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
に
よ
り
『
仙
英
本
』

（『
宗
務
庁
』）
と
古
写
本
（『
乾
坤
院
本
』）
と
の
間
で
看
取
さ
れ
る
明
確

な
記
述
上
の
差
異
等
を
具
体
的
に
示
せ
た
点
で
は
、
地
味
で
あ
り
つ
つ

も
、
意
義
の
あ
る
一
研
究
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
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又
、
本
考
察
で
逐
次
提
示
を
試
み
た
通
り
、
こ
の
細
微
な
る
考
証
を

完
了
す
る
た
め
に
は
、
遡
源
さ
れ
る
出
典
に
つ
い
て
の
慎
重
な
る
判
定

作
業
も
必
要
不
可
欠
な
課
題
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
た
。
永
久
氏
や
東

氏
が
尽
力
さ
れ
て
い
た
五
〇
年
前
の
当
時
の
研
究
水
準
と
は
大
き
く
異

な
り
、
万
巻
に
も
及
ぶ
厖
大
な
仏
教
典
籍
の
中
か
ら
典
拠
と
し
て
推
定

が
可
能
な
文
言
を
、
瞬
時
か
つ
正
確
に
割
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
現
在
の
高
度
な
研
究
水
準
が
、
本
研
究
を
後
押
し
し
て
く
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
今
更
論
を
俟
つ
も
の
で
は
な
い
。
本
論
攷
を
通
じ
て
、

学
問
研
究
は
決
し
て
た
だ
一
人
に
よ
っ
て
進
展
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は

な
い
こ
と
も
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
も

触
れ
な
が
ら
、
筆
を
擱
く
こ
と
と
し
よ
う
。

註

（
１
）　

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
日
に
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
で
行
っ

た
。
こ
の
発
表
を
纏
め
た
小
論
は
、
二
〇
一
八
年
度
に
刊
行
予
定

の
『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
十
九
回
）』

に
掲
載
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
同
論
文
で
の
表
記
法

と
同
様
に
、
当
論
文
に
於
い
て
も
『
伝
光
録
』
の
写
本
を
『
乾
坤

院
本
』『
長
円
寺
本
』
等
と
い
う
形
式
で
も
っ
て
表
示
す
る
。
又
、

引
用
文
中
に
は
考
察
の
便
宜
に
資
す
る
た
め
に
傍
線
や
囲
み
線
等

を
附
す
場
合
が
あ
り
、
引
用
文
中
の
漢
文
に
記
載
さ
れ
て
い
た
返

り
点
等
に
つ
い
て
は
、
表
示
せ
ず
、
省
略
す
る
。
尚
、
本
稿
で
取

り
扱
う
文
献
の
中
に
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
人
権
上
の
観
点
か

ら
は
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
を
含
む
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
部

分
を
肯
定
・
再
生
産
す
る
意
図
は
筆
者
に
は
全
く
な
く
、
純
粋
に

学
術
研
究
の
た
め
だ
け
に
表
示
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
す
る
。

（
２
）　
『
仙
英
本
』
と
接
点
を
持
た
ず
、『
乾
坤
院
本
』
等
の
古
写
本

の
み
を
純
粋
に
底
本
と
し
て
扱
っ
た
『
伝
光
録
』
の
刊
行
物
は
、

数
少
な
い
例
外
と
し
て
挙
が
ろ
う
。

（
３
）　
『
仙
英
本
』
の
改
編
に
つ
い
て
は
、
東
隆
眞
著
「
仙
英
和
尚

の
開
板
本
「
伝
光
録
」
の
底
本
に
つ
い
て
―
宗
学
思
想
史
研
究
序

説
・
そ
の
八
―
」（『
宗
学
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
六
八
年
三

月
、
以
下
東
［
一
九
六
八
］）
に
詳
し
い
。
同
様
に
、
近
年
の

『
伝
光
録
』
研
究
で
も
、『
瑩
山
禅
師
『
伝
光
録
』 

―
諸
本
の
翻
刻

と
比
較
（
一
）―
』（
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
伝
光
録
研
究
会

編
著
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
以
下
『
瑩
山
禅
師
伝
光
録
Ⅰ
』）
の

五
頁
上
段
か
ら
下
段
に
か
け
て
、
仙
英
師
に
よ
る
加
筆
・
訂
正
箇

所
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
二
頁
下
段
で
「
こ
の
内
、

瑩
山
禅
師
の
見
解
が
示
さ
れ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
拈
提
の

箇
所
で
あ
る
が
、
各
写
本
を
比
較
、
特
に
仙
英
本
と
各
写
本
と
の

校
合
に
お
い
て
は
、「
機
縁
」
の
部
分
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
こ
の
祖
師
の
伝
記
・
行
実
の
部
分
に
関
し
て
は
、
仙
英
の

手
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。」
と
の
示
唆
に
富

む
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
後
述
の
通
り
、

田
島
柏
堂
氏
が
『
可
睡
斎
本
』
の
存
在
を
根
拠
に
仙
英
師
改
編
説
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に
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
当
然
格
別

な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
筆
者
自
身
も
考
え
る
。
そ

れ
故
、
真
実
の
改
編
者
（
最
初
に
こ
の
よ
う
な
改
編
を
行
っ
た
者
）

が
誰
な
の
か
判
然
と
し
な
い
と
い
う
現
況
に
鑑
み
、
本
論
で
は
、

専
ら
「
改
編
者
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
く
。

（
４
）　

例
え
ば
、『
仙
英
本
』
四
四
頁
右
一
〇
行
目
、
七
二
頁
右
四

行
目
、
八
六
頁
左
一
行
目
、
九
二
頁
左
七
行
目
で
は
、「
乃　

　

至

」
で

は
な
く
て
「
乃
至
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、

正
確
性
を
欠
い
た
表
記
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
後
述

す
る
よ
う
に
、『
可
睡
斎
本
』
で
の
表
記
の
確
認
に
よ
り
、
単
な
る

誤
記
で
あ
る
こ
と
が
確
定
す
る
。
同
様
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

吉
田
義
山
編
集
『
首
書
傍
訓

瑩
山
伝
光
録
』（
貝
葉
書
院
刊
、
一
八
八
七

年
一
月
）、
古
田
梵
仙
校
閲
・
寺
嶋
得
一
編
集
『
鼈
頭
箋
註

伝
光
録
』（
森

江
佐
七
刊
、
一
八
八
八
年
三
月
）
等
で
の
記
載
事
実
か
ら
も
自
明

な
も
の
と
な
ろ
う
。

（
５
）　

あ
る
い
は
、
仙
英
師
が
底
本
と
し
た
（
参
照
し
た
）
写
本
に

一
連
の
省
略
表
記
が
既
に
確
立
し
て
い
た
た
め
、
師
は
そ
れ
に

従
っ
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
の
見
方
も
当
然
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
後
述
の
田
島
氏
の
考
え
方
に
重
な
る
も
の
で

あ
る
。

（
６
）　

又
、
こ
の
点
も
既
に
指
摘
し
た
が
、『
瑩
山
禅
』
Ⅰ
～
Ⅳ

（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
五
年
三
月
～
一
九
八
七
年
五
月
、
以

下
『
瑩
山
禅
Ⅰ
』～『
瑩
山
禅
Ⅳ
』）
と
宗
務
庁
版
『
伝
光
録
』（
曹

洞
宗
宗
務
庁
、
二
〇
〇
五
年
五
月
、
以
下
『
宗
務
庁
』）
で
は
、

こ
の
「
乃
至
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
古
写
本
と
の
対
校
が
な
さ

れ
て
い
る
。

（
７
）　

引
用
文
中
の
傍
点
、
、
は
、
東
氏
の
論
文
中
に
附
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

（
８
）　

こ
の
一
覧
表
に
類
す
る
表
に
つ
い
て
は
前
回
の
発
表
時
に
も

提
示
し
た
が
、
今
回
は
『
可
睡
斎
本
』
で
の
確
認
事
項
も
加
え

た
。
参
照
し
た
『
可
睡
斎
本
』
の
資
料
は
、
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会

作
成
の
も
の
で
あ
り
、
駒
澤
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
請
求
記

号 H
132.1W

/35-2~4

（
資
料
番
号 001627488,  001627496, 

001627504

）
の
計
三
冊
で
あ
る
（
巻
一
は
欠
本
）。
資
料
閲
覧
に

関
し
て
は
、
駒
澤
大
学
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

貴
重
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
明
す
る
。
尚
、

『
可
睡
斎
本
』（
巻
二
～
巻
四
）
で
は
、
全
て
「
乃　
　

至

」
と
明
記
す
る

か
ら
、『
仙
英
本
』
と
一
致
し
、『
仙
英
本
』
記
載
の
「
乃
至
」
が

「
乃　
　

至

」
の
誤
表
記
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
こ
に
判
明
す
る
。

（
９
）　

本
節
の
中
で
は
、『
仙
英
本
』
及
び
『
宗
務
庁
』
と
い
う
表

現
を
用
い
て
論
述
す
る
が
、
繰
り
返
す
よ
う
に
『
可
睡
斎
本
』
も

当
然
そ
こ
に
含
ま
れ
る
。

（
10
）　

既
に
述
べ
た
通
り
、
前
回
の
学
術
大
会
で
は
、
発
表
時
間
の

制
約
上
、
二
七
例
の
う
ち
の
僅
か
数
例
し
か
取
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
同
じ
く
『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大

会
紀
要
（
第
十
九
回
）』
に
掲
載
予
定
の
同
拙
論
も
、
与
え
ら
れ
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た
紙
幅
の
都
合
上
、
一
部
分
し
か
掲
載
が
適
わ
な
い
。
こ
の
欠
点

を
補
う
た
め
に
、
重
複
す
る
部
分
を
含
み
つ
つ
も
、
全
用
例
を
通

観
す
る
こ
と
で
初
め
て
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
全
体
像
の
解
明
に

注
力
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。

（
11
）　

但
し
、『
宗
務
庁
』
で
明
記
さ
れ
て
い
る
【
本
則
】【
機
縁
】

【
拈
提
】【
頌
古
】
の
四
区
分
の
う
ち
【
機
縁
】【
拈
提
】【
頌
古
】

の
三
区
分
は
、「
提
唱
」
と
い
う
一
括
り
と
し
て
本
稿
で
は
扱
う
。

乃
ち
、『
伝
光
録
』
の
構
成
法
の
解
釈
と
し
て
通
例
化
し
て
い
る

「
四
段
の
構
成
法
」
の
概
念
に
は
囚
わ
れ
ず
、「
本
則
」「
提
唱
」

の
二
段
構
成
と
い
う
解
釈
法
を
筆
者
は
採
用
す
る
。
尚
、
そ
の
よ

う
に
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「「
瑩
山
禅
師
撰
『
伝
光

録
』
の
構
成
法
」
再
考
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇

一
七
年
三
月
、
五
三
頁
～
七
九
頁
）、
並
び
に
「『
伝
光
録
』
の
区

切
り
方
に
関
す
る
一
考
察 

―「
機
縁
」「
拈
提
」
間
を
中
心
に
―
」

（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
十
八
回
）』、

二
〇
一
七
年
六
月
、
六
三
頁
～
六
八
頁
）
を
ご
一
読
頂
き
た
い
。

（
12
）　
『
乾
坤
院
本
』
の
底
本
は
、
東
隆
眞
校
注
『
乾
坤
院
本
伝
光

録
』（
隣
人
社
、
一
九
七
〇
年
二
月
、
以
下
『
乾
坤
院
本
』）
を
用

い
る
。
註
（
６
）
で
も
触
れ
た
が
、『
瑩
山
禅
Ⅰ
』
～
『
瑩
山
禅

Ⅳ
』
と
『
宗
務
庁
』
の
双
方
で
「
乃
至
」
の
箇
所
に
つ
い
て
校
異

が
示
さ
れ
、『
乾
坤
院
本
』『
龍
門
寺
本
』『
天
林
寺
本
』『
永
平
寺

本
』
等
の
多
く
の
古
写
本
で
概
ね
同
様
に
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
成
立
年
代

的
に
最
古
の
『
乾
坤
院
本
』
を
古
写
本
の
代
表
に
定
め
、『
宗
務

庁
』（『
仙
英
本
』）
と
の
対
比
を
図
る
上
で
の
主
た
る
資
料
と
し
て

扱
う
。
尚
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
宗
務
庁
』
と
『
乾
坤
院
本
』

の
本
文
表
記
に
関
し
て
は
、
ル
ビ
や
返
り
点
等
の
表
示
を
省
き
、

『
宗
務
庁
』
の
「
本
則
」
に
つ
い
て
は
漢
文
の
み
で
表
示
す
る
。

又
、
考
察
の
便
宜
上
、
漢
字
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字

を
用
い
、
統
一
化
を
図
る
漢
字
の
字
体
に
係
る
対
照
研
究
に
つ
い

て
は
、
向
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
13
）　
『
宗
務
庁
』
の
「
提
唱
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
乃
至
、」
と
い

う
語
と
そ
れ
に
対
応
す
る
「
本
則
」
で
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
囲

み
線
で
明
示
し
際
立
た
せ
る
。

（
14
）　
『
宗
務
庁
』
の
囲
み
線
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
『
乾
坤
院
本
』

の
言
及
箇
所
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
囲
み
線
を
附
し
際
立
た
せ
て

い
く
。

（
15
）　

出
典
の
引
用
は
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
以
下
『
大
正
蔵
』）

『
卍
続
蔵
経
』（
以
下
『
続
蔵
』）
か
ら
の
抜
粋
と
す
る
が
、『
景
徳

伝
燈
録
』
か
ら
の
引
用
文
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
関
し
て
は
、『
禅

文
研
本
』（
福
州
東
禅
寺
版
『
景
徳
伝
燈
録
』、
禅
文
化
研
究
所
、

一
九
九
〇
年
五
月
）、『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』（
椎
名
宏
雄
編

『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
一
巻
、
二
〇
一
二
年
七
月
）
も
参

照
し
、
明
ら
か
な
異
読
の
有
無
を
確
認
し
て
い
く
（
新
字
体
と
旧

字
体
及
び
異
体
字
と
の
違
い
や
「
已
」
と
「
巳
」
の
違
い
等
と

い
っ
た
類
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
逐
一
取
り
上
げ
て
指
摘
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六
三

し
な
い
）。
同
じ
く
、『
嘉
泰
普
燈
録
』
に
つ
い
て
も
、『
五
山
版 

嘉
泰
普
燈
録
』（
椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
一

巻
、
二
〇
一
二
年
七
月
）
を
参
照
し
、
更
に
『
聯
燈
会
要
』
と

『
五
燈
会
元
』
に
つ
い
て
は
、『
五
山
版 

聯
燈
会
要
』『
五
山
版 

五

燈
会
元
』（
椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
二
巻

上
・
下
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
も
見
比
べ
て
い
く
。
引
用
文
の

表
記
に
際
し
て
は
、
既
述
の
通
り
原
則
常
用
漢
字
で
行
い
、
返
り

点
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
又
、
同
様
に
、
対
照
す
べ
き
当
該
箇

所
に
は
囲
み
線
を
附
す
。
出
典
の
提
示
に
つ
い
て
は
、
中
国
電
子

仏
典
協
会
よ
り
作
製
さ
れ
たCBET

A

等
の
電
子
テ
キ
ス
ト
を
駆

使
し
、
可
能
性
が
高
い
も
の
を
挙
げ
て
い
く
が
、
勿
論
先
行
研
究

で
の
成
果
も
参
照
し
つ
つ
行
う
。
具
体
的
に
は
、『
瑩
山
禅
Ⅰ
』～

『
瑩
山
禅
Ⅳ
』、
池
田
魯
參
氏
連
載
「
伝
光
録 
さ
ら
な
る
宗
旨
の

展
開
」（『
曹
洞
宗
報
』、
二
〇
一
〇
年
一
月
～
二
〇
一
五
年
六

月
）、
鈴
木
哲
雄
著
『
乾
坤
院
本
伝
光
録
（
東
土
編
）
研
究
』（
山

喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
五
年
七
月
、
以
下
鈴
木
［
二
〇
一
五
］）

等
々
で
各
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
出
典
研
究
の
成
果
を
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
踏
ま
え
る
。

（
16
）　
『
宗
務
庁
』『
乾
坤
院
本
』
及
び
典
拠
間
の
異
同
確
認
を
簡
便

に
行
う
た
め
、
特
に
対
照
す
べ
き
文
言
に
は
傍
点
を
附
す
。
考
察

の
手
順
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
囲
み
線
の
内
と
外
と
に
大
別
し
て

検
証
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
17
）　

但
し
、
厳
密
に
述
べ
る
と
、
こ
の
点
も
問
題
な
し
と
は
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
た
と
え
同
文
で
も
（
意
図
す
る
と

こ
ろ
は
同
じ
で
も
）、
太
祖
ご
自
身
の
説
示
法
を
変
容
さ
せ
て
い
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
18
）　

違
い
が
見
つ
か
れ
ば
、
瑩
山
禅
師
の
説
示
内
容
を
忠
実
に
伝

え
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、『
仙
英
本
』（『
可
睡
斎
本
』）
へ

の
明
確
な
批
判
と
な
ろ
う
。

（
19
）　
『
伝
光
録
摘
要
』（
慈
眼
山
福
王
寺
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
二

八
頁
下
段
か
ら
二
九
頁
上
段
。
本
書
（
本
冊
子
）
は
、
氏
が
「
平

成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
六
月
四
日
東
海
管
区
總
和
会
総
会
講

演
資
料
」
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
20
）　

違
い
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
思
案
す
る
と
、
瑩
山
禅
師
は

『
景
徳
伝
燈
録
』『
五
燈
会
元
』
等
に
あ
る
古
禅
書
の
文
句
を
必
ず

し
も
そ
の
ま
ま
述
べ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
咀
嚼
さ
れ
た
上
で
、

ご
自
身
の
御
言
葉
で
も
っ
て
叙
述
さ
れ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
、

と
の
推
測
が
穏
当
で
あ
ろ
う
が
、
太
祖
が
参
照
さ
れ
た
諸
典
籍
に

異
な
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
に
も
配
慮
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

（
21
）　
〔
一
〕
～
〔
二
七
〕
と
い
う
形
で
立
項
し
て
い
く
。
こ
の
た

め
、
該
当
す
る
諸
章
に
つ
い
て
触
れ
る
際
に
は
、〔
一
〕〔
二
〕
等

の
略
表
記
で
示
し
て
い
く
。
又
、
前
学
術
大
会
の
発
表
時
に
取
り

上
げ
た
諸
章
に
つ
い
て
は
頭
に
※
を
附
し
て
お
く
。

（
22
）　

二
つ
典
拠
を
掲
げ
た
が
、『
聯
燈
会
要
』
よ
り
も
『
景
徳
伝

燈
録
』
の
方
が
『
宗
務
庁
』
に
近
似
す
る
。『
禅
文
研
本
』（
七
頁
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六
四

下
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』（
一
二
頁
右
下
）
は
『
大
正

蔵
』
に
一
致
し
、『
五
山
版 

聯
燈
会
要
』（
一
九
一
頁
右
下
）
も

『
続
蔵
』
に
同
じ
。
尚
、『
宗
務
庁
』
は
「
無
我
我
所4

故
」
と
あ
る

た
め
、
改
編
者
は
『
正
法
眼
蔵
』「
出
家
功
徳
」
巻
（
例
え
ば

『
道
元
禅
師
全
集
』
第
二
巻
、
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
一
月
、
二

八
三
頁
～
二
八
四
頁
参
照
）
も
典
拠
と
し
た
可
能
性
が
一
考
さ
れ

る
（『
瑩
山
禅
Ⅰ
』
一
八
六
頁
～
一
八
七
頁
参
照
）。

（
23
）　

但
し
、
若
干
の
違
い
を
示
す
と
、［
典
拠
］
で
「
心
自

4

4

通
達
」

と
あ
る
と
こ
ろ
が
『
宗
務
庁
』
で
は
「
自
心

4

4

通
達
」
と
あ
る
。
既

に
述
べ
た
が
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
で
の
「
須
能
通
達
」
に
対

応
す
る
言
葉
と
推
定
さ
れ
る
。

（
24
）　

逆
説
的
に
述
べ
る
と
、
註
（
20
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
太

祖
は
［
典
拠
］
通
り
に
は
説
か
れ
ず
、
咀
嚼
さ
れ
た
上
で
、
ご
自

身
の
解
釈
や
表
現
で
も
っ
て
説
示
さ
れ
た
可
能
性
が
知
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
事
実
を
重
く
受
け
止
め
る
な
ら
、
改
編
者
が
『
景

徳
伝
燈
録
』
等
の
［
典
拠
］
を
用
い
て
安
易
に
変
え
て
し
ま
っ
た

点
に
は
、
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
25
）　
『
五
山
版 

聯
燈
会
要
』（
一
九
一
頁
左
下
）
も
『
続
蔵
』
に

同
じ
。

（
26
）　

又
、「
乃
至
、
師
聞
て
契
悟
す
。」
に
書
き
変
え
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
本
来
は
な
か
っ
た
概
念
で
あ
る
【
機
縁
】【
拈
提
】
の

区
分
を
誘
発
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
。
言
い

換
え
る
と
、「
師
聞
て
契
悟
す
。」
で
一
区
切
り
が
付
け
ら
れ
る
、

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
後
に
「
四
段
の
構
成
法
」
が
創
案
さ
れ
る

に
至
っ
た
遠
因
と
も
な
り
得
る
改
編
が
ま
さ
に
こ
こ
で
な
さ
れ
て

い
る
、
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
特
に
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
筆
者
は
思
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
27
）　

こ
の
点
は
、［
典
拠
］
と
の
関
係
上
、
改
編
者
が
如
何
な
る

方
法
で
古
写
本
に
変
更
を
加
え
た
の
か
を
判
断
す
る
材
料
と
な
ろ

う
。
つ
ま
り
、［
典
拠
］
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
全
面
的
に
は

従
っ
て
い
な
い
態
度
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

（
28
）　

池
田
魯
參
氏
は
、『
曹
洞
宗
報
』
九
〇
五
号
（
二
〇
一
一
年

二
月
）
三
三
頁
下
段
で
「
こ
の
本
則
の
出
典
は
不
明
で
す
。」
と

指
摘
す
る
が
、「
瑩
山
禅
師
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
に
収
め
る

婆
須
密
章
と
弥
遮
迦
章
（
大
正
蔵
五
一
巻
二
〇
八
頁
上
中
）
の
文

を
合
わ
せ
て
、
本
則
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
提
唱
さ
れ
ま
す
。」
と

の
見
方
を
示
さ
れ
て
い
る
。『
瑩
山
禅
Ⅰ
』
二
四
二
頁
～
二
四
三

頁
も
参
照
。

（
29
）　

記
載
位
置
だ
け
で
は
な
く
、「
作
礼
側
立
ス
」
と
「
師
側
立

思
惟
ス
」
と
の
表
現
上
の
差
異
に
も
注
意
を
要
し
よ
う
。

（
30
）　

尚
、
当
章
は
［
典
拠
］
が
不
明
で
あ
る
た
め
か
、
よ
り
古
写

本
と
の
整
合
性
が
高
い
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も

改
編
の
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

（
31
）　
『
禅
文
研
本
』（
一
〇
頁
上
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
一
三
頁
左
下
）
は
『
大
正
蔵
』
に
同
じ
。

（
32
）　

池
田
氏
も
、『
曹
洞
宗
報
』
九
一
二
号
（
二
〇
一
一
年
九
月
）
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六
五

四
一
頁
上
段
で
「
本
則
の
出
拠
は
未
詳
。
こ
れ
も
瑩
山
禅
師
の
創

案
と
思
わ
れ
ま
す
。」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、『
瑩

山
禅
Ⅱ
』（
二
二
頁
）
も
未
詳
と
す
る
。

（
33
）　

二
つ
典
拠
を
掲
げ
た
が
、『
五
燈
会
元
』
よ
り
も
『
景
徳
伝

燈
録
』
の
方
が
『
宗
務
庁
』
に
近
似
す
る
。『
景
徳
伝
燈
録
』
は
、

『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
一
一
頁
の
脚
註
で
の
指
摘
と
も
関
係
し
、

『
大
正
蔵
』（
明
版
以
外
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』（
一
六
頁

右
下
）
で
「
之
而
進

4

4

4

」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、『
禅
文
研
本
』（
一
四

頁
下
）
と
明
版
で
は
「
而
進
之

4

4

4

」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
五

燈
会
元
』
は
、『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
一
四
頁
右
下
）
と
『
続

蔵
』
と
で
一
致
す
る
。

（
34
）　
「
正
門
ニ
到
ン
ト
ス
ル
時
」
は
『
宗
務
庁
』
の
「
将
及
門
」

に
相
似
す
る
。

（
35
）　

川
口
高
風
編
著
『
瑞
泉
寺
本
伝
光
録
』（
龍
蟠
山
瑞
泉
寺
、

一
九
七
八
年
一
一
月
、
以
下
『
瑞
泉
寺
本
』）
三
六
頁
上
段
に
掲

載
の
「
本
則
」
で
は
「
忻
然
契
会
」
と
あ
る
か
ら
、『
宗
務
庁
』

や
［
典
拠
］
に
一
致
す
る
が
、『
乾
坤
院
本
』
と
は
異
な
る
。

（
36
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
註
（
33
）
を
参
照
。

（
37
）　
『
禅
文
研
本
』（
一
七
頁
上
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
一
七
頁
左
下
～
一
八
頁
右
上
）
は
『
大
正
蔵
』
に
一
致
し
、『
五

山
版 

五
燈
会
元
』（
一
五
頁
左
下
）
も
『
続
蔵
』
に
同
じ
。

（
38
）　
『
禅
文
研
本
』（
一
七
頁
下
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
一
八
頁
右
上
～
左
上
）
は
『
大
正
蔵
』
に
同
じ
。

（
39
）　

改
編
者
は
、
古
写
本
既
述
の
「
即
」
を
使
っ
た
「
本
則
」
の

省
略
に
啓
発
を
受
け
て
、
同
種
の
（「
乃　

　

至

」
を
用
い
た
）
改
編
を

考
案
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
40
）　
『
禅
文
研
本
』（
一
八
頁
上
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
一
八
頁
右
下
）
は
『
大
正
蔵
』
に
一
致
し
、『
五
山
版 

五
燈
会

元
』（
一
六
頁
左
上
）
も
『
続
蔵
』
に
同
じ
。

（
41
）　
『
仙
英
本
』（『
可
睡
斎
本
』）
は
［
典
拠
］
に
よ
っ
て
訂
正
さ

れ
た
と
推
知
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
書
写
本
で
あ
る

『
瑞
泉
寺
本
』
で
も
「
三
業
」
と
あ
る
（『
瑞
泉
寺
本
』
四
六
頁
、

四
七
頁
）
点
に
は
、
充
分
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
42
）　
『
禅
文
研
本
』（
一
八
頁
下
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
一
八
頁
左
上
）
は
『
大
正
蔵
』
に
一
致
す
る
。

（
43
）　

こ
こ
で
は
、「
其
事

4

4

」
と
「
別
事

4

4

」
と
の
記
載
の
違
い
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
景
徳
伝
燈
録
』
で
は
、『
大
正
蔵
』

五
一
・
二
一
五
頁
の
脚
註
で
の
指
摘
と
も
関
係
す
る
が
、『
大
正

蔵
』（
明
版
以
外
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』（
二
一
頁
右
下
）

と
で
「
其
事

4

4

」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、『
禅
文
研
本
』（
二
四
頁
上
）

と
明
版
で
は
「
別
事

4

4

」
と
あ
る
。『
五
燈
会
元
』
で
は
、『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
一
九
頁
右
上
～
左
上
）
と
一
致
し
、「
其
事
」
と
い

う
記
載
の
み
が
認
め
ら
れ
る
。

（
44
）　

前
註
参
照
。
明
版
だ
け
で
は
な
く
、『
禅
文
研
本
』（
福
州
東

禅
寺
版
『
景
徳
伝
燈
録
』）
に
依
拠
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
、

考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（
45
）　
『
禅
文
研
本
』（
二
五
頁
上
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
二
一
頁
左
下
～
二
二
頁
右
上
）
は
『
大
正
蔵
』
に
一
致
し
、『
五

山
版 

五
燈
会
元
』（
一
九
頁
右
下
）
も
『
続
蔵
』
に
同
じ
。

（
46
）　
〔
一
一
〕
と
の
厳
密
な
違
い
を
述
べ
て
お
く
と
、〔
一
一
〕
で

は
囲
み
線
外
に
結
句
の
「
祖
即
出
家
ヲ
許
ス
」
を
記
載
し
て
い
た

が
、〔
一
二
〕
で
は
囲
み
線
外
の
結
句
の
部
分
を
も
含
め
て
省
略

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

（
47
）　
『
禅
文
研
本
』（
三
三
頁
下
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
二
六
頁
左
上
）
は
『
大
正
蔵
』
に
同
じ
。

（
48
）　
「
風
恙
」
と
い
う
言
葉
を
扱
う
に
は
、
人
権
上
の
深
い
配
慮

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
表
示
し
た
の
は
、
純
粋
な
学
術
研
究
の

た
め
だ
け
で
あ
る
。

（
49
）　
「
マ
ト
ワ
ル
ワ
ル
」
は
「
マ
ト
ワ
ル
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
50
）　

二
つ
典
拠
を
掲
げ
た
が
、「
我4

与
汝
」
と
「
与
汝
」
の
表
記

上
の
差
異
か
ら
、『
五
燈
会
元
』
よ
り
も
『
景
徳
伝
燈
録
』
の
方

が
『
宗
務
庁
』
に
近
似
す
る
し
、
太
祖
の
御
言
葉
と
も
符
合
す

る
。『
禅
文
研
本
』（
三
五
頁
下
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
二
七
頁
左
上
）
は
『
大
正
蔵
』
に
一
致
し
、『
五
山
版 
五
燈
会

元
』（
二
四
頁
左
上
）
も
『
続
蔵
』
に
同
じ
。

（
51
）　
『
瑞
泉
寺
本
』「
本
則
」
で
は
「
覓
罪
不
可
得
」
と
あ
る
（
六

八
頁
上
段
）
た
め
、『
宗
務
庁
』
や
［
典
拠
］
に
一
致
す
る
一
方

で
、
古
写
本
で
あ
る
『
乾
坤
院
本
』
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
注
意

を
要
す
る
。

（
52
）　
『
禅
文
研
本
』（
三
七
頁
下
～
三
八
頁
上
）
と
『
五
山
版 

景

徳
伝
燈
録
』（
二
八
頁
右
下
）
は
『
大
正
蔵
』
に
一
致
し
、『
五
山

版 

五
燈
会
元
』（
二
四
頁
左
下
）
も
『
続
蔵
』
に
同
じ
。

（
53
）　

東
隆
眞
著
『
大
昌
寺
本
伝
光
録
』（
風
景
社
、
一
九
九
一
年

六
月
、
以
下
『
大
昌
寺
本
』）。
本
書
か
ら
の
引
用
の
際
に
も
、
そ

の
表
示
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
通
り
、
現
代
的
表
記
に
改
め
た
。

（
54
）　

尚
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、「
上
件
ノ
商
量
ア
リ
」
に
類
似
す

る
省
略
表
現
は
他
の
写
本
で
は
見
出
し
得
な
い
。
同
書
に
特
有
な

記
述
法
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
55
）　

二
つ
典
拠
を
掲
げ
た
が
、『
五
燈
会
元
』
よ
り
も
『
景
徳
伝

燈
録
』
の
方
が
『
宗
務
庁
』
に
近
似
す
る
。『
禅
文
研
本
』（
三
九

頁
上
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』（
二
九
頁
左
上
）
は
『
大
正

蔵
』
に
一
致
し
、『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
二
五
頁
右
下
）
も

『
続
蔵
』
に
同
じ
。

（
56
）　
『
大
正
蔵
』
五
一
・
二
二
二
頁
の
脚
註
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

通
り
で
あ
る
。

（
57
）　

註
（
54
）
に
も
関
連
す
る
が
、『
大
昌
寺
本
』
や
そ
の
他
の

写
本
に
類
例
が
あ
る
か
否
か
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
向
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
58
）　
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』（
五
〇
頁
左
上
～
右
下
）
も
『
大

正
蔵
』
に
同
じ
（「
汝
曽
作
什
麼

4

4

」
と
あ
る
）。『
大
正
蔵
』
五

一
・
二
四
〇
頁
の
脚
註
に
も
あ
る
よ
う
に
、
明
版
で
は
、「
汝
曽

作
什
麼
来

4

4

4

」
と
あ
り
、『
禅
文
研
本
』（
七
五
頁
上
）
は
こ
れ
に
一
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致
す
る
。『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
一
一
〇
頁
右
下
）
は
『
続
蔵
』

に
一
致
し
、
後
述
の
通
り
「
汝
曽
作
甚
麼
来

4

4

4

」
と
あ
る
。

（
59
）　
『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
一
一
二
頁
右
上
～
左
上
）
も
『
続

蔵
』
に
同
じ
。

（
60
）　
『
宗
務
庁
』
で
は
「
伏
望
和
尚
慈
悲
指
示
」
と
あ
る
の
で
、

『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
し
て
い
よ
う
。

（
61
）　
『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
汝
因
縁
爰
ニ
」

に
つ
い
て
は
、『
宗
務
庁
』
で
は
見
ら
れ
な
い
。

（
62
）『
宗
務
庁
』
の
「
師
罔
措
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

『
乾
坤
院
本
』「
提
唱
」
に
近
似
し
て
い
よ
う
。

（
63
）　
『
宗
務
庁
』
の
「
善
自
護
持
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

ら
、『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
近
似
し
て
い
よ
う
。

（
64
）　
『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
一
一
八
頁
左
上
）
は
『
続
蔵
』
に

同
じ
。

（
65
）　
『
永
澤
寺
本
伝
光
録
』（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
五
年
三
月
、

以
下
『
永
澤
寺
本
』）
の
四
冊
目
で
は
「
本
則
」
に
「
子
ニ
因
テ

海
兄
ヲ
見
ル
コ
ト
得
タ
リ
ト
」
と
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
66
）　
『
乾
坤
院
本
』「
本
則
」
に
あ
る
「
耳
睡4

」
は
「
耳
聴4

」
の
誤

記
で
あ
ろ
う
。

（
67
）　
『
景
徳
伝
燈
録
』
に
つ
い
て
は
、『
禅
文
研
本
』（
二
九
七
頁

上
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』（
一
五
〇
頁
右
下
～
左
下
）

で
、「
眼
処
聞
声
方
可4

知
」
で
は
な
く
「
眼
処
聞
声
方
得4

知
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、『
大
正
蔵
』
五
一
・
三
二
一
頁
の
脚

註
に
も
あ
る
よ
う
に
、
明
版
の
『
景
徳
伝
燈
録
』
で
は
、「
無
情

解
説

4

4

不
思
議
」
で
は
な
く
「
無
情
説
法

4

4

不
思
議
」
と
あ
り
、「
若

将
耳
聴
声
不
現

4

4

4

」
で
は
な
く
「
若
将
耳
聴
終
難
会

4

4

4

」
と
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、『
五
燈
会
元
』
に
つ
い
て
は
、『
五
山
版 

五
燈
会
元
』

（
三
一
五
頁
右
下
）
と
『
続
蔵
』
と
で
一
致
す
る
。

（
68
）　
『
禅
文
研
本
』（
三
二
七
頁
下
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
一
六
七
頁
左
上
）
は
『
大
正
蔵
』
に
同
じ
。『
大
正
蔵
』
五
一
・

三
三
四
頁
の
脚
註
で
は
、
明
版
で
字
体
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
尚
、「
提
唱
」
に
つ
い
て
は
、
池
田
氏
が
、『
曹
洞
宗

報
』
九
三
九
号
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
四
八
頁
上
段
で
「
提
唱

内
容
は
多
く
『
五
燈
会
元
』
の
記
事
に
符
合
し
ま
す
。」
と
意
見

を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
69
）　
『
禅
文
研
本
』（
三
三
〇
頁
上
）
と
『
五
山
版 

景
徳
伝
燈
録
』

（
一
六
八
頁
右
下
）
は
『
大
正
蔵
』
に
同
じ
。
池
田
氏
は
、『
曹
洞

宗
報
』
九
四
〇
号
（
二
〇
一
四
年
一
月
）
四
三
頁
上
段
で
、「
本

章
は
『
正
法
眼
蔵
』「
恁
麼
」
巻
の
宗
旨
に
対
す
る
瑩
山
禅
師
の

提
唱
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。」
と
示
さ
れ
、「
そ
の
意
味

で
本
章
の
本
則
は
瑩
山
禅
師
の
創
案
で
あ
り
、『
伝
光
録
』
の
特

色
が
よ
く
現
れ
て
い
る
章
と
い
え
ま
す
。」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
70
）　
『
乾
坤
院
本
』
で
確
認
さ
れ
る
「
錯
簡
」
の
部
分
に
当
た
る

た
め
、
そ
の
点
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
71
）　
『
景
徳
伝
燈
録
』
は
、『
禅
文
研
本
』（
四
九
九
頁
上
）
と

『
五
山
版 
景
徳
伝
燈
録
』（
二
五
八
頁
右
上
）
で
「
瑞
」
を
「
端
」
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と
す
る
。『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
三
四
九
頁
右
下
）
は
『
続
蔵
』

に
同
じ
。
池
田
氏
は
、『
曹
洞
宗
報
』
九
四
二
号
（
二
〇
一
四
年

三
月
）
二
七
頁
上
段
で
「
提
唱
は
概
ね
『
五
燈
会
元
」
巻
一
四
梁

山
縁
観
章
に
よ
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
意
見
を
述
べ
る
。

（
72
）　
「
晝
」
と
あ
る
が
「
畫
」
の
誤
記
と
判
断
し
た
た
め
、
通
用

字
の
「
画
」
で
表
記
し
た
。

（
73
）　
『
五
山
版 
五
燈
会
元
』（
三
五
一
頁
左
上
）
は
『
続
蔵
』
に

同
じ
。
池
田
氏
は
、『
曹
洞
宗
報
』
九
四
三
号
（
二
〇
一
四
年
四

月
）
一
四
九
頁
上
段
で
「
提
唱
も
ほ
ぼ
『
五
燈
会
元
』
に
拠
っ
て

い
ま
す
。」
と
附
言
す
る
。

（
74
）　
『
宗
務
庁
』
の
「
本
則
」「
提
唱
」
間
で
こ
の
よ
う
な
差
異
が

確
認
さ
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、「
乃
至
」
と
い
う
語
の

周
辺
の
句
は
画
一
化
さ
れ
て
い
る
（
統
一
化
が
図
ら
れ
て
い
る
）

場
合
が
殆
ど
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
75
）　
「
ア4

然
ト
シ
テ
」
は
、「
了4

然
ト
シ
テ
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
76
）　
『
五
山
版 

嘉
泰
普
燈
録
』（
三
六
七
頁
右
上
）
は
『
続
蔵
』

に
一
致
し
、『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
三
五
二
頁
左
下
）
も
『
続

蔵
』
に
同
じ
。
尚
、
後
述
の
通
り
、
当
章
の
出
典
の
相
違
に
つ
い

て
は
特
段
の
配
慮
を
必
要
と
し
よ
う
。

（
77
）　

小
早
川
浩
大
著
「『
伝
光
録
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
の
一
考

察 

―
投
子
和
尚
章
に
引
用
さ
れ
る
典
籍
に
つ
い
て
―
」（『
宗
学
研

究
紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
二
〇
頁
～
二
一
頁
で

も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
78
）　

二
つ
典
拠
を
挙
げ
た
が
、『
五
燈
会
元
』
の
方
が
『
宗
務
庁
』

に
近
似
す
る
。『
五
山
版 

五
燈
会
元
』（
三
五
五
頁
右
上
）
は

『
続
蔵
』
に
一
致
し
、『
五
山
版 

嘉
泰
普
燈
録
』（
三
八
五
頁
左

上
）
も
『
続
蔵
』
に
同
じ
。

（
79
）　

二
つ
典
拠
を
掲
げ
た
が
、『
五
燈
会
元
』
の
方
が
『
宗
務
庁
』

に
近
似
す
る
。『
五
燈
会
元
』
に
つ
い
て
は
、『
五
山
版 

五
燈
会

元
』（
三
六
〇
頁
右
下
）
で
は
「
你
」
で
は
な
く
「
作
」
と
記
述

し
て
い
る
。
誤
記
か
。

（
80
）
し
か
し
な
が
ら
、
註
（
17
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
乃
至
」

と
い
う
語
を
用
い
た
体
裁
変
更
に
よ
っ
て
、
太
祖
の
純
粋
な
説
示

法
を
変
容
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
厳
密
に
は
問
題
が
な
い
と
は
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

（
81
）　

意
図
的
な
省
略
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
錯
誤
に
よ
る
読
み

落
と
し
等
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
82
）　
『
仙
英
本
』
と
『
乾
坤
院
本
』
と
の
間
に
あ
る
出
典
の
違
い

に
つ
い
て
は
、
既
に
紹
介
し
た
鈴
木
哲
雄
氏
の
識
見
に
も
重
な
り

合
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
註
（
20
）
も
参
照
。



六
九

一
、
は
じ
め
に

一
―
一
、
問
題
の
所
在

　

清
規
と
は
、
禅
宗
の
教
団
に
お
い
て
、
僧
団
の
生
活
規
定
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
最
も
古
い
清
規
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
百
丈
懐
海
（
七

二
〇
～
八
一
四
）
が
制
定
し
た
「
百
丈
清
規
」
で
あ
る
が
、「
百
丈
清
規
」

は
今
日
に
は
伝
わ
ら
ず
、
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
つ
つ
も
そ
の
内
容
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
現
存
す
る
最
古
の
清
規
は
、
北
宋
末
に
活
躍
し
た

長
蘆
宗
賾
（
一
〇
四
〇
～
一
一
〇
九
）
が
制
定
し
た
「
禅
苑
清
規
」（
以
下

「
禅
規
」）
で
あ
る
。

　
「
禅
規
」
に
は
そ
の
職
位
と
し
て
四
知
事
五
頭
首
が
登
場
す
る
。
こ
こ

に
あ
る
四
知
事
と
は
、
監
院
・
維
那
・
典
座
・
直
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
監
院
お
よ
び
典
座
は
そ
の
職
掌
等
に
つ
い
て
数
多
く
の
先

行
研
究
が
見
ら
れ
る
が
、
維
那
お
よ
び
直
歳
に
つ
い
て
は
、
知
事
と
い

う
重
要
な
職
位
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
役
職
に
対
す
る
先
行
研
究
は
少

な
く
、
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　

筆
者
は
か
つ
て
「「
禅
苑
清
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌
」（「
曹
洞
宗

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
十
八
回
）」
所
収
、
二
〇
一
七
）
と
題
し

た
論
文
を
発
表
し
、「
禅
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
本
論
文
は
そ
の
続
編
と
し
て
、「
禅
規
」
と
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
七

〇
年
後
に
編
纂
さ
れ
た
「
叢
林
校
定
清
規
総
要
」（
以
下
「
校
規
」）
の
そ

れ
ぞ
れ
に
お
け
る
維
那
の
職
掌
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
清

規
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
―
二
、
維
那
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
「
維
那
」
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
辞
書
を
引
用
す
る
形
で
紹

介
し
て
い
く
。
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
）
に

は
「
①
授
事
の
意
。
僧
衆
の
雑
事
を
司
り
、
ま
た
そ
れ
を
指
授
す
る
人
。

大
寺
院
で
は
上
座
・
寺
主
・
都
維
那
の
三
者
が
住
僧
を
統
制
す
る
。
維

は
漢
語
の
綱
維
の
意
、
那
は
羯
磨
陀
那
の
那
を
と
っ
た
も
の
。
ま
た
綱

「
禅
苑
清
規
」
と
「
校
定
清
規
」
の
比
較

―
維
那
の
職
掌
を
通
じ
て

―

角
　
田
　
隆
　
真

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
一
号　

二
〇
一
八
年
三
月



「
禅
苑
清
規
」
と
「
校
定
清
規
」
の
比
較
（
角
田
）

七
〇

維
・
次
第
・
授
事
・
知
事
・
悦
衆
・
寺
護
な
ど
と
称
す
る
。
②
禅
宗
の

僧
堂
で
綱
紀
を
司
る
役
。
修
行
僧
の
指
導
者
。
禅
宗
で
は
六
知
事
（
重

役
）
の
一
人
で
、
僧
堂
内
の
監
督
、
取
締
り
、
修
行
者
の
指
導
、
読
経

の
と
き
経
の
題
目
や
回
向
文
を
読
み
あ
げ
る
こ
と
な
ど
を
お
も
な
職
務

と
す
る
。」（
四
三
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖

典
刊
行
協
会
、
一
九
三
三
）
で
は
「
四
分
律
行
事
鈔
」
上
之
一
を
引
用
し

た
上
で
「
之
に
依
る
に
維
那
は
元
と
仏
制
よ
り
起
り
て
、
僧
衆
の
雑
事

を
管
掌
す
る
一
種
の
役
名
な
り
し
を
知
る
べ
し
。
支
那
に
て
は
、
姚
秦

代
に
僧
遷
悦
衆
に
任
じ
ら
れ
た
る
を
始
め
と
し
、
爾
後
律
宗
禅
宗
等
に

皆
此
の
職
あ
り
。」（
第
一
巻
一
六
七
頁
）
と
印
度
や
禅
宗
成
立
以
前
の
中

国
か
ら
「
維
那
」
と
い
う
役
職
が
あ
っ
た
と
す
る
。『
禅
学
大
辞
典
』

（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
八
、
五
一
頁
）
も
「
十
誦
律
」
を
引
用
し
て
右
の
辞

書
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
辞
書
に
よ
る
と
、「
維
那
」
と
は
元
来
は
僧
堂
の
雑
事
を
司

る
役
職
で
あ
り
、
仏
教
の
中
国
伝
来
以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
、
禅
宗
で
は
六
知
事
の
一
と
し
て
、
先
の
職
掌
の
他
に
挙
経
や
回

向
を
司
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、「
禅
規
」
お
よ
び
「
校
規
」
の
序
文
に
つ
い
て

　

最
初
に
「
禅
規
」
の
序
文
か
ら
、
そ
の
意
義
と
性
格
を
み
て
い
く
。

以
下
、
訓
読
を
載
せ
る
。（
訓
読
は
鏡
島
元
隆
他
『
訳
註　

禅
苑
清
規
』（
曹
洞

宗
宗
務
庁
、
一
九
七
二
、
以
下
『
禅
苑
清
規
』）
を
参
照
し
、
筆
者
が
一
部
改
め

た
。）

夫
れ
禅
門
の
事
例
は
両
様
の
毗
尼
無
し
と
雖
も
、
衲
子
の
家
風
は

別
に
是
れ
一
般
の
規
範
な
り
。
若
し
也
た
途
中
に
受
用
す
れ
ば
、

自
然
に
格
外
の
清
高
な
る
も
、
如
し
其
れ
触
向
面
牆
な
れ
ば
実
に

人
の
瞻
敬
を
滅
う
と
謂
う
。
是
を
以
て
僉
く
開
士
に
謀
り
、
遍
く

諸
方
に
摭
い
、
凡
そ
見
聞
を
補
う
有
り
、
悉
く
備
さ
に
綱
目
を
陳

ぶ
。

　

こ
こ
で
は
禅
宗
の
教
団
が
、
清
規
と
い
う
戒
律
を
受
用
す
る
理
由
と

経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
戒
律
そ
の
も
の
に
は
禅
宗
も
律
宗
も
な
い

が
、
禅
宗
は
一
つ
の
宗
派
で
あ
り
、
か
と
言
っ
て
禅
宗
の
枠
内
に
閉
じ

こ
も
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
人
か
ら
の
敬
意

を
失
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
禅
宗
の
清
規
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

（
自
ら
の
枠
内
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
）
広
く
見
聞
を
深
め
た
の
で
あ
る
。

噫
、
少
林
の
消
息
は
已
に
是
れ
肉
を
剜
っ
て
瘡
を
成
す
。
百
丈
の

規
縄
は
新
条
の
特
地
と
謂
う
べ
し
。
而
る
に
況
ん
や
叢
林
に
蔓
衍

し
て
転
た
堪
え
ざ
る
を
見
る
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず
之
、
法
令
滋
く
彰
わ
れ
て
事

更
に
多
し
。
然
れ
ど
も
保
社
を
荘
厳
し
、
法
幢
を
建
立
す
る
に
、

仏
事
門
中
、
一
を
闕
い
て
も
不
可
な
り
。
亦
た
猶
お
菩
薩
の
三

聚
、
声
聞
の
七
篇
の
ご
と
し
。
豈
に
法
を
立
つ
る
こ
と
の
繁
を
貴

ぶ
こ
と
な
ら
ん
や
。
葢
し
機
に
随
い
教
を
設
く
。

　

こ
こ
で
は
禅
宗
の
本
質
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
仏
法
は
本
来
無



「
禅
苑
清
規
」
と
「
校
定
清
規
」
の
比
較
（
角
田
）

七
一

一
物
、
諸
法
現
成
の
世
界
で
あ
り
、
達
磨
が
西
来
し
又
は
百
丈
が
清
規

制
定
を
す
る
こ
と
は
余
計
な
こ
と
で
あ
る
が
、
各
所
で
は
こ
れ
―
新
た

に
「
何
か
」
を
立
す
る
こ
と
―
が
蔓
延
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ

れ
が
さ
ら
に
多
岐
に
亘
り
複
雑
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

事
態
は
禅
の
本
来
の
あ
り
方
で
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
全
く
何
も
し

な
い
の
も
ダ
メ
で
あ
り
、
決
ま
り
を
制
定
す
る
こ
と
は
寺
院
の
維
持
興

隆
に
は
必
要
で
あ
る
。
仏
事
を
為
す
の
に
一
つ
も
欠
く
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
中
で
、
禅
僧
に
清
規
を
制
定
す
る
の
は
、
菩
薩
の
三
聚
浄

戒
の
如
く
、
あ
る
い
は
声
聞
乗
の
七
戒
条
の
如
く
、
必
要
な
も
の
で
あ

る
。

　

で
あ
る
か
ら
し
て
、
決
ま
り
を
制
定
す
る
こ
と
は
煩
雑
で
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、
機
に
応
じ
て
必
要
な
ら
ば
決
ま
り
を
作
っ
て
い
け
ば
い
い
の

で
あ
る
。

初
機
の
後
学
、
冀
く
は
善
く
参
詳
し
、
上
徳
の
高
流
、
幸
い
に
証

拠
を
垂
れ
ん
こ
と
を
。
崇
寧
二
年
八
月
十
五
日
序
す
。

　

最
後
に
、
今
後
の
初
心
者
に
は
よ
く
参
究
し
て
も
ら
い
、
有
徳
の
高

僧
に
は
参
学
者
に
成
道
の
材
料
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
か
け

る
。
こ
の
序
文
が
記
さ
れ
た
の
は
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
八
月
十
五
日

で
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、「
禅
規
」
は
現
存
す
る
清
規
の
中
で
最
古
の
も
の
で
あ

る
。
最
古
の
清
規
と
し
て
は
百
丈
懐
海
制
定
の
古
清
規
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
ち
ら
は
現
在
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
百
丈
古
清
規
は
そ
の

存
在
自
体
は
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
古
清
規
か
ら
は
す
で
に
約

三
〇
〇
年
が
経
ち
、
序
文
に
も
「
叢
林
に
蔓
衍
し
て
転
た
堪
え
ざ
る
を

見
る
」
と
あ
る
通
り
、
清
規
に
は
多
く
の
変
容
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

北
宋
末
の
長
蘆
宗
賾
は
こ
の
「
禅
規
」
を
「
百
丈
の
古
意
を
発
揮
し
よ

う
と
し
て
制
定
し
た
」（
１
）の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
禅

苑
清
規
」
の
序
文
で
は
清
規
に
対
す
る
原
則
論
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の

原
則
論
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　
　

Ⅰ�

禅
宗
と
い
う
宗
派
に
あ
た
っ
て
、
な
ぜ
「
清
規
」
と
い
う
戒
律

を
取
り
入
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
？

　
　

Ⅱ
禅
宗
と
し
て
取
り
入
れ
る
「
清
規
」
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？

　

Ⅰ
は
最
初
の
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、「
独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
人
の
敬

意
を
失
」
わ
な
い
よ
う
に
で
あ
る
。
独
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

宗
賾
は
自
身
の
見
聞
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
他
者
の
考
え
も
聞
き
な
が

ら
こ
の
清
規
を
作
成
し
た
と
あ
る
。
Ⅱ
は
二
番
目
の
部
分
に
あ
る
通
り
、

禅
の
本
質
と
の
関
係
に
よ
り
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
説
明
し
た

と
お
り
で
あ
る
が
、
一
言
で
結
論
を
言
っ
て
し
ま
え
ば
「
規
則
の
制
定

は
必
要
で
あ
る
が
、
必
要
最
低
限
の
も
の
に
留
め
る
の
が
最
上
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、「
校
規
」
の
序
文
を
み
て
い
く（
２
）。

藂
林
の
規
範
、
百
丈
大
智
禅
師
、
已
に
詳
び
ら
か
に
す
。
但
だ
時



「
禅
苑
清
規
」
と
「
校
定
清
規
」
の
比
較
（
角
田
）

七
二

代
の
寝
遠
な
る
の
み
。
後
人
、
簡
便
に
従
う
有
り
、
遂
に
習
う
に

循
う
に
至
る
。
諸
方
或
い
は
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
と
雖
も
、
然
り

亦
た
未
だ
嘗
て
其
の
大
節
を
違
わ
ざ
る
な
り
。
余
、
衆
に
処
す
時
、

往
往
に
朋
輩
の
抄
録
せ
る
藂
林
日
用
清
規
を
見
る
も
、
互
い
に
虧

有
り
。
後
に
暇
日
に
因
み
、
悉
く
諸
本
を
仮
る
。
其
の
異
に
参

じ
、
其
の
同
を
存
て
、
而
ち
会
す
。
親
し
く
手
に
て
繕
写
し
、
頗

る
詳
備
を
為
す
。

　

序
文
で
は
ま
ず
最
初
に
惟
勉
が
「
校
規
」
を
書
し
た
意
図
に
つ
い
て

書
い
て
あ
る
。
藂
林
の
規
範
は
百
丈
懐
海
の
頃
は
詳
ら
か
で
あ
っ
た
が
、

時
が
経
ち
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
簡
便
に
な
っ
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ

に
伝
わ
っ
て
違
い
が
出
て
き
た
。
諸
方
で
は
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な

い
が
、
い
く
ら
か
は
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
惟
勉
が
修
行
僧
で
あ
っ
た

時
に
仲
間
が
書
写
し
た
「
藂
林
日
用
清
規
」
を
見
た
時
、
お
互
い
に
欠

落
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
後
に
そ
れ
ら
の
欠
落
の
あ
っ
た
諸

本
を
参
照
し
、「（
各
所
に
あ
る
清
規
の
）
異
同
を
参
究
し
て
（
こ
の
清
規
を
）

作
っ
た
」
が
、
そ
こ
で
は
諸
本
の
異
同
も
丁
寧
に
詳
し
く
書
い
た
の
で

あ
る
。目

に
曰
く
、
藂
林
校
定
清
規
総
要
と
。
厘
も
て
上
下
巻
を
為
し
、

庶
は
く
は
便
ち
観
覧
せ
ん
こ
と
を
。

　

こ
こ
で
は
「
校
規
」
の
構
成
の
説
明
が
書
い
て
あ
る
。
こ
の
清
規
を

「
藂
林
校
定
清
規
総
要
」
と
題
し
た
上
で
、
こ
の
一
著
作
を
上
下
の
二

巻
に
分
け
て
あ
る
。

吾
氏
の
清
規
有
る
は
、
猶
お
儒
家
の
礼
経
有
る
が
ご
と
し
。
礼
は

宜
に
従
い
、
時
に
因
ん
で
損
益
す
。
此
書
の
大
智
を
継
い
で
作
る

所
以
な
り
。
是
れ
皆
な
前
輩
の
宿
徳
、
先
後
共
に
相
い
講
究
せ
る

紀
録
な
り
。
愚
、
敢
え
て
私
か
に
聞
く
所
見
る
所
を
以も
ち

い
ず
に
、

而
う
し
て
之
を
増
減
す
る
こ
と
前
の
如
し
。
所
謂
、
其
の
異
に
参

じ
、
其
の
同
を
存
て
、
而
ち
会
す
の
み
。
観
る
者
は
幸
い
に
諸
を

病
ま
す
こ
と
勿
れ
。

　

こ
こ
で
は
惟
勉
の
清
規
の
概
念
と
、「
校
規
」
に
対
す
る
考
え
が
書
か

れ
て
い
る
。
禅
宗
の
清
規
と
は
儒
家
の
礼
経
の
よ
う
な
も
の
で
、
礼
が

そ
の
時
々
の
適
切
な
あ
り
方
に
従
っ
て
変
化
す
る
よ
う
に
、
清
規
も
そ

の
時
代
に
従
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
「
校
規
」
も
「
百
丈

古
清
規
」
と
は
全
く
違
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
考
え

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
仏
祖
先
徳
が
常
に
探
求
し
て
き

た
記
録
な
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
し
て
、
惟
勉
は
あ
え
て
勝
手
に
個

人
の
見
聞
を
用
い
ず
に
「（
各
所
に
あ
る
清
規
の
）
異
同
を
参
究
し
て
（
こ

の
清
規
を
）
作
っ
た
」
の
で
あ
る
。

咸
淳
十
年
甲
戌
歲
。
結
制
前
二
日
。
后
湖
比
丘
惟
勉
、
寄
玩
軒
に

于
て
書
く
。

　

こ
の
「
校
規
」
が
著
さ
れ
た
の
は
咸
淳
一
〇
年
（
一
二
七
四
）、
夏
制

中
に
入
る
二
日
前
。
后
湖
比
丘
惟
勉
が
寄
玩
軒
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
清
規
が
咸
淳
年
間
に
書
か
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
婺
州
（
金
華
県
）

で
書
か
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
校
規
」
は
別
名
「
咸
淳
清
規
」
あ
る
い
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は
「
婺
州
清
規
」
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
寄
玩
軒
」
に
つ
い
て
は
未

詳
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
建
物
名
で
あ
ろ
う
。

　
「
校
規
」
は
正
式
名
称
を
「
藂
林
校
定
清
規
総
要
」
と
言
い
、
后
湖

惟
勉
の
著
で
あ
る
。
惟
勉
に
つ
い
て
は
、
生
没
年
な
ど
未
詳
の
点
が
多

い
。「
校
規
」
が
著
さ
れ
た
の
は
咸
淳
一
〇
年
（
一
二
七
四
）
の
事
で
あ

り
、「
禅
規
」
の
成
立
か
ら
一
七
一
年
、「
日
用
清
規
」
の
成
立
か
ら
六

五
年
が
経
っ
て
い
た
。
序
文
中
に
出
て
く
る
「
藂
林
日
用
清
規
」
と
は

時
代
的
に
も
宗
寿
編
の
「
入
衆
日
用
」（
一
二
〇
九
成
立
）
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
宗
寿
の
「
日
用
清
規
」
は
、「
校
規
」
の
末
に
も
「
無
量
寿
禅
師

日
用
小
清
規
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
日
用
清
規
」
も
そ
の
成
立

か
ら
数
十
年
が
経
つ
と
諸
方
に
て
書
写
伝
播
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
多
少

の
異
同
が
生
じ
て
き
た
。
こ
れ
は
序
文
に
も
「
諸
方
或
い
は
同
じ
か
ら

ざ
る
有
り
と
雖
も
、
然
り
亦
た
未
だ
嘗
て
其
の
大
節
を
違
わ
ざ
る
な
り
」

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　

序
文
に
は
「
其
の
異
に
参
じ
、
其
の
同
を
存
て
、
而
ち
会
す
。」
の

語
が
二
度
も
出
て
く
る
が
、
こ
の
文
は
惟
勉
が
「
校
規
」
を
著
す
る
に

あ
た
っ
て
最
も
強
調
し
た
か
っ
た
こ
と
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。「
校

規
」
作
成
の
意
図
で
あ
り
意
義
が
こ
の
「（
各
所
に
あ
る
清
規
の
）
異
同
を

参
究
し
て
（
こ
の
清
規
を
）
作
っ
た
」
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
様
式
の
並

列
を
示
す
語
は
「
或
い
は
」「
若
し
く
は
」
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

「
有
る
処
で
は
」
と
い
う
語
だ
け
見
て
も
「
校
定
清
規
」
に
は
二
二
箇
所

も
見
え
る
。（
こ
れ
は
「
禅
規
」
で
は
同
じ
く
二
二
箇
所
見
え
る
が
、
後
の
「
備
用

清
規
」
や
「
勅
修
百
丈
清
規
」
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
多
い
数
で
あ
る
。）
こ
の

時
に
応
じ
て
変
化
す
る
「
規
定
」
を
時
代
に
合
っ
た
も
の
に
し
、
先
人

が
講
究
し
た
も
の
を
明
ら
め
る
こ
と
こ
そ
、
こ
の
「
校
規
」
が
目
指
し

た
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
惟
勉
は
自
ら
の
見
聞
を
挟
ま
ず
に
そ
の

時
の
「
異
同
を
記
す
」
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
禅
規
」
と
「
校
規
」
の
序
文
を
比
較
す
る
と
、
清
規
の
原
則
論
を

重
視
し
た
「
禅
規
」
に
対
し
、
そ
の
時
代
の
異
同
を
以
て
比
較
し
て
詳

細
に
整
備
し
た
「
校
規
」
の
性
格
が
わ
か
る
。
但
し
、「
而
る
に
況
ん

や
叢
林
に
蔓
衍
し
て
転
た
堪
え
ざ
る
を
見
る
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず
之
、
法
令
滋
く
彰

わ
れ
て
事
更
に
多
し
。」
と
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
規
則
が
複
雑
化
し
て
い

く
こ
と
を
示
し
た
「
禅
苑
清
規
」
と
、「
但
だ
時
代
の
寝
遠
な
る
の
み
。

後
人
、
簡
便
に
従
う
有
り
、
遂
に
習
う
に
循
う
に
至
る
。」
と
時
代
が

経
つ
に
つ
れ
簡
便
化
し
た
と
す
る
「
校
規
」
の
間
で
そ
の
方
向
性
に
違

い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
時
代
の
流
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、「
禅
規
」お
よ
び「
校
規
」に
お
け
る
維
那
並
び
に
堂
司
の
職
掌
の
変
化

　

本
論
文
末
の
表
に
つ
い
て
、「
禅
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌
と

「
校
規
」
に
お
け
る
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
仮
説
と
し
て
以
下
の
変
化
が
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推
測
で
き
る
。

　

①�
「
禅
規
」
は
維
那
の
悦
衆
（
特
に
衆
僧
の
調
和
）
と
し
て
の
役
割
が
大

き
か
っ
た
が
、「
校
規
」
に
な
る
と
減
っ
て
い
る
。

　

②�

「
校
規
」
に
な
る
と
「
禅
規
」
よ
り
行
礼
が
複
雑
化
し
、
法
要
の

種
類
が
増
加
し
た
。

　

③�

堂
司
の
公
務
と
し
て
は
、「
禅
規
」
で
は
「
堂
の
責
任
者
と
し
て
」

の
公
務
が
中
心
だ
っ
た
が
、「
校
規
」
で
は
「
疏
等
の
準
備
」
が

中
心
と
な
っ
た
。

　

④
「
校
規
」
で
は
白
槌
告
報
が
減
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
仮
説
に
つ
い
て
、
一
つ
ず
つ
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

①�

「
禅
規
」
は
維
那
の
悦
衆
（
特
に
衆
僧
の
調
和
）
と
し
て
の
役
割
が
大

き
か
っ
た
が
、「
校
規
」
に
な
る
と
減
っ
て
い
る
。

　
「
禅
規
」
で
は
悦
衆
と
し
て
の
役
割
―
具
体
的
に
は
衆
僧
の
調
和
―
と
し

て
の
用
例
が
多
く
看
ら
れ
る
が
、「
校
規
」
で
は
そ
の
数
は
激
減
す
る
。

登
場
回
数
が
そ
の
ま
ま
職
掌
の
大
き
さ
又
は
重
要
さ
に
あ
た
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
減
り
方
で
あ
る
。

　

細
か
く
見
て
み
る
と
、「
禅
規
」
の
一
四
箇
所
の
う
ち
の
四
箇
所
、

「
校
規
」
の
四
箇
所
の
う
ち
の
一
箇
所
は
、
唱
衣
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
唱
衣
と
は
、
僧
が
亡
く
な
っ
た
際
、
そ
の
亡
僧
の
葬
式
の
費
用
に

充
て
る
た
め
に
、
そ
の
亡
僧
の
遺
品
を
衆
僧
に
対
し
て
競
売
し
て
銭
を

得
る
と
い
う
儀
式
で
あ
る
。
唱
衣
は
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
必
要
な
も

の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
金
銭
が
関
わ
る
た
め
衆
僧
の
喧
騒
の
原
因
に

な
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
た
め
に
維
那
が
関
わ
る
の
で
あ
る
。「
校

規
」
の
残
り
の
三
箇
所
は
謝
礼
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
叢
林
の
重
要

な
行
事
に
お
い
て
大
役
を
担
っ
た
衆
僧
に
対
し
、
維
那
が
感
謝
の
礼
を

述
べ
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
「
禅

規
」
の
一
〇
箇
所
は
、
維
那
に
衆
僧
の
調
和
を
薦
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
禅
規
」
の
巻
三
の
「
維
那
」
章
五
箇
所
（
厳
密
に
は
こ
の
五
箇

所
に
は
「
頭
首
の
請
解
」
や
「
掛
塔
」
に
関
わ
る
記
述
も
あ
る
が
、
総
じ
て
衆
僧
の

調
和
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
た
め
に
こ
こ
に
分
類
し
た
）、
巻
八
の
「
亀
鏡
文
」

四
箇
所
、
巻
一
〇
の
「
百
丈
規
縄
頌
」
の
一
箇
所
で
あ
る
。
例
え
ば
、

以
下
は
「
百
丈
規
縄
頌
」
の
箇
所
で
あ
る（
３
）。

或
は
号
を
仮
り
形
を
窃
ん
で
清
衆
に
混
じ
、
な
ら
び
に
別
に
喧
撓
の
事
を
致
す

こ
と
あ
ら
ば
、
す
な
わ
ち
堂
司
維
那
本
位
の
掛
搭
を
検
挙
し
抽
下
し
、
擯
し
て

院
を
出
さ
し
む
る
こ
と
は
清
衆
を
安
ん
ず
る
こ
と
を
貴
ぶ
な
り
。

　

こ
れ
ら
衆
僧
の
調
和
を
薦
め
る
内
容
の
記
述
は
「
校
規
」
に
は
見
ら

れ
な
い
。
こ
れ
は
「
禅
規
」
が
清
規
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
原
則
論
を

重
視
し
て
い
た
と
い
う
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
「
校
規
」

が
維
那
に
よ
る
衆
僧
の
調
和
の
役
割
を
軽
視
あ
る
い
は
無
視
し
て
い
た

と
言
う
よ
り
は
、「
校
規
」
の
「
異
同
を
参
究
し
て
作
っ
た
」
と
い
う
性

格
に
由
来
し
て
、
当
時
は
維
那
が
衆
僧
の
調
和
に
主
眼
を
置
い
た
役
職

で
あ
る
こ
と
は
ど
の
叢
林
で
も
例
外
な
く
重
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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②
「
校
規
」
に
な
る
と
「
禅
規
」
よ
り
行
礼
が
増
加
し
た
。

　

次
に
注
目
す
べ
き
は
、
拝
請
・
行
礼
の
数
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
校
規
」
で
は
「
禅
規
」
と
比
較
し
て
行
礼
が

増
加
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

　
「
禅
規
」
の
行
礼
一
例
は
冬
年
人
事
に
つ
い
て
の
箇
所
で
あ
り
、「
校

規
」
の
行
礼
一
七
箇
所
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
知
事
の
任
免
に
関
す
る

一
一
例
で
あ
る
。
叢
林
に
お
け
る
行
礼
の
や
り
方
や
目
的
に
つ
い
て
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
維
那
に
よ
る
頭
首
の
請
解
・
人
事
行

礼
・
法
要
に
お
け
る
拝
請
の
三
方
向
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
尚
、
頭
首

の
請
解
と
人
事
行
礼
に
つ
い
て
は
一
連
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
本
論
文
で
は
論
述
の
都
合
上
振
り
分
け
た
が
、
厳
密
に

は
区
分
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
単
純
な
用
例
数
の
比
較
以
上
に
分
類

を
横
断
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
頭
首
の
請
解
に
つ
い
て
だ
が
、「
禅
規
」
で
は
「
堂
頭
侍
者
・

聖
僧
侍
者
・
殿
主
・
堂
主
・
浄
頭
・
炉
頭
之
類
並
係
維
那
所
請
」（「
請

頭
首
」
章
）、「
院
中
諸
小
頭
首
、
如
堂
頭
侍
者
・
聖
僧
侍
者
・
延
寿
堂

主
・
炉
頭
・
衆
寮
寮
主
・
首
座
・
閣
主
・
殿
主
、
並
維
那
所
請
」（「
維

那
」
章
）
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
小
頭
首
に
は
維
那
に
任
免
の
権
限
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
校
規
」
で
は
新
た
に
立
僧
や
参
頭
・
寮
主
・

秉
払
人
の
指
名
・
拝
請
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
堂
司
も
堂
頭
侍
者

や
聖
僧
侍
者
・
楞
厳
頭
・
前
後
堂
・
都
司
の
拝
請
が
見
ら
れ
る
（
堂
司

の
こ
れ
ら
の
拝
請
は
、
行
礼
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、〔
表
二
〕
で
は
⑸
行
礼
に
分
類

し
て
あ
る
）。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
堂
司
は
「
校
規
」
で
は
堂
頭
侍
者
や

聖
僧
侍
者
な
ど
「
禅
規
」
で
定
め
ら
れ
た
役
職
の
任
免
の
他
に
、
前
後

堂
や
都
司
の
請
解
の
行
礼
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

人
事
に
つ
い
て
は
、「
禅
規
」
に
三
八
例
、「
校
規
」
に
七
二
例
見
え

る
が
、
そ
れ
ら
が
行
わ
れ
て
い
た
行
持
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

　
　
「
禅
規
」　　
　
　
　
　
　
「
校
規
」

　
　

結
夏
・
解
夏
・
冬
年
…
…
四
節

　
　

住
持
・
尊
宿
入
院　

…
…
住
持
入
院
・
尊
宿
遷
化

　
　

知
事
交
代　
　
　
　

…
…
進
退
両
班

　
　

装
包
・
掛
塔　
　
　

…
…
掛
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
楞
厳
頭

　
「
禅
規
」
と
「
校
規
」
の
分
類
の
上
下
は
お
お
よ
そ
同
じ
行
持
に
対

応
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、「
校
規
」
の
「
請
楞
厳

頭
」
を
除
い
て
は
、「
禅
規
」
と
「
校
規
」
で
ほ
ぼ
人
事
が
行
わ
れ
る
行

持
の
種
類
は
増
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
維
那
」
の
用
例
数
の
面

か
ら
見
て
も
、
行
礼
は
「
禅
規
」
で
二
例
、「
校
規
」
で
一
七
例
見
ら

れ
る
が
、
四
節
の
行
礼
に
「
禅
規
」
二
例
・「
校
規
」
二
例
、
知
事
の

交
代
に
「
校
規
」
一
二
例
、
参
頭
や
楞
厳
頭
の
拝
請
に
三
例
（
こ
の
三
例

に
つ
い
て
は
右
記
「
頭
首
の
請
解
」
と
区
別
が
難
し
い
部
分
で
あ
る
）
が
こ
れ
に

当
た
る
。
四
節
の
行
礼
は
解
結
に
際
し
て
衆
寮
に
お
け
る
煎
点
行
礼
が



「
禅
苑
清
規
」
と
「
校
定
清
規
」
の
比
較
（
角
田
）

七
六

定
め
ら
れ
て
お
り
、
細
か
い
違
い
は
あ
る
が
ほ
ぼ
同
様
の
行
礼
で
あ
る
。

知
事
の
交
代
に
つ
い
て
は
、
維
那
が
僧
堂
で
白
槌
し
な
が
ら
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、「
禅
規
」
で
は
白
槌
師
の
項
目
に
八
例
が
分
類
さ
れ

て
い
る
（
こ
れ
ら
の
比
較
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
行
う
）。
参
頭
や
楞
厳
頭
の
拝

請
に
つ
い
て
は
「
禅
規
」
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
に
増
え
た
行
礼

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
楞
厳
頭
は
楞
厳
会
が
「
禅
規
」
に
は
み
ら
れ
な

い
行
事
で
あ
る
た
め
、
参
頭
に
つ
い
て
は
「
禅
規
」
に
も
そ
の
役
職
は

見
ら
れ
る
が
、
維
那
が
指
名
・
交
代
に
関
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
う
ち
、
四
節
の
行
礼
の
複
雑
化
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
述

べ
る
と
し
て
、
知
事
の
交
代
に
つ
い
て
、
行
礼
の
変
化
を
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。「
禅
規
」
お
よ
び
「
校
規
」
に
お
け
る
知
事
の
任
免
に
つ
い

て
、
そ
の
差
定
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

○
「
禅
規
」（
巻
二
、
請
知
事
・
巻
三
、
下
知
事
）

　

・
請
知
事

　
　
　

知
事
選
出
法
〔
諮
聞
・
旧
知
事
告
退
・
顧
問
再
三
〕･･･

Ⓐ

　
　
　

知
事
拝
請
行
礼･･･

Ⓒ

　
　
　

知
事
着
任
の
拝･･･

Ⓓ

　
　
　

庫
堂
（
或
い
は
堂
司
に
て
）
拝
礼･･･

Ⓔ

　
　
　

巡
寮
・
点
茶
煎
湯･･･

Ⓕ

　
　
　

次
日
、
庫
司
特
為
置
食･･･

Ⓖ

　
　
　

次
日
、
住
持
堂
中
煎
点
〔
為
新
旧
知
事
〕･･･

Ⓗ

　
　
　
　
　
　

新
監
院
堂
中
煎
点
〔
為
首
座
大
衆
〕

　
　
　

次
日
、
庫
堂
（
或
い
は
堂
司
）
内
煎
点
〔
為
新
旧
知
事
〕･･･

Ⓘ

　

・
下
知
事

　
　
　

夜
間
、
入
方
丈
告
退･･･

Ⓐ

　
　
　

来
晨
粥
上
、
退
任
の
拝･･･

Ⓑ

　
　
　
　
　
　
　
　

新
知
事
着
任
の
拝･･･

Ⓓ

　
　
　

新
知
事
入
寮
・
散
堂･･･

Ⓔ

　
　
　

新
旧
知
事
巡
寮･･･

Ⓕ

　
　
　

本
寮
煎
点･･･

Ⓘ

　

○
「
校
規
」（
巻
上-

二
七
、
進
退
両
班
）

　
　
　

昏
鐘
鳴
、
旧
知
事
詣
方
丈
告
退
・
庫
司
に
て
点
湯･･･

Ⓐ

　
　
　

次
日
早
晨
粥
時
、
旧
知
事
退
任
の
拝
・
巡
堂･･･

Ⓑ

　
　
　

粥
罷
、
新
知
事
上
方
丈
喫
茶
・
拝
請
。
喫
湯
・
謝
湯･･･

Ⓒ

　
　
　
　
　
　

僧
堂
に
て
新
知
事
着
任
の
拝･･･

Ⓓ

　
　
　

庫
司
人
事
・
新
旧
交
代
・
新
旧
知
事
帰
寮･･･

Ⓔ

　
　
　

訖
っ
て
、
新
旧
知
事
上
方
丈
礼
謝
・
巡
寮･･･

Ⓕ

　
　
　

半
斎
時
、
方
丈
点
心
・
斎
時
、
草
飯･･･

Ⓖ

　
　
　

斎
後
参
前
、
就
方
丈
特
為
新
旧
湯
・
謝
湯･･･

Ⓗ

　
　
　
　
　
　
　
　

庫
司
特
為
湯･･･

Ⓘ

　
　
　
―
以
下
、
喫
茶
・
特
為
飯
等
。
叢
林
に
よ
っ
て
順
序
や
内
容
に
差
異
あ
り
―

　

右
の
差
定
を
見
る
と
、〔
告
退
→
拝
請
→
拝
礼
→
巡
寮
→
特
為
湯
〕

の
基
本
的
な
流
れ
は
変
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、「
禅
規
」
よ
り
も
「
校

規
」
の
方
が
多
く
の
行
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
方
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丈
で
行
わ
れ
る
行
持
は
、「
禅
規
」
で
は
旧
知
事
告
退
と
新
知
事
拝
請

の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
校
規
」
で
は
旧
知
事
告
退
・
新
知
事
拝

請
の
他
に
新
知
事
礼
謝
・
方
丈
点
心
お
よ
び
特
為
湯
と
多
岐
に
亘
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
禅
規
」
で
は
、
知
事
の
任
免
に
つ
い
て
「
茶
罷
っ
て

住
持
人
咨
聞
す
」
や
「
顧
問
再
三
」
と
あ
り
、
住
持
が
ま
ず
事
前
に
再

三
に
わ
た
っ
て
衆
意
を
問
う
て
い
た
が
、「
校
規
」
で
は
「
禅
規
」
の
よ

う
な
丁
寧
な
諮
問
は
行
わ
れ
ず
、
知
事
の
任
免
に
お
い
て
住
持
の
関

与
・
影
響
が
強
く
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。（
Ⓐ
お
よ
び
Ⓒ
参
照
）

　

さ
ら
に
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
旧
知
事
退
任
の
拝
お

よ
び
新
知
事
着
任
の
拝
に
お
け
る
白
槌
は
、「
禅
規
」
で
は
維
那
が
担
っ

て
い
る
が
、「
校
規
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
都
司
お
よ
び
侍
者
が
担
っ
て
お

り
、
白
槌
を
担
当
す
る
役
職
の
変
化
も
見
ら
れ
る
。

　

最
後
に
拝
請
の
増
加
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
尚
、
こ
の
節
で
言
う

「
拝
請
」
と
は
、
維
那
の
職
掌
の
う
ち
「
接
賓
に
お
け
る
諸
司
の
拝
請
・

解
罷
（〔
表
二
〕
の
⑵
接
賓
の
統
括
者
と
し
て
―
一
部
頭
首
の
請
罷
）」
と
は
区
別

さ
れ
、「
出
班
焼
香
等
の
法
要
に
お
け
る
拝
請
（〔
表
二
〕
の
⑸
拝
請
・
行
礼

―
法
要
等
で
の
拝
請
）」
を
指
す
も
の
と
す
る
。
維
那
の
用
例
数
の
う
ち
拝

請
に
係
る
も
の
は
、「
禅
規
」
で
は
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
た
沙
弥
受

戒
時
に
お
け
る
拝
請
の
わ
ず
か
一
箇
所
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、「
校
規
」

で
は
一
一
箇
所
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
訳
は
、
種
々
の
法

要
に
お
け
る
出
班
焼
香
に
係
る
拝
請
が
八
例
、
亡
僧
葬
送
儀
礼
に
お
け

る
法
事
人
拝
請
に
係
る
も
の
が
三
例
で
あ
る
。

　
「
校
規
」
に
お
け
る
出
班
焼
香
の
例
と
し
て
、
以
下
の
二
つ
を
挙
げ
る（
４
）。

　
〔
巻
下-

六
、
聖
節
啓
建
満
散
〕（
括
弧
内
割
注
、〔
註
〕（
４
）
も
同
様
）

住
持
、
升
座
し
罷
れ
ば
、
供
頭
、
僧
堂
前
の
鐘
を
斂
し
、
即
ち
大
鐘
を
鳴
ら

す
。
住
持
、
道
場
前
に
至
り
、
茶
湯
を
点
じ
畢
れ
ば
、
維
那
、
出
班
問
訊
す
。

住
持
、
焼
香
す
る
に
、
侍
者
、
香
合
を
捧
ぐ
。
次
に
首
座
都
寺
、
同
に
出
班
焼

香
す
。
次
に
西
堂
、
一
班
を
作
し
て
焼
香
す
。（
有
る
処
に
は
、
西
堂
、
首
座

の
前
に
在
り
て
出
班
す
。
或
い
は
謂
う
、
首
座
、
未
だ
出
世
せ
ざ
る
人
な
れ

ば
、
則
ち
西
堂
の
在
前
に
出
班
す
。
已
に
出
世
の
人
な
れ
ば
、
則
ち
西
堂
の
在

後
に
出
班
す
と
。）
次
に
東
西
の
班
、
両
両
焼
香
し
、
転
身
す
る
も
問
訊
せ
ず
。

住
持
大
衆
、
同
に
展
じ
て
三
拝
し
起
つ
。

　
〔
巻
下-

九
、
四
節
土
地
堂
念
誦
〕

知
事
、
預
め
焼
香
し
茶
湯
を
点
ず
。
板
鳴
り
、
衆
集
ま
る
。
住
持
、
仏
殿
を
出

れ
ば
、
庫
堂
前
の
板
を
鳴
ら
す
こ
と
三
下
し
て
、
即
ち
大
鐘
を
鳴
ら
す
。
住
持

至
り
、
焼
香
す
。
退
身
す
れ
ば
、
維
那
出
班
し
、
住
持
に
揖
し
て
焼
香
せ
し

む
。
次
に
両
班
に
揖
し
て
焼
香
せ
し
め
、
転
身
し
て
住
持
に
問
訊
す
。

　

こ
の
他
に
も
「
校
規
」
に
お
い
て
出
班
焼
香
が
行
わ
れ
る
法
要
と
し

て
は
、
亡
僧
龕
前
念
誦
・
祖
師
忌
辰
・
降
誕
会
・
達
磨
忌
・
告
香
・
請

立
僧
・
法
嗣
師
忌
辰
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
聖
節
か
ら
達
磨
忌
ま
で
は

維
那
が
住
持
お
よ
び
両
班
に
対
し
て
焼
香
を
拝
請
す
る
出
班
焼
香
が
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
告
香
・
請
立
僧
・
法
嗣
師
忌
辰
は
維
那
の
拝
請

が
な
い
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
う
ち
、「
禅
規
」
に
行
持
と
し
て
見
え
る

も
の
は
告
香
（「
禅
規
」
で
は
「
請
因
縁
」
章
）・
請
立
僧
・
聖
節
・
土
地
堂
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念
誦
・
亡
僧
龕
前
念
誦
が
あ
る
が
、
出
班
焼
香
が
行
わ
れ
る
も
の
は
告

香
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、「
禅
規
」
か
ら
「
校
規
」
に
か
け
て

は
法
要
の
種
類
が
多
く
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
法
要
の
中
身
も
―
少
な
く

と
も
清
規
の
規
定
上
は
―
新
た
に
出
班
焼
香
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
複

雑
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
よ
り
、
行
礼
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
は
さ
ほ
ど
増
え
て
は
い

な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
持
に
お
い
て
は
そ
の
作
法
が
複
雑
化
し

た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
複
雑
化
し
た
作
法
の
中
に
は
住
持
が
関

与
す
る
行
礼
が
多
く
あ
り
、
住
持
の
叢
林
に
対
す
る
関
与
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
複
雑
化
は
法
要
の
中
身
に
つ
い
て
も

言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
校
規
」
で
は
出
班
焼
香
の
拝

請
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

③�

堂
司
の
公
務
と
し
て
は
、「
禅
規
」
で
は
「
堂
の
責
任
者
と
し
て
」

の
公
務
が
中
心
だ
っ
た
が
、「
校
規
」
で
は
「
疏
等
の
準
備
」
が

中
心
と
な
っ
た
。

　

拙
稿
「「
禅
苑
清
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌
」（「
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
十
八
回
）」
所
収
、
二
〇
一
七
）
で
も
論
じ
た
が
、

無
著
道
忠
著
「
禅
林
象
器
箋
」
に
は
「
維
那
は
僧
堂
の
事
を
掌
る
。
其

の
居
る
所
は
堂
司
と
言
い
、
又
た
某
人
を
呼
び
て
堂
司
と
為
す
。
若
し

居
る
処
を
呼
び
て
堂
司
と
為
せ
ば
、
則
ち
維
那
寮
是
れ
な
り
」
と
あ
る

（
５
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
堂
司
」
と
い
う
言
葉
は
、
時
に
は
維
那
を
指

し
、
ま
た
時
に
は
維
那
寮
を
指
す
ら
し
い
。

　

堂
司
の
用
例
は
「
校
規
」
に
は
六
八
箇
所
見
え
る
が
、
こ
の
堂
司
の

う
ち
、
維
那
を
指
す
も
の
を
調
べ
て
み
る
と
、
三
〇
箇
所
が
こ
れ
に
あ

た
る
。（
他
に
は
「
堂
司
行
者
」
の
用
法
が
三
〇
箇
所
、
維
那
寮
を
指
す
用
法
が
八

箇
所
で
あ
る
。）
こ
れ
ら
を
見
比
べ
て
み
る
と
、「
禅
規
」
で
は
堂
司
の
公

務
は
「
掛
塔
」
の
部
分
と
「
堂
の
責
任
者
と
し
て
」
の
部
分
に
集
中
し

て
い
る
の
に
対
し
、「
校
規
」
で
は
「
掛
塔
」
の
部
分
は
依
然
と
し
て
多

い
な
が
ら
も
「
堂
の
責
任
者
と
し
て
」
の
部
分
は
減
り
、
代
わ
り
に

「
疏
等
の
準
備
」
の
部
分
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
細
か
く
見
て
い
こ
う
。「
禅
規
」
で
七
例
見
ら
れ
た
「
堂
の

責
任
者
と
し
て
」
の
公
務
は
、「
校
規
」
で
は
わ
ず
か
に
三
例
に
減
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
内
訳
を
よ
り
細
か
く
見
て
み
る
と
、「
禅
規
」
七
例
の

う
ち
三
例
が
僧
堂
に
お
け
る
銭
物
の
管
理
に
つ
い
て
、
二
例
が
睡
眠
時

に
お
け
る
僧
堂
内
の
管
理
に
つ
い
て
、
一
例
は
僧
堂
内
の
法
要
準
備
、

一
例
は
僧
堂
へ
の
集
衆
告
報
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
校
規
」
に
お

け
る
三
例
に
つ
い
て
は
、
新
住
持
任
命
時
に
お
け
る
参
随
の
送
迎
に
つ

い
て
が
一
例
、
僧
堂
内
に
お
け
る
鳴
ら
し
物
に
つ
い
て
が
一
例
、
洒
掃

に
つ
い
て
が
一
例
と
な
っ
て
い
る
。「
禅
規
」
に
お
け
る
七
例
の
う
ち
、

最
後
の
二
例
（
即
ち
僧
堂
内
の
法
要
準
備
と
僧
堂
へ
の
集
衆
告
報
）
は
「
校
規
」

で
は
分
類
の
変
化
で
⑷
疏
等
の
準
備
に
該
当
す
る
も
の
と
な
る
。
残
る

五
例
と
「
校
規
」
に
お
け
る
三
例
は
共
通
の
事
項
が
無
く
、
か
つ
用
例

数
の
単
純
な
比
較
も
で
き
な
い
が
、「
禅
規
」
で
は
僧
堂
に
お
け
る
日
常
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生
活
に
係
る
管
理
事
項
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
校
規
」
で
は
行

持
の
準
備
事
項
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
両

者
を
比
較
す
る
と
、
告
報
に
つ
い
て
興
味
深
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
④
で
述
べ
る
が
、
結
論
だ
け
言
え
ば
維
那
（
堂

司
も
含
む
）
に
よ
る
白
槌
鳴
鐘
を
中
心
と
し
た
告
報
か
ら
、
各
寮
の
行
者

に
よ
る
掛
牌
を
中
心
と
し
た
告
報
に
変
化
す
る
。

　

次
に
「
疏
等
の
準
備
」
の
公
務
に
つ
い
て
で
あ
る
。
禅
院
に
お
い
て

は
行
持
の
際
に
図
や
牌
、
牓
や
疏
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
用
意
を
す
る
役
割
で
あ
る
。「
禅
規
」
に
お
い
て
は
「
書
状
」
と
い
う

役
職
が
定
め
ら
れ
、「
書
状
の
職
は
山
門
の
書
疏
を
主
執
す
」「
院
門
の

大
牓
・
斎
会
の
疏
文
、
み
な
宜
し
く
精
心
に
製
撰
し
て
如
法
に
書
写
す

べ
し
」（
６
）と
あ
る
よ
う
に
、
疏
等
の
準
備
は
書
状
が
こ
れ
を
掌
っ
て
い

た
。「
校
規
」
に
な
る
と
「
書
状
」
の
職
は
そ
の
記
述
が
見
え
な
く
な

る
。
同
様
の
役
職
と
し
て
「
書
記
」
の
職
が
見
え
る
が
、
書
記
が
疏
の

準
備
を
す
る
の
は
聖
節
や
楞
厳
会
の
啓
建
や
満
散
に
限
ら
れ
て
お
り
、

更
に
は
「
如
し
書
記
無
け
れ
ば
、
則
ち
堂
司
の
存
す
る
所
を
用
う
」（
７
）

と
あ
る
よ
う
に
、
書
記
が
置
か
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

書
記
が
置
か
れ
な
い
場
合
は
堂
司
が
こ
れ
を
掌
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
堂
司
が
掌
る
疏
等
の
準
備
に
つ
い
て
は
、「
禅
規
」
で
は
用
例

が
結
夏
に
お
け
る
戒
臘
牌
の
準
備
に
つ
い
て
の
一
箇
所
に
留
ま
る
が
、

「
校
規
」
で
は
用
例
が
一
六
箇
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
疏
や
牓
の
書
写
が
六

例
、
楞
厳
会
や
聖
節
の
建
散
、
三
仏
忌
―
但
し
、
涅
槃
会
は
「
堂
司
」
で
は

な
く
「
維
那
」
と
な
っ
て
い
る
―
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
二
例
は
告
香

の
際
の
出
図
と
亡
僧
の
際
の
経
単
式
で
あ
り
、
こ
れ
も
疏
牓
の
書
写
と

類
似
の
例
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
二
例
は
僧
堂
に
お
け
る
法
要

の
準
備
で
あ
り
（
一
例
は
請
立
僧
、
一
例
は
聖
節
に
係
る
も
の
）、
こ
れ
ら
は
⑵

の
「
堂
の
責
任
者
」
に
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、「
法
要
の

準
備
」
と
い
う
観
点
か
ら
こ
ち
ら
に
分
類
し
た
。
残
る
六
例
は
掛
牌
に

係
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
の
告
報
と
類
似
の
例
と
見
ら
れ
る
た
め
、

こ
れ
も
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
禅
規
」
に
お
い
て
も
維
那
の
四
大
公
務
の
一
つ
と
し
て
「
念
誦
・
宣

疏
」
が
行
わ
れ
て
い
た
以
上
、
疏
や
牓
そ
の
も
の
は
「
禅
規
」
に
お
い

て
も
存
在
し
て
い
た
。「
禅
規
」
に
於
い
て
も
疏
や
牓
は
設
粥
や
堂
内
煎

点
、
請
尊
宿
や
看
蔵
経
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
禅

規
」
で
は
疏
を
書
写
す
る
の
は
書
状
、
宣
読
す
る
の
は
維
那
と
役
割
が

は
っ
き
り
と
決
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
が
「
校
規
」

で
は
、
堂
司
は
法
要
の
掛
牌
告
報
か
ら
疏
牓
の
準
備
、
堂
内
の
法
要
の

準
備
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
「
法
要
の
準
備
」
に
多
く
関
与
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、「
禅
規
」
で
は
⑵
堂
の
責
任
者
の
う
ち
に
二
例
と
⑸

牓
・
牌
に
関
し
て
に
一
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
法
要
の
準
備
」
が
、

「
校
規
」
で
は
⑷
疏
等
の
準
備
の
一
六
例
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

　

④
「
校
規
」
で
は
白
槌
告
報
が
減
っ
た
。
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白
槌
は
、
禅
院
に
お
い
て
僧
堂
ま
た
は
そ
の
他
の
場
所
で
諸
事
を
大

衆
に
告
報
す
る
際
に
行
わ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
全
山
に
知
ら
せ
る
べ

き
事
項
が
あ
っ
た
場
合
、
大
衆
が
僧
堂
等
に
集
ま
っ
た
際
に
白
槌
を
し

て
、
大
衆
に
告
報
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

左
表
を
見
れ
ば
分
か
る
と
お
り
、「
禅
規
」
で
は
維
那
の
白
槌
師
と
し

て
の
職
掌
が
用
例
数
的
に
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
、

「
校
規
」
で
は
維
那
の
白
槌
師
と
し
て
の
職
掌
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
先
述
の
通
り
、
白
槌
は
告
衆
と
し
て
の
機
能
が
あ
り
、
維
那
の
白

　

以
上
を
見
る
と
、
白
槌
の
他
に
も
鳴
鐘
や
掛
牌
、
打
鼓
打
版
と
い
っ

た
方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
限
ら
れ
た
用
例
を
見
た

だ
け
で
も
「
校
規
」
に
な
る
と
大
衆
へ
の
告
報
は
掛
牌
に
よ
る
も
の
が

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
白
槌
が
「
禅
規
」
と
「
校
規
」
で
ど
の
よ
う
な
時
に
為
さ
れ
て

槌
師
と
し
て
の
職
掌
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
告
報
手

段
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
以
下
詳

細
に
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ず
は
告
報
に
ど
の
よ
う
な
手
段
が
あ
っ
た
の
か
を
見
て
み
る
。「
禅

規
」
お
よ
び
「
校
規
」
に
お
け
る
「
告
衆
」
あ
る
い
は
「
報
衆
」
と
い

う
用
例
を
探
す
と
、「
禅
規
」
で
「
告
衆
」
四
例
、「
報
衆
」
二
例
、

「
校
規
」
で
「
報
衆
」
六
例
が
見
ら
れ
る
。

い
た
の
か
を
見
て
み
る
。「
槌
」
の
用
例
は
「
禅
規
」
で
四
九
箇
所
、

「
校
規
」
で
一
九
箇
所
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

　
　
「
禅
規
」（
計
六
例
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
校
規
」（
計
六
例
）

　
　
　
　
〔
方
法
〕　　
　
〔
状
況
〕　　
〔
担
当
〕　　
　
　
　
〔
方
法
〕　　
　
〔
状
況
〕　　
　
　
〔
担
当
〕

　
　
　

・
告
衆
鳴
鐘　
　

請
知
事　
　

維
那　
　
　
　
　

・
掛
牌
報
衆　
　

新
住
持
入
院　
　

堂
司
行
者

　
　
　

・
粥
罷
白
槌　
　

下
知
事　
　

維
那　
　
　
　
　

・
堂
前
鐘
鳴　
　

住
持
出
入　
　
　

住
持
行
者  

　
　
　

・
掛
牌　
　
　
　

唱
衣　
　
　

記
述
な
し　
　
　

・
掛
牌
（
事
前
）
諸
山
尊
宿
相
見　

記
述
な
し  

　
　
　

・
告
衆
鳴
鐘　
　

亡
僧
龕
前　

堂
司　
　
　
　
　
　

斂
鐘
（
事
後
）

　
　
　

・
版
三
下　
　
　

首
座
坐
堂　

堂
司
行
者　
　
　

・
報
衆
掛
牌　
　

土
地
堂
念
誦　
　

堂
司
行
者  

　
　
　

・
打
鼓　
　
　
　

化
主　
　
　

堂
司　
　
　
　
　

・
掛
牌
報
衆　
　

請
秉
払
人　
　
　

茶
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
掛
牌
報
衆　
　

達
磨
忌
（
同
仏
忌
）
堂
司
行
者
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こ
れ
ら
を
見
る
に
、
僧
堂
飯
台
に
つ
い
て
は
、「
禅
規
」
で
計
二
五
例

見
ら
れ
た
も
の
が
、「
校
規
」
に
お
い
て
は
維
那
念
仏
の
一
例
を
含
め
た

と
し
て
も
三
例
が
見
ら
れ
る
に
留
ま
り
、
そ
の
用
例
数
で
は
大
き
く

減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
僧
堂
で
飯
台
を
取
る
行
持
は
―
一
部
で
は
場
所

の
変
化
も
見
ら
れ
る
に
せ
よ
―
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
僧
堂
飯
台
が

「
禅
規
」
の
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
の
に
「
校
規
」
の
時
代
に
は
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
用
例
数
の
減
少

は
「
異
同
を
参
究
し
て
作
っ
た
」
と
い
う
「
校
規
」
の
性
格
が
原
因
で

あ
っ
て
、
僧
堂
で
の
飯
台
は
多
く
の
禅
院
で
同
じ
よ
う
な
作
法
に
よ
っ

て
遍
く
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

知
事
の
請
罷
に
つ
い
て
は
、「
禅
規
」
で
は
七
例
、「
校
規
」
で
は
六

例
と
用
例
数
に
お
い
て
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
が
、
白
槌
の
担

当
者
が
維
那
か
ら
都
司
お
よ
び
侍
者
に
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
両

者
に
お
け
る
大
き
な
変
化
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

亡
僧
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
も
用
例
数
も
特
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

上
堂
に
つ
い
て
は
、「
禅
規
」
よ
り
も
「
校
規
」
の
方
が
、
規
定
が

複
雑
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。「
禅
規
」
に
お
い
て
は
、「
上

堂
」
と
は
す
な
わ
ち
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
如
常
の
上
堂
の
こ
と
を

指
し
、
巻
二
に
あ
る
上
堂
章
も
公
界
の
上
堂（
８
）（
即
ち
如
常
の
上
堂
）
に

つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
禅
規
」
に
開
堂
や
聖
節
の
上
堂

に
つ
い
て
の
記
述
が
全
く
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
も

個
別
の
細
か
い
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
「
校
規
」
に
な
る
と
巻

下
に
「
聖
節
啓
建
満
散
」
や
「
新
住
持
入
院
」
と
い
っ
た
章
が
見
ら

れ
、
聖
節
の
法
要
や
新
住
持
の
晋
山
に
お
い
て
細
か
い
規
定
が
な
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
上
堂
の
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

　
　

○
「
禅
規
」（
計
四
九
例
）　　
　
　
　
　
　

／　

○
「
校
規
」（
計
一
九
例
）

　
　
　
　
〔
状
況
〕　　
〔
担
当
〕　　
〔
用
例
数
〕　　
　

〔
状
況
〕　

〔
担
当
〕　　
　
〔
用
例
数
〕

　
　
　

・
僧
堂
飯
台　

維
那　
　
　

二
三　
　

→　
　
　
　
　
　
　

維
那　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
語
な
し　

二　
　
　

→　
　
　
　
　
　
　

主
語
な
し　
　
　

三

　
　
　

・
請
罷
知
事　

維
那　
　
　

七　
　
　

→　
　
　
　
　
　
　

都
司
・
侍
者　
　

五

　
　
　

・
亡
僧　
　
　

維
那　
　
　

三　
　
　

→　
　
　
　
　
　
　

維
那　
　
　
　
　

四

　
　
　

・
上
堂　
　
　

主
語
な
し　

三　
　
　

→　

聖
節
上
堂　
　

維
那　
　
　
　
　

五

　
　
　

・
そ
の
他　
　

維
那　
　
　

一
一　
　
　
　

開
堂
上
堂　
　

主
語
な
し　
　
　

二

　
　
　
　
（
白
槌
法
な
ど
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
参
上
堂　
　
（
白
槌
し
な
い
）
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の
章
以
外
の
部
分
で
も
「
或
い
は
聖
節
内
に
遇
え
ば
、
白
槌
す
べ
か
ら

ず
。」
と
い
っ
た
規
定
も
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
一
一
箇
所
は
全
山
大
衆
出
入
に
つ
い
て
が
三
箇
所
、

維
那
の
白
槌
法
に
つ
い
て
が
八
箇
所
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
「
禅
規
」
に

お
い
て
数
多
く
記
述
さ
れ
、「
校
規
」
に
お
い
て
記
述
が
見
ら
れ
な
い
の

は
、「
禅
苑
清
規
」
が
清
規
の
原
則
論
を
重
視
し
、「
校
定
清
規
」
は
そ

の
時
代
の
異
同
を
以
て
比
較
し
て
詳
細
に
整
備
し
た
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

の
清
規
上
の
性
格
が
主
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
は
、
知
事
の
請
罷
の
時
に
担
当
が
維
那
か
ら
都
司
や
侍

者
に
変
化
し
た
以
外
に
は
―
上
堂
に
お
い
て
上
堂
の
規
定
が
複
雑
化
し
た
こ
と

は
あ
っ
た
に
せ
よ
―
告
報
の
シ
ス
テ
ム
は
変
化
し
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

見
え
る
。
で
は
、「
禅
規
」
か
ら
「
校
規
」
に
至
っ
て
、
禅
院
の
告
報

シ
ス
テ
ム
が
全
く
変
化
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、「
校
規
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
行
持
に
た
い
す
る
規
定
が
細
か

く
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
禅
規
」
に
は
多
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
白
槌
以

外
の
告
報
手
段
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
白
槌
以
外
の
主
な
告
報
手
段
が
掛

牌
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

掛
牌
に
つ
い
て
、「
禅
規
」
と
「
校
規
」
を
詳
細
に
比
較
し
て
み
よ

う
。「
掛
牌
」（「
校
規
」
で
は
「
挂
牌
」）
の
用
例
数
は
「
禅
規
」
で
三
例
、

「
校
規
」
で
二
四
例
で
あ
る
。
用
例
数
だ
け
を
見
て
も
、「
禅
規
」
か
ら

「
校
規
」
に
か
け
て
掛
牌
に
よ
る
告
報
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

よ
り
詳
細
に
見
て
み
る
と
、「
禅
規
」
に
お
け
る
三
例
は
、
三
八
念
誦
に

つ
い
て
堂
司
行
者
に
よ
る
も
の
が
一
例
、
亡
僧
の
唱
衣
に
つ
い
て
主
語

な
し
（
お
そ
ら
く
堂
司
維
那
か
）
が
一
例
、
接
官
に
つ
い
て
主
語
不
明
が
一

例
で
あ
る
。
一
方
、「
校
規
」
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
別
に
分
類
す
る

と
、
堂
司
お
よ
び
維
那
が
計
一
〇
例
、
堂
司
行
者
が
四
例
、
住
持
行
者

が
五
例
、
茶
頭
ま
た
は
茶
頭
行
者
が
三
例
、
客
頭
が
一
例
、
そ
の
他
不

明
が
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
堂
司
お

よ
び
維
那
が
担
当
す
る
場
合
は
、
聖
節
や
楞
厳
会
の
建
散
あ
る
い
は
住

持
や
そ
の
他
の
僧
侶
が
送
亡
し
た
場
合
、
堂
司
行
者
が
担
当
す
る
場
合

は
三
仏
忌
や
三
八
念
誦
や
土
地
堂
諷
経
な
ど
の
行
持
、
住
持
行
者
ま
た

は
茶
頭
・
茶
頭
行
者
が
担
当
す
る
場
合
は
住
持
の
上
堂
や
入
室
に
係
る

も
の
、
客
頭
が
担
当
す
る
場
合
は
専
使
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ

の
場
合
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
が
担
う
公
務
に
係
る
掛
牌
を
そ
の
役

職
（
あ
る
い
は
そ
の
行
者
）
が
行
っ
て
お
り
、
掛
牌
を
担
う
特
定
の
役
職
が

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
各
部
署
ご
と
に
掛
牌
に
よ
る
告
報
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
に
検
討
し
た
告
報
手
段
を
、
い
く
つ
か
の
行
持
に
つ
い
て
比
較

検
討
し
て
み
る
。
例
え
ば
亡
僧
に
つ
い
て
は
、「
禅
規
」
で
は
龕
前
念
誦

の
前
に
維
那
が
当
日
粥
罷
に
白
槌
に
て
告
報
す
る
の
み
で
あ
る
が
、「
校

規
」
に
な
る
と
、
龕
前
念
誦
の
日
の
斎
罷
に
堂
司
行
者
が
掛
牌
、
挙
龕

念
誦
の
早
晨
に
維
那
が
白
槌
、
涅
槃
台
念
誦
の
事
前
に
斎
罷
掛
牌
、
唱

衣
の
前
に
堂
司
が
掛
牌
と
告
報
回
数
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
「
禅
規
」

で
は
亡
僧
葬
送
を
一
日
で
入
龕
か
ら
荼
毘
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
の
に
対
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し
、「
校
規
」
で
は
入
龕
、
起
龕
、
荼
毘
と
日
を
変
え
て
行
う
と
い
う
行

持
差
定
の
変
更
に
由
来
す
る
。
こ
の
よ
う
に
行
持
自
体
が
複
雑
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
告
報
が
増
え
た
も
の
や
、
他
に
は
例
え
ば
新
住
持
の
入

院
や
仏
忌
や
祖
師
忌
の
よ
う
な
「
禅
規
」
に
は
規
定
の
見
ら
れ
な
か
っ

た
行
持
が
「
校
規
」
に
至
っ
て
規
定
さ
れ
た
と
い
う
理
由
に
よ
り
増
加

し
た
告
報
が
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
告
報
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
禅

規
」
か
ら
「
校
規
」
に
時
代
が
下
る
と
行
持
規
定
自
体
が
複
雑
に
な

り
、
そ
れ
に
伴
い
告
報
の
回
数
や
種
類
が
増
え
た
。
回
数
や
種
類
の
変

化
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
四
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、「
禅
規
」
と
「
校
規
」
の
間
に
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、「
校
規
」
の
清
規
の
性
格
上
、
記
述
が
見
ら
れ
な
く
な
る
行

持
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
僧
堂
飯
台
に
つ
い
て
の
記
述
が
こ
れ
に
あ

た
る
。
次
に
、
行
持
自
体
は
変
化
が
な
く
て
も
、
告
報
方
法
が
変
化
し

た
も
の
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
知
事
の
請
罷
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

告
報
の
担
当
が
維
那
か
ら
都
司
や
侍
者
に
変
化
し
た
。
あ
る
い
は
、「
禅

規
」
か
ら
「
校
規
」
に
な
る
に
至
っ
て
、
祝
聖
や
楞
厳
会
の
建
散
ま
た

は
新
住
持
の
晋
山
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
特
別
行
持
に
つ
い
て
の
規
定
が
増

え
る
に
つ
き
、
新
た
に
告
報
の
必
要
が
生
じ
た
部
分
が
あ
る
。
こ
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
告
報
の
中
心
的
手
段
で
あ
っ
た
維
那
の
白
槌

に
よ
る
告
報
で
は
な
く
、
各
寮
行
者
が
掛
牌
に
よ
り
告
報
を
行
う
こ
と

が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
行
持
の
名
称
自
体
に
変
化
は
な
い

の
だ
が
、
行
持
の
中
身
が
複
雑
に
な
っ
た
場
合
が
あ
り
、
上
堂
や
亡
僧

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
場
合
は
、
変
化
の
形
態
は
様
々
だ
が
、
新
た

に
増
え
た
部
分
に
つ
い
て
は
掛
牌
に
よ
る
告
報
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
ま
と
め

　

本
論
文
で
は
「
禅
規
」
と
「
校
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌
を
調
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
清
規
に
お
け
る
相
違
あ
る
い
は
変
化
を
考
察
し

た
。
そ
の
結
果
、
両
清
規
に
お
い
て
維
那
の
職
掌
に
変
化
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
両
清
規
間
の
時
代
の
経
過
に

よ
る
叢
林
の
変
化
ま
で
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
序
文
よ
り
「
禅
規
」
と
「
校
規
」
の
比
較
を
行
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、「
禅
規
」
お
よ
び
「
校
規
」
の
以
下
の
性
格
が
確
認
さ
れ
た
。

　

・�「
禅
規
」
は
清
規
の
原
則
論
を
重
視
し
て
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
原

則
論
と
は
、
す
な
わ
ち
、
叢
林
に
は
本
来
無
一
物
と
い
え
ど
も
規

則
が
必
要
な
点
、
そ
し
て
そ
の
規
則
は
必
要
最
低
限
の
も
の
に
と

ど
め
た
点
、
の
二
点
で
あ
る
。

　

・�

一
方
、「
校
規
」
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
べ
き
と
い
う
清
規

の
性
格
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
で
は
各
所
に
よ
っ
て
そ
の
異
同
が

生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
異
同
を
参
究
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

た
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
禅
規
」
も
「
校
規
」
も
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ら
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の
原
則
に
従
っ
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
性
格
を
踏
ま
え
た
上

で
そ
の
中
身
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

  

次
に
「
禅
規
」
と
「
校
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌
を
比
較
し
、
以

下
の
仮
説
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
。
こ
こ
で

は
仮
説
は
省
略
し
て
結
論
の
み
述
べ
る
。

　

①�

「
禅
規
」
は
維
那
の
悦
衆
（
特
に
衆
僧
の
調
和
）
と
し
て
の
役
割
が
強

調
さ
れ
て
記
述
量
も
多
か
っ
た
が
、「
校
規
」
に
な
る
と
悦
衆
と
し

て
の
役
割
の
部
分
は
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

→�

こ
れ
は
「
禅
規
」
が
清
規
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
原
則
論
を
重
視

し
て
い
た
と
い
う
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
「
校
規
」

が
維
那
に
よ
る
衆
僧
の
調
和
の
役
割
を
軽
視
あ
る
い
は
無
視
し
て

い
た
と
言
う
よ
り
は
、「
校
規
」
の
「
異
同
を
参
究
し
て
作
っ
た
」

と
い
う
性
格
に
由
来
し
て
、
当
時
は
維
那
が
衆
僧
の
調
和
に
主
眼

を
置
い
た
役
職
で
あ
る
こ
と
は
ど
の
叢
林
で
も
例
外
な
く
重
視
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

②�

「
校
規
」
は
「
禅
規
」
に
比
べ
て
行
礼
お
よ
び
法
要
の
内
容
が
複

雑
化
し
た
。

　

→�

行
礼
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
は
微
増
に
と
ど
ま
る
一
方
、
そ
れ

ぞ
れ
の
行
持
に
お
い
て
は
そ
の
作
法
が
複
雑
化
し
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
そ
の
複
雑
化
し
た
作
法
の
中
に
は
住
持
が
関
与
す
る
行

礼
が
多
く
あ
り
、
住
持
の
叢
林
に
対
す
る
関
与
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
複
雑
化
は
法
要
の
中
身
に
つ
い
て
も

言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
校
規
」
で
は
出
班
焼
香

の
拝
請
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

③�

堂
司
の
公
務
と
し
て
は
、「
禅
規
」
で
は
「
堂
の
責
任
者
と
し
て
」

の
公
務
が
中
心
だ
っ
た
が
、「
校
規
」
で
は
「
疏
等
の
準
備
」
が

中
心
と
な
っ
た
。

　

→�

堂
司
の
公
務
に
つ
い
て
、「
禅
規
」
で
は
主
に
「
掛
塔
」
と
「
堂

の
責
任
者
と
し
て
」
の
二
つ
が
あ
っ
た
が
、「
校
規
」
に
な
る
と

「
掛
塔
」
に
係
る
記
述
は
依
然
と
し
て
多
く
残
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
「
堂
の
責
任
者
と
し
て
」
の
記
述
数
は
や
や
減
っ
て
い
る
。
こ

の
減
少
に
つ
い
て
は
単
純
に
公
務
が
減
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

く
、「
禅
規
」
で
は
「
銭
物
を
管
理
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
堂
の

日
常
生
活
の
管
理
に
係
る
部
分
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

「
校
規
」
で
は
堂
内
の
法
要
行
持
に
係
る
部
分
が
記
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
校
規
」
で
は
「
堂
の
責
任
者
と
し
て
」
の
公
務
に

つ
い
て
記
述
の
重
複
が
避
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
校
規
」
に
な
る
と
、
堂
司
と
し
て
の
公
務
に
新
た
に
「
疏

等
の
準
備
」
と
い
う
も
の
も
加
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
「
疏
等
の
準

備
」
に
つ
い
て
は
、「
禅
規
」
で
は
主
と
し
て
書
状
が
そ
の
任
に
あ

た
っ
て
い
た
が
、「
校
規
」
に
な
る
と
堂
司
（
一
部
に
は
書
記
）
に
そ

の
任
が
移
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
校
規
」
に
な

り
、
堂
司
は
堂
内
の
法
要
に
つ
い
て
、
掛
牌
告
報
か
ら
堂
内
の
準

備
や
疏
等
の
準
備
と
、
そ
の
公
務
が
大
幅
に
増
加
し
た
と
言
う
こ
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と
が
で
き
る
。

　

④�
「
校
規
」
で
は
従
来
の
白
槌
告
報
の
他
に
、
新
た
な
掛
牌
で
の
告

報
が
増
え
た
。

　

→�

大
衆
へ
の
告
報
の
仕
方
は
様
々
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
白

槌
に
よ
る
告
報
で
あ
る
。「
禅
規
」
で
は
僧
堂
飯
台
時
以
外
に
も

知
事
の
請
罷
や
上
堂
、
亡
僧
、
全
衆
出
入
時
な
ど
に
白
槌
が
な
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
白
槌
に
つ
い
て
は
主
に
維
那
が
担
っ
て
い
た
。「
校

規
」
に
な
る
と
僧
堂
飯
台
や
亡
僧
に
つ
い
て
は
維
那
に
よ
る
白
槌

が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
知
事
の
請
罷
に
お
け
る
告
報
は
都
司
や

侍
者
に
担
当
者
が
変
化
し
た
。
ま
た
、
上
堂
に
つ
い
て
は
、
聖
節

上
堂
に
つ
い
て
は
維
那
が
白
槌
し
て
告
報
す
る
が
、
恒
例
の
五
参

上
堂
に
つ
い
て
は
白
槌
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。「
禅
規
」
で
は
維

那
堂
司
に
よ
る
白
槌
を
中
心
と
し
た
告
報
手
段
で
あ
っ
た
が
、「
校

規
」
に
な
っ
て
新
た
に
増
加
し
た
告
報
に
つ
い
て
は
、
各
寮
行
者

に
よ
る
掛
牌
が
中
心
と
な
っ
た
。

〔
表
一
〕「
禅
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌（
９
）

大
区
分

小
区
分

維
那

堂
司

⑴
悦
衆
と
し
て

衆
僧
の
調
和

一
四

一

諸
司
の
管
理

四

二

掛
塔

二
一

六

⑵
接
賓
の
統
括
者

と
し
て

一
部
頭
首
の
請
解

六

一

堂
の
責
任
者

九

七

⑶
白
槌
師

二※
２

二

〇

⑷
念
誦
・
宣
疏

一
九

〇

⑸
そ
の
他

牓※
３

・
牌
に
関
し
て

二

一

監
院
の
代
理 

二※
４

〇

一
役
寮
と
し
て

四

〇

そ
の
他

三

〇

※
１
・
上
段
：
維
那
の
用
例
、
計
一
〇
六
。
下
段
：
堂
司
の
用
例
、
計
一
八
。

　

２
・
う
ち
八
例
は
知
事
の
任
免
に
関
す
る
も
の
で
左〔
表
二
〕で「
⑸
行
礼
」に
分
類
。

　
３
・
左
〔
表
二
〕
で
「
⑷
疏
等
の
準
備
」
に
分
類
。

　

４
・
う
ち
一
例
は
人
事
行
礼
に
関
す
る
も
の
で
左〔
表
二
〕で「
⑸
行
礼
」に
分
類
。
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〔
表
二
〕「
校
規
」
に
お
け
る
維
那
の
職
掌

大
区
分

小
区
分

維
那

堂
司

⑴
悦
衆
と
し
て

衆
僧
の
調
和

一

〇

諸
司
の
管
理

三

〇

掛
塔

一
四

四

⑵
接
賓
の
統
括
者

と
し
て

一
部
頭
首
の
請
解

一
一

一

堂
の
責
任
者

〇

三

⑶
白
槌
師

二

〇

⑷
念
誦
・
宣
疏
等

念
誦

一
一

〇

宣
疏

一
〇

〇

挙
経
・
回
向

一
一

〇

疏
等
の
準
備

六

一※
２

六

⑸
拝
請
・
行
礼

行
礼

一
七

六

法
要
等
で
の
拝
請

一※
３

一

〇

⑹
そ
の
他

そ
の
他

三※
４

〇

※
１
・
上
段
：
維
那
の
用
例
、
計
一
〇
〇
。
下
段
：
堂
司
の
用
例
、
計
三
〇
。

　

２
・
う
ち
六
例
は
掛
牌
告
報
。

　

３
・
出
班
焼
香
八
例
を
含
む
。

　

４
・
住
持
涅
槃
に
係
る
も
の
二
例
、
亡
僧
に
係
る
も
の
一
例
。

〔
註
〕

（
1
）『
禅
苑
清
規
』
二
頁

（
2
）〔
続
蔵
〕
第
六
三
冊
五
九
二
頁

　
　

藂
林
規
範
、
百
丈
大
智
禅
師
已
詳
。
但
時
代
寝
遠
。
後
人
有
従
簡

便
、
遂
至
循
習
。
雖
諸
方
或
有
不
同
、
然
亦
未
嘗
違
其
大
節
也
。
余

処
衆
時
、
往
往
見
朋
輩
抄
録
藂
林
日
用
清
規
、
互
有
虧

。
後
因
暇

日
、
悉
仮
諸
本
。
参
其
異
、
存
其
同
、
而
会
焉
。
親
手
繕
写
、
頗
為

詳
備
。
目
曰
、
藂
林
校
定
清
規
総
要
。
厘
為
上
下
巻
、
庶
便
観
覧
。

吾
氏
之
有
清
規
、
猶
儒
家
之
有
礼
経
。
礼
者
従
宜
、
因
時
損
益
。
此

書
之
所
以
継
大
智
而
作
也
。
是
皆
前
輩
宿
徳
、
先
後
共
相
講
究
紀

録
。
愚
不
敢
私
以
所
聞
所
見
、
而
増
減
之
如
前
。
所
謂
、
参
其
異
、

存
其
同
、
而
会
焉
爾
耳
。
観
者
幸
勿
病
諸
。
咸
淳
十
年
甲
戌
歲
。
結

制
前
二
日
。
后
湖
比
丘
惟
勉
書
于
寄
玩
軒
。

（
3
）『
禅
苑
清
規
』
三
四
九
頁

（
4
）〔
続
蔵
〕
第
六
三
冊
六
〇
九
～
六
一
〇
頁

　
〔
巻
下-

六
、
聖
節
啓
建
満
散
〕

　

住
持
升
座
罷
、
供
頭
斂
僧
堂
前
鐘
、
即
鳴
大
鐘
。
住
持
至
道
場
前
、

点
茶
湯
畢
、
維
那
出
班
問
訊
。
住
持
焼
香
、
侍
者
捧
香
合
。
次
首
座

都
寺
、
同
出
班
焼
香
。
次
西
堂
、
作
一
班
焼
香
。（
有
処
、
西
堂
在

首
座
前
出
班
。
或
謂
、
首
座
未
出
世
人
、
則
西
堂
在
前
出
班
。
已
出

世
人
、
則
西
堂
在
後
出
班
。）
次
東
西
班
、
両
両
焼
香
、
転
身
不
問
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訊
。
住
持
大
衆
、
同
展
三
拝
起
。

　
〔
巻
下-

九
、
四
節
土
地
堂
念
誦
〕

　

知
事
預
焼
香
点
茶
湯
。
板
鳴
、
衆
集
。
住
持
出
仏
殿
、
鳴
庫
堂
前
板

三
下
、
即
鳴
大
鐘
。
住
持
至
、
焼
香
。
退
身
、
維
那
出
班
、
揖
住
持

焼
香
。
次
揖
両
班
焼
香
、
転
身
問
訊
住
持
。

（
5
）『
禅
林
象
器
箋
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
九
）
三
〇
七
頁

　

維
那
掌
僧
堂
事
。
其
所
居
言
堂
司
、
又
呼
某
人
為
堂
司
。
若
呼
居
処

為
堂
司
、
則
維
那
寮
是
也
。

（
6
）『
禅
苑
清
規
』
一
二
八
頁

（
7
）〔
続
蔵
〕
第
六
三
冊
六
一
〇
頁

　

如
無
書
記
、
則
用
堂
司
所
存
。

（
8
）『
禅
苑
清
規
』
七
二
頁

（
9
）「
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
十
八
回
）」

一
二
一
頁
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八
九

一
、
本
稿
の
概
要

　

本
稿
は
、
拙
稿
「
太
容
梵
清
に
関
す
る
研
究
の
現
況
と
課
題
」（『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
十
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
。
以
下
、

「
印
仏
論
文
」）・「
太
容
梵
清
に
関
す
る
諸
史
料
に
つ
い
て
」（『
曹
洞
宗
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
第
十
九
回
、
二
〇
一
八
年
刊
行
予
定
。

以
下
、「
総
研
論
文
」）
の
資
料
編
の
位
置
づ
け
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ら
二
論
文
で
検
討
し
た
、
太
容
梵
清
（
一
三
七
八
～
一
四
三
九
頃
）
に

関
係
す
る
諸
史
料
の
内
、
副
題
で
示
し
た
四
点
の
史
料
の
写
真
・
翻
刻

文
を
掲
載
す
る
。
本
稿
は
三
段
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て

説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
総
研
論
文
」
で
引
用
し
た
「
玉
宝
山
龍
穏
寺
略
記
」（『
龍

穏
寺
略
記
』
所
収
）、
及
び
両
者
で
言
及
し
た
『
梵
清
請
益
録
』
の
翻
刻

文
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
共
に
部
分
的
な
引
用
、
あ
る
い
は
存
在

を
示
唆
す
る
に
留
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
玉
宝
山
龍
穏
寺
略
記
」
は
、

大
龍
栄
樹
（
一
五
〇
八
～
一
五
八
八
）
撰
述
史
料
を
元
に
、
龍
穏
寺
の

成
立
時
期
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
龍
の
略
伝
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
大
龍
撰
『
敲
門
瓦
集
』（
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
、
請
求

記
号
：
余
大
四
四
九
九
）
に
も
関
連
す
る
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
の

研
究
に
お
い
て
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
当
山
一
派
記
」
及
び
『
龍
穏
寺
略
記
』
の
収
録
史
料
を
、

そ
の
目
録
と
い
う
形
で
紹
介
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
で
言
及
し
た
が
、

両
書
は
共
に
、
竹
貫
元
勝
氏
が
「
園
部
藩
に
お
け
る
禅
宗
の
展
開
」

（『
日
本
禅
宗
史
研
究
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
一
月
。
以
下
、『
竹
貫

書
』）
に
お
い
て
、
引
用
及
び
部
分
的
に
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
、
ど
の
部
分
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
も
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
梵
清
の
署
名
・
花
押
が
記
さ
れ
て
い
る
、「
總
持
寺
門
徒

連
署
契
状
」
及
び
「
当
山
一
派
記
」
の
梵
清
の
花
押
が
記
さ
れ
て
い
る

丁
の
全
体
写
真
を
掲
載
す
る
。
こ
れ
ら
は
、「
総
研
論
文
」
に
も
花
押

部
分
の
み
の
写
真
を
掲
載
し
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の
全
体
を
掲
載
す
る
。

　

こ
の
内
、『
梵
清
請
益
録
』
以
外
の
三
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
総

研
論
文
」
で
そ
の
記
載
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら

太
容
梵
清
関
係
史
料

―
總
持
寺
門
徒
連
署
契
状
・
当
山
一
派
記
・
梵
清
請
益
録
・
玉
宝
山
龍
穏
寺
略
記

―

秋
　
津
　
秀
　
彰

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
一
号　

二
〇
一
八
年
三
月



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

九
〇

に
譲
り
た
い
。
本
稿
で
は
、『
梵
清
請
益
録
』
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
き

た
い
。

二
、『
梵
清
請
益
録
』
の
概
要

　
『
梵
清
請
益
録
』
を
初
め
て
引
用
・
紹
介
し
た
の
は
、
河
村
孝
道
氏

で
あ
る
。
河
村
氏
は
『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九

八
七
年
二
月
）
に
お
い
て
、
本
書
の
一
丁
表
（
本
稿
翻
刻
文
参
照
）
を
引

用
し
、「
梵
清
は
請
益
の
例
と
し
て
、
道
元
禅
師
が
三
百
則
『
正
法
眼

蔵
』
を
一
六
請
益
に
行
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
」（
九
〇
頁
）

と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
河
村
氏
は
「
松
ヶ
岡
文
庫
蔵
『
拈
評
三
百

則
方
語
解
』
管
見
」（『
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
第
三
号
、
一
九
八
九
年

二
月
）
に
お
い
て
、
本
書
の
成
立
時
期
を
「
一
三
九
五
～
一
四
二
二

頃
」
と
推
定
し
て
い
る
（
八
六
頁
）。
こ
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
特
に

「
印
仏
論
文
」
で
検
討
し
た
梵
清
の
略
伝
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
梵
清
一

八
～
四
五
歳
頃
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
や
や
早
期
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ

る
。
筆
者
は
、
上
限
は
も
う
少
し
引
き
下
げ
て
、
少
な
く
と
も
補
巌
寺

（
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
）
に
住
持
し
た
時
期
の
上
限
で
あ
る
、
応
永

十
四
年
（
一
四
〇
七
）
以
降
と
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
下
限
に
つ
い
て

も
、
応
永
三
十
年
の
總
持
寺
退
院
以
降
と
い
う
こ
と
も
、
退
院
後
少
な

く
と
も
二
十
一
年
生
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

可
能
性
は
十
分
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
丁
表
の
最
後
に
「
丹
霞
百

則
」
を
示
唆
し
て
い
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
梵
清
が

『
丹
霞
子
淳
禅
師
語
録
』
を
書
写
し
た
晩
年
の
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）

に
近
い
、
總
持
寺
退
院
後
の
著
作
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
複
雑
な
状
況
か
ら
、
具
体
的
な
成
立
年
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

容
易
に
は
確
定
で
き
な
い
。

　
『
梵
清
請
益
録
』
の
最
大
の
難
点
は
、
外
周
部
分
を
焼
失
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
徳
雲
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
、
梵
清
自
筆
の

『
正
法
眼
蔵
』
や
「
總
持
寺
文
書
写
」
等
と
同
様
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

残
存
部
分
か
ら
出
典
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
本
文
を

復
元
す
る
こ
と
に
努
め
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
一
行
当
た
り
の
文
字
数

を
判
断
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
丁
表
は
二
十
一
文
字
、
そ
れ
以
降
は
二

十
二
文
字
と
な
り
、
全
体
に
渡
っ
て
下
二
文
字
程
度
を
焼
失
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
な
推
定
方
法
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
一
丁
表
の
最

初
の
引
用
文
（
本
稿
翻
刻
文
注
〈
１
〉
参
照
）
の
出
典
は
、『
聯
灯
会
要
』

二
十
で
あ
る
。
そ
れ
と
『
梵
清
請
益
録
』
と
を
対
照
し
、
文
字
の
読
め

る
部
分
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
敷
き
詰
め
て
み
る
と
、
文
字
が
判
読
出

来
な
い
部
分
が
四
文
字
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
改
行
の

位
置
か
ら
、
一
行
あ
た
り
二
十
一
文
字
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し

て
、
一
丁
裏
以
降
を
同
様
の
手
法
に
よ
り
文
字
数
を
判
断
す
る
と
、
二

十
二
文
字
と
な
り
、
以
降
は
全
て
一
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
梵
清
請
益
録
』
の
内
容
の
概
要
は
、
一
丁
表
に
あ
る
よ
う
に
、
洞

山
良
价
（
八
〇
七
～
八
六
九
）
以
下
の
曹
洞
宗
に
関
係
す
る
人
物
を
取
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り
上
げ
つ
つ
、
最
終
的
に
は
梵
清
の
嗣
法
師
の
了
堂
真
覚
（
一
三
二
九

～
一
三
九
九
）
に
至
る
ま
で
の
古
則
を
取
り
上
げ
た
、『
伝
光
録
』
に
近

い
形
式
の
請
益
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
当
然
、
そ
の
間
に
は
道

元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
や
瑩
山
禅
師
（
一
二
六
四
〈
一
二
六

七
〉～
一
三
三
五
）
等
に
言
及
し
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
焼
失
が
惜
し
ま
れ
る
史
料
と
言
え
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
さ
ら
な
る
出
典
研
究
や
史
料
捜
索
等
に
よ
り
、

『
梵
清
請
益
録
』
の
欠
字
を
補
え
る
可
能
性
は
あ
り
、
本
校
に
お
け
る
成

果
は
、
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
は
史
料
紹
介
に
留

ま
っ
た
が
、
太
容
派
や
他
派
の
史
料
と
の
比
較
対
照
等
を
通
じ
て
、
そ

の
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
、
書
誌
情
報
一
覧

　

内
容
に
入
る
前
に
、
四
史
料
の
書
誌
情
報
を
ま
と
め
て
記
載
し
て
お

く
。
ま
た
こ
れ
に
加
え
て
、『
梵
清
請
益
録
』
の
翻
刻
の
際
に
参
照
し
た

『
宏
智
小
参
録
』（
玉
雲
寺
蔵
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
書
誌
情
報
の
紹
介

は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
合
わ
せ
て
記
載
し
て
お
く
。

「
總
持
寺
門
徒
連
署
契
状
」

所
蔵
者
：
大
本
山
總
持
寺
（
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
）。

法
量
：
縦
32
・
2
㎝
×
横
45
・
3
㎝
。

紙
質
：
楮
紙
。

史
料
名
：「
当
寺
住
持
職
事
五
門
跡
契
約
状
」（
端
裏
書
）、「
諸
岳
山
惣

持
禅
寺
住
持
職
事
」（
内
題
）。
本
稿
で
は
現
在
總
持
寺
で
用
い
ら
れ
て

い
る
史
料
名
を
採
用
。

※�

本
紙
の
法
量
は
筆
者
測
定
。『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
二
（
石
川

県
門
前
町
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）「
總
持
寺
文
書
中
世
編
年
目
録
」
に

も
書
誌
情
報
の
紹
介
あ
り
（
八
五
頁
）。

「
当
山
一
派
記
」

所
蔵
者
：
玉
雲
寺
（
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
）。

装
丁
・
法
量
：
袋
綴
。
縦
25
・
4
㎝
×
横
18
・
6
㎝
。

紙
質
：
楮
紙
。

外
題
・
題
簽
：
無
し
。

内
題
：
見
返
し
「
丹
州
船
井
郡
市
森
邑
／
当
山
一
派
記
／
霊
樹
山
玉
雲

禅
寺
」（
／
は
改
行
、
以
下
略
）。

丁
数
：
二
八
丁
。【
表
一
】「
当
山
一
派
記
」
収
録
史
料
目
録
参
照
。

行
数
・
文
字
数
：
不
定
。
収
録
史
料
に
よ
り
大
幅
に
異
な
る
。

書
写
者
：
未
詳
。

書
写
地
：
識
語
等
は
無
い
が
、
玉
雲
寺
と
推
定
さ
れ
る
。

書
写
年
：
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
～
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
頃
に

か
け
て
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
。

『
龍
穏
寺
略
記
』
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所
蔵
者
：
龍
穏
寺
（
京
都
府
南
丹
市
）。

装
丁
・
法
量
：
袋
綴
。
縦
26
・
9
㎝
×
横
17
・
6
㎝
。

紙
質
：
楮
紙
。

外
題
・
題
簽
：
無
し
。

内
題
：
全
体
の
も
の
は
無
く
、
各
史
料
毎
に
名
称
が
記
さ
れ
る
。
版
心

「
畧
記
」（
一
～
二
七
丁
）、「
伊
」（
二
七
～
三
二
丁
）、「
雑
記
」（
三
二
～

四
三
丁
）。

丁
数
：
四
三
丁
。【
表
二
】『
龍
穏
寺
縁
起
』
収
録
史
料
目
録
参
照
。

行
数
・
文
字
数
：「
畧
記
」・「
伊
」
は
毎
半
葉
八
行
、
一
行
十
六
字
。

「
雑
記
」
は
毎
半
葉
八
行
、
一
行
十
七
～
二
十
字
前
後
。

訓
点
・
句
読
点
：「
玉
宝
山
龍
穏
禅
寺
略
記
」
の
「
二
回
住
于
玉
雲
」

（
四
丁
裏
一
〇
行
目
）
ま
で
、
及
び
「
徳
雲
寺
縁
起
（
仮
称
）」
は
訓
点
あ

り
。
句
読
点
は
無
し
。

書
写
者
：
龍
穏
寺
十
二
世
大
達
品
道
（
？
～
一
七
二
〇
）。

書
写
地
：
識
語
等
は
無
い
が
、
龍
穏
寺
と
推
定
さ
れ
る
。

書
写
年
：
宝
永
三
年
～
享
保
五
年
（
一
七
〇
六
～
一
七
二
〇
）
の
間
。

『
梵
清
請
益
録
』

所
蔵
者
：
徳
雲
寺
（
京
都
府
南
丹
市
）。

装
丁
・
法
量
：
仮
綴
。
原
寸
不
明
。

紙
質
：
楮
紙
（
半
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
）。

外
題
・
題
簽
・
内
題
：
全
て
無
し
。
本
文
一
丁
表
が
実
質
的
な
表
紙
。

丁
数
：
全
一
三
丁
。
そ
の
内
、
前
一
一
丁
が
『
梵
清
請
益
録
』
で
、
後

二
紙
は
別
筆
の
別
史
料
（
史
料
名
未
詳
）。

行
数
・
文
字
数
：
一
丁
表
は
十
行
（
表
題
を
含
め
て
十
一
行
ヵ
）、
二
十

一
文
字
。
一
丁
裏
以
降
は
毎
半
葉
十
一
行
、
二
十
二
文
字
。

訓
点
・
句
読
点
：
訓
点
ナ
シ
。
読
点
が
朱
筆
さ
れ
て
い
る
。

書
写
者
：
太
容
梵
清
（
一
三
七
八
～
一
四
三
九
頃
）。
玉
雲
寺
開
山
・
總

持
寺
四
十
五
世
・
補
巌
寺
（
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
）
六
世
（
一
説
四

世
）・
仏
陀
寺
（
石
川
県
能
美
市
仏
大
寺
町
、
現
廃
寺
、
世
代
不
明
）。

書
写
地
：
未
詳
。

書
写
年
：
応
永
二
～
二
十
九
年
（
一
三
九
五
～
一
四
二
二
）
頃
（
河
村
孝

道
氏
推
定
）、
応
永
十
四
年
～
永
享
六
年
（
一
四
〇
七
～
一
四
三
四
）
頃

（
筆
者
推
定
）。

『
宏
智
小
参
録
』

所
蔵
者
：
玉
雲
寺
（
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
）。

装
丁
・
法
量
：
袋
綴
。
縦
25
・
1
㎝
×
横
18
・
2
㎝
。

紙
質
：
楮
紙
。

外
題
・
題
簽
：
無
し
。
箱
書
が
外
題
に
相
当
す
る
も
の
か
。

内
題
：「
小
参
之
録
」（
一
丁
表
）、「
明
州
天
童
山
覚
和
尚
小
参
」（
三
丁

表
、
三
〇
丁
表
）。

丁
数
：
五
九
丁
（
内
訳
：
本
文
五
六
丁
、「
丹
波
郡
滝
見
玉
雲
禅
寺
蔵
開
山

太
容
清
老
和
尚
／
真
蹟
宏
智
小
参
録
記
」
三
丁
）。
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行
数
・
文
字
数
：
本
文
は
毎
半
葉
十
一
行
、
二
十
文
字
、「
宏
智
小
参

録
記
」
は
毎
半
葉
十
行
、
十
九
文
字
。

訓
点
・
句
読
点
：
全
体
に
渡
っ
て
訓
点
あ
り
。
本
文
は
朱
で
文
字
間

に
、「
宏
智
小
参
録
記
」
は
青
墨
で
文
字
の
右
に
読
点
が
付
さ
れ
る
。

書
写
者
：
心
月
曇
照
。
正
福
寺
（
京
都
府
南
丹
市
）
二
世
。

書
写
地
：
不
明
。
玉
雲
寺
あ
る
い
は
永
徳
寺
（
京
都
府
亀
岡
市
）
ヵ
。

書
写
年
：
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
三
～
五
月
頃
。
推
定
の
根
拠
と
し

て
、「
宏
智
小
参
録
記
」
が
「
明
和
七
年
庚
寅
夏
五
」
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
玉
雲
寺
本
『
正
法
眼
蔵
』
が
明
和
六
年
四
月
～
同
七
年
二
月

二
三
日
に
か
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
（『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
二
十

五
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
一
年
六
月
、
例
言
二
頁
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

『
正
法
眼
蔵
』
に
引
き
続
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

書
写
原
本
：「
亀
山
士
家
所
存
」
の
梵
清
自
筆
本
（「
宏
智
小
参
録
記
」）。

梵
清
が
書
写
し
た
年
は
未
詳
。

箱
書
：「
開
山
太
容
和
尚
親
筆
／
天
童
宏
智
禅
師
小
参
録
」（
外
箱
蓋
表

金
泥
打
付
書
）、「
丹
波
州
滝
見
／
玉
雲
寺
常
住
蔵
」（
外
箱
蓋
裏
金
泥
打

付
書
）、「
明
和
庚
寅
孟
秋
／
徳
雲
東
堂
民
国
／
徳
雲
寺
主
黙
笑
／
南
陽

寺
主
心
丈
／
龍
澤
寺
主
江
月
／
曇
照　

法
随
／
某
上
座
等
敬
納
」（
外

箱
底
部
金
泥
打
付
書
）。

人
物
名
注
：
徳
雲
東
堂
民
国
…
民
国
朴
明
。
徳
雲
寺
十
七
世
・
深
見
寺

二
世
・
永
徳
寺
伝
法
開
山
。
徳
雲
寺
主
黙
笑
…
拈
山
黙
笑
。
徳
雲
寺
十

九
世
。
南
陽
寺
主
心
丈
…
方
山
心
丈
。
南
陽
寺
七
世
・
清
水
寺
七
世
。

龍
澤
寺
主
江
月
…
江
月
恵
輪
。
龍
澤
寺
十
世
・
徳
雲
寺
二
十
世
。

※�

各
人
世
代
は
全
て
『
曹
洞
宗
京
都
府
寺
院
総
覧
』（
京
都
曹
洞
宗
青
年

会
、
一
九
九
七
年
一
月
）
に
依
る
。
寺
院
所
在
地
は
、
前
掲
の
永
徳

寺
以
外
、
全
て
京
都
府
南
丹
市
。

備
考
：
本
文
末
尾
（
五
六
丁
裏
）
の
「
天
童
覚
和
尚
小
参
下
終　

比
丘

梵
清
九
拝
謄
」
の
次
の
行
に
、「
大
章
（
花
押
）」
と
あ
り
。「
大
章
」

に
つ
い
て
は
未
詳
。
太
玄
僧
参
撰
「
宏
智
小
参
録
記
」
は
、
石
井
修
道

「
宏
智
広
録
考
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
十
号
、
一
九
七

二
年
三
月
）
に
全
文
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
一
三
五
頁
）
ほ
か
、
奥
書
を
除

い
て
『
洲
菴
遺
稿
』
巻
五
（
安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉、
小
川
多
左
衛
門

刊
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
二
二
丁
表
～
二
四
丁
表
）
に
も
全
文
収
録
。

但
し
、
訓
読
の
送
り
仮
名
が
若
干
異
な
る
ほ
か
、『
洲
菴
遺
稿
』
に
あ

る
「
及
曇
照
法
随
等
」（
二
三
丁
表
一
〇
行
目
）
が
『
宏
智
小
参
録
』
に

は
無
い
。
太
玄
僧
参
（
？
～
一
七
七
三
、
洲
江
院
〈
福
井
県
敦
賀
市
〉
二

世
）
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
博
道
「
州
庵
遺
稿
に
つ
い
て
―
太
玄
僧
参
和

尚
覚
書
―
」（『
宗
学
研
究
』
第
二
十
三
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）
参
照
。
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【
翻
刻
一
】「
玉
宝
山
龍
穏
禅
寺
略
記
」

　
　

凡
例

一�

、
翻
刻
文
は
追
い
込
み
で
作
成
し
た
た
め
、
原
本
の
改
行
位
置
は
」

で
示
し
た
。
合
わ
せ
て
、
各
丁
の
最
初
の
文
字
の
右
に
丁
数
を
記
し

た
。
字
体
は
全
て
新
字
体
に
改
め
た
。

二�

、
訓
点
は
原
典
に
則
っ
て
付
し
、
明
ら
か
な
誤
記
の
場
合
も
そ
の
ま
ま

と
し
た
が
、
連
続
符
は
省
略
し
、「（
シ
テ
）」、「（
コ
ト
）」
等
の
合
字
は
開
い

て
示
し
た
。
訓
点
以
外
の
、
句
読
点
や
中
黒
、
濁
点
等
は
全
て
筆
者

の
判
断
で
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

三�

、
元
号
に
対
す
る
西
暦
な
ど
、
筆
者
の
判
断
で
本
文
に
無
い
傍
注
を

付
し
た
場
合
は
、
全
て
（　

）
内
に
入
れ
て
示
し
た
。

四
、
割
注
は
〈　

〉
で
示
し
、
割
注
内
の
改
行
は
／
で
示
し
た
。

五�

、
挿
入
に
よ
っ
て
文
字
を
補
っ
て
い
る
場
合
は
、
該
当
字
を
太
字
に

し
た
上
で
本
文
に
入
れ
て
示
し
た
。

六�

、
翻
刻
末
に
「
人
名
・
寺
院
名
補
注
」
と
し
て
、
本
文
中
の
人
名
及

び
寺
院
名
に
つ
い
て
簡
単
な
語
注
を
付
し
た
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

主
に
『
曹
洞
宗
京
都
府
寺
院
総
覧
』
を
参
照
し
た
。

　

玉（
１
オ
）宝
山
龍
穏
禅
寺
略
記

夫
レ
世
運
ノ
之
興
衰
、
法
道
ノ
之
通
塞
ハ
、
則
古
今
ノ
之
常
ナ
リ
」
也
。
丹
波

州
舩
井
郡
竹
井
庄
金
幡
ノ
之
邑
、
玉
宝
」
山
龍
穏
禅
刹
ハ
者
、
光
リ
分
テ二

霊
樹
ニ一

、
而
法
道
ノ
之
盛
ル
コ
ト
、
在（
マ
マ
）
テ
ハ
」
于
昔
ニ一
可
シレ
知
ヌ
矣
。
唯
タ
屢
く
罹
テ二

兵
燧
ノ
之
厄
ニ一

、
主
法
ノ
者
、
不
」
レ
遑
ア
ラ二

発
揚
ス
ル
ニ

一
　

焉
、
況
ン
ヤ
慶（
一
五
九
六
～

長
・
元一
六

和二
四
）ノ

之
兵
後
、
居
民
流
離
シ
テ
、」
檀
越
無
レ
輸
ス
コ
ト
矣
。
以
レ
是
、
堂
宇

盡
ク
傾
頽
シ
、
鞠
メ
テ
成
ル二

莽
草
ト一

。」
寛（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）

永
年
中
、
有
二
鉄
舩
舜
良
和
尚
一
、

薙
二
除
榛
莽
ヲ一

、
挑
テ二

」
出（
１
ウ
）シテ
礎
盤
ヲ一

、
再
ビ
構
二
殿
堂
・
雲
厨
・
客
寮
ヲ一

、

陶
二
鋳
シ
華
鯨
ヲ一

、
稍
」
復
二
旧
観
ニ一

矣
。
以
レ
故
ヲ
、
其
ノ
開
闢
ノ
之
年
月
、

歴
住
ノ
之
諸
」
師
、
難
レ
得
二
其
ノ
審
ナ
ル
コ
ト
ヲ

一　
　
　

焉
。
纔
カ
ニ
得
タ
リ二

三
世
大
龍
禅

師
ノ
古
記
」
一
冊
ヲ一

、
云
ク
、
予
、
本
貫
ハ
石
州
三
角
ノ
之
産
ナ
リ
也
。
十
三

歳
ニ
シ
テ
」
出
家
シ
、
十
五
ニ
シ
テ
徧
ク
参
ジ二

知
識
ニ一

、
十
八
ニ
シ
テ
在
テ二

越
前
州
宅

良
」
普
門
山
慈
眼
寺
ニ一

過
スレ

夏
ヲ
矣
。
衆
、
凡
有
二
五
百
一
、
頭
首
ハ
」
梵

和
尚
ナ
リ
也
。
一
日
、
相
携
テ
見
ル二

渓
橋
ノ
之
破
堕
セ
ル
ヲ

一
　

、
因
ニ
」

、
出

レ
語
云
ク
、
渓
橋
丁
字
没
ス
。
予
、
対
シ
テ
云
、
山
舎
尒
焉
」
幽（
２
オ
）ナリ
。

、

称
レ
之
ヲ
。
大（
三
年
、一
五
二
三
）

永
癸
未
、
予
、
歳
十
九
、
在
リ
テ二

賀
州
野
」
野
市
椙
樹
林

大
乗
寺
ニ一

、
参
二
明
峯
之
嫡
嗣
、
朱
岩
」
道
珍
和
尚
ノ
之
禅
ニ一

、
癈
二
亡
ス

寝
食
ヲ一

。
三
月
廿
八
日
、
於
」
（
マ
マ
）開
山
塔
定
光
院
ニ一
蒙
ル二
許
可
ヲ一
矣
。
夏
、
受

レ
命
為
ル二

首
座
ト一

。」
二
十
一
ニ
シ
テ
入
テ二

山
城
州
葛
野
郡
小
野
山
中
ニ一

、
於
二

瑞
」
竹
院（
マ
マ
）逢

二
大
周
洞
勤
和
尚
ニ一

、
参
ズ二

梅
山
派
ノ
之
禅
ニ一

。
蒙
ル二

」
蜜
啓
ヲ一

矣
。
二
十
三
ニ
シ
テ
在
二
伊
勢
州
白
子
ノ
龍
眼
寺
ニ一

、
見（
マ
マ
）
テ一

」
江
南
和
尚
ニ一

、

咨
二
参
碧
岩
一
百
ノ
公
案
ニ一

。
南
和
尚
、
賜
フ
ニ
」
以（
２
ウ
）テス二

大
龍
ノ
之
称
ヲ一

。
且
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ツ
曰
ク
、
大
龍
跨
二
三
州
一
、
不
レ
受
二
風
波
ノ
」
動
揺
ヲ一

。
汝
ヂ
夫
レ
勉
旃
ヤ

哉
。
二
十
八
ニ
シ
テ
在
テ二

大
和
州
宇
多
」
郡
秋
山
愛
谷
山
興
運
寺
ニ一

、
参
二

月
山
禅
宗
大
和
」
尚
ニ一

。
従
二
五
月
十
日
一
至
テ二

七
月
十
八
日
ニ一

、
以
テ二

数

則
ノ
公
」
案
一
而
徴
詰
セ
ラ
ル
矣
。
初
メ
示
ス
ニ二

栄
樹
ニ一

、
以
テ
シ
テ

二
　

転
凡
入
聖
ノ
之

話
ヲ一

」
云
、
昔
シ
者
、
太
容
高
祖
、
凡
ソ
接
ル
ニ二

学
者
ヲ一

、
以
テ二

此
ノ
話
ヲ一

為
スレ

始
ト
」
焉
。
先
師
盧
月
和
尚
モ
亦
タ
以
二
此
話
ヲ一
示
二
禅
宗
ニ一

。
今
マ
復
タ
」
示

ス
ニレ

汝
ニ
、
以
二
此
話
ヲ一

。
汝
ヂ
能
ク
保
任
セ
ヨ
焉
。
次
ニ
以
テ二

平
常
心
是
」
道
（
３
オ
）ノ

之
話
ヲ一
而
徴
詰
ス
。
昼
夜
孜
孜
ト
シ
テ
参
究
ス
。
一
時
坐
睡
ノ
」
之
中チ

、
山
龢（
和
）

尚
、
挙
シ
テ
レ　

話
ヲ
云
ク
、
如
何
是
平
常
心
是
道
、」
速
ニ
道
ヘ
速
ニ
道
ヘ
。
予
答

テ
云
ク
、
体
二
得
無
心
ヲ一

、
道
モ
亦
タ
無
心
。
即
」
礼
三
拝
、
依
レ
位
而
立
ツ
。

将ス
ニレ

収
二
座
具
一
。
而
視
レ
之
、
前
ノ
大
」
乗
・
光
徳
三
世
祥
翁
和
尚
、
金

襴
ノ
之
座
具
ナ
リ
也
。
忽
チ
」
一
老
翁（
マ
マ
）
テ
来
告
テ
曰
ク
、
樹
兄
ハ
、
光
徳
開
山

賀
屋
ノ
之
再
」
誕
也
ナ
リ
。
昔
シ
者
、
丹
波
須
智
之
山
中
ニ

有
二
一
ノ
蜜
院

一
、
号
ス二

覚
」
皇
寺
ト一

。
於
テ二

其
ノ
旧
址
ニ一

、
欲
シ
テレ

建（
マ
マ
）
ン
ト
一
宇
ヲ一

而
不
ズレ

果
サ
、

為
スレ

歉
トレ

之
ヲ
。」
後（
３
ウ
）来
、
太
容
禅
師
、
卓
レ
錫
構
フ二

玉
雲
道
場
ヲ一

。
然
モ
百

年
ノ
」
後
チ
、
為
二
祝
融
氏
ノ一

為
二
灰
燼
ト一

。
今
マ
纔
ニ
綿
蕞
ノ
ミ
耳
。
子
、
以

テレ

有
ル
ヲ二

」
此
ノ
夙
債
一
、
応シ
ニ三

必
ズ
有
レ
事
二
於
玉
雲
・
光
徳
ニ一

。
勉
ヨ
ヤレ

旃
哉
。

恍
惚
ト
シ
テ
」
而
夢
醒
ム
矣
。
至
二
七
月
十
八
日
一
、
山
和
尚
、
於
テ二
室
中
ニ一

」

示
シ
テ
曰
ク
、
昔
日
、
大
覚
世
尊
、
以
二
涅
槃
妙
心
ヲ一

附
ス二

迦
葉
」
尊
者
ニ一

。

而
モ
阿
難
モ
亦
タ
仏
ノ
之
弟
子
ナ
リ
也
。
然
モ
阿
難
、
嗣
テ二

迦
」
葉
ニ一

而
広
シ二

於

転
化
ヲ一

、
又
タ
吾
ガ
廬
月
禅
林
和
尚
ハ
者
太
」
容
禅
師
ノ
之
摂
化
ナ
リ
也
。
太

容
禅
師
、
嗣
嘱
ノ二

於
花
翁
」
禅（
４
オ
）灯
和
尚
ニ一

之
時
キ
、
謂
二
廬
月
和
尚
一
云
ク
、

汝
ヂ
嗣
テ二

於
華
」
翁
ニ一

広
シ二

於
転
化
ヲ一

、
莫
レ
令
二
レ
仏
種
ヲ
シ
テ
断
絶
セ一

。
吾
レ

亦（
マ
マ
）
モ
為
リ二
廬
月
」
和
尚
ノ
之
侍
者
一
也
。
廬
月
和
尚
、
嗣
二
嘱
ノ
義
馨
禅
勝
」

和
尚
ニ一

之
時
キ
、
示
シ
テ
二

禅
宗
ニ一

曰
ク
、
汝
ヂ
嗣
二
於
義
馨
一
、
広
シ二

於
転
」
化

ヲ一

、
莫
レレ
令
ム
ル
コ
ト

二　
　

仏
種
ヲ
シ
テ
断
絶
一
。
従
上
乃
祖
、
念
コ
ト
レ

之
ヲ
在
レ
茲
。
汝
ヂ

モ
」
亦
タ
往
テ
嗣
二
於
海
雲
ニ一

、
広
シ二

於
転
化
ヲ一

、
莫
レ
令
コ
ト
二

仏
種
ヲ
シ
テ
断
絶

セ一

。」
可
シ三

必
ズ
令
二
吾
宗
ヲ
シ
テ
栄
茂
一
矣
。
便
チ
示
二
一
偈
ヲ一

云
ク
、
海
雲
ノ

法
」
嫡
老
僧
ガ
孫
、
霊
樹
繁
栄
在
リ二

予
ガ
門
ニ一

。
洞
上
ノ
集
風
吹
キ
」
不（
４
ウ
）レ

竭
、
一
花
開
処
盡
乾
坤
。
予
、
拝
受
シ
テ
便
チ
奉
テレ
龢
シ
云
ク
、」
如
レ
海
如
レ

山
大
ニ
ス
二

子
孫
ヲ一

〈
自
注
ニ
云
ク
、
海
ハ
者
海
雲
、
山
ハ
者
／
月
山
、
大
ハ
者

大
龍
自
ラ
称
ス
ル
ナ
リ
也
〉」、
衲
僧
競
集
入
二
当
門
ニ一

、
莫
レ
令
レ
断
二
絶
セ
未

来
際
ニ一

、
凛
凛
タ
ル
」
威
風
震
ハ
ン
二

四
坤
ニ一

。
実
ニ
天（
元
年
、一
五
三
二
）

文
壬
辰
ノ
之
歳
ナ
リ
也
。

便
チ
裹
ン
デ
二

於
」
月
山
和
尚
ノ
之
偈
ヲ一

〈
今
茲
月
山
和
尚
尊
齢
／
六
十
、
予

二
十
八
歳
ナ
リ
也
〉、
直
ニ
到
テ二

」
丹
波
ニ一

、
以
レ
偈
呈
シ
テ
二

於
海
雲
和
尚
ニ一

、

得
二
嗣
嘱
ス
ル
コ
ト
ヲ

一　
　
　

而
為
ル二

龍
」
穏
ノ
第
三
世
ト一

。
視
ル
コ
ト

レ　

篆
ヲ
二
十
余
歳
、
二

回
住
二
于
玉
雲
ニ一

。」
此
時
、
殿
宇
老
朽
、
風
雨
侵
漏
。
予
、
抽
血
誠
而

諸
」
堂（
５
オ
）一

新
、
帰
功
於
海
雲
和
尚
、
為
玉
雲
之
中
興
」
矣
〈
初
住
二
十

七
世
、
再
住
二
十
八
世
・
二
十
／
九
世
之
中
間
也
。
此
時
中
興
於
諸
堂

也
〉。
又
、」
桑
田
郡
美
濃
田
保
荘
厳
山
光
徳
寺
者
、
賀
屋
」
昌
慶
禅

師
、
卓
錫
処
也
。
棟
宇
差
脱
、
荊
棘
塞
径
、」
一
二
僧
徒
、
纔
守
塔
頭

也
。
視
之
者
、
無
不
嗟
嘆
」
焉
。
所
在
之
緇
素
、
令
予
掌
其
事
。
於

此
、
予
、
殫
其
」
力
更
新
之
、
収
其
頽
波
、
帰
於
太
源
之
一
脉
、
而
」

永
為
龍
穏
門
葉
矣
。
今
茲
天（
一
五
四
九
）
文
十
八
己
酉
正
」
月（
５
ウ
）廿
八
日
也
。
嚱
呼
顧
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昔
年
、
夢
中
所
告
之
老
」
翁
言
、
且
月
山
禅
師
所
賜
之
、
霊
樹
繁
栄
在

予
」
門
之
句
、
則
彷
彿
符
契
也
。
何
一
時
偶
然
哉
。
加
」
之
、
大
和
之

梅
郁
〈
花
翁
和
尚
／
之
道
場
也
〉・
興
運
〈
月
山
開
／
闢
之
地
〉、
山
」

城
之
瑞
竹
〈
大
周
洞
勤
和
／
尚
隠
遁
之
地
〉
之
事
、
其
任
、
重
予
一
」

肩
、
而
往
還
於
丹
・
城
・
和
之
三
州
、
甚
労
筋
骨
也
。」
是
亦
、
似
応

於
江
南
和
尚
所
賜
大
龍
、
跨
三
州
」
之
称
也
。
月
山
禅
師
、
法
嗣
五

人
、
日
昌
瑞
、
曰
宗
」
祐（
６
オ
）、

曰
禅
蜜
、
曰
承
鑑
、
曰
海
雲
、
唯
海
雲
之

下
、
縄
」
縄
不
断
、
諸
師
之
道
、
皆
絶
嗣
也
。
惜
矣
哉
。
又
讃
」
月
山

禅
師
之
肖
像
云
、
看
是
翁
塞
虚
空
、
音
声
」
即
松
響
風
。
前
総
持
龍
穏

開
山
月
山
禅
宗
大
和
尚
」
肖
像
、
法
孫
小
比
丘
大
龍
栄
樹
焼
香
讃
、
維

時
」
天（
一
五
四
七
）
文
十
六
丁
未
歳
三
月
廿
七
日
、
蓋
是
必
月
」
山
禅
師
示
寂
之
正

時
也
乎
。
然
則
月
山
禅
師
、」
世
寿
七
十
有
五
而
唱
滅
也
。
以
是
稽
之
、

龍
穏
」
之（
６
ウ
）草

創
、
在
于
後（別筆
）永
―
六
年
己
巳
年

柏
原
天
皇
永（十
七
年
、一
五
二
〇
）

正
之
末
、
大
永
」
之
初
乎
。」

相
伝
、
月
山
禅
師
丁
輪
次
之
住
、
従
和
州
宇
田
」
郡
秋
山
愛
谷
山
興
運

寺
来
、
在
霊
住
。
于
時
有
」
下
新
江
村
信
男
足
立
氏
某
者
、
嚮
山
之
徳

風
、」
終
捨
已
宅
為
寺
、
請
師
為
開
山
一
祖
。
師
命
曰
、」
玉
宝
山
龍
穏

禅
寺
居
之
三
両
歳
、
任（
席
ヵ
）於
法
」
嫡
海
雲
和
尚
。
又
帰
和
州
興
運
、
以

足
立
氏
為
」
当（
７
オ
）山
之
開
基
。
諱
曰
幡
秀
宗
金
居
士
、
幡
渓
妙
」
金
大

姉
。」

明
応
年
中
、
国
中
兵
革
、
四
境
蜂
起
矣
。
足
立
卒
、
揚
」
金
帛
之
旌
而

戦
頗
得
勝
。
於
此
負
其
雄
名
、
常
」
建
旌
於
屋
頭
矣
。
往
還
老
少
、
喚

為
新
江
之
金
」
幡
〈
幡
旌
義
相
似
故
／
国
俗
呼
旌
為
幡
〉。
従
是
名
于

家
、
又
」
取
法
諱
之
字
也
。」

　

玉
宝
山
龍
穏
歴
代
（
以
下
略
）

※
人
物
名
・
寺
院
名
補
注

鉄
舩
舜
良
…
鉄
舩
舜
良
（
？
～
一
六
六
六
）。
龍
穏
寺
八
世
・
大
隠
寺
三

世
・
盛
光
寺
・
宝
勝
寺
（
以
上
京
都
府
南
丹
市
）・
宝
勝
寺
（
京
都
府
亀

岡
市
）・
善
入
寺
・
太
虚
寺
・
東
寓
寺
・
龍
心
寺
・
福
昌
寺
・
宝
林
寺
・

曹
禅
寺
（
以
上
京
都
府
船
井
郡
京
丹
波
町
）
開
山
。
三
世
大
龍
禅
師
…
大

龍
栄
樹
（
一
五
〇
八
～
一
五
八
八
）。
龍
穏
寺
三
世
・
玉
雲
寺
二
十
七

世
・
光
徳
寺
（
京
都
府
亀
岡
市
）
七
世
（
中
興
）・
林
松
寺
（
京
都
府
南
丹

市
）
開
山
。
越
前
州
宅
良
普
門
山
慈
眼
寺
…
福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町

に
所
在
。
梵

和
尚
…
不
明
。
坪
内
晋
編
『
慈
眼
寺
文
書
』（
私
家
版
、

一
九
七
九
年
五
月
）
に
は
そ
の
名
は
確
認
で
き
な
い
。
朱
岩
道
珍
…
朱
巌

道
珍
（
？
～
一
三
八
七
）。
大
乗
寺
（
石
川
県
金
沢
市
）
四
世
・
永
光
寺

（
石
川
県
羽
咋
市
）
十
四
世
。
但
し
年
代
が
合
わ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
、

そ
の
流
れ
を
汲
む
禅
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
。
瑞
竹
院
…
京
都
府
京

都
市
北
区
大
森
（
元
葛
野
郡
）
に
所
在
の
瑞
竹
院
と
思
わ
れ
る
。
大
周

洞
勤
…
『
曹
洞
宗
京
都
府
寺
院
総
覧
』
の
瑞
竹
院
の
項
目
に
は
確
認
で

き
な
い
。
伊
勢
州
白
子
龍
眼
寺
…
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
龍
源
寺
（
三
重

県
鈴
鹿
市
）
と
見
ら
れ
る
。
江
南
和
尚
…
江
南
珠
栄
（
？
～
一
五
六

二
）
ヵ
。
龍
源
寺
開
山
、
妙
心
寺
（
京
都
府
京
都
市
）
三
十
世
。
大
和
州

宇
多
郡
愛
谷
山
興
運
寺
…
不
明
。
月
山
禅
宗
…
月
山
禅
宗
（
一
四
七
三



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

九
七

～
一
五
四
七
）。
龍
穏
寺
・
興
運
寺
開
山
、
玉
雲
寺
十
九
世
。
盧
月
和

尚
…
盧
月
禅
林
。
總
持
寺
三
四
三
世
・
玉
雲
寺
七
世
。
受
業
師
は
梵

清
。
光
徳
開
山
賀
屋
…
賀
屋
昌
慶
。
光
徳
寺
開
山
。
光
徳
三
世
祥
翁
和

尚
…
祥
応
昌
瑞
。
光
徳
寺
三
世
。
義
馨
禅
勝
…
玉
雲
寺
七
世
。
海
雲
…

海
雲
桂
川
。
龍
穏
寺
二
世
・
玉
雲
寺
二
十
世
・
福
泉
寺
（
京
都
府
南
丹

市
）
開
山
。
生
年
未
詳
、
示
寂
年
は
、「
玉
宝
山
龍
穏
歴
代
」
で
は
弘

治
二
年
（
一
五
五
六
）、
福
泉
寺
の
寺
伝
（『
曹
洞
宗
京
都
府
寺
院
総
覧
』

一
四
四
頁
）
で
は
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

九
八

【
翻
刻
二
】『
梵
清
請
益
録
』

　
　

凡
例

一　

本
節
は
上
下
二
段
よ
り
構
成
さ
れ
、
上
段
に
は
翻
刻
文
を
、
下
段
に
は
本
文
の
出
典
・
注
記
を
記
し
た
。

二　

�

翻
刻
文
は
一
頁
に
つ
き
一
丁
、
行
数
・
文
字
数
は
原
則
原
典
通
り
と
し
た
が
、
字
体
は
全
て
新
字
体
を
用
い
た
。
そ
の
た
め
、
文
字
以
外
の
句

読
点
等
は
全
て
省
略
し
た
。
丁
数
は
、
各
丁
の
最
後
の
文
字
の
下
に
記
し
た
。

三　

�

本
史
料
は
焼
燼
本
の
た
め
、
欠
損
部
分
が
多
数
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
出
典
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り
補
充
す
る
こ
と
で
、
原
典
の
復
元
に
努
め

た
。
そ
の
場
合
、
文
字
が
判
読
で
き
な
い
部
分
は
「
□
」
で
示
し
た
上
で
出
典
の
文
字
を
そ
の
右
に
記
し
、
下
段
の
注
記
に
出
典
の
頁
数
等
を

記
し
た
。
な
お
、
出
典
中
の
「
師
曰
」
等
の
「
師
」
は
、『
請
益
録
』
中
で
は
「
山
」
等
に
改
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
表
記
に
つ
い
て

は
筆
者
の
判
断
に
よ
っ
て
典
拠
の
文
字
を
改
め
た
。
ま
た
、
出
典
が
記
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
、
残
角
や
文
意
等
か
ら
筆
者
が
推
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

四　

�

注
記
は
本
文
該
当
部
分
の
最
初
の
行
の
下
に
記
入
し
、
合
わ
せ
て
本
文
該
当
部
分
の
末
尾
に
原
則
左
付
き
で
注
番
号
を
付
し
た
。
出
典
は
同
じ

で
も
、
本
文
が
連
続
し
て
い
な
い
場
合
は
、
注
番
号
を
改
め
て
立
項
し
た
。
ま
た
、
注
記
に
お
い
て
も
句
読
点
等
は
省
略
し
た
。

五　

�

注
記
の
最
初
に
、『
請
益
録
』
の
該
当
箇
所
の
最
初
と
最
後
の
三
文
字
を
記
し
た
。
ま
た
、『
請
益
録
』
本
文
と
出
典
文
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
、

該
当
部
分
の
出
典
文
を
、『
請
益
録
』
本
文
該
当
部
分
の
付
近
に
記
し
た
。

六　

�

出
典
を
示
す
際
の
底
本
は
以
下
の
も
の
と
し
、
原
則
と
し
て
巻
数
・
頁
数
の
み
記
し
た
。
適
切
な
書
籍
が
な
い
場
合
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

九
九

（
以
下
、『
大
正
蔵
』）
よ
り
引
用
し
た
。

『
禅
林
僧
宝
伝
』
…
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
編
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
五
巻
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
）

『
景
徳
伝
灯
録
』
…
『
景
徳
伝
灯
録
』（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
五
月
）

『
聯
灯
会
要
』
…
椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
二
巻
上
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
十
月
）

『
五
灯
会
元
』
…
椎
名
宏
雄
編
『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
二
巻
下
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
十
月
）

『
如
浄
語
録
』
…
鏡
島
元
隆
『
天
童
如
浄
禅
師
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
八
月
）

『
宏
智
録
』
…
石
井
修
道
編
『
禅
籍
善
本
古
注
集
成
宏
智
録
』
上
（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
四
年
五
月
）

※
『
宏
智
録
』
小
参
に
限
り
、
玉
雲
寺
蔵
『
宏
智
小
参
録
』
の
丁
数
を
、
右
記
の
頁
数
に
加
え
て
併
記
し
た
。

『
辦
道
話
』
…
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
続
輯
九
所
収
、
天
寧
寺
本
（
徳
雲
寺
本
で
校
訂
）（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
四
年
六
月
）

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
…
河
村
孝
道
「
諸
本
校
異
真
字
『
正
法
眼
蔵
』」（『
道
元
禅
師
研
究
論
集
』、
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）

仮
字
『
正
法
眼
蔵
』
…
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
二
十
五
所
収
、
玉
雲
寺
本
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
一
年
六
月
）

『
永
平
広
録
』
…
鏡
島
元
隆
編
『
原
文
対
照 

現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
十
～
十
三
巻
（
春
秋
社
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
）

『
伝
光
録
』
…
『
伝
光
録
』（
乾
坤
院
本
複
製
、
曹
洞
宗
宗
宝
影
印
本
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
十
二
月
）

七　

�

翻
刻
文
中
に
は
、「
一
盲
引
衆
盲
」
等
の
、
今
日
の
人
権
思
想
か
ら
す
る
と
問
題
の
あ
る
表
現
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
は
、
あ
く
ま
で

純
粋
に
学
術
的
研
究
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
差
別
を
是
認
、
あ
る
い
は
助
長
す
る
意
図
は
一
切
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
〇

本
文

□（
夫

□洞
ヵ
）山

悟
本
大
師
示
衆
云
有
一
人
在
千
人
万
人
□中

□不

□背

□一

人
不
向
一
人
且
道
此
人
具
何
面
目
挙（１）
此
因
縁
□
□
□

夫
請
益
者
自
魯
国
文
宣
王
仲
尼
之
室
始
三
千
学
士
□（
請
其
ヵ
）□

益
而
大
智
禅
師
禅
苑
清
規
因
縁
是
也
彼
者
一
年
之
□（
冬
安
ヵ
）□

居
夏
安
居
始
行
之
新
掛
搭
請
之
或
四
季
行
之
而
日
□（
本
元
ヵ
）□

和
尚
自
興
聖
至
于
永
平
住
裏
二
十
年
間
毎
月
六
度
□（
行
之
ヵ
）□

一
六
為
其
日
三
百
則
正
法
眼
蔵
千
則
正
法
眼
蔵
是
□（
永
平
ヵ
）□

弉
和
尚
及
徹
通
老
行
之
今
従
洞
山
下
至
先
師
了
□（
堂
和
尚
ヵ
）

□
□

□（
尊
ヵ
）宿

八
十
余
員
拈
出
一
百
則
欲
頌
古
曩
祖
丹
□（
霞
淳
禅
師
ヵ
）

□
□
□

□（
青
原
門
ヵ
）

□
□
下
一
百
則
因
縁
有
頌
古
是
□
□
□
□
□
□
□
□�

（
１
オ
）

□会

□稽

□兪

□氏

子
幼
歳
従
師
念
般
若
心
経
□（
至
眼
耳
鼻
意
処
忽
以
ヵ
）

□
□
□
□
□
□
□

□手

捫
面
問
師
云
某
甲
有
眼
耳
鼻
等
何
故
経
言
□無

□其

□師

□駭

□然

異
之
曰
吾
非
汝
師
即
指
往
五
洩
山
霊
黙
禅
師
披
□（
剃
具
戒
遊
ヵ
）

□
□
□

方
始
詣
南
泉
値
馬
祖
之
忌
斎
泉
問
衆
曰
来
日
設
馬
□祖

□斎

□未

審
馬
祖
還
来
否
衆
皆
無
対
師
出
対
曰
待
有
伴
即
来
□泉

□曰

□此

子
雖
後
生
甚
堪
雕
琢
曰
和
尚
莫
圧
良
為
賤
次
参
潙
山
□（
問
曰
ヵ
）□

忠
国
師
無
情
説
法
話（２）
潙
山
挙
払
子
処
山
未
会
終
到
雲
□
（
厳
ヵ
）□

払
処
始
会
無
情
説
法
則
述
一
偈
曰
也
太
奇
也
太
奇
□無

□情

□説

法
不
思
議
若
将
耳
聴
声
不
現
眼
処
聞
声
方
得
知（３）
山
□問

□雲

□岩

□某

□甲

□有

余
習
未
尽
岩
曰
汝
曽
作
甚
麼
来
山
曰
聖
□諦

□亦

□不

□為

□岩

□曰

□還

□歡

□喜

□也

□未

山
曰
歓
喜
則
不
無
□如

□糞

□掃

□堆

□頭

□拾

□得

□一�（
１
ウ
）

出
典
・
注
記

（
１
）�「
□（
夫
洞
ヵ
）□
山
…
何
面
目
」『
聯
灯
会
要
』
二
十
、
洞
山
章
（
四

八
七
頁
）。　
　

一
人
你
道
此
人

※
以
下
、
河
村
氏
の
翻
刻
を
参
考
に
示
す
。

「
夫
請
益
者
（
中
略
）
而
日
本

（
道
元
）

和
尚
、
自
興
聖
至
于
永
平
、

住
裏
二
十
年
間
、
毎
月
六
度

（
請
益
）

一
六
其
日
、
三
百
則
正
法
眼
蔵
、

千
則
正
法
眼
蔵
、
是

（
懐
）

弉
和
尚
乃
徹
通
老
行
之
、
今
従
洞
山
下
、

至
先
師
十

宿
八
十
余
員
、
拈
出
一
百
則
、
欲
頌
古
、
曩
祖
丹

下
一
百
則
因
縁
、
有
頌
古
…
…
」（

は
焼
損
に
依
り
不

明
部
分
）（『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』
九
〇
頁
）

（
２
）�「
□会

稽

兪
□
□
…
説
法
話
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
四
～
三
一
五
頁
）。

至
無
眼
耳
鼻
舌
身
意
処

礼
黙
禅
師
披
剃
年
二
十
一
詣
嵩
山
具
戒
遊
方
首
詣
南
泉

馬
祖
諱
辰
修
斎

次
参
溈
山
問
曰
頃
聞
南
陽
忠
国
師

（
３
）�「
也
太
奇
…
方
得
知
」『
正
法
眼
蔵
』「
無
情
説
法
」（
二
二

五
頁
）、
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
一
四
八
則
（
八
八
四
頁
）。

（
４
）�「
山
□問

□雲

…
□（
顆
明
珠
ヵ
）

□
□
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
五
頁
）。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
一

□顆
明
珠□
□（
４
）
□（
洞
山
因
辞
ヵ
）

□
□
□
雲
岩
次
問
曰
和
尚
百
年
□後

□忽

□有

□人

□問

□還

□邈

□得

□山

□真

否
如
何

対
岩
良
久
曰

這
是
山
沈
吟
□岩

□曰

□价

□闍

□黎

承
当
ケ
事
大
須
審
細
山
猶
渉
疑
後
因
過
水
睹
影
□（
悟
前
ヵ
）□

旨
有
偈
曰
切
忌
随
他
覓
迢
迢
与
我
踈
我
今
独
自
往
□処

□処

□得

逢
渠
渠
今
正
是
我
我
今
不
是
渠
応
須
恁
麼
会
方
得
契

（
５
）

□如

□如

又
游
方
到
泐
潭
見
初
首
座
有
語
曰
也
太
奇
也
太
奇
仏
□界

□道

界
不
思
議
山
遂
問
曰
仏
界
道
界
即
不
問
如
説
仏
界
□道

□界

□底

是
甚
麼
人
初
良
久
無
対
山
曰
何
不
速
道
初
曰
争
即
□不

□得

□師

□曰

道
也
未
曽
道
説
甚
麼
争
即
不
得
初
無
対
山
曰
□仏

□之

□与

□道

□俱

是
名
言
何
不
引
教
初
曰
教
道
甚
麼
山
曰
得
□意

□忘

□言

□初

□曰

□猶

□将

□教

意
向
心
頭
作
病
在
山
曰
説
□仏

□界

□道

□界

□底

□病

□大

□小�

（
（
６
）

２
オ
）

□世

□尊

□拈

□優

□曇

□華

瞬
目
迦
葉
破
顔
微
笑
□世

□尊

□云

□我

□有

□正

□法

□眼

□蔵

□涅

槃
妙
心
付
嘱
摩
訶
迦
葉（７）
自
尓
霊
山
百
万
衆
□
□
□
□

□
此
事
為
第
一
祖
三
世
諸
仏
也
証
此
為
諸
仏
歴
代
□
□
□

会
此
為
祖
師
阿
難
尊
者
二
十
年
雖
為
仏
給
仕
在
世
□
□
□

一
代
時
教
阿
難
雖
録
集
之
尚
阿
難
不
明
之
誠
知
非
是
□
□

蔵
教
之
所
宣
説
尽
羅
漢
支
仏
又
非
能
所
解（８）
後
阿
難
問
□（
迦
葉
ヵ
）□

曰
師
兄
伝
金
襴
衣
外
別
伝
何
者
迦
葉
召
阿
難
阿
難
応
□諾

□迦

葉
曰
倒
却
門
前
刹
竿
著
阿
難
於
此
大
悟（９）
始
為
第
二
□（
十
九
祖

□
□

□二
ヵ
）十

八
代
開
悟
来
達
磨
示
慧
可
曰
外
休
諸
縁
内
□心

□無

□喘

□心

□如

□墻

壁
始
得
二
祖
省
悟
白
言
我
已
休
諸
縁
磨
□曰

□莫

□成

□断

□滅

□否

□慧

□可

曰
不
同
断
空
磨
曰
以
何
為
□為

□験

□慧

□可

□曰

□云

□了

□了

□常�（
２
ウ
）

（
５
）�「
雲
岩
次
…
契
□如

□如

」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
五
頁
）。

後
因
過
水
睹
影
大
悟
前
旨

（
６
）「
泐
潭
見
…
□病

□大

□小

」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
五
頁
）。

※
平
出
の
た
め
の
改
行
を
行
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

（
７
）�「
□世

□尊

□拈

…
訶
迦
葉
」『
正
法
眼
蔵
』「
優
曇
華
」
巻
（
二

九
三
頁
）、『
伝
光
録
』
摩
訶
迦
葉
章
（
徧
冊
・
二
ウ
）。

（
８
）�「
阿
難
尊
…
能
所
解
」『
伝
光
録
』
摩
訶
迦
葉
章
（
徧
冊
・

六
ウ
）
を
踏
ま
え
る
ヵ
。

（
９
）�「
後
阿
難
…
此
大
悟
」『
伝
光
録
』
阿
難
陀
章
（
徧
冊
・
三

オ
）、『
永
平
広
録
』
八
・
法
語
四
（
十
二
・
一
一
二
頁
）、

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
一
六
九
則
（
五
五
頁
）。

（
10
）�「
達
磨
示
…
□常

□知

□故

」『
聯
灯
会
要
』
二
、
菩
提
達
磨
章

（
一
九
九
頁
）。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
二

□知

□故

□（（1
（

次
日
忽
遷
化
時
称
山
為
問
□（

殺

首

座

洞

山

師

自

唐

大

□
□
□
□
□
□
□
□

□中
ヵ
）末
於
新
豊
山
接
学
徒
厥
後
盛
化
豫
章
高
安
□（
之
洞
山
ヵ
）

□
□
□
□（（1

（

□（
称
ヵ
）洞

山
宗
伝
灯
普
灯
及
端
平
年
中
録
集
広
宗
派
□（
図
ヵ
）□

□
□

洞
山
五
灯
会
元
言
瑞
州
洞
山
未
知
出
処
今
因
縁
住
□
□
□

示
衆
也
学
人
頂
子
細
己
道
有
一
人
不
背
不
向
如
何
会
□
□

ケ
什
麼
人
非
但
洞
山
独
恁
麼
挙
雲
門
下
尊
宿
徳
山
円
□明

□大

師
又
曰
及
尽
去
也
三
世
諸
仏
口
掛
壁
上
猶
有
一
人
□呵

□呵

□大

笑
若
識
得
ケ
人
参
学
事
畢（（1
（

又
臨
済
義
玄
禅
師
云
無
□位

□真

□人

□（
得
ヵ
）常

有
諸
人
面
門
出
入
諸
人
知
也
未
衆
無
答
自
代
□無

□位

□真

□是

□什

□麼

乾
屎
橛（（1

（

又
曹
渓
大
師
曰
有
物
無
頭
無
尾
□無

□名

□無

□字

□無

□背

□無

□面

□（（1
（

祖
師
仏
又
於
多
子
樹
□
□
□
□
□
□
□
□
□�（
３
オ
）

□
□
□
心
伝
心
称
裴
休
所
撰
伝
心
□（
法
要
ヵ
）

□
□
□
□
□
□
□
□

□
授
伝
伝
者
契
也
裴
休
明
此
事
見
大
安
精
舎
□
□
□
□（
壁
間
ヵ
）□

之
図
像
問
黄
蘗
曰
図
像
在
茲
高
僧
在
何
処
蘗
高
声
□（
召
裴
休
ヵ
）

□
□

休
応
諾
蘗
曰
是
什
麼
休
於
此
大
悟（（1

（

然
則
不
論
僧
俗
□
□
□

明
此
事
為
明
道
五
家
七
宗
皆
明
此
事
遥
向
空
劫
以
前
□
□

不
萌
処
著
得
眼
自
然
無
物
可
湿○

雑
誰
人
不
独
脱
来
卓
□
□

一
切
名
法
尓
離
一
切
相
欲
測
無
慮
欲
語
無
言
無
人
□（
不
ヵ
）□

□

大
休
大
歇
田
地
不
見
乎
洞
山
老
人
会
得
無
情
説
法
□
□
□

□
一
切
語
言
渓
声
山
色
悉
是
知
解
脱
道
尚
問
雲
岩
□
□
□

□
□
□
□
□（
声
ヵ
）過
水
悟
道
曰
我
今
独
自
往
処
処
得
逢
□渠

□渠

□今

□今

□正

□是

□我

□我

□今

□不

□是

可
（
（1
（

謂
根
本
事
不
是
□
□
□
□
□
□
□�（
３
ウ
）

（
11
）�「
次
日
忽
…
□（
之
洞
山
ヵ
）

□
□
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
五
頁
）。

遷
化
時
称
師
為
問
殺
首
座
价
師
自
唐
大
中
末
於
新
豊
山

（
12
）�「
徳
山
円
…
学
事
畢
」『
宏
智
録
』
四
・
小
参
二
二
（
二
七

三
頁
、
三
七
丁
表
）、
同
二
・
頌
古
四
十
六
則
（
九
九
頁
）。

若
識
此
人
（
小
参
）、
識
得
此
人
（
頌
古
）

（
13
）�「
臨
済
義
…
乾
屎
橛
」『
宏
智
録
』
二
・
頌
古
三
十
八
則

（
九
六
頁
）。

有
一
無
位
真
人
常
在
汝
等
面
門
出
入
初
心
未
證
據
者
看
看

（
14
）�「
曹
渓
大
…
□背

無

面
□
□
」『
五
灯
会
元
』
二
、
荷
沢
神
会
章

（
四
九
頁
）。　
　

吾
有
一
物
無
頭
無
尾

（
15
）�「
裴
休
明
…
此
大
悟
」『
宏
智
録
』
三
・
七
五
上
堂
（
一
七

三
頁
）、『
圜
悟
録
』
十
二
（『
大
正
蔵
』
四
十
七
・
七
七

〇
頁
中
段
）。

裴
相
國
訪
黄
檗
裴
指
畫
壁
間
云
畫
像
在
這
裏
高
僧
在
什
麼
處
檗

高
聲
召
相
公
公
應
諾
檗
云
是
什
麼
公
於
言
下
有
省
（『
宏
智
録
』）

裴
相
國
出
鎭
宛
陵
因
遊
寺
見
高
僧
像
遂
問
僧
職
云
高
僧
儀
相
可

觀
未
審
高
僧
在
什
麼
處
…
裴
公
乃
擧
前
話
問
之
檗
乃
召
相
公
公

應
諾
檗
云
在
什
麼
處
裴
公
於
此
大
悟
（『
圜
悟
録
』）

（
16
）�「
我
今
独
…
□不

是

渠
□
□
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
三

□
□
□
□
□
□
□（
背
ヵ
）只
汝
一
切
放
下
空
空
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
相
応
処
頌
曰

□（
不
ヵ
）毛

戴
角
不
曽
疑
狸
奴
白
牯
自
直
指
土
木
偶
人
今
□
□
□

山
老
漢
昔
為
誰

洞
山
上
堂
云
道
無
心
契
人
人
無
心
契
道
欲
会
這
中
□意

□一

□老

一
不
老（（1
（

水
随
方
円
道
契
凡
聖
性
絶
垢
浄
躰
離
断
常
自
□
□

生
住
已
滅
天
真
真
諦
俗
諦
理
無
分
故
仮
虚
空
為
森
羅
□（
万
象
ヵ
）□

躰
仮
森
羅
万
象
為
虚
空
用
又
云
三
界
六
道
只
是
自
□
□
□

□（
月
ヵ
）鏡

像
豈
有
生
滅
以
是
有
眼
道
見
有
耳
道
聞
有
□
□
□
□

□
談
論
有
手
取
捉
有
足
運
奔
曽
不
離
曽
不
合
□
□
□
□
□

□
□
□
物
種
種
躰
不
立
親
会
得
□（
鏡
ヵ
）□
□
□
□
□
□
□
□
□�（
４
オ
）

□
□
□
然
而
以
鏡
如
鋳
鏡
鏡
明
是
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
別
不
見
道
姉
公
是
女
人
作
故
在
凡
夫
則
是
□
□
□
□
□

人
則
是
聖
人
法
従
来
無
欠
無
余
終
日
拈
香
撮
花
□（
来
ヵ
）□
□
□

拈
香
撮
花
宛
如
歩
迢
迢
空
裏
更
不
逢
一
人
不
見
道
□
□
□

共
万
法
雖
然
如
是
尋
常
坐
臥
時
是
則
五
尺
形
骸
曽
不
□（
添
一
ヵ
）□

糸
毫
不
減
一
糸
毫（（1

（

不
可
疑
尋
尽
乾
坤
中
尋
我
只
一
人
□
□

相
似
底
人
故
道
尽
海
終
無
隔
塵
直
下
更
無
第
二
人（（1

（

無
□
□

道
無
可
合
人
説
道
説
人
宛
如
言
八
両
言
半
斤
若
汝
□
□
□

□
意
根
大
休
歇
情
念
是
可
道
有
情
哉
又
可
道
無
情
□
□
□

□
□
□
□（
情
ヵ
）無

情
不
計
超
越
衆
生
諸
仏
曽
非
凡
聖
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
来
時
仏
祖
不
能
奈
何
□
□
□
□
□
□
□�（
４
ウ
）

一
五
頁
）。

（
17
）�「
道
無
心
…
一
不
老
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
八
頁
）。

道
無
心
合
人
人
無
心
合
道
欲
識
箇
中
意
一
老
一
不
老

※�

後
代
の
文
献
で
は
あ
る
が
、『
徳
翁
高
禅
師
語
録
』
に
「
道
無

心
契
人
、
人
無
心
契
道
」（『
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
三
・
四
頁
）

と
あ
り
。
参
考
に
示
し
て
お
く
。

（
18
）�「
不
□（
添
一
ヵ
）□

…
一
糸
毫
」『
信
心
銘
拈
提
』（
二
六
ウ
）、『
景

徳
伝
灯
録
』
二
十
五
、
報
恩
院
玄
則
章
（
五
一
五
頁
）。

不
添
一
糸
毫
不
減
一
糸
毫
誰
縛
汝
無
人
縛
（『
信
心
銘
拈
提
』）

千
仏
出
世
亦
不
増
一
糸
毫
六
道
輪
迴
也
不
減
一
糸
毫
（『
伝
灯
録
』）

（
19
）「
直
下
更
無
第
二
人
」『
辦
道
話
』（
五
八
三
頁
）。

〖



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
四

□
□
□
□
□
□
□（
与
ヵ
）麼

時
時
作
用
ケ
ケ
無
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
地
後
彼
如
寒
林
枯
林
幾
回
逢
春
不
変
心
□（（2

（

□
□
□

□後

問
曹
山
如
何
是
一
老
山
云
不
扶
持
又
僧
問
如
何
□是

一

不
□
□

老
山
云
枯
木（（2

（

非
唯
水
無
心
契
物
虚
空
又
無
心
大
地
□
□
□

風
雨
水
火
悉
是
無
不
無
心
人
人
又
無
心
不
知
麼
不
計
□
□

汝
時
汝
不
覚
応
諾
此
時
有
慮
知
麼
否
疾
雷
又
不
及
掩
□
□

前
万
境
一
時
歴
観
又
有
心
否
坐
臥
経
行
悉
皆
無
心
如
□
□

雲
漸
漸
似
此
流
水
茫
茫
十
二
時
中
更
無
不
無
心
時
□
□
□

□（
遇
ヵ
）境

自
是
造
作
建
立
雁
過
長
空
影
沈
寒
水
雁
無
□（
遺
蹤
水
無

□
□
□

□留
ヵ
）沈
影
意
我
行
時
影
自
随
影
是
偏
麼
我
是
正
□
□
□
□
□

□
□
□（

（2
（

□
□（
偏
ヵ
）依

実
識
破
我
不
是
我
□（
伎
ヵ
）□

□
□
□
□
□
□
□�（
５
オ
）

□
□
□
不
立
群
像
不
尓
依
位
時
高
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□（
無
ヵ
）相
諍
底
事
此
時
尽
乾
坤
大
地
悉
是
為
有
□
□
□
□
□

□（
情
ヵ
）也

得
一
切
二
辺
暫
時
脱
却
自
得
一
種
平
懐
故
□（
曰
道
無
心
ヵ
）

□
□
□

契
人
人
無
心
契
道
実
哉
彼
本
不
背
我
本
不
向
老
老
□
□
□

此
住
処
又
不
可
得
更
有
卑
頌
大
衆
欲
聞
麼

老
龍
蟠
臥
松
矯
雪
何
事
玉
琴
弾
急
灘
奇
哉
勿
絃
無
生
□
□

和
明
月
碎
波
瀾

挙
洞
山
因
問
僧
云
世
間
何
物
最
苦
僧
云
地
獄
最
苦
□師

云

不
□
□

□然

在
此
衣
線
下
不
明
大
事
是
名
最
苦（（2

（

師
乃
曰
誠
哉
□
□
□

□
□
□
□
□（
机
ヵ
）不
可
忘
不
可
疑
出
家
之
本
意
非
□（
岡
ヵ
）□
□
□
□

□
□
□
□
□
□（
大
ヵ
）可

憶
無
常
迅
速
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�（
５
ウ
）

（
20
）�「
寒
林
枯
…
不
変
心
」『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
巻
（
七
九

頁
）、『
景
徳
伝
灯
録
』
七
（
一
一
〇
頁
）、『
五
灯
会
元
』

三
、
大
梅
法
常
章
（
六
八
頁
）。

（
21
）�「
□後

問
曹
…
云
枯
木
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
八
頁
）。

（
22
）�「
雁
過
長
…
□水

□無

□留

」『
宏
智
録
』
三
・
一
八
四
上
堂
（
二

〇
二
頁
）、
四
・
小
参
二
五
（
二
七
七
頁
、
三
九
ウ
）、

『
禅
林
僧
宝
伝
』
十
一
、
天
衣
義
懐
章
（
三
五
頁
）
等
。

（
23
）�「
挙
洞
山
…
名
最
苦
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
八
頁
）。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
五

□
□
□
□
□
□
工
夫
精
進
可
参
禅
莫
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□（
無
ヵ
）若

未
免
生
死
尚
是
塵
労
中
人
全
非
□（
僅
ヵ
）□

□
□
□

□
人
中
天
上
縦
生
十
方
浄
土
㳅
（
流
）

転
業
報
生
類
始
終
□
□
□

□
離
生
死
過
悪
出
聖
凡
窟
宅
化
生
菩
薩
也
尚
為
難
□
□
□

果
也
未
夢
見
皆
是
不
免
根
塵
不
忘
法
執
即
洞
山
未
後
□（
問
僧
ヵ
）□

曰
離
此
殻
漏
子
向
甚
麼
処
与
吾
相
見
僧
無
対
山
示
頌
□曰

□学

者
恒
河
無
一
悟
過
在
尋
他
舌
頭
路
欲
得
忘
形
泯
蹤
由
□努

□力

慇
懃
空
裏
歩（（2

（

若
無
認
口
頭
声
色
自（
マ
マ
）遊
戯
無
□（
往
ヵ
）路
□
□
□

□（
絶
ヵ
）但

有
名
衆
生
諸
仏
悉
虚
仮
論
何
相
応
不
相
応
□
□
□
□

□
□
是
汝
若
放
下
余
縁
枯
寒
心
念（（2

（

任
他
不
□
□
□
□
□
□

□
□
□
無
物
緊
縛
曽
不
受
仏
救
済
□（

雲

巌

上

堂

挙

先

師

ヵ

）

□
□
□
□
□
□
□
□�（
６
オ
）

□道

地

獄

未

□
□
□
是
苦
向
此
衣
線
下
不
明
□（

大

事

却

是

最

苦

汝

等

既

□
□
□
□
□
□
□
□

□在
カ
）這

ケ
行
流
十
分
去
九
不
較
多
也
更
著
些
子
□（
精
彩
上
座
不
ヵ
）

□
□
□
□

□屈

平
生
行
脚
不
孤
負
叢
林
自
古
叢
林（（2

（

徒
非
成
群
□（
成
ヵ
）□
□
□

要
学
無
為
所
以
称
選
仏
場
縦
雖
百
千
万
ケ
相
聚
更
□
□
□

更
無
異
見
心
空
及
第
去
才
学
仏
法
边
事
早
是
錯
用
□（
空
ヵ
）□

□

有
一
法
与
授
人
若
有
纖
毫
存
学
解
不
是
善
知
識
一
□（
盲
引
衆
ヵ
）

□
□

盲
恐
難
称
長
老
真
尿
牀
鬼
子
也
拈
頌
此
因
縁
欲
誘
引
□
□

要
聴
麼
頌
曰

□
多
尚
説
三
禅
楽
鶖
子
目
連
最
至
愚
学
仏
祖
宗
若
□
□
□

□
□
□（
他
ヵ
）自

分
踈

□（
洪
州
雲
居
宏
覚
ヵ
）

□
□
□
□
□
禅
師
諱
道
膺

幽
州
玉
田
□王

氏

子

童

丱

出

家

□
□
□
□
□
□�（
６
ウ
）

（
24
）�「
即
洞
山
…
空
裏
歩
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
洞
山
章
（
三

一
八
頁
）。

欲
得
忘
形
泯
蹤
跡

（
25
）�「
是
汝
若
…
寒
心
念
」『
宏
智
録
』
四
・
法
語
四
「
衲
僧
家

枯
寒
心
念
休
歇
余
縁
」（
二
九
八
頁
）
ヲ
踏
マ
エ
ル
ヵ
。

（
26
）�「
□挙

雲

居
□
□
…
員
叢
林
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
二
頁
）。

不
明
大
事
却
是
最
苦
師
曰
汝
等
既
在
這
箇
行
流

更
著
些
子
精
彩
便
是
上
座
不
屈
平
生

（
27
）�「
幽
州
玉
…
語
一
般
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
六

□於

范

陽

延

寿

寺

□
□
□
□
□
廿
五
成
大
僧
其
師
令
習
□声

聞

篇

聚

非

其

好

□
□
□
□
□
□

□棄

□之

遊
方
至
翠
微
問
道
会
有
僧
自
豫
章
来
盛
称
□洞

山

法

席

□
□
□

□師

遂
造
焉
山
問
甚
麼
処
来
師
曰
翠
微
来
山
曰
翠
微
□有

何

言
□
□

句
示
徒
師
曰
翠
微
一
日
供
養
羅
漢
某
甲
問
供
養
羅
漢
□羅

□漢

還
来
否
微
曰
你
毎
日
噇
ケ
甚
麼
山
曰
実
有
此
語
否
師
□曰

□有

山
曰
不
虚
参
見
作
家
来
山
問
汝
名
甚
麼
師
曰
道
膺
山
□曰

□向

上
更
道
師
曰
向
上
即
不
名
道
膺
山
曰
汝
与
老
僧

対
□道

□吾

底
語
一
般（（2
（

師
後
問
洞
山
天
上
無
弥
勒
地
下
無
弥
勒
□未

審

誰
□
□

□与

安
名
山
被
問
直
得
禅
牀
震
動
乃
曰
膺
闍
黎
吾
□在

雲

巌

曽

□
□
□

□問

老
人
直
得
火
炉
震
動
今
日
被
子
一
問
直
得
□通

身

汗

流

師

□
□
□
□

□後

結

庵

于

□
□
□
三
峯
経
旬
不
赴
堂
山
□問

子

近

日

何

不

赴

斎

師

曰

□
□
□
□
□
□
□
□
□�（
７
オ
）

□毎

日

自

有

□
□
□
天
神
送
食
山
曰
我
将
謂
□汝

是

箇

人

猶

作

這

箇

見

□
□
□
□
□
□
□
□

□解

在
汝
晩
間
来
師
晩
至
山
召
膺
庵
主
師
応
諾
□山

曰

不

思

善

□
□
□
□

□不

思
悪
是
甚
麼
師
回
庵
寂
然
宴
坐
天
神
自
此
竟
□尋

不

見

如

□
□
□

是
三
日
乃
絶
山
問
師
作
甚
麼
師
曰
合
醬
山
曰
用
多
□少

塩

師
□
□

曰
旋
入
山
曰
作
何
滋
味
師
曰
得
山
又
問
大
闡
提
人
作
□五

逆□

罪
孝
養
何
在
師
曰
始
成
孝
養
自
尓
洞
山
許
為
室
中
領

（
（2
（

□袖

□
（
洞
ヵ
）

山
印
記
曰
汝
児
孫
流
転
無
窮
所
以
児
孫
及
于
今
初
止
□三

峯□

其
化
未
広
後
開
法
雲
居
四
衆
臻
萃（（2

（

有
時
僧
問
如
何
是
□沙

門□

□所

重
師
曰
心
識
不
到
処（（3

（

沙
門
乞
士
也
上
求
菩
提
下
□（
化
衆
生
ヵ
）

□
□

□
□
今
不
然
沙
門
桑
門
桑
門
世
捨
人
也
只
非
□（
喰
ヵ
）□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□（
尽
ヵ
）方

縁
尽
捨
時
有
何
□（
哲
ヵ
）□

□
□
□
□
□
□�（
７
ウ
）

二
一
～
三
二
二
頁
）、『
伝
光
録
』
雲
居
章
（
正
冊
・
五
三

ウ
～
五
四
オ
）。

翠
微
供
養

（
28
）�「
師
後
問
…
中
領
□袖

」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
二
頁
）。

（
29
）「
初
止
□三

…
衆
臻
萃
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
二
頁
）。

（
30
）�「
問
如
何
…
不
到
処
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
二
頁
）。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
七

□
□
□
□
□
□
□
故
師
乃
云
学
得
仏
辺
□（

事

早

是

錯

用

心

講

□
□
□
□
□
□

□得
天
ヵ
）□

花
落
石
点
頭
尚
不
預
自
己
事
実
哉
糸
毫
□（
釐
ヵ
）□

□
□
□

不
離
情
識
以
有
限
心
用
無
限
事
宛
似
円
穴
擬
方
木
□（（3

（

□
□

心
説
性
談
有
談
空
只
是
聚
花
重
錦
乃
至
通
理
一
大
□
□
□

是
高
行
人
大
智
人
也
於
心
頭
糸
毫
許
如
有
不
捨
意
都
□
□

大
解
脱
必
今
生
中
被
引
境
縁
況
一
息
絶
両
眼
閉
時
必
□
□

境
作
多
少
化
現
此
時
有
捨
不
得
底
些
子
随
境
㳅
転
如
□
□

縁
或
愛
月
或
愛
花
若
向
此
愛
処
著
意
彼
愛
境
変
為
□
□
□

□
心
即
為
火
坑
但
汝
十
二
時
中
如
枯
木
朽
株
似
□
□
□
□

□
□（
麼
ヵ
）去

汝
若
帰
初
心
則
有
相
応
処
所
以
道
□（
以
ヵ
）□

□
□
□
□

□
□
□
□
□（
帰
ヵ
）初
心
不
運
一
歩
□（
依
ヵ
）□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�（
８
オ
）

□
□
□
□
石
羊
対
石
虎
相
見（（3

（

何
時
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
（
必
ヵ
）妄

倶
除
去
若
不
然
雖
有
些
子
解
会
未
是
□
□
□
□
□

□（
挙
ヵ
）此
因
縁
有
些
子
相
応
処
頌
曰

得
石
鳥
亀
才
解
語
灯
籠
露
柱
自
知
音
青
山
本
是
白
□
□
□

夜
松
風
弾
玉
琴

雲
居
因
僧
問
如
何
是
一
法
居
云
如
何
是
万
法
僧
云
未
□審

□如

何
領
会
居
云
一
法
是
你
本
心
万
法
是
你
本
性
且
道
心
□与

□性

是
一
是
二
僧
礼
拝
居
示
頌
曰
一
法
諸
法
宗
万
法
一
法
□通

□唯

□心

与
唯
法
不
説
異
兼
同（（3
（

師
乃
曰
一
法
万
法
眼
目
□
□
□
□

□
□
心
識
躰
一
所
以
全
身
挙
時
四
支
九
竅
具
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
無
正
偏
十
八
界
是
□
□
□
□
□
□
□
□�（
８
ウ
）

（
31
）�「
故
師
乃
…
擬
方
木
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
三
頁
）
ヲ
踏
マ
エ
ル
ヵ
。

上
堂
汝
等
諸
人
直
饒
学
得
仏
辺
事
早
是
錯
用
心
不
見
古
人
講
得

天
花
落
石
点
頭
亦
不
干
自
己
事
自
余
是
甚
麼
閑
擬
将
有
限
身
心

向
無
限
中
用
如
将
方
木
逗
円
孔

（
32
）�「
石
羊
対
石
虎
相
見
」『
宏
智
録
』
四
・
小
参
二
五
（
二
七

九
頁
、
四
一
ウ
）。

※�

宋
版
で
は
「
石
羊
逢
石
虎
相
見
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
小
参

録
』
で
は
「
石
羊
対
石
虎
相
見
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
33
）�「
雲
居
因
…
異
兼
同
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
二
頁
）、『
聯
灯
会
要
』
二
十
二
、
雲
居
章
（
五
一
七
頁
）。

〖



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
八

□
□
□
□
□
□
□（
無
ヵ
）根

塵
法
尓
無
心
境
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
法
称
生
死
涅
槃
諸
仏
衆
生
但
有
名
字
菩
提
□
□
□
□

□
字
不
見
道
若
色
清
浄
若
般
若
波
羅
蜜
多
清
浄
無
□二

無

二
□
□

分
無
別
無
断
故（（3

（

只
此
一
隻
手
握
成
拳
伸
成
掌
憎
愛
□（
伝
ヵ
）□

□

取
捨
依
何
立
尋
常
争
奈
在
面
前
露
回
回
何
面
前
漆
桶
□
□

豈
不
是
世
尊
密
語
此
密
密
処
終
不
受
他
処
分
豈
不
是
□（
徧
界
ヵ
）□

不
覆
蔵
彼
閻
浮
樹
栄
枯
時
地
上
一
切
草
木
自
如
栄
枯
□
□

梅
柳
本
是
一
種
草
終
不
受
他
根
種
只
此
一
隻
手
握
□
□
□

□
掌
掌
拳
但
是
名
字
而
已
眼
目
倶
不
定
実
只
汝
□
□
□
□

□
□（
命
ヵ
）根
断
去
無
処
不
通
若
能
如
是
果
満
菩
提
□
□
□
□
□

□
□
□
□
（
一
ヵ
）開

敫
本
是
五
葉
莫
道
□（
一
ヵ
）□

□
□
□
□
□
□
□
□�（
９
オ
）

□
□
□
□（
莫
ヵ
）解

万
法
一
法
通
遠
劫
以
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
性
悉
是
狂
語
恐
喪
胡
種
族
了
雖
然
恁
麼
□（
係
ヵ
）□
□
□
□
□

□
茎
是
同
薬
尌
王
閻
浮
衆
木
等
栄
昌
長
松
修
竹
□
□
□
□

様
春
風
為
孰
香

雲
居
示
衆
云
如
人
頭
頭
上
了
物
物
上
通
秪
喚
作
了
事
□人

□終

不
喚
作
尊
貴
人
将
知
尊
貴
一
路
自
別
不
見
道
従
門
入
□者

□非

宝
捧
上
不
成
龍
知
麼（（3
（

師
乃
云
生
死
事
大
無
常
迅
速
道
□
□

明
当
須
精
細
狂
風
落
花
時
雨
染
葉
淵
変
成
灘
山
崩
□
□
□

□
無
情
悉
皆
変
去
誰
不
是
無
常
若
是
与
麼
縦
頭
頭
□
□
□

□
□
□（
上
ヵ
）通
徹
見
聞
則
自
在
声
色
中
逍
遥
只
是
□（
追
ヵ
）□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□（
師
ヵ
）子

頭
上
参
得
□（
拄
杖
ヵ
）□

□
□
□
□
□
□
□
□�（
９
ウ
）

（
34
）�「
若
般
若
…
無
断
故
」『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
二
〇
四

（『
大
正
蔵
』
六
・
一
八
頁
中
段
）
等
。

（
35
）�「
雲
居
示
…
龍
知
麼
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
三
頁
）。

不
喚
作
尊
貴
将
知
尊
貴
一
路
自
別

〖



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
〇
九

□
□
□
□
□
□
□
人
恐
向
仏
祖
辺
学
□（
得
ヵ
）□
□
□
□
□
□
□

□
□
誑
自
誑
他
若
千
仏
出
世
也
救
汝
不
得

□（
絶
ヵ
）□

□
□
□

□
息
万
事
向
千
聖
不
携
処
纔
不

辭

（
慕
ヵ
）

諸
聖
若
不
重
□
□
□
□

雖
不
得
留
凡
聖
位
中
自
然
喚
可
道
無
好
悪
人
若
能
□
□
□

逍
遥
恁
麼
地
安
住
自
是
大
休
歇
人
也
不
見
道
不
用
□
□
□

須
息
見
有
卑
頌
親
欲
説
破
大
衆
要
聞
麼

不
疑
ケ
ケ
大
尊
貴
到
処
曽
無
第
二
人
造
次
未
禀
祖
□（
供
ヵ
）□

□

求
若
尽
絶
踈
親

□（
挙
ヵ
）曹

山
元
証
禅
師
因
僧
問
学
人
通
身
是
病
請
師
□医

山

曰

不

□
□
□

□医

僧
云
為
什
麼
不
医
山
曰
教
汝
求
生
不
得
求
□死

不

得
□
□
□

（
（3
（□

□泉

州

莆

田

□
□
□
黄
氏
子
幼
而
奇
逸
為
書
□生

不

甘

処

俗

年

十

九

棄

□
□
□
□
□
□
□
□�（
10
オ
）

□家

入

福

州

□
□
□
霊
石
山
中
六
年
乃
剃
髪
□受

具

咸

通

初

至

高

安

謁

□
□
□
□
□
□
□
□

□悟

本
禅
師
价
公
依
止
十
余
年
价
以
為
類
已
□堪

任

大

法

於

是

□
□
□
□
□

□名

冠
叢
林
将
辞
去
价
曰
三
更
当
来
授
汝
曲
折
時
□矮

師

叔

者

□
□
□

知
之
蒲
伏
縄
牀
下
价
不
知
也
中
夜
授
章
先
以
雲
岩
□（
所
付
ヵ
）

□
□

宝
鏡
三
昧
五
位
顕
訣
三
種
滲
漏
付
畢
再
拝
趨
出
矮
□師

叔

引
□
□

頸
呼
曰
洞
山
禅
入
我
手
矣
价
大
驚
曰
盗
法
倒
屙
無
及
□矣

後□

皆
如
所
言（（3

（

乃
云
有
時
学
人
請
問
有
適
来
因
縁
如
学
□（
人
問
ヵ
）学

□
□

人
通
身
是
病
請
師
医（（3

（

若
人
知
有
病
果
得
到
平
穏
地
□
□
□

□
知
病
所
謂
生
下
如
東
西
未
弁（（3

（

自
他
未
分
時
自
以
□
□
□

□
□
□（
細
ヵ
）見

来
汝
生
下
以
来
早
是
受
重
病
了
□（
況
ヵ
）□

□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
以
来
有
許
多
生
知
□
□
□
□
□
□
□�（
10
ウ
）

（
36
）�「
□（
挙
ヵ
）曹

山
…
□死

不

得
□
□
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
曹
山
章
（
三

一
九
頁
）。　
　

為
甚
麼
不
医

（
37
）�「
□泉

州

莆
□
□
…
如
所
言
」『
禅
林
僧
宝
伝
』
一
、
曹
山
章
（
六

頁
）。

（
38
）�「
□学

人
通
…
請
師
医
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
曹
山
章
（
三

一
九
頁
、
前
注
〈
36
〉
参
照
）。

（
39
）「
所
謂
生
…
西
未
弁
」『
信
心
銘
拈
提
』（
二
一
丁
裏
）。

所
謂
汝
等
生
下
東
西
未
弁
色
空
未
分



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
〇

□
□
□
□
□
□
是
学
経
学
論
知
仏
弁
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
生
死
求
菩
提
重
増
病
不
見
洞
山
和
尚
曰
□（
擬
心
是
犯
戒

□
□
□
□

□也
ヵ
）得

味
復
破
斎
曹
山
其
下
註
破
曰
犯
戒
仏
味
祖
□味

纔

有

忻

□
□
□

心
即
是
破
斎
只
而
今
説
破
斎
犯
戒
即
今
三
羯
磨
時
□
□早

破□

了
也（（4

（

世
間
麤
重
貪
瞋
痴
雖
難
断
只
是
病
縦
難
断
無
□
□
□

浄
潔
也
又
是
重
病
莫
以
加
此
祖
仏
出
世
只
為
此
事
□（
故
雲
居
ヵ
）

□
□

弘
覚
禅
師
曰
纔（
饒
ヵ
）学
得
仏
辺
事
早
是
錯
用
心（（4

（

了
今
時
□
□
□

玄
妙
理
性
証
真
如
法
性
悉
是
国
家
破
具
若
放
下
不
□
□
□

□
結
縛
塵
劫
蒙
欺
語
汝
莫
為
等
閑
解
早
須
放
尽
□
□
□
□

□
□（
付
ヵ
）自
然
同
参
狸
奴
白
牯
一
如
墻
壁
瓦
礫
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□（
詮
ヵ
）終

日
安
閑
無
真
□（
何
求
ヵ
）□

□
□
□
□
□
□
□
□
□�（
11
オ
）

□
□
□
□
□（
奈
ヵ
）祖

仏
汝
何
不
能
争
奈
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□（
揀
ヵ
）択
若
住
明
白
遠
落
揀
択
子
細
見
来
只
□（
楽
ヵ
）□
□
□
□
□

□
有
此
病
須
吐
却
須
瀉
去
又
不
見
天
童
開
山
咸
啟

□（
　
禅
師
僧

□
□
□

□問
ヵ
）如

何
是
仏
法
的
的
大
意
啓
曰
我
這
裏
一
屙
便
了
□（
有
什
麼
ヵ
）

□
□

的
的
卓
卓（（4

（

恁
麼
垂
示
初
機
後
学
早
須
向
将
来
此
身
□
□
□

持
許
多
病
痛
何
処
得
来
未
恁
麼
縦
到
弥
勒
下
生
徒
□
□
□

摳
衣
如
捕
影
可
道
甚
癡
依
霊
有
卑
頌

誰
識
満
缾
傾
不
出
従
来
不
湿
又
不
乾
没
頭
従
教
縦
□
□
□

□
水
郷
未
往
還

□（
挙
曹
山
ヵ
）

□
□
僧
問
朗
月
当
空
時
如
何
□山

曰

猶

是

堦

下

漢

曰

請

師

□
□
□
□
□
□
□
□
□

□接

上

堦

山

曰

月

□
□
□
□
□
落
後
来
相
見
師
□尋

常

応

機

曽

無

軌

轍

於

天

□
□
□
□
□
□
□
□
□�（
11
ウ
）

（
40
）�「
洞
山
和
…
□破

了
也
」『
禅
林
僧
宝
伝
』
一
、
曹
山
章
（
七

頁
）。

先
師
曰
擬
心
是
犯
戒
若
也
得
味
是
破
齋
且
喚
什
麼
作
味
只
是
仏

味
祖
味
纔
有
忻
心
便
是
犯
戒
若
也
如
今
説
破
齋
破
戒
即
今
三
羯

磨
時
早
破
了
也

（
41
）�「
纔（
饒
ヵ
）学
得
～
錯
用
心
」『
五
灯
会
元
』
十
三
、
雲
居
章
（
三

二
三
頁
、
前
注
〈
31
〉
参
照
）。

（
42
）「
天
童
開
…
的
卓
卓
」
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
二
一
五
則

（
九
〇
六
頁
）、『
五
灯
会
元
』
十
三
、
天
童
咸
啟
章
（
三
二
九

頁
）、『
如
浄
語
録
』
天
童
入
院
小
参
（
三
二
七
頁
）。

明
州
天
童
山
景
徳
寺
咸
啓
禅
師
〈
嗣
洞
山
〉
因
有
僧
問
学
人
卓

卓
上
来
請
師
的
的
師
曰
我
這
裡
一
屙
便
了
有
什
麼
卓
卓
的
的

（
真
字
『
正
法
眼
蔵
』）

簡
大
徳
德
問
学
人
卓
卓
上
来
請
師
的
的
師
曰
我
這
裏
一
屙
便
了

有
甚
麼
卓
卓
的
的
（『
五
灯
会
元
』）

（
43
）�「
□（
挙
曹
山
ヵ
）

□
□
」
以
下
全
文
『
五
灯
会
元
』
十
三
、
曹
山
章



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
一

復※

辛
酉
夏
夜
問
知
事
曰
今
日
是
幾
何
日
月
曰
六
月
十
五
師

曰
曹
山
平
生
行
脚
到
處
祇
管
九
十
日
為
一
夏
明
日
辰
時
行

脚
去
及
時
焚
香
宴
坐
而
化（（4

（

（
三
二
一
頁
）。

※�

以
下
、
三
紙
ア
ル
モ
別
史
料
ノ
タ
メ
翻
刻
略
。
上
段
ニ
ハ
参

考
ト
シ
テ
、
出
典
ヨ
リ
残
リ
ノ
本
文
ヲ
記
ス
。

【
表
一
】「
当
山
一
派
記
」
収
録
史
料
目
録

丁
数

表
題
・
史
料
名

概
要

一
オ
～
ウ

安
永
五
申
年
改
之
印
鑑

安
永
五
年
時
点
で
の
近
門
十
五
箇
寺
が
用
い
る
印
鑑
・
花
押
の
一
覧
。

二
オ
～
三
ウ

近
門
中
十
五
箇
寺

玉
雲
寺
末
寺
中
、
近
門
十
五
箇
寺
の
開
山
及
び
現
在
の
印
影
一
覧
。

四
オ
～
五
オ

陸
奥
国
仙
台
領

仙
台
所
在
の
玉
雲
寺
末
寺
一
覧
。

五
オ
～
八
オ

玉
雲
寺
末
山
二
十
八
ケ
寺
備
中

法
泉
寺
末
山

法
泉
寺
（
岡
山
県
井
原
市
）
の
末
寺
・
孫
末
寺
及
び
そ
れ
ら
の
開
山
の
一
覧
。

八
オ
～
一
〇
ウ

小
山
徳
雲
寺
末
山
四
十
三
箇
寺

徳
雲
寺
（
京
都
府
園
部
市
）
の
末
寺
・
孫
末
寺
の
一
覧
。

一
〇
ウ
～
一
四
オ

新
江
龍
穏
寺
末
山
三
十
七
箇
寺

龍
穏
寺
（
京
都
府
園
部
市
）
の
末
寺
・
孫
末
寺
の
一
覧
。

一
四
ウ

玉
雲
寺
朱
印
八
石

こ
の
一
行
の
み
記
載
。
但
し
『
御
朱
印
寺
社
領
』（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に
は
玉
雲

寺
の
記
載
な
し
。

一
五
オ
～
ウ

玉
雲
寺
末
寺
列
位
（
仮
称
）

法
泉
寺
・
徳
雲
寺
・
龍
穏
寺
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
の
開
山
を
記
し
、「
右
准
古
牒
而
書

写
之
」
と
あ
る
。

一
六
オ

（
白
紙
）

一
六
ウ
～
一
七
オ

太
容
派
法
系
図
（
仮
称
）

『
竹
貫
書
』
図
８
「
太
容
派
法
系
」（
四
九
八
頁
）
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
、
太
容
派
の

法
系
図
に
玉
雲
寺
世
代
が
注
記
さ
れ
た
も
の
。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
二

一
七
ウ

奥
州
永
明
寺
門
葉
九
箇
寺

永
明
寺
の
末
寺
・
孫
末
寺
（
廃
寺
含
む
）
一
覧
。
但
し
「
葛
西
殿
亡
滅
故
永
明
寺

廃
寺
依
之
当
山
直
末
」
と
あ
り
、「
葛
西
殿
亡
滅
」（
豊
臣
秀
吉
の
奥
州
仕
置
を
指
す

か
）
の
際
に
永
明
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
そ
の
末
寺
は
全
て
玉
雲
寺
の
直
末
に
な
っ
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

一
七
ウ
～
一
八
オ

法
泉
寺
歴
代

開
山
～
二
十
一
世
ま
で
同
筆
、
二
十
一
世
の
道
号
の
記
載
が
な
い
た
め
現
住
ヵ
。

一
八
オ

法
泉
寺
住
持
関
叟
梵
機
置
文
写

関
叟
梵
機
（
？
～
一
五
〇
三
、
玉
雲
寺
八
世
・
法
泉
寺
二
世
）
置
文
（
表
末
参
照
）。

一
八
オ
～
ウ

大
和
・
讃
岐
国
末
寺
一
覧

大
和
国
四
箇
寺
、
讃
岐
国
一
箇
寺
の
玉
雲
寺
末
寺
及
び
開
山
の
一
覧
。

一
九
オ

徳
雲
寺
世
代
一
覧

開
山
～
二
十
六
世
が
同
筆
、
以
下
三
十
五
世
ま
で
加
筆
。

一
九
ウ

龍
穏
寺
世
代
一
覧

開
山
～
三
十
世
が
同
筆
、
以
下
三
十
二
世
ま
で
加
筆
。

二
〇
オ

（
白
紙
）

二
〇
ウ

智
厳
・
梵
清
署
名
・
花
押

本
稿
写
真
掲
載
部
分
。

二
一
オ

（
白
紙
）

二
一
ウ

玉
雲
寺
四
十
三
世
法
系

「
安
永
七
戊
戌
年
六
月
許
容
」
と
あ
り
。

二
二
オ

玉
雲
寺
四
十
五
世
法
系

「
文
化
六
己
巳
年
十
二
月
許
容
」
と
あ
り
。

二
二
ウ

玉
雲
寺
四
十
九
世
法
系

「
文
化
六
己
巳
年
十
二
月
許
容
」
と
あ
り
。

二
三
オ

（
白
紙
）

二
三
ウ

玉
雲
寺
五
十
世
法
系

「
文
化
十
一
甲
戌
年
三
月
許
容
」
と
あ
り
。

（
以
下
五
丁
白
紙
）

関
叟
法
嗣
次
第
、
昌
寿
長
老
、
仁
忠
首
座
、
機
範
蔵
主
、
機
卜
和
尚
、
禅
奭
蔵
主

　

于
時
明
応
二
白
癸
丑
林
鐘
吉
日　

梵
機
判

（�

原
本
法
泉
寺
蔵
、『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
』
四　

中
国
管
区
編
・
四
国
管
区
編
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
九
七
年
二
月
、
三
三

頁
、
文
書
一
三
）



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
三

※�
昌
寿
長
老
…
松
屋
昌
寿
（
？
～
一
五
一
一
）。
法
泉
寺
三
世
・
玉
雲
寺
十
四
世
。
仁
忠
首
座
…
葵
山
仁
忠
。
玉
雲
寺
十
二
世
。
機
卜
和
尚
…

亀
江
機
卜
。
玉
雲
寺
十
八
世
。

【
表
二
】『
龍
穏
寺
縁
起
』
収
録
史
料
目
録

丁
数

表
題
・
史
料
名

概
要

一
オ
～
七
オ

玉
宝
山
龍
穏
禅
寺
略
記

本
稿
翻
刻
部
分
。
以
下
、
版
心
「
畧
記
」。

七
オ
～
八
オ

玉
宝
山
龍
穏
歴
代

龍
穏
寺
の
歴
代
住
職
の
没
年
、
没
年
齢
（
一
部
）
の
一
覧
。

八
オ
～
九
ウ

希
曇
宗
璵
嗣
承
論
（
仮
称
）

徳
雲
寺
開
山
希
曇
宗
璵
が
古
潤
仁
泉
の
法
嗣
で
は
な
く
、
梵
清
の
法
嗣
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
た
も
の
。『
竹
貫
書
』
五
〇
二
～
五
〇
三
頁
参
照
。

一
〇
オ
～
一
一
ウ
（
白
紙
）

一
二
オ
～
一
九
オ

玉
宝
山
門
葉
略
記

龍
穏
寺
末
寺
一
覧
、
一
部
は
略
縁
起
も
含
む
。

一
九
ウ

（
白
紙
）

二
〇
オ
～
二
一
ウ

霊
樹
山
玉
雲
寺
住
番
歴
代

大
龍
栄
樹
が
整
備
し
た
も
の
を
底
本
と
し
た
、
玉
雲
寺
の
世
代
表
。
史
料
末
の
識
語

は
以
下
の
通
り
。「
雖
再
住
之
者
多
、
今
只
誌
於
歴
住
而
已
／
大
龍
栄
樹
記
之
／�

龍（
以
下
別
筆
）

之
真
筆
、
今
在
和
州
補
岩
、
蓋
玉
雲
癈
壊
／
之
後
、
取
将
去
也
、
此
牒
上
、
不

見
希
曇
名
、
雖
／
偏
傍
書
中
、
中
興
希
曇
、
而
非
龍
之
真
筆
、
況
無
／
世
数
謀
計

之
者
為
也
乎
」（
句
読
点
筆
者
）。

二
一
ウ

徳
雲
寺
縁
起
（
仮
称
）

徳
雲
寺
の
開
創
に
つ
い
て
。『
竹
貫
書
』
五
〇
四
頁
参
照
。

二
二
オ
～
二
三
オ

玉
宝
山
梵
鐘
鋳
造
記
（
仮
称
）

正
保
二
年
に
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
の
、
万
安
英
種
（
一
五
九
一
～
一
六
五
四
）
の
銘
文
等
。

二
三
オ
～
二
四
ウ

玉
宝
山
大
殿
再
造
記

元
禄
四
年
三
月
、
龍
穏
寺
十
一
世
梅
嶺
春
芳
（
？
～
一
六
九
五
）
撰
述
。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
四

二
五
オ
～
二
六
オ

改
創
龍
穏
雲
厨
記

元
禄
十
六
年
一
月
、
龍
穏
寺
十
二
世
大
達
昌
道
撰
述
。

二
六
オ
～
二
七
オ

奉
入
三
宝
福
海
疏

宝
永
三
年
四
月
一
日
、
大
達
撰
述
。

二
七
ウ

（
白
紙
）

二
八
オ
～
三
一
ウ

伊
勢
寺
縁
起

伊
勢
寺
（
大
阪
府
高
槻
市
）
関
係
史
料
・
文
書
類
。
以
下
、
版
心
「
伊
」。

三
二
オ
～
ウ

長
林
寺
・
少
林
寺
縁
起

長
林
寺
（
京
都
府
亀
岡
市
）、
少
林
寺
（
船
井
郡
完
人
村
、
現
廃
寺
）
の
縁
起
。

三
三
オ

後
奈
良
天
皇
綸
旨
写

永
平
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
77
参
照
。
以
下
、
版
心
「
雑
記
」。

三
三
ウ

後
陽
成
天
皇
綸
旨
写

永
平
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
97
参
照
。

三
三
オ
～
ウ

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
39
参
照
。

三
三
ウ
～
三
四
オ

後
村
上
天
皇
綸
旨
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
46
参
照
。

三
四
オ
～
ウ

後
奈
良
天
皇
綸
旨
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
79
参
照
。

三
四
ウ
～
三
五
オ

後
陽
成
天
皇
綸
旨
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
93
参
照
。

三
五
オ
～
ウ

五
条
為
良
副
状
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
95
参
照
。

三
五
ウ
～
三
六
オ

勧
修
寺
光
豊
副
状
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
94
参
照
。

三
六
オ
～
ウ

後
光
明
天
皇
綸
旨
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
150
参
照
。

三
六
ウ
～
三
七
オ

勧
修
寺
経
広
副
状
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
151
参
照
。

三
七
オ
～
ウ

前
右
兵
衛
督
某
安
堵
状
写

總
持
寺
文
書
。『
曹
洞
宗
古
文
書
』
五
五
号
文
書
参
照
。

三
七
ウ

足
利
義
満
御
判
御
教
書
写

總
持
寺
文
書
。『
曹
洞
宗
古
文
書
』
一
九
七
九
号
文
書
参
照
。

三
七
ウ
～
三
八
オ

足
利
義
政
御
判
御
教
書
写

總
持
寺
文
書
。『
曹
洞
宗
古
文
書
』
一
九
八
四
号
文
書
参
照
。

三
八
オ
～
三
九
オ

總
持
寺
諸
法
度
写

總
持
寺
文
書
。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
№
118
参
照
。

三
九
オ
～
ウ

峨
山
韶
碩
置
文
写

總
持
寺
文
書
。『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
二
№
19
参
照
。

三
九
ウ
～
四
〇
オ

峨
山
門
派
之
衆
總
持
寺
住
番
之
事

写

『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
二
№
35
参
照
。



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
五

四
〇
オ
～
ウ

峨
山
門
人
衆
聯
判
状
写

總
持
寺
文
書
。『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
二
№
41
参
照
。
但
し
署
名
順
等
に
異
同

が
あ
り
、
本
史
料
で
は
「
總
持
当
住
通
幻
寂
霊
判
／
無
端
祖
環
判
／
実
峰
良
秀
判
／

安
禅
寛
叡
判
／
永
寿
恵
祐
判
／
仏
陀
碩
寿
判
」
の
順
。

四
〇
ウ
～
四
一
オ

当
山
住
持
職
事
写

總
持
寺
文
書
。『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
二
№
47
参
照
。

四
一
オ
～
ウ

諸
祖
示
寂
年
記

瑩
山
禅
師
・
峨
山
及
び
總
持
寺
五
院
開
山
の
示
寂
年
一
覧
。

四
二
オ
～
四
三
オ

五
山
開
闢
並
位
次
因
由

京
都
五
山
の
開
山
及
び
五
山
の
列
次
の
理
由
。

四
三
オ

十
刹
両
門
主

大
徳
寺
開
山
に
つ
い
て
。

四
三
ウ

法
地
起
立
年
号

末
寺
十
一
ケ
寺
の
開
山
年
の
一
覧
。
本
文
と
は
別
筆
で
、
貼
ら
れ
た
別
紙
の
内
容
。

※
本
史
料
は
版
心
と
共
に
丁
数
が
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
表
に
お
い
て
は
通
し
の
丁
数
を
記
し
た
。

付
記　

本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
、
写
真
掲
載
を
御
許
可
頂
き
ま
し
た
大
本
山
總
持
寺
様
、
写
真
を
御
提
供
頂
き
ま
し
た
總
持
寺
宝
蔵
館
「
嫡
々

庵
」
様
、
所
蔵
史
料
調
査
を
御
許
可
頂
き
ま
し
た
、
玉
雲
寺
御
住
職
長
澤
智
雄
老
師
、
徳
雲
寺
御
住
職
諸
岡
幹
哉
老
師
、
龍
穏
寺
御
住
職
稲
原

正
典
老
師
、
調
査
の
仲
介
を
し
て
頂
き
ま
し
た
、
当
セ
ン
タ
ー
講
師
尾
崎
正
善
老
師
、
清
源
寺
御
住
職
宮
田
貴
寛
老
師
、
ま
た
調
査
に
同
行
頂

き
ま
し
た
、
上
智
大
学
非
常
勤
講
師
横
山
龍
顯
氏
、
駒
澤
大
学
大
学
院
生
中
野
何
必
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
道
元
禅
師
・
太
容
梵
清
・
大
龍
栄
樹
・
伝
記
・
宏
智
小
参
録



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
六

【
写
真
１
】「
總
持
寺
門
徒
連
署
契
状
」（
大
本
山
總
持
寺
所
蔵
）
裏



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
七

【
写
真
２
】「
總
持
寺
門
徒
連
署
契
状
」（
大
本
山
總
持
寺
所
蔵
）
表



太
容
梵
清
関
係
史
料
（
秋
津
）

一
一
八

【写真３】「当山一派記」（玉雲寺所蔵）二〇丁裏



一
一
九

『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」
巻
―
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
と
註
（
一
）―

新
井
一
光



一
二
〇

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
研
究
は
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇-

一
二
五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
』
の
最
古
の
註
釈
で
あ
る
詮
慧
の
『
聞
書
』
及
び
こ
れ
を
基
に
弟
子
の

経
豪
が
著
し
た
『
正
法
眼
蔵
抄
』（
以
下
、『
抄
』
と
略
す
）
の
「
三
界
唯
心
」
巻
に
対
す
る
註
釈
部
分
を
テ
キ
ス
ト
、
現
代
語
訳
、
及
び
註
に

よ
っ
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
は
、
比
叡
山
に
よ
る
興
聖
寺
破
却
後
、
入
越
し
て
初
め
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
禅
師
の
生
涯
に
お
い
て

一
つ
の
重
要
な
局
面
に
お
け
る
著
作
と
見
な
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
〔
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
閏
七
月
一
日
、
在
越
宇
吉
峯
頭
示
衆
〕、
こ
こ

で
禅
師
は
、「
三
界
」
の
語
を
多
用
し
、
そ
れ
ま
で
に
著
さ
れ
た
他
の
巻
に
お
け
る
表
現
と
際
立
っ
た
違
い
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
そ
の
冒
頭
の
一
段
、
原
文
で
は
七
行
の
間
に
一
五
回
も
「
三
界
」
の
語
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
（
道
元
全
、
上
、
三
五
三
頁
六-

一
二

行
＝
二
二
九
字
）、
そ
の
同
じ
一
段
に
「
三
界
唯
心
」
の
句
の
例
は
一
回
で
あ
り
、
こ
の
反
復
は
異
例
の
強
調
で
あ
る
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
道
元
禅
師
は
「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
い
て
、『
華
厳
経
』
の
「
三
界
唯
心
」
の
経
文
の
意
味
、
即
ち
、
三
界
と
は
虚
妄
な
も

の
で
あ
り
、
ほ
か
な
ら
ぬ
心
が
窮
極
的
な
真
実
で
あ
る
こ
と
を
説
く
と
い
う
基
本
趣
旨
を
読
み
替
え
、
心
で
は
な
く
三
界
を
肯
定
、
重
視
し
、

窮
極
的
真
実
と
し
て
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
禅
師
独
自
の
解
釈
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
禅
師
は
こ
の
巻
に
お
い
て
『
法
華
経
』
の
経
文
を
引
用
し
、
独
自
の
解
釈
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
で
に
私
は
拙
稿
「『
正
法

眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
六-

一
、
二
〇
一

七
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
巻
に
引
用
さ
れ
る
「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
の
意
味
を
考
察
し
た
が
、
そ
の
際
、『
聞
書
』

に
お
い
て
、
こ
の
経
文
に
関
す
る
宗
門
に
お
け
る
解
釈
と
し
て
、「
三
界
ヲ
三
界
ト
見
ム
ニ
ハ
如
カ
ジ
」（
蒐
書
一
三
、
二
二
四
頁
二
〇
行
）
と

い
う
読
み
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
読
み
は
、
伝
統
的
な
「
三
界
ノ
三
界
ヲ
見
ル
ガ
如
ク
ナ
ラ
ズ
」
と
い
う
も
の
と
異
な
っ

て
お
り
、
禅
師
の
直
弟
子
で
あ
る
詮
慧
に
よ
っ
て
か
か
る
解
釈
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
で
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
理
解

に
と
っ
て
重
要
な
視
座
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
『
聞
書
』
の
著
者
で
あ
る
詮
慧
は
、
そ
の
出
身
が
比
叡
山
の
僧
で
あ
り
、
興
聖
寺
に
お
い
て
道
元
禅
師
に
師
事
し
、
京
都
洛
陽
に
永
興
寺
を
開

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
詮
慧
は
ま
た
、『
永
平
広
録
』
の
編
纂
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
聞
書
と
い
う
註
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
、
禅
師
の
直



一
二
一

弟
子
で
あ
り
、
入
越
に
も
同
行
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
抄
』
の
著
者
で
あ
る
経
豪
は
、
も
と
比
叡
山
の
僧
で
あ
り
、
永
興
寺
に
お
い

て
詮
慧
に
嗣
ぎ
住
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
抄
』
は
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
よ
り
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
に
至
る
六
年
に
わ
た
り
著
さ
れ

た
こ
と
が
『
抄
』
の
奥
書
に
記
さ
れ
る
（
１
）。

　
『
抄
』
は
、
泉
福
寺
（
大
分
県
）
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
を
も
と
に
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）、
鴻
盟
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。『
抄
』
は
、

『
聞
書
』
を
基
礎
に
し
て
註
釈
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
、
河
村
孝
道
博
士
は
、
こ
れ
に
共
著
的
性
格
を
認
め
、『
聞
書
抄
』
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
２
）。

　
『
抄
』
の
写
本
は
、
こ
の
他
、
河
村
孝
道
博
士
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
泉
福
寺
本
系
と
し
て
、
永
平
寺
、
總
持
寺
、
洞
寿
院
（
滋
賀
県
）、
妙
昌

寺
（
愛
知
県
）、
森
福
寺
（
鳥
取
県
）
所
蔵
の
各
本
、
及
び
要
山
鼎
堂
（
一
七
三
一
年
寂
）
謄
写
本
等
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
泉
福
寺
本
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
万
仭
・
慧
輪
本
系
と
し
て
、『
正
法
眼
蔵
秘
抄
』
の
名
で
、
最
禅
寺
（
秋
田
県
）、
万
福
寺
（
愛
知
県
）、
東
雲
寺
（
三

重
県
）
等
に
伝
わ
る
（
３
）。
刊
本
と
し
て
は
、
こ
の
鴻
盟
社
本
の
他
に
、『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
所
収
（
一
九
一
四
年
）、『
曹
洞
宗
全
書
』
注
解
二

所
収
（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）、『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
第
一
三
巻
所
収
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
）、『
永
平
正
法

眼
蔵
蒐
書
大
成
続
輯
』
第
一
〇
巻
所
収
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
は
、
テ
キ
ス
ト
と
現
代
語
訳
を
掲
載
す
る
。

�（
１
）
鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
と
そ
の
周
辺
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
七
九-

一
一
七
頁
参
照
。

（
２
）
河
村
孝
道
『
正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
七
年
、
六
七
三
頁
参
照
。

（
３
）
河
村
前
掲
書
、
七
三
七-

七
四
五
参
照
。



一
二
二

　
　
　
　

凡　

例

一
、
本
現
代
語
訳
の
底
本
に
は
、『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
第
一
三
巻
所
収
の
泉
福
寺
本
を
用
い
た
。

一
、
底
本
に
誤
脱
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
個
所
は
、
道
元
全
、
森
福
寺
本
等
を
参
照
し
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
読
み
を
採
用
し
た
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
遣
い
と
し
、
濁
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。

一
、
略
体
字
「
尺
」
は
「
釈
」
に
改
め
た
。

一
、
二
字
合
体
の
仮
名
用
字

は
「
ナ
リ
」
に
改
め
た
。

一
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
は
、『
抄
』
底
本
の
原
形
を
重
ん
じ
、
片
仮
名
の
表
記
に
従
っ
て
示
す
。

一
、
底
本
に
お
い
て
省
略
を
表
す
記
号
◦
は
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
…
…
で
示
し
、
註
に
本
文
と
訳
を
記
し
た
。

一
、
今
回
の
現
代
語
訳
に
あ
た
り
、『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
を
、
訳
者
の
判
断
に
よ
っ
て
、
内
容
に
基
づ
き
四
つ
の
段
に
よ
っ
て
区
分

し
、
さ
ら
に
各
段
の
文
は
適
宜
区
分
し
、
各
文
頭
に
ゴ
シ
ッ
ク
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
っ
て
節
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
正
法

眼
蔵
』
本
文
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
へ
の
言
及
を
容
易
か
つ
明
瞭
な
も
の
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
（
例
）�『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
、
第
一
段
第
三
節
「
3

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
今
如
来
道
ノ
三
界
唯
心
ハ
全
如
来
ノ
全
現
成
ナ
リ
、
全
一
代

ハ
全
一
句
ナ
リ
。
三
界
ハ
全
界
ナ
リ
。」
＝
「
三
界
唯
心
」
一
・
三

一
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
と
も
す
べ
て
、
見
開
き
右
頁
に
本
文
、
左
頁
に
現
代
語
訳
を
収
め
た
。

一
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
と
『
聞
書
』
を
容
易
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
、『
聞
書
』
の
註
釈
が
付
さ
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
の
末
尾
に
は
（
１

聞
書
）
の
よ
う
に
記
し
、
ま
た
『
聞
書
』
本
文
と
現
代
語
訳
に
は
対
応
す
る
番
号
を
冠
し
、『
抄
』
全
体
の
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
ら
れ
る

『
聞
書
』
と
の
対
応
を
示
し
た
。

一
、
適
宜
、
改
行
と
段
落
変
え
を
し
、
右
頁
冒
頭
に
底
本
の
頁
数
を
［
抄
〇
〇
〇
頁
］、［
聞
書
〇
〇
〇
頁
］
の
よ
う
に
記
し
た
。

一
、〈　

〉
は
割
註
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
現
代
語
訳
に
お
け
る
亀
甲
括
弧
〔　

〕
は
、
原
文
に
な
い
語
句
を
訳
者
が
補
足
し
た
部
分
で
あ
る
。

一
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
、
丸
括
弧
（　

）
に
よ
っ
て
原
語
を
、
引
用
個
所
に
つ
い
て
は
出
典
を
示
し
た
。



一
二
三

一
、
現
代
語
訳
に
お
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
引
用
語
句
は
鉤
括
弧
「　

」
で
括
っ
た
。

一
、『
聞
書
』
及
び
『
抄
』
の
本
文
と
現
代
語
訳
に
お
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』
本
文
の
部
分
に
は
傍
線
を
引
い
た
。



一
二
四

　
　
　
　

略　

号

曹
全	

＝
曹
洞
宗
全
書

大
正	

＝
大
正
新
脩
大
蔵
経
〔
大
正
、
巻
数
、
文
献
番
号
の
順
で
記
す
。〕

道
元
全	

＝
大
久
保
道
舟
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』
上
下
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九-

一
九
七
〇
年
。

道
元
全

	
＝
河
村
孝
道
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
八-

一
九
九
三
年
。

蒐
書	
＝
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四-

一
九
八
二
年
。

蒐
書　

続	
＝
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成　

続
輯
』
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九-

二
〇
〇
〇
年
。

『
眼
蔵
（
水
野
）』	

＝
水
野
弥
穂
子
校
注
『
正
法
眼
蔵
』
岩
波
文
庫
、
全
四
冊
、
一
九
九
〇-

一
九
九
三
年
。

『
眼
蔵
（
水
野
訳
注
）』
＝
水
野
弥
穂
子
訳
註
『
原
文
対
照
現
代
語
訳･

道
元
禅
師
全
集
④
正
法
眼
蔵
４
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
。

註
解
全	

＝
神
保
如
天
、
安
藤
文
英
共
編
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
無
我
山
房
、
一
九
一
三-

一
九
一
四
年
。

『
聞
書
』	

＝
詮
慧
『
聞
書
』
蒐
書
一
三
所
収

『
抄
』	

＝
経
豪
『
正
法
眼
蔵
抄
』
蒐
書
一
三
所
収

（
森
）	

＝
森
福
寺
本
『
正
法
眼
蔵
抄
』
蒐
書　

続
一
〇
所
収

（
泉
）	

＝
泉
福
寺
本
『
正
法
眼
蔵
抄
』「
三
界
唯
心
」、
蒐
書
一
三
所
収

（
総
）	

＝
総
持
寺
本
『
正
法
眼
蔵
抄
』

『
正
法
華
』	

＝
『
正
法
華
経
』
大
正
九
、
二
六
三
。

『
伝
灯
録
』	

＝
『
景
徳
伝
灯
録
（
福
州
東
禅
寺
版
）』
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
。

『
仁
王
経
』	

＝
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
大
正
八
、
二
四
五
。

『
八
十
華
厳
』	

＝
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
大
正
一
〇
、
二
七
九
。

『
妙
法
華
』	

＝
『
妙
法
蓮
華
経
』
大
正
九
、
二
六
二
。

『
六
十
華
厳
』	

＝
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
大
正
一
〇
、
二
七
九
。



一
二
五



一
二
六

［
抄
２
０
１-

２
０
２
頁
］

　

正
法
眼
蔵
抄

　

三
界
唯
心
第
四
十
一　

正
法
眼
蔵
デ
ハ
三
十
二
ナ
リ

１
釈
迦
大
師
道
、

　
　
　

三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
（
１
聞
書
）。

　

是
ハ
華
厳
経
文
ナ
リ
、
餘
方
ニ
モ
口
遊
ス
ル
経
文
ナ
リ
、
但
其
義
カ
ハ
ル
ベ
キ
カ
。
先
三
界
ト
ハ
欲
界
色
界
無
色
界
ヲ
云
フ
。
此
三
界
ヲ
揔
ニ
テ

一
切
ノ
法
、
心
ガ
所
作
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
仏
ト
談
モ
、
衆
生
ト
云
モ
、
迷
ト
談
モ
、
悟
ト
云
モ
皆
心
ガ
所
作
ナ
リ
。
乃
至
六
道
輪
転
等
モ
皆
心
ノ
所
行

ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
此
心
ノ
上
ニ
三
界
ヲ
モ
タ
セ
テ
三
界
唯
一
心
ト
ハ
談
ト
イ
フ
カ
。

　

又
心
仏
及
衆
生
ヲ
各
各
ニ
談
ジ
テ
、
是
ガ
皆
無
差
別
ノ
法
ナ
リ
ト
心
得
、
常
儀
ナ
リ
。
是
等
皆
非
今
所
談
ナ
リ
。
如
此
談
ズ
レ
バ
有
其
失
ナ
リ
。

能
所
ヲ
モ
不
離
、
凡
見
ヲ
モ
不
越
ナ
リ
。
所
詮
三
界
ト
ハ
、
此
心
仏
及
衆
生
ノ
三
ヲ
今
ハ
三
界
ト
ハ
可
談
ナ
リ
。
打
任
談
ズ
ル
三
界
ニ
ハ
異
ナ
ル
ベ

シ
。

　

三
無
差
別
ト
ハ
、
心
ト
談
ズ
ル
ト
キ
心
外
ニ
無
別
法
、
仏
ト
談
ズ
ル
ト
キ
ハ
仏
ノ
外
ニ
物
ナ
ク
、
衆
生
ト
談
ゼ
ム
ト
キ
ハ
全
衆
生
ナ
ル
ベ
シ
、
ユ

ヘ
ニ
無
差
別
ナ
リ
。
又
心
仏
衆
生
許
ノ
三
ニ
不
可
限
ナ
リ
。
同
経
ノ
次
詞
ニ［
２
０
２
頁
］如
心
仏
亦
然
、
如
仏
衆
生
然
ト
ア
リ
。
経
文
分
明
ナ
ル
ベ
シ
。

心
ト
仏
ト
衆
生
ト
此
三
ヲ
取
合
テ
無
差
別
ト
談
ズ
ル
ニ
テ
ハ
ナ
キ
ナ
リ
、
是
祖
門
所
談
ナ
ル
ベ
シ
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
ハ
理
ナ
リ
、
事
ニ

ハ
争
仏
与
衆
生
、
差
別
ナ
カ
ル
ベ
キ
ナ
ム
ド
談
ズ
ル
筋
モ
ア
ル
カ
。
是
等
皆
非
可
用
儀
ナ
リ
。

１

三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法　
『
八
十
華
厳
』「
十
地
品
第
二
十
六
」（
一
九
四
頁
上
一
四
行
）
三
界
所
有
、
但
是
一
心
。
＝
『
六
十
華
厳
』「
十
地
品
第

二
十
二
」（
五
五
八
頁
下
一
〇
行
）
三
界
虚
妄
、
但
是
心
作
。

　
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別　
『
六
十
華
厳
』「
夜
摩
天
宮
菩
薩
説
偈
品
」（
四
六
五
頁
下
二
八-

二
九
行
）
如
心
仏
亦
爾
、
如
仏
衆
生
然
、
心
仏
及
衆
生
、

是
三
無
差
別
。
＝
『
八
十
華
厳
』「
夜
摩
宮
中
偈
讃
品
」（
一
〇
二
頁
上
二
三-

二
四
行
）
如
心
仏
亦
爾
、
如
仏
衆
生
然
、
応
知
仏
与
心
、
体
性
皆
無
尽
。



一
二
七

『
正
法
眼
蔵
抄
』

三
界
唯
心
第
四
十
一　
〔
六
十
巻
本
〕『
正
法
眼
蔵
』
で
は
〔
第
〕
三
十
二
で
あ
る
。

〔
第
一
段
〕

１
釈
迦
大
師
は
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
　
「
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
。
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
。」

　

こ
れ
は
『
華
厳
経
』
の
経
文
で
あ
る
。
そ
の
他
の
所
に
お
い
て
も
口
ず
さ
み
す
る
経
文
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
意
味
は
変
わ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先

ず
、
三
界
と
は
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
を
い
う
。
こ
の
三
界
を
す
べ
て
一
切
の
法
は
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
仏
と
論
じ
る
も
、

衆
生
と
い
う
と
も
、
迷
い
と
論
じ
る
も
、
悟
り
と
い
う
と
も
皆
、
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
く
は
六
道
に
輪
転
す
る
こ
と
等
も
、

皆
心
の
所
行
な
る
が
故
に
、
こ
の
心
の
上
に
お
い
て
三
界
を
保
た
せ
て
、
三
界
唯
一
心
と
論
じ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
心
と
仏
と
及
び
衆
生
を
個
々
別
々
に
論
じ
て
、
こ
れ
は
す
べ
て
無
差
別
の
法
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
な
事
柄
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
今
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
論
じ
れ
ば
、
そ
の
過
失
が
有
る
の
で
あ
る
。
能
所
を
も
離
れ
ず
、
世
俗
的

な
見
解
を
も
越
え
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
三
界
と
は
、
こ
の
心
と
仏
と
及
び
衆
生
の
三
つ
を
、
今
は
三
界
と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
普
通
論
じ
る

三
界
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

三
無
差
別
と
は
、
心
と
論
じ
る
時
、
心
の
外
に
別
の
法
は
無
く
、
仏
と
論
じ
る
時
は
、
仏
の
外
に
物
は
な
く
、
衆
生
と
論
じ
よ
う
と
す
る
時
は
、

す
べ
て
の
衆
生
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
心
と
仏
と
衆
生
ば
か
り
の
三
つ
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
華
厳
経
の
次
の
詞
に

「
如
心
仏
亦
然
、
如
仏
衆
生
然
」
と
出
て
い
る
。
経
文
は
明
ら
か
で
あ
る
。
心
と
仏
と
衆
生
と
い
う
こ
の
三
つ
を
取
り
上
げ
て
無
差
別
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
祖
門
の
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。「
心
と
仏
と
及
び
衆
生
、
こ
の
三
無
差
別
な
り
。」
は
理
で
あ
る
。

事
に
は
、
一
体
ど
う
し
て
、
仏
と
衆
生
に
は
差
別
が
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
と
論
じ
る
方
面
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
か
〔
否
、
な
い
の
で
あ
る
〕。
こ
れ
ら
は

皆
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
事
柄
で
あ
る
。



一
二
八

［
抄
２
０
２-

２
０
３
頁
］

２
一
句
ノ
道
著
ハ
一
代
ノ
挙
力
ナ
リ
、
一
代
ノ
挙
力
ハ
尽
力
ノ
全
挙
ナ
リ
。
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
ナ
リ
ト
モ
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
（
２
聞
書
）。

　

一
句
ノ
道
著
ト
云
ヘ
バ
無
下
ニ
ス
ク
ナ
ク
、
千
句
万
句
ナ
ム
ド
云
ヘ
バ
多
ニ
似
タ
リ
。
但
今
ノ
一
句
ト
云
ニ
四
十
余
年
ノ
説
教
ノ
コ
ル
義
不
可

有
。
一
句
モ
万
句
モ
非
多
少
儀
。
ユ
ヘ
ニ
一
句
ノ
道
著
ハ
一
代
ノ
挙
力
ナ
リ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
又
一
代
ノ
挙
力
ハ
尽
力
ノ
全
挙
ナ
リ
ト
云
ハ
、
猶
一
句

ノ
道
著
、
一
代
ノ
挙
力
ナ
ム
ド
云
ヘ
バ
、
一
句
ハ
釈
尊
ノ
説
教
ト
心
得
、
一
代
ノ
挙
力
ハ
釈
尊
一
代
ノ
挙
力
ト
モ
思
ハ
レ
ヌ
ベ
キ
ヲ
、
尽
力
ノ
全
挙

ナ
リ
ト
云
ハ
、
所
詮
以
釈
尊
一
句
ト
シ
、
以
釈
尊
一
代
ノ
挙
力
ト
談
之
。
此
道
理
ヲ
尽
力
ノ
全
挙
ト
ハ
云
ナ
リ
。

　

釈
尊
ノ
説
道
ヲ
一
句
ト
談
ズ
レ
バ
能
説
所
説
ニ
カ
カ
ハ
ル
。［
２
０
３
頁
］一
代
ノ
挙
力
ト
云
ヘ
バ
仏
ニ
仰
テ
談
カ
ト
モ
覚
ユ
ル
ヲ
、
尽
力
ノ
全
挙
ト
談

ズ
レ
バ
釈
尊
上
ニ
一
句
モ
一
代
挙
力
モ
皆
談
之
ハ
、
能
所
ナ
シ
彼
此
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
此
道
理
ノ
上
ニ
ハ
タ
ト
ヒ
強
為
ト
云
ト
モ
打
任
テ
作

業
ノ
儀
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
尽
力
ノ
人
挙
ヲ
以
テ
強
為
ト
モ
可
談
ナ
リ
。
云
為
ト
ハ
ヒ
ロ
キ
儀
ナ
リ
、
物
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ザ
ル
義
ヲ
可
云
歟
。

2

一
代
ノ
挙
力
ハ
（
道
元
全
）、
一
代
挙
力
ハ
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
二
九

２
一
句
に
よ
っ
て
説
か
れ
得
た
も
の
は
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
り
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
は
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ

た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
強
い
て
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
自
ず
か
ら
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

一
句
に
よ
っ
て
言
わ
れ
得
た
も
の
と
い
え
ば
、
ひ
ど
く
少
な
く
、
千
句
万
句
で
あ
ろ
う
と
い
え
ば
、
多
と
同
様
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
今
の
一
句
と

い
う
に
、
四
十
余
年
の
説
教
〔
に
お
い
て
〕
残
り
の
意
味
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
一
句
も
万
句
も
多
少
の
事
柄
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
一
句
に
よ
っ

て
説
か
れ
得
た
も
の
は
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
は
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て

挙
げ
た
も
の
で
あ
る
と
は
や
は
り
一
句
に
よ
っ
て
説
か
れ
得
た
も
の
で
あ
り
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
な
ど
と
は
一
句
は
釈
尊
の
説
教
で
あ
る
と

理
解
し
、
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
は
釈
尊
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
も
の
を
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
釈
尊
を
一
句
と
し
、
釈
尊
を
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
こ
れ
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
を
尽

く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

釈
尊
が
説
き
、
お
説
き
に
な
っ
た
も
の
を
一
句
と
論
じ
れ
ば
、
説
く
も
の
と
説
か
れ
る
も
の
に
関
わ
る
。
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
と
い
え
ば
、

仏
に
仰
っ
て
論
じ
る
と
も
思
わ
れ
る
も
の
を
、
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も
の
と
論
じ
れ
ば
、
釈
尊
に
一
句
も
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
も

皆
こ
れ
を
論
じ
る
の
は
、
行
為
者
と
対
象
な
く
、
あ
れ
こ
れ
に
関
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
の
観
点
か
ら
は
、
た
と
え
強
い
て
為
す
こ
と
と

い
う
け
れ
ど
も
、
普
通
に
行
為
の
事
柄
で
は
な
い
。
尽
く
さ
れ
た
力
を
す
べ
て
挙
げ
た
も
の
を
強
い
て
為
す
こ
と
と
も
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
自
ず

か
ら
な
る
こ
と
と
は
、
広
い
基
準
で
あ
り
、
物
に
か
か
わ
ら
な
い
意
味
を
い
う
で
あ
ろ
う
か
。



一
三
〇

［
抄
２
０
３-

２
０
４
頁
］

３
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
今
如
来
道
ノ
三
界
唯
心
ハ
、
全
如
来
ノ
全
現
成
ナ
リ
。
全
一
代
ハ
全
一
句
ナ
リ
。
三
界
ハ
全
界
ナ
リ
（
３
聞
書
）。
４
三
界
ハ
則
心
ト

云
ニ
ア
ラ
ズ
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
三
界
ハ
イ
ク
玲
瓏
八
面
モ
、
ナ
ホ
三
界
ナ
リ
、
５
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
誤
錯
ス
ト
云
ト
モ
総
不
著
ナ
リ
。
内

外
中
間
、
初
中
後
際
、
皆
三
界
ナ
リ
。
６
三
界
ハ
三
界
ノ
所
見
ノ
ゴ
ト
シ
。
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
所
見
ハ
三
界
ヲ
見
不
正
ナ
リ
。
三
界
ニ

ハ
三
界
ノ
所
見
ヲ
旧
窠
ト
シ
三
界
ノ
所
見
ヲ
新
條
ト
ス
。
旧
窠
也
三
界
見
、
新
條
也
三
界
見
ナ
リ
（
６
聞
書
）。

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、

　

如
文
。
三
界
唯
心
ハ
全
如
来
、
全
現
成
、
全
一
代
ハ
全
一
句
ト
云
、
分
明
ナ
リ
。
所
詮
三
界
ヲ
旧
窠
ト
シ
、
三
界
ヲ
新
條
ト
ス
。
ユ
ヘ
ニ
旧
窠
也

三
界
見
、
新
條
也
三
界
見
ナ
リ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
物
ノ
所
見
ハ［
２
０
４
頁
］三
界
ヲ
見
不
正
ナ
リ
ト
ハ
、
三
界
ヲ
バ
三
界
見
ベ
キ
ナ
リ
。

三
界
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
所
見
ハ
三
界
ヲ
見
事
ア
タ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
。

5

著　
（
道
元
全
）（
総
）、
箸
（
泉
）（
森
）



一
三
一

３
こ
の
故
に
、
今
、
如
来
が
お
説
き
に
な
っ
た
三
界
唯
心
は
、
す
べ
て
の
如
来
が
、
す
べ
て
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
一
代
は
す
べ
て
〔
こ
の
〕
一
句
で
あ
る
。
三
界
は
、
す
べ
て
の
界
で
あ
る
。
４

三
界
は
、
即
ち
、
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
と

い
う
の
は
、
三
界
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
鮮
や
か
な
面
が
あ
っ
て
も
、
確
か
に
三
界
だ
か
ら
で
あ
る
。
５

三
界
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
誤
解
す
る
と
し

て
も
、
総
べ
得
な
い
の
で
あ
る
。
内
と
外
と
中
間
も
、
初
め
と
中
と
終
わ
り
も
、
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
６

三
界
は
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も

の
の
ま
ま
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
三
界
で
な
い
も
の
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
は
三
界
を
見
る
の
に
正
し
く
な
い
。
三
界
に
は
、
三
界
と
い
う
見

ら
れ
る
も
の
を
古
い
巣
と
し
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
を
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
古
い
巣
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え

て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
、

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
三
界
唯
心
は
、
全
如
来
、
全
現
成
、
全
一
代
、
全
一
句
で
あ
る
と
い
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
結
局
、

三
界
を
古
い
巣
と
し
、
三
界
を
新
し
い
道
筋
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
古
い
巣
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
新
し

い
道
筋
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
界
で
な
い
も
の
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
は
三
界
を
見
る
の

に
正
し
く
な
い
、
と
は
、
ま
さ
に
三
界
を
三
界
〔
と
〕
見
る
べ
き
で
あ
る
。
三
界
で
な
い
も
の
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
は
三
界
を
見
る
こ
と
と
み
な

せ
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。



一
三
二

［
抄
２
０
４
頁
］

１
釈
迦
大
師
道
、

　
　

不
如
三
界
見
於
三
界
。

２
コ
ノ
所
見
ス
ナ
ハ
チ
三
界
ナ
リ
、
此
三
界
ハ
所
見
ノ
ゴ
ト
ク
ナ
リ
。
三
界
ハ
本
有
ニ
ア
ラ
ズ
、
◦
初
中
後
ニ
ア
ラ
ズ
（
１
～
２
聞
書
）

。　

　

文
ニ
聞
タ
リ
。
実
此
三
界
様
、
本
有
、
今
有
、
新
成
、
因
縁
生
、
初
中
後
ニ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
條
、
勿
論
ナ
リ
。

３
出
離
三
界
ア
リ
、
今
此
三
界
ア
リ
。
コ
レ
機
関
ノ
機
関
ト
相
見
ス
ル
ナ
リ
、
葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
生
長
ス
ル
ナ
リ
（
３
聞
書
）。

　

出
離
三
界
ト
云
モ
打
任
テ
人
ノ
出
離
生
死
ナ
ム
ド
云
様
ニ
ハ
不
可
心
得
。
三
界
ガ
三
界
ヲ
出
離
ス
ル
ナ
リ
。
今
此
三
界
ト
云
、
今
ハ
詞
ハ
仰
三
世

ハ
現
在
ト
心
得
ヌ
ベ
シ
、
此
今
ト
云
則
釈
尊
ヲ
指
ナ
リ
。
此
今
ト
云
ト
三
界
ト
云
ト
ハ
、
機
関
ノ
機
関
ト
相
見
ス
ル
道
理
、
葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
マ
ツ
フ

道
理
ナ
ル
ベ
シ
。

１

不
如
三
界
見
於
三
界　
『
妙
法
華
』（
四
二
頁
下
一
五
行
）
不
如
三
界
見
於
三
界
。『
正
法
華
』（
一
一
三
頁
下
一
七
行
）
亦
不
三
界
如
来
所
行
不
見
三
處
。

２

本
有
ニ
ア
ラ
ズ
◦
初
中
後
ニ
ア
ラ
ズ　
『
抄
』
は
、
◦
の
個
所
で
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
今
有
に
あ
ら
ず
。
新
成
に
あ
ら
ず
、
因
縁
生
に
あ
ら
ず
、
三
界

は
」（
道
元
全
、
上
、
三
四
三
頁
一
四-

一
五
行
）
を
省
略
し
て
い
る
。

３

今
此
三
界　
『
妙
法
華
』（
一
四
頁
下
二
六-

二
七
行
）
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。『
正
法
華
』（
七
七
頁
下
二
九
行-

七
八
頁

上
一
）
則
常
応
時
、
將
護
三
處
、
彼
見
燒
炙
、
皆
斯
吾
子
。



一
三
三

〔
第
二
段
〕

１
釈
迦
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
。」

２
こ
の
見
ら
れ
る
も
の
が
す
な
わ
ち
三
界
で
あ
り
、
こ
の
三
界
は
見
ら
れ
る
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
。
三
界
は
以
前
の
存
在
で
は
な
く
、
※
初
め

と
中
間
と
終
わ
り
で
は
な
い
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
に
お
い
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
実
に
、
こ
の
三
界
の
あ
り
方
、〔
即
ち
、〕
以
前
の
存
在
、
今
の
存
在
、
新
た
に
生
じ

る
も
の
、
因
と
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
各
項
目
は
、
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。

３
三
界
を
出
離
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、「
今
此
三
界
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と
互
い
に
見
る
こ
と
で
あ
り
、
葛
藤

が
葛
藤
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　

出
離
三
界
と
い
う
の
も
、
普
通
に
、
人
の
出
離
生
死
な
ど
と
い
う
よ
う
に
は
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
三
界
が
三
界
を
出
離
す
る
の
で
あ
る
。「
今

此
三
界
」
と
い
う
の
は
、
今
は
言
葉
は
仰
っ
て
、
三
世
は
現
在
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
今
と
い
う
の
は
、
即
ち
、
釈
尊
を
指
す

の
で
あ
る
。
此
今
と
い
う
の
と
三
界
と
い
う
の
は
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と
互
い
に
見
る
と
い
う
道
理
、
葛
藤
が
葛
藤
を
絡
み
付
か
せ
る
道

理
で
あ
ろ
う
。

２
※

「
三
界
は
今
の
存
在
で
は
な
い
。
三
界
は
新
た
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
三
界
は
因
と
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
三
界
は
」



一
三
四

［
抄
２
０
４-

２
０
５
頁
］

４
今
此
三
界
ハ
、
三
界
ノ
所
見
ナ
リ
。
イ
ハ
ユ
ル
所
見
ハ
、
見
於
三
界
ナ
リ
。
見
於
三
界
ハ
、
見
成
三
界
ナ
リ
、
三
界
見
成
ナ
リ
、
見
成
公
案

ナ
リ
。

　

今
此
ト
云
ヘ
バ
、
今
此
ノ
詞
、
過
現
当
ノ
内
、
現
在
ト
聞
ユ
。
然
而
此
今
此
、
三
世
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ヌ
上
ハ
三
界
ノ
三
界
ヲ［
２
０
５
頁
］見
ル
道
理
ナ
ル

ベ
シ
。
此
ユ
ヘ
ニ
、
イ
ハ
ユ
ル
所
見
ハ
見
於
三
界
ナ
リ
、
見
於
三
界
ハ
見
成
三
界
ナ
リ
、
三
界
見
成
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
。
所
詮
、
只
始
中
終
三
界
ナ
ラ

ヌ
一
法
モ
ナ
キ
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。

５
ヨ
ク
三
界
ヲ
シ
テ
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ナ
ラ
シ
ム
、
是
則
皆
是
我
有
ナ
リ
（
５
聞
書
）。※

　

三
界
ヲ
シ
テ
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ナ
ラ
シ
ム
ト
云
ハ
、
全
非
別
物
。
三
界
ヲ
発
心
ト
モ
修
行
ト
モ
菩
提
涅
槃
ト
モ
談
ナ
リ
。
然
者
此
発
心
修
行
菩

提
涅
槃
等
、
浅
深
軽
重
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
道
理
、
顕
然
ナ
リ
。
是
ヲ
皆
是
我
有
ト
可
談
ナ
リ
。
皆
是
我
有
事
、
奥
ニ
委
可
被
釈
之
。

5
5

「
こ
の
ゆ
ゑ
に
」
ア
リ
（
道
元
全
）



一
三
五

４
「
今
此
三
界
」
と
は
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
世
間
で
一
般
的
に
言
わ
れ
る
見
ら
れ
る
も
の
と
は
、「
見
於
三
界
」
で
あ
る
。

「
見
於
三
界
」
と
は
、
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
三
界
で
あ
り
、
三
界
が
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
見
え
て
い

る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
真
理
で
あ
る
。

　
「
今
此
」
と
は
、「
今
此
」
の
言
葉
、
過
去
と
現
在
と
未
来
の
う
ち
、
現
在
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
今
此
」
は
、
三
世
に
関
わ
ら

な
い
か
ら
に
は
、
三
界
が
三
界
を
見
る
道
理
で
あ
ろ
う
。
こ
の
故
に
、
世
間
で
一
般
的
に
言
わ
れ
る
見
ら
れ
る
も
の
と
は
、「
見
於
三
界
」
で
あ
る
。

「
見
於
三
界
」
と
は
、
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
三
界
で
あ
り
、
三
界
が
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
た
だ
、
始
め
と
中
と
終
わ
り
、
三
界
で
な
い
一
つ
の
法
も
な
い
道
理
で
あ
ろ
う
。

５
〔「
見
於
三
界
」
が
〕
三
界
を
し
て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
即
ち
、「
皆
是
我
有
」
で
あ
る
。

　
〔「
見
於
三
界
」
が
〕
三
界
〔
の
衆
生
〕
を
し
て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
全
く
別
の
も
の
で
は
な
い
。
三
界

を
、
発
心
と
も
修
行
と
も
菩
提
涅
槃
と
も
論
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
等
は
、
浅
深
や
軽
重
が
あ
る

は
ず
は
な
い
道
理
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
皆
是
我
有
」
と
論
じ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。「
皆
是
我
有
」
と
い
う
事
、
奥
に
ゆ
だ
ね
て
こ
れ
を
解

釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。〔
こ
の
故
に
、〕



一
三
六

［
抄
２
０
５-

２
０
６
頁
］

６
釈
迦
大
師
道
、

　
　

今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。

７
イ
マ
此
三
界
ハ
、
如
来
ノ
我
有
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
尽
界
皆
三
界
ナ
リ
（
６
～
７
聞
書
）。三

界
ハ
尽
界
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
。
8
今
此
ハ
過
現
当
来
ナ
リ
。
過
現
当

来
ノ
現
成
ハ
、
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
、
今
此
ノ
現
成
ハ
、
過
現
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
（
８
聞
書
）。

　

経
文
ヲ
被
引
、
今
此
三
界
ト
云
、
三
界
ハ
如
来
ノ
我
有
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
尽
界
皆
三
界
ナ
リ
、
三
界
ハ
尽
界
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
ト
ア
リ
、
分
明
ナ
リ
。

尽
界
ヲ
置
テ
是
ハ
我
有
ゾ［
２
０
６
頁
］ト
云
ニ
ア
ラ
ズ
、
三
界
ガ
我
有
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
。
又
今
此
ト
云
今
此
モ
時
分
ト
ハ
不
可
心
得
。
今
此
則
解
脱
ノ
今
此

ナ
ル
ベ
キ
ユ
ヘ
ニ
。
又
今
ノ
今
此
ハ
如
前
云
、
現
在
ヲ
云
カ
ト
聞
ユ
。
而
今
ハ
、
今
此
ハ
過
現
当
来
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
実
ニ
モ
我
ト
云
物
ヲ
置
テ
、

其
上
ニ
コ
ソ
三
世
ハ
立
ラ
ル
レ
。
今
ノ
今
此
ハ
過
現
当
ニ
カ
カ
ハ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
道
理
ガ
又
過
現
当
ナ
リ
ト
ハ
云
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
又
過
現
当
来

ノ
現
成
ハ
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
ト
ハ
、
過
現
当
来
ト
談
ズ
ル
時
ハ
、
今
此
ハ
罣
礙
セ
ラ
レ
ザ
ル
ナ
リ
。
タ
ダ
過
現
当
ナ
ル
ベ
シ
。
又
今
此
ノ
現

成
ハ
過
現
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
打
チ
カ
ヘ
タ
ル
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
モ
、
今
此
ノ
姿
ノ
現
成
ノ
上
ハ
過
現
当
、
又
罣
礙
ス
ベ
シ
。
今
此
ノ

外
、
過
現
当
現
成
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
如
此
被
釈
ナ
リ
。

６

第
二
段
第
三
節
（
本
論
一
三
二
頁
）
参
照
。



一
三
七

６
〔
こ
の
故
に
、〕
釈
迦
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
「
今
、
此
の
三
界
は
、
皆
す
べ
て
、
私
の
も
の
（
我
有
）
で
あ
る
。
そ
の
中
の
衆
生
は
、
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
（
悉
是
吾
子
）
で
あ
る
。」

７
今
、「
此
三
界
」
は
、
如
来
の
「
我
有
」
で
あ
る
が
故
に
、
尽
十
方
界
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
三
界
は
尽
十
方
界
で
あ
る
が
故
に
。
8「
今

此
」
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
る
。
過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ

る
。「
今
此
」
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。

　

経
文
を
引
用
し
て
「
今
此
三
界
」
と
い
う
、「
三
界
」
は
、
如
来
の
「
我
有
」
で
あ
る
が
故
に
、
尽
十
方
界
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
三
界
は
尽
十

方
界
で
あ
る
が
故
に
と
あ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
尽
十
方
界
を
別
に
し
て
、「
是
は
我
有
」
な
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
三
界
が
「
我
有
」
だ
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
今
此
」
と
い
う
の
は
、「
今
此
」
も
時
期
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。「
今
此
」、
即
ち
、
解
脱
の
「
今
此
」
で
あ
ろ
う
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
今
の
「
今
此
」
は
前
に
述
べ
た
通
り
、
現
在
を
い
う
か
と
思
わ
れ
る
。
た
っ
た
今
、「
今
此
」
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
「
我
」
と
い
う
も
の
を
置
い
て
、
そ
の
上
に
こ
そ
三
世
は
立
て
ら
れ
る
。
今
の
「
今
此
」
は
過
去
と
現
在
と
未
来
に

関
わ
る
べ
き
で
な
い
道
理
が
ま
た
過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立

し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
と
は
、
過
去
と
現
在
と
未
来
と
論
じ
る
時
は
、「
今
此
」
は
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
唯
、

過
去
と
現
在
と
未
来
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
今
此
」
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
逆
に
な
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
今
此
」
の
姿
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
過
去
と
現
在
と
未
来

は
ま
た
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
。「
今
此
」
の
外
に
、
過
去
と
現
在
と
未
来
は
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ

る
の
で
あ
る
。



一
三
八

［
抄
２
０
６-

２
０
７
頁
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９
我
有
ハ
尽
十
方
界
真
実
人
体
ナ
リ
、
尽
十
方
界
沙
門
一
隻
眼
ナ
リ
。
10
衆
生
ハ
尽
十
方
界
真
実
体
ナ
リ
、
一
一
衆
生
ノ
生
衆
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
衆

生
ナ
リ（10



（1
（

。

　

是
ハ
皆
是
我
有
ノ
我
有
ヲ
被
釈
ナ
リ
。
我
有
ハ
尽
十
方
界
真
実
人
体
ト
ア
リ
、
分
明
ナ
リ
。
衆
生
又
尽
十
方
界
真
実
体
ト
ア
リ
。
仏
ハ
覚
悟
如

来
、
衆
生
ハ
迷
妄
ノ
凡
夫
ナ
リ
ト
云
見
解
ハ［
２
０
７
頁
］不
可
残
ナ
リ
。
又
衆
生
ト
云
ハ
ア
ラ
ユ
ル
無
量
無
辺
ノ
数
多
キ
物
ヲ
取
集
タ
ル
名
目
ト
コ
ソ
聞

ユ
レ
。
然
而
生
衆
ト
談
ズ
レ
バ
前
ノ
見
解
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
只
生
ノ
上
ニ
衆
ト
云
詞
ヲ
付
レ
バ
、
日
来
ノ
衆
生
ノ
見
解
ハ
ハ
ナ
ル
ル
ナ
リ
。
ユ

ヘ
ニ
衆
生
ナ
リ
ト
被
決
之
。

11
悉
是
吾
子
ハ
、
子
也
全
機
現
ノ
道
理
ナ
リ（11



（1
（

。
12
シ
カ
ア
レ
ド
モ
吾
子
必
身
体
髪
膚
ヲ
慈
父
ニ
ウ
ケ
テ
毀
破
セ
ズ
、
虧
闕
セ
ザ
ル
ヲ
、
子
現

成
ト
ス（12



（1
（

。

　

是
又
悉
是
吾
子
ノ
経
文
ヲ
被
釈
。
此
悉
是
吾
子
ハ
子
也
全
機
現
ト
ア
リ
。
不
可
疑
。
打
任
ハ
父
子
相
並
タ
リ
。
是
吾
子
ハ
父
子
不
可
相
並
、
父
ア

ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
ユ
ヘ
ニ
子
也
全
機
現
ナ
ル
ベ
シ
。
如
此
ハ
ア
レ
ド
モ
、
今
ノ
所
談
モ
慈
父
釈
尊
ノ
皮
肉
ヲ
ウ
ケ
テ
コ
ソ
此
道
理
モ
現
前
ス
ル
ト
キ

ニ
、
吾
子
必
身
体
髪
膚
ヲ
慈
父
ニ
ウ
ケ
テ
毀
破
セ
ズ
虧
闕
セ
ザ
ル
ヲ
子
現
成
ト
ス
ト
ハ
云
ナ
リ
。

12

膚　

腐
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
三
九

９
「
我
有
」
は
、
尽
十
方
界
の
真
実
の
人
体
で
あ
り
、
尽
十
方
界
の
沙
門
の
一
方
の
眼
で
あ
る
。
10
「
衆
生
」
は
、
尽
十
方
界
の
真
実
の
体
で

あ
り
、
一
つ
一
つ
の
衆
生
の
生
が
多
い
か
ら
、
衆
生
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
「
皆
是
我
有
」
の
「
我
有
」
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。「
我
有
」
は
、
尽
十
方
界
の
真
実
の
人
体
と
あ
り
、
明
ら
か
で
あ
る
。
衆
生
は
ま

た
尽
十
方
界
の
真
実
の
体
と
あ
る
。
仏
は
悟
っ
た
如
来
で
あ
り
、
衆
生
は
迷
妄
の
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
残
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

衆
生
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
無
量
無
辺
の
数
多
き
も
の
を
取
り
集
め
た
名
称
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
衆
と
論
じ
れ
ば
、
前

の
見
解
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
生
の
上
に
衆
と
い
う
言
葉
を
付
け
れ
ば
、
日
来
の
衆
生
の
見
解
は
離
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
衆
生
で
あ
る

と
こ
れ
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

11
「
悉
是
吾
子
」
は
、
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
の
現
れ
と
い
う
道
理
で
あ
る
。
12
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、「
吾
子
」
は
、
必
ず
身
体
髪
膚
を
慈

父
よ
り
受
け
て
、
毀
さ
れ
ず
虧
け
て
い
な
い
の
を
、
子
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
ま
た
「
悉
是
吾
子
」
の
経
文
を
註
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
悉
是
吾
子
」
は
、
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
の
現
れ
が
あ
る
。
疑
っ
て

は
な
ら
な
い
。
普
通
は
父
子
は
並
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
「
吾
子
」
は
、
父
子
は
並
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
父
は
あ
る
は
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
子

こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
今
の
論
じ
ら
れ
る
所
も
慈
父
釈
尊
の
皮
と
肉
を
受
け
て
こ

そ
、
こ
の
道
理
も
現
れ
て
い
る
時
に
、「
吾
子
」
は
、
必
ず
身
体
髪
膚
を
慈
父
よ
り
受
け
て
、
毀
さ
れ
ず
虧
け
て
い
な
い
の
を
、
子
が
現
れ
て
い
る
ま

ま
に
成
立
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
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］

13
而
今
ハ
父
前
子
後
ニ
ア
ラ
ズ
、
子
前
父
後
ニ
ア
ラ
ズ
、
父
子
ア
ヒ
ナ
ラ
ベ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
、
吾
子
ノ
道
理
ト
云
ナ
リ
。
14
与
授
ニ
ア
ラ
ザ

レ
ド
モ
コ
レ
ヲ
ウ
ク
、
奪
取
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
コ
レ
ヲ
ヱ
タ
リ
。
去
来
ノ
相
ニ
ア
ラ
ズ
、
大
小
ノ
量
ニ
ア
ラ［
２
０
８
頁
］ズ
、
老
少
ノ
論
ニ
ア
ラ

ズ
、
老
少
ヲ
仏
祖
老
少
ノ
如
ク
保
任
ス
ベ
シ
。

　

如
文
。
打
任
ハ
父
前
子
後
ナ
ル
ベ
シ
。
但
今
所
談
ノ
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
、
尤
如
今
文
イ
ハ
ル
ベ
シ
。
非
可
疑
。
此
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
、
与
授
ニ
非
ト
モ

是
ヲ
ウ
ケ
、
奪
取
ノ
義
ニ
ア
ラ
ズ
ト
モ
是
ヲ
ヱ
タ
ル
道
理
、
顕
然
ナ
リ
。
此
上
ハ
去
来
ノ
相
ニ
モ
大
小
ノ
量
ニ
モ
ア
ラ
ザ
ル
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。
仏
祖

所
談
ノ
老
少
ノ
如
ク
保
任
ス
ベ
シ
ト
ア
リ
。
尤
有
謂
事
ナ
リ
。

15
父
少
子
老
ア
リ
、
父
老
子
少
ア
リ
。
父
老
子
老
ア
リ
、
父
少
子
少
ア
リ（15



（1
（

。

　

父
少
子
老
ハ
法
華
ノ
従
地
踊
出
品
時
事
ナ
リ
。
但
寿
量
品
時
、
已
五
百
塵
点
劫
ノ
久
遠
成
道
ナ
リ
。
非
可
不
審
。
然
而
此
父
少
子
老
、
其
心
地
ニ

ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
前
ニ
所
談
ノ
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
ニ
テ
可
了
見
合
モ
ノ
ナ
リ
。

15

父
少
子
老　
『
妙
法
華
』（
四
二
頁
上
一
一-

一
七
行
）
譬
如
少
壯
人
、
年
始
二
十
五
、
示
人
百
歳
子
、
髮
白
而
面
皺
。
是
等
我
所
生
、
子
亦
説
是
父
、

父
少
而
子
老
、
挙
世
所
不
信
。



一
四
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13
今
は
、
父
が
先
で
、
子
が
後
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
子
が
先
で
、
父
が
後
で
あ
る
の
で
も
な
い
。
父
子
が
並
ん
で
い
る
の
で
な
い
こ
と
を
、

「
吾
子
」
の
道
理
と
い
う
の
で
あ
る
。
14
与
え
授
け
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
受
け
、
奪
い
取
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
得

る
の
で
あ
る
。
去
る
こ
と
と
来
る
こ
と
の
相
で
な
く
、
大
小
の
量
で
な
く
、
老
少
の
論
で
は
な
く
、
老
少
を
、
仏
祖
の
老
少
の
よ
う
に
自
分
の

も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
普
通
は
、
父
が
先
で
、
子
が
後
で
あ
ろ
う
。
た
っ
た
今
論
じ
ら
れ
た
父
子
の
関
係
、
当
然
、
今
の
よ

う
な
文
が
言
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
父
子
の
関
係
、
与
え
授
け
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
受
け
、
奪
い
取
る

と
い
う
意
味
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
得
る
道
理
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
以
上
、
去
る
こ
と
と
来
る
こ
と
の
相
で
な
く
、
大
小

の
量
で
な
い
道
理
で
あ
ろ
う
。
仏
祖
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
老
少
の
よ
う
に
自
分
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
当
然
、
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

15
父
が
若
く
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
父
が
老
い
、
子
が
若
い
こ
と
が
あ
る
。
父
が
老
い
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
父
が

若
く
、
子
が
若
い
こ
と
が
あ
る
。

　
「
父
少
子
老
」
は
、『
法
華
経
』
の
「
従
地
踊
出
品
」
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
「
寿
量
品
」
の
時
、
す
で
に
五
百
塵
点
劫
の
久
遠
成
道
で
あ

る
。
不
鮮
明
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
父
少
子
老
」
は
、
そ
の
考
え
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
に
論
じ
ら
れ
た
父
子
の
関
係

に
よ
っ
て
対
応
を
知
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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［
抄
２
０
８-

２
０
９
頁
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16
チ
チ
ノ
老
ヲ
学
ス
ル
ハ
子
ニ
ア
ラ
ズ
、
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
父
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム（16



（1
（

。※

　

父
ノ
老
タ
ル
ハ
其
謂
有
ト
尋
常
ニ
心
得
バ
、
子
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
被
嫌
心
地
ナ
リ
。
今
所
談
ノ
父
子
、
凡
見［
２
０
９
頁
］ヲ
ハ
ナ
レ
タ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
子
ノ

少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
チ
チ
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
ハ
、
此
上
ニ
ハ
又
父
ハ
老
、
子
ハ
少
ト
如
普
通
談
ゼ
ム
モ
不
可
有
苦
。
詞
ハ
同
ケ
レ
ド
モ
其
心
凡
見
ヲ
ハ

ナ
ル
ル
ユ
ヘ
ニ
。

17
父
子
同
時
ニ
生
現
ス
ル
父
子
ア
リ
、
父
子
同
時
ニ
現
滅
ス
ル
父
子
ア
リ
、
父
子
不
同
時
ニ
現
生
ス
ル
父
子
ア
リ
、
父
子
不
同
時
ニ
現
滅
ス
ル

父
子
ア
リ（17



（1
（

。

　

是
ハ
只
如
前
云
、
父
子
ノ
ア
ハ
ヒ
ノ
道
理
如
此
。
ト
カ
ク
被
談
ト
モ
、
其
旨
趣
聊
モ
不
可
違
ナ
リ
。
父
子
同
時
ト
云
モ
争
打
任
テ
サ
ル
事
ア
ル
ベ

キ
。
今
ノ
父
子
ノ
理
ヲ
以
テ
同
時
ト
モ
生
現
ト
モ
仕
ナ
リ
。
此
生
現
ト
云
上
ハ
、
又
滅
ト
云
詞
ナ
カ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
仍
以
今
父
子
理
ヲ
生
滅
ト

モ
仕
ナ
リ
。

1
16

『
正
法
眼
蔵
』
本
文
に
お
い
て
、
こ
の
記
述
に
続
け
て
次
の
一
節
が
あ
る
。「
子
の
老
少
と
、
父
の
老
少
と
、
か
な
ら
ず
審
細
に
功
夫
参
究
す
べ
し
、
倉

卒
な
る
べ
か
ら
ず
。」（
道
元
全
、
上
、
三
五
四
頁
一
五-

一
六
行
）

17

父
子
同
時
ニ
生
現
ス
ル　
（
泉
）（
森
）（
総
）（
道
元
全
○春
）（
眼
蔵
（
水
野
訳
註
））、
父
子
同
時
に
現
生
す
る
（
道
元
全
）



一
四
三

16
父
の
老
を
学
ぶ
の
は
子
で
は
な
い
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
。※

　

父
の
老
い
て
い
る
こ
と
は
そ
の
理
由
が
あ
る
と
普
通
に
理
解
す
れ
ば
、
子
で
は
な
い
と
は
、
斥
け
ら
れ
る
考
え
で
あ
る
。
今
、
論
じ
ら
れ
る
父
子
、

凡
夫
の
見
解
を
離
れ
て
い
る
が
故
に
、
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
は
、
こ
の
観
点
か
ら
は
ま
た
、
父
は
老
い
、
子
は
若
い
と
普

通
に
論
じ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
苦
を
も
つ
は
ず
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
言
葉
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
心
は
凡
夫
の
見
解
を
離
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

17
父
子
が
同
時
に
生
じ
現
れ
る
父
子
が
あ
り
、
父
子
が
同
時
に
現
滅
す
る
父
子
が
あ
り
、
父
子
が
不
同
時
に
現
れ
生
じ
る
父
子
が
あ
り
、
父
子

が
不
同
時
に
現
滅
す
る
父
子
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
た
だ
前
に
言
っ
た
通
り
、
父
子
の
関
係
の
道
理
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
も
、
そ
の
趣
旨
は
少
し
も
異
な
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
父
子
同
時
と
い
っ
て
も
、
ど
う
し
て
普
通
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
今
の
父
子
の
理
に
よ
っ
て
同
時
と
も
生
じ
現
れ

る
と
も
細
か
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
生
じ
現
れ
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ま
た
滅
と
い
う
言
葉
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
今

に
な
っ
て
も
な
お
、
父
子
の
理
を
生
滅
と
も
細
か
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
。

1
16

「
子
の
老
い
て
い
る
こ
と
と
若
い
こ
と
と
、
父
の
老
い
て
い
る
こ
と
と
若
い
こ
と
と
、
必
ず
審
細
に
功
夫
、
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。
倉
卒
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。」
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四
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［
抄
２
０
９-

２
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頁
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18
慈
父
ヲ
罣
礙
セ
ザ
レ
ド
モ
、
吾
子
ト
現
成
セ
リ
、
吾
子
ヲ
罣
礙
セ
ズ
シ
テ
、
慈
父
現
成
セ
リ
。

　

慈
父
ト
談
ズ
ル
ト
キ
ハ
全
慈
父
、
吾
子
ト
談
ズ
ル
時
ハ
子
也
全
機
現
ナ
リ
。
仍
慈
父
ヲ
モ
罣
礙
セ
ズ
吾
子
ヲ
モ
罣
礙
セ
ザ
レ
ド
モ
、
慈
父
モ
吾
子

モ
現
成
ス
ル
ナ
リ
。

19
有
心
衆
生
ア
リ
無
心
衆
生
ア
リ
、
有
心
吾
子
ア
リ［
２
１
０
頁
］無
心
吾
子
ア
リ
。
如
此
、
吾
子
子
吾
、
悉
釈
迦
慈
父
ノ
令
嗣
ナ
リ
。

　

此
有
無
ハ
仏
性
ノ
上
ニ
有
無
ヲ
談
ゼ
シ
ガ
如
シ
。
吾
子
モ
子
吾
ト
云
モ
皆
慈
父
釈
尊
ノ
令
嗣
ナ
リ
ト
云
ナ
リ
。

20
十
方
尽
界
ニ
ア
ラ
ユ
ル
過
現
当
来
ノ
諸
衆
ハ
、
十
方
尽
界
ノ
過
現
当
ノ
諸
仏
ナ
リ
。
諸
仏
ノ
吾
子
ハ
衆
生
ナ
リ
、
衆
生
ノ
慈
父
ハ
諸
仏
ナ

リ
。

　

六
道
四
生
ノ
ア
ラ
ユ
ル
諸
衆
ハ
皆
各
各
業
因
ニ
ヨ
リ
タ
ル
各
各
種
類
ト
コ
ソ
思
ツ
ル
ヲ
、
今
ハ
皆
過
現
当
ノ
諸
仏
ナ
リ
ト
ア
リ
。
実
、
今
ノ
所
談

ニ
ハ
仏
ノ
外
ニ
又
ノ
コ
ル
物
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
諸
仏
ノ
吾
子
ハ
衆
生
ナ
リ
、
衆
生
ノ
慈
父
ハ
諸
仏
ナ
リ
ト
ア
リ
、
是
ハ
別
ノ
風
情
ナ
ク
、
経
文
ニ
其

中
衆
生
悉
是
吾
子
ト
ア
リ
、
其
心
ナ
リ
。

18

吾
子
ト
現
成
セ
リ　
（
抄
）（
道
元
全
○春
）、
吾
子
を
現
生
せ
り
（
道
元
全
）



一
四
五

18
慈
父
を
妨
げ
な
く
と
も
、「
吾
子
」
を
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
、「
吾
子
」
を
妨
げ
ず
に
慈
父
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
す
る
の
で
あ

る
。

　

慈
父
と
論
じ
る
時
は
、
す
べ
て
慈
父
、「
吾
子
」
と
論
じ
る
時
は
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
慈
父
を
も
妨
げ

ず
「
吾
子
」
を
も
妨
げ
な
く
と
も
、
慈
父
も
「
吾
子
」
も
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

19
有
心
の
衆
生
が
あ
り
、
無
心
の
衆
生
が
あ
り
、
有
心
の
「
吾
子
」
が
あ
り
無
心
の
「
吾
子
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
吾
子
」
と
子
の
吾

は
、
す
べ
て
釈
迦
慈
父
の
令
嗣
で
あ
る
。

　

こ
の
有
無
は
、
仏
性
の
観
点
か
ら
有
無
を
論
じ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。「
吾
子
」
も
子
の
吾
と
い
う
の
も
、
皆
釈
迦
慈
父
の
令
嗣
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

20
十
方
尽
界
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
過
去
と
現
在
と
未
来
の
諸
衆
は
、
過
去
と
現
在
と
未
来
の
諸
仏
で
あ
り
、
諸
仏
の
吾
子
は
衆
生
で
あ
り
、

衆
生
の
慈
父
は
諸
仏
で
あ
る
。

　

六
道
四
生
の
あ
ら
ゆ
る
諸
衆
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
業
因
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
〔
が
あ
る
〕
と
こ
そ
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
は
皆
、
過
去

と
現
在
と
未
来
の
諸
仏
で
あ
る
と
あ
る
。
実
に
、
今
の
所
論
に
は
、
仏
の
外
に
は
ま
た
残
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
諸
仏
の
吾
子
は
衆
生
で
あ
り
、

衆
生
の
慈
父
は
諸
仏
で
あ
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
別
の
趣
は
な
く
、
経
文
に
「
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
」
と
あ
り
、
そ
の
心
で
あ
る
。
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四
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［
抄
２
１
０-
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21
シ
カ
ア
レ
バ
則
、
百
草
ノ
花
果
ハ
諸
仏
ノ
我
有
ナ
リ
、
巌
石
ノ
大
小
ハ
諸
仏
ノ
我
有
ナ
リ
。

　

百
草
ノ
花
果
、
巌
石
ノ
大
小
ヲ
、
今
ハ
諸
仏
ノ
我
有
ナ
リ
ト
可
談
ト
云
ナ
リ
。

22
安
処
ハ
林
野
ナ
リ
、
林
野
ハ
已
離
ナ
リ
。
シ
カ
モ
如
此［
２
１
１
頁
］ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
如
来
道
ノ
宗
旨
ハ
吾
子
ノ
道
ノ
ミ
ナ
リ
、
其
父
ノ
道
イ
マ

ダ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト
参
究
ス
ベ
シ（22



（2
（

。

　

是
ハ
法
華
経
ノ
譬
喩
品
長
者
偈
ニ
、
如
来
已
離
、
三
界
火
宅
、
寂
然
閑
居
、
安
処
林
野
ノ
文
ヲ
被
載
ナ
リ
。
是
ハ
如
来
ハ
三
界
ノ
火
宅
を
離
テ
、

サ
ル
イ
ミ
ジ
キ
所
ニ
遊
戯
シ
テ
御
ト
心
得
タ
リ
。
安
処
ハ
林
野
ナ
リ
、
林
野
ハ
已
離
ナ
リ
。
文
。
此
已
離
ノ
詞
ハ
諸
悪
莫
作
ノ
詞
ニ
可
習
。
林
野
ハ

已
離
ナ
リ
。
此
林
野
ノ
姿
、
已
離
ノ
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。
如
此
ノ
道
理
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
如
来
道
ノ
宗
旨
ハ
悉
是
吾
子
ノ
道
ハ
ア
レ
ド
モ
、
其
父
ノ
道

イ
マ
ダ
ナ
シ
ト
ハ
、
経
文
ノ
上
ニ
其
父
ノ
詞
ナ
キ
所
ヲ
如
此
云
ナ
リ
。
然
而
此
道
理
、
其
父
ノ
詞
ノ
有
無
ニ
依
テ
理
非
ノ
相
違
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

歟
。
所
詮
安
処
林
野
ノ
談
ノ
前
ニ
ハ
火
宅
ト
云
事
総
テ
不
可
有
ナ
リ
。
打
任
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
心
得
ハ
、
善
悪
ニ
カ
カ
ハ
ル
ベ
シ
。
取
捨
ノ
心
地
不
免
、

旁
其
失
多
ナ
リ
。

22

安
処
ハ
林
野
ナ
リ
、
林
野
ハ
已
離
ナ
リ　
『
妙
法
華
』（
一
四
頁
下
二
四-

二
七
行
）
如
来
已
離
、 

三
界
火
宅
、
寂
然
閑
居
、
安
処
林
野
。
今
此
三
界
、

皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
。



一
四
七

21
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
百
の
草
の
花
や
果
実
は
、
諸
仏
の
「
我
有
」
で
あ
り
、
岩
石
の
大
小
は
諸
仏
の
「
我
有
」
で
あ

る
。

　

百
の
草
の
花
や
果
実
、
岩
石
の
大
小
を
今
は
諸
仏
の
「
我
有
」
で
あ
る
と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

22
安
処
は
林
野
で
あ
る
。
林
野
は
す
で
に
離
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
如
来
が
お
説
き
に
な
っ
た
宗
旨
は
「
吾

子
」
の
説
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
父
の
説
は
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
と
参
究
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
の
長
者
の
偈
に
お
い
て
、「
如
来
已
離
、
三
界
火
宅
、
寂
然
閑
居
、
安
処
林
野
」
の
文
を
載
せ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
如
来
は
三
界
の
火
宅
を
離
れ
て
、
あ
る
酷
い
所
に
お
い
て
自
由
自
在
に
振
る
舞
い
、
動
か
す
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
処
は
林
野
で

あ
る
。
林
野
は
す
で
に
離
れ
て
い
る
。
文
。
こ
の
「
已
離
」
の
言
葉
は
、「
諸
悪
莫
作
」
の
言
葉
に
お
い
て
学
習
す
べ
き
で
あ
る
。
安
処
は
林
野
で
あ

る
。
こ
の
林
野
の
姿
、
す
で
に
離
れ
て
い
る
道
理
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
道
理
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
如
来
の
い
う
宗
旨
は
す
べ
て
皆
、「
吾
子
」

の
説
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
父
の
説
は
ま
だ
な
い
と
い
う
の
は
、
経
文
の
上
に
そ
の
父
と
い
う
言
葉
が
な
い
所
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
道
理
は
、
そ
の
父
と
い
う
言
葉
の
有
無
に
依
拠
し
て
、
理
非
の
相
違
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
安
処
林
野
の
論
の
前
に
は
、
火
宅
と
い
う
事
は
す
べ
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
普
通
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
は
、
善
悪
に
関
わ
る
で

あ
ろ
う
。
取
捨
の
考
え
は
免
れ
ず
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
過
失
は
多
い
の
で
あ
る
。



一
四
八

［
抄
２
１
１-

２
１
２
頁
］

１
釈
迦
牟
尼
仏
道
、

　
　

�
諸
仏
応
化
法
身
、
亦
不
出
三
界
。
三
界
外
無
衆
生
、
仏
何
所
化
。
是
故
我
言
、
三
界
外
別
有
一
衆
生
界
蔵
者
、
外
道
大
有
経
中
説
、
非
七

仏
之
所
説
（
１
聞
書
）。

［
２
１
２
頁
］
２
ア
キ
ラ
カ
ニ
参
究
ス
ベ
シ
、
諸
仏
応
化
法
身
ハ
、
皆
コ
レ
三
界
ナ
リ
。
三
界
ハ
無
外
ナ
リ
。
３
タ
ト
ヘ
バ
如
来
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如

シ
、
牆
壁
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
シ
。
三
界
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
ク
、
衆
生
無
外
ナ
リ
。
４
無
衆
生
ノ
所
、
仏
何
所
化
ナ
リ
、
仏
所
化
ハ
必
衆
生
ナ

リ
。

　

是
ハ
仁
王
経
文
歟
。
諸
仏
応
化
法
身
ノ
姿
ハ
衆
生
ヲ
済
度
シ
給
ハ
ム
料
ト
ノ
ミ
心
得
。
教
ニ
モ
此
文
ハ
界
内
事
教
、
無
下
ニ
ア
サ
キ
事
ト
談
歟
。

而
今
ハ
諸
仏
応
化
法
身
ハ
皆
是
三
界
ナ
リ
、
三
界
ハ
無
外
ナ
リ
ト
ア
リ
。
今
ハ
此
諸
仏
応
化
法
身
ノ
姿
ヲ
ヤ
ガ
テ
三
界
ト
談
ズ
ル
上
ハ
、
三
界
ニ
仏

ノ
出
給
ト
云
見
ハ
止
ヌ
。
仏
ハ
能
出
ノ
教
主
、
三
界
ハ
所
化
ノ
土
ト
云
旧
見
、
コ
コ
ニ
ハ
被
破
了
。
三
界
ハ
無
外
ナ
リ
ト
ハ
、
三
界
ノ
外
ニ
物
ナ
キ

所
ヲ
如
此
云
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
如
来
ノ
無
外
ナ
ル
如
シ
ト
ハ
、
如
来
ノ
姿
、
辺
際
ナ
シ
。
然
者
今
ノ
三
界
モ
又
如
此
ナ
ル
ベ
シ
。

１

諸
仏
応
化
法
身
…
…
非
七
仏
之
所
説　
『
仁
王
経
』
上
、「
菩
薩
教
化
品
第
三
」（
八
二
七
頁
一-

四
行
）



一
四
九

〔
第
三
段
〕１釈

迦
牟
尼
仏
が
お
説
き
に
な
っ
た
。

　
　
　

�「
諸
仏
の
応
、
化
、
法
身
も
ま
た
三
界
を
出
な
い
。
三
界
の
外
に
衆
生
は
存
在
し
な
い
。
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
。
こ
の
故
に
、
私
は

言
う
。「
三
界
の
外
に
別
に
一
衆
生
界
蔵
が
あ
る
と
は
、
外
道
の
大
有
道
経
の
説
で
あ
っ
て
、
七
仏
の
説
で
は
な
い
」
と
。」

２
明
ら
か
に
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。「
諸
仏
の
応
、
化
、
法
身
」
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
。
三
界
は
外
が
な
い
の
で
あ
る
。

３
例
え
ば
、
如
来
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
、
牆
壁
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
、
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
よ
う
に
、
衆

生
に
と
っ
て
外
が
な
い
の
で
あ
る
。
４
「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
。
仏
が
教
化
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
衆

生
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、『
仁
王
経
』
の
経
文
か
。「
諸
仏
応
化
法
身
」
の
姿
は
衆
生
を
済
度
な
さ
る
た
め
と
の
み
と
理
解
さ
れ
る
。
教
説
に
も
こ
の
経
文
は
、
界

内
事
教
は
ひ
ど
く
浅
い
事
と
論
じ
る
か
。
以
後
は
、「
諸
仏
応
化
法
身
」
は
す
べ
て
皆
三
界
で
あ
る
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
あ
る
。
今
は
こ
の

「
諸
仏
応
化
法
身
」
の
姿
を
直
ち
に
三
界
と
論
じ
る
観
点
か
ら
は
三
界
に
仏
が
お
出
で
く
だ
さ
る
と
い
う
見
解
は
終
わ
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
は

出
る
教
主
、
三
界
は
教
化
さ
れ
る
も
の
の
世
界
と
い
う
旧
い
見
解
は
、
こ
こ
で
は
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
は
、
三
界
の

外
に
事
物
が
な
い
と
こ
ろ
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
如
来
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
」
と
は
、
如
来
の
姿
は
辺
際
が
な

い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
今
の
三
界
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。



一
五
〇

［
抄
２
１
２-

２
１
３
頁
］

今
牆
壁
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
シ
ト
ア
ル
ゾ
、
立
耳
ヤ
ウ
ナ
リ
。
仏
ノ
無
外
ハ
尤
有
謂
。
牆
壁
ノ
詞
不
審
ナ
レ
ド
モ
、
祖
門
ニ
此
詞
又
常
用
付
タ
ル
詞
、

始
テ
非
可
驚
。
三
界
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
ク
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
ア
リ
。
是
又
現
成
公
案
ニ
諸
法
仏
法
ノ
上
ニ
有
衆
生
ト
云
ヒ
シ［
２
１
３
頁
］衆
生
ナ
ル
ベ

シ
。
実
此
衆
生
、
無
外
ナ
ル
ベ
シ
。
無
衆
生
ノ
所
、
仏
何
所
化
ナ
リ
ト
ハ
、
化
ス
ベ
キ
衆
生
ガ
ナ
ク
テ
仏
ハ
何
ヲ
カ
化
ス
ベ
キ
ト
云
ニ
ア
ラ
ズ
、
衆

生
無
外
ノ
道
理
ヲ
ヤ
ガ
テ
仏
何
所
化
ト
ハ
云
ナ
リ
。
化
ス
ベ
キ
物
ヲ
置
テ
思
惟
シ
テ
何
ヲ
カ
化
ス
ベ
キ
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
仏
所
化
ハ
必
衆
生
ナ
リ

ト
ハ
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
イ
ハ
ル
ル
衆
生
ノ
姿
ヲ
仏
何
所
化
ト
イ
フ
所
ガ
仏
所
化
ハ
必
衆
生
ナ
リ
ト
ハ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。

５
シ
ル
ベ
シ
、
三
界
外
ニ
一
衆
生
界
蔵
ヲ
ア
ラ
セ
シ
ム
ル
ハ
、
外
道
大
有
経
ナ
リ
、
七
仏
経
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

　

如
文
。
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
談
ズ
ル
上
ハ
、
勿
論
シ
カ
ル
ヲ
、
三
界
ノ
外
ニ
又
各
別
ニ
一
衆
生
界
蔵
ア
リ
ト
云
所
ヲ
如
此
被
嫌
ナ
リ
。

4

抄　

諸
法
仏
法
ノ
上
ニ
有
衆
生　
『
正
法
眼
蔵
』「
現
成
公
案
」（
道
元
全
、
上
、
七
頁
三
行
）「
諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
、
す
な
は
ち
迷
悟
あ
り
修
行
あ
り
、

生
あ
り
死
あ
り
、
諸
仏
あ
り
衆
生
あ
り
。」



一
五
一

今
、
牆
壁
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
、
と
あ
る
の
は
、
立
て
る
の
み
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
仏
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
は
、
当
然
、

理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。
牆
壁
の
言
葉
は
不
鮮
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
祖
門
に
お
い
て
こ
の
言
葉
は
ま
た
常
に
用
い
付
け
る
言
葉
で
あ
り
、
始
め
て

驚
く
べ
き
で
は
な
い
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
よ
う
に
、
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
の
で
あ
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、「
現
状
公
案
」
に
お
い

て
、「
諸
法
〔
の
〕
仏
法
」
の
上
に
「
衆
生
あ
り
」
と
い
わ
れ
た
衆
生
で
あ
ろ
う
。
実
に
、
こ
の
衆
生
〔
に
と
っ
て
〕、
外
が
な
い
で
あ
ろ
う
。「
無
衆

生
」
の
と
こ
ろ
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
と
は
、
教
化
す
べ
き
衆
生
が
な
く
て
仏
は
何
を
教
化
す
べ
き
か
と
い
う
の
で
は
な
い
。
衆

生
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
い
う
道
理
を
と
り
も
な
お
さ
ず
「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
教
化
す
べ
き
も
の
を
別
に
し
て
思
惟

し
て
「
何
を
か
化
す
べ
き
」
と
い
う
の
で
は
な
い
。
仏
が
教
化
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
衆
生
で
あ
る
と
は
、
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
い
わ
れ
る
衆

生
の
姿
を
「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
仏
が
教
化
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
衆
生
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

５
知
る
べ
き
で
あ
る
。「
三
界
の
外
に
」
に
「
一
衆
生
界
蔵
」
を
あ
ら
し
め
る
の
は
、「
外
道
の
大
有
経
」
で
あ
っ
て
、「
七
仏
」
経
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
と
論
じ
る
観
点
か
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
で
あ
る
が
、「
三
界
の

外
に
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
別
に
一
衆
生
界
蔵
が
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



一
五
二

［
抄
２
１
３-

２
１
４
頁
］

６
唯
心
ハ
一
二
ニ
ア
ラ
ズ
、
三
界
ニ
ア
ラ
ズ
、
出
三
界
ニ
非
ズ
、
無
有
錯
謬
ナ
リ
（
６
聞
書
）。
７
有
慮
知
念
覚
ナ
リ
、
無
慮
知
念
覚
ナ
リ
、
牆
壁
瓦
礫

ナ
リ
、
山
河
大
地
ナ
リ
（
７
聞
書
）。
８
心
コ
レ
皮
肉
骨
髄
ナ
リ
、
心
コ
レ
拈
花
破
顔
ナ
リ
。

　

前
ニ
ハ
三
界
唯
一
心
ノ
三
界
ノ
様
ヲ
被
釈
、
コ
コ
ヨ
リ
ハ
一
心
ノ
詞
ヲ
被
釈
ナ
リ
。
唯
心
ハ
一
二
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
、
唯
一
心
ト
云
ヘ
バ
此
心
ガ
一

二
ノ
詞
ニ
カ
カ
ハ
リ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ［
２
１
４
頁
］ル
所
ヲ
一
二
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
三
界
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ハ
、
三
界
ヲ
置
テ
ヘ
ヌ
シ
ニ
シ
テ
、
是
ヲ

唯
一
心
ゾ
ト
云
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ
。
其
ヲ
只
唯
一
心
ト
云
ハ
ム
時
ハ
三
界
ノ
詞
モ
不
用
、
只
一
心
ハ
一
心
ニ
テ
ア
ル
ベ
シ
ト
云
ナ
リ
。
出
三
界
ニ
ア

ラ
ズ
ト
云
モ
、
打
任
テ
三
界
ヲ
出
ナ
ム
ト
云
様
ニ
ハ
不
可
心
得
。
無
有
錯
謬
ノ
詞
ハ
、
ア
ヤ
マ
リ
ナ
シ
ト
云
詞
ナ
リ
。
又
此
唯
一
心
ノ
心
ノ
上
ニ
置

テ
例
有
慮
知
念
覚
、
無
慮
知
念
覚
、
牆
壁
瓦
礫
、
山
河
大
地
等
ヲ
談
ズ
ベ
シ
ト
ナ
リ
。
心
コ
レ
皮
肉
骨
髄
ナ
リ
ト
ア
ル
ゾ
、
不
審
ナ
ル
詞
ト
聞
ユ
。

其
ユ
ヘ
バ
、
皮
肉
骨
髄
ハ
身
ニ
付
タ
ル
物
ナ
リ
、
心
ニ
ヤ
ハ
ア
ル
ベ
キ
ナ
レ
ド
モ
、
今
ノ
心
ノ
上
ニ
ハ
皮
肉
骨
髄
ト
談
ゼ
ム
、
更
不
可
違
乱
者
ナ

リ
。
釈
尊
ト
迦
葉
ト
ノ
破
顔
微
笑
ハ
彼
是
心
ガ
通
ジ
タ
ル
ト
コ
ソ
心
得
タ
ル
ヲ
、
今
ノ
破
顔
微
笑
ノ
姿
ヲ
ヤ
ガ
テ
心
ト
談
ナ
リ
。



一
五
三

６
唯
心
は
一
つ
二
つ
で
は
な
い
。
三
界
で
は
な
い
。
三
界
を
出
た
も
の
で
は
な
い
。
錯
謬
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
７
有
の
慮
知
念
覚
で

あ
り
、
無
の
慮
知
念
覚
で
あ
る
。
牆
壁
瓦
礫
で
あ
り
、
山
河
大
地
で
あ
る
。
８
心
は
皮
肉
骨
髄
で
あ
り
、
心
は
拈
花
破
顔
で
あ
る
。

　

前
に
、「
三
界
唯
一
心
」
の
「
三
界
」
の
有
り
様
を
解
釈
し
、
こ
こ
か
ら
は
「
一
心
」
の
言
葉
を
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
唯
心
は
一
つ
二
つ
で
は

な
い
と
は
、「
唯
一
心
」
と
い
え
ば
、
こ
の
心
が
一
や
二
の
言
葉
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
、「
一
つ
二
つ
で
は
な
い
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
三
界
で
は
な
い
と
は
、
三
界
を
別
に
し
て
、
へ
ぬ
し
に
し
て
、
こ
れ
を
「
唯
一
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
を
た
だ
「
唯
一
心
」
と
い
お
う
と
す
る
時
は
、
三
界
の
言
葉
も
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
た
だ
一
心
は
一
心
に
よ
っ
て
あ
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
三
界
を
出
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
も
、
普
通
に
三
界
を
出
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
に
は
理
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
錯
謬

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
言
葉
は
、
謬
り
が
な
い
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
唯
一
心
」
の
心
の
観
点
か
ら
は
、
例
え
ば
、
有

の
慮
知
念
覚
、
無
の
慮
知
念
覚
、
牆
壁
瓦
礫
、
山
河
大
地
等
を
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
は
皮
肉
骨
髄
で
あ
る
と
あ
る
の
は
、

不
鮮
明
な
言
葉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
皮
肉
骨
髄
は
身
に
付
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
心
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
の
心
の
観
点

か
ら
は
、
皮
肉
骨
髄
と
論
じ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
違
乱
す
べ
か
ら
ざ
る
者
で
あ
る
。
釈
尊
と
迦
葉
と
の
破
顔
微
笑
は
、
様
々
な
心
が
通
じ
て
い
る

と
思
っ
て
こ
そ
理
解
し
て
い
る
が
、
今
の
破
顔
微
笑
の
姿
を
と
り
も
な
お
さ
ず
心
で
あ
る
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。



一
五
四

［
抄
２
１
４-

２
１
５
頁
］

９
有
心
ア
リ
、
無
心
ア
リ
。
有
身
ノ
心
ア
リ
、
無
身
ノ
心
ア
リ
。
身
先
ノ
心
ア
リ
、
身
後
ノ
心
ア
リ
。
身
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア

リ
、
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ
（
９
聞
書
）。

　

此
心
ノ
上
ニ
無
尽
ノ
理
ヲ
被
談
ナ
リ
、
是
則
心
ノ
荘
厳
功
徳
ナ
ル
ベ
シ
。
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ［
２
１
５
頁
］ト
ハ
云
ニ
ク
キ
ヤ
ウ
ニ

聞
ユ
。
然
而
今
ノ
所
談
ニ
ハ
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
モ
、
尤
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

10
青
黄
赤
白
コ
レ
心
ナ
リ
、
長
短
方
円
コ
レ
心
ナ
リ
、
生
死
去
来
コ
レ
心
ナ
リ
、
年
月
日
時
コ
レ
心
ナ
リ
、
◦
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
、
諸
法
実
相
心

ナ
リ
、
唯
仏
与
仏
心
ナ
リ（10



（1
（

。

　

文
ニ
聞
タ
リ
、
尤
右
ニ
所
挙
詞
共
ヲ
、
今
ハ
皆
心
ト
可
談
ナ
リ
。
此
詞
許
ニ
不
可
限
。
百
千
無
量
ノ
詞
ヲ
挙
テ
心
ト
可
談
ナ
リ
。
不
可
有
際
限
。

10

心
ナ
リ
、
◦
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
　『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
夢
幻
空
華
こ
れ
心
な
り
、
水
沫
泡
焰
こ
れ
心
な
り
、
春
華
秋
月
こ
れ
心
な

り
、
造
次
顚
沛
こ
れ
心
な
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
毀
破
す
べ
か
ら
ず
。」（
道
元
全
、
上
、
三
五
五
頁
一
七-

一
九
行
）
を
省
略
し
て
い
る
。



一
五
五

９
有
心
が
あ
り
、
無
心
が
あ
る
。
有
身
の
心
が
あ
り
、
無
身
の
心
が
あ
る
。
身
先
の
心
が
あ
り
、
身
後
の
心
が
あ
る
。
身
を
生
じ
る
こ
と
に
胎

卵
湿
化
の
種
品
が
あ
り
、
心
を
生
じ
る
こ
と
に
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る
。

　

こ
の
心
の
観
点
か
ら
無
尽
の
理
を
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
即
ち
、
心
の
荘
厳
功
徳
で
あ
ろ
う
。
心
を
生
じ
る
こ
と
に
胎
卵
湿
化
の
種

品
が
あ
る
と
は
、
言
い
難
い
よ
う
に
伝
わ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
の
所
論
に
お
い
て
、
心
を
生
じ
る
の
に
も
、
当
然
、
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る

で
あ
ろ
う
。

10
青
黄
赤
白
が
心
で
あ
り
、
長
短
方
円
が
心
で
あ
り
、
生
死
去
来
が
心
で
あ
り
、
年
月
日
時
が
心
で
あ
る
。
…
…
こ
う
い
う
わ
け
で
、
諸
法
実

相
心
で
あ
り
、
唯
仏
与
仏
心
で
あ
る
。

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
に
お
い
て
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
右
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
々
の
言
葉
を
、
今
は
す
べ
て
心
と
論
じ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
言
葉
ば
か
り
に
限
る
べ
き
で
は
な
い
。
百
千
無
量
の
言
葉
を
挙
げ
て
、
心
と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
際
限
が
あ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ

る
。

10

（
省
略
個
所
）「
夢
幻
空
華
が
心
で
あ
り
、
水
沫
泡
焰
が
心
で
あ
り
、
春
華
秋
月
が
心
で
あ
り
、
造
次
顚
沛
が
心
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
毀

し
て
は
な
ら
な
い
。」



一
五
六

［
抄
２
１
５-

２
１
６
頁
］

１
玄
沙
院
宗
一
大
師
問
地
蔵
院
真
応
大
師
云
、
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
。
2
真
応
指
椅
子
曰
、
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
。
3
大
師
云
、
椅
子
。

4
真
応
曰
、
和
尚
不
会
三
界
唯
心
。
5
大
師
云
、
我
喚
遮
箇
作
竹
木
、
汝
喚
作
什
麼
。
6
真
応
曰
、
桂
琛
亦
喚
作
竹
木
。
7
大
師
云
、
尽
大
地

覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
。

8
イ
マ
大
師
ノ
問
取
ス
ル
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
作
麼
生
会
、
未
作
麼
生
会
、
ヲ
ナ
ジ
ク
三
界
唯
心
ナ
リ
。
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
未
三
界
唯

心
ナ
ル
ベ
シ
（
７
～
８
聞
書
）。

　

玄
砂
与
真
応
ハ
師
弟
ナ
リ
、
実
無
何
雲
水
等
ノ
問
答
ニ
ハ
異
ベ
シ
。
大
師
ノ
真
応
ニ
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生［
２
１
６
頁
］会
ノ
詞
ハ
弟
子
ニ
、
汝
、
三

界
唯
心
ヲ
イ
カ
ニ
ト
心
得
タ
ル
ゾ
ト
被
不
審
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ
。
作
麼
生
ノ
詞
、
不
始
于
今
事
ナ
リ
。
唯
心
ノ
理
作
麼
生
ナ
ル
ベ
シ
。
コ
コ
ニ
、
真

応
指
椅
子
曰
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
。
此
詞
又
三
界
唯
心
ト
ハ
此
椅
子
ナ
リ
、
和
尚
ハ
ナ
ニ
ト
カ
セ
ム
ト
云
タ
ル
ニ
似
タ
リ
。
コ
コ
ニ
大
師
又
椅
子
ト

被
仰
。
只
真
応
ノ
心
地
ニ
同
タ
リ
。
此
時
、
真
応
曰
、
和
尚
不
会
三
界
唯
心
。
是
ハ
只
前
ノ
詞
ヲ
奪
テ
椅
子
ト
同
詞
ヲ
大
師
被
仰
時
ニ
、
三
界
唯
心

ヲ
バ
心
得
ザ
リ
ケ
リ
ト
被
仰
ト
キ
コ
ユ
。

１
～
７『
伝
灯
録
』
巻
二
一
、
四
一
七
頁
上
一
三-

一
七
行
。



一
五
七

〔
第
四
段
〕

１
玄
沙
院
宗
一
大
師
が
、
地
蔵
院
真
応
大
師
に
問
う
て
い
っ
た
。「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
。」

2
真
応
は
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
。」

3
大
師
は
言
っ
た
。「
椅
子
。」

4
真
応
は
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。」

5
大
師
は
言
っ
た
。「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
。
汝
は
喚
ん
で
何
と
す
る
か
。」

6
真
応
は
言
っ
た
。「〔
私
〕
桂
琛
も
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
。」

7
大
師
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

8
今
、
大
師
が
問
う
て
い
る
「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
か
」
と
は
、「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
」
と
し
て
も
、
未
だ
ど
の
よ
う

に
も
会
得
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
同
じ
く
「
三
界
唯
心
」
で
あ
る
。
こ
の
故
に
「
未
三
界
唯
心
」
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

玄
沙
と
真
応
は
師
弟
で
あ
る
。
実
に
、
ど
う
と
い
う
こ
と
の
な
い
雲
水
等
の
問
答
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
師
が
真
応
に
「
三
界
唯
心
、
汝
は

ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
か
」
の
言
葉
は
、
弟
子
に
、
三
界
唯
心
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
と
不
鮮
明
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
作
麼
生
の

言
葉
、
今
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
唯
心
の
理
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、「
真
応
は
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
こ

れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
。」」。
こ
の
言
葉
は
ま
た
「
三
界
唯
心
」
と
は
、
こ
の
「
椅
子
」
で
あ
る
。
和
尚
は
何
に
な
ろ
う
か
、
何
も
な
り
は
し

な
い
と
い
う
の
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
に
大
師
ま
た
「
椅
子
」
と
仰
る
。
た
だ
、
真
応
の
考
え
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
時
、「
真
応
は
言
っ

た
。「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。」」。
こ
れ
は
た
だ
前
の
言
葉
を
奪
っ
て
、
椅
子
と
同
じ
言
葉
を
大
師
が
仰
っ
た
時
に
、
三

界
唯
心
を
理
解
し
な
か
っ
た
と
仰
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



一
五
八

［
抄
２
１
６-

２
１
７
頁
］

祖
師
ノ
詞
ヲ
仰
凡
見
、
如
此
一
一
ノ
打
任
タ
ル
問
答
ニ
キ
コ
ユ
ベ
シ
。
又
被
心
得
ヌ
ベ
シ
。
如
爾
心
得
バ
只
凡
見
ナ
ル
ベ
シ
、
非
ル
祖
師
問
答
ベ

シ
。
大
方
モ
於
弟
子
身
、
師
ヲ
争
如
此
ハ
サ
グ
ベ
キ
ト
覚
ユ
。
其
上
此
詞
、
努
努
打
任
タ
ル
心
地
ヲ
以
テ
仏
法
ヲ
心
得
タ
リ
、
心
得
ズ
ナ
ム
ド
、
分

別
得
失
ノ
儀
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
三
界
ノ
上
、
三
界
上
不
、
三
界
ノ
道
理
ヲ
ト
カ
ク
被
述
ナ
リ
。

　

又
大
師
云
、
我
喚
遮
箇
作
竹
木
、
汝
喚
作
什
麼
ト
ア
リ
。
是
ハ
前
ノ
詞
ニ
ハ
椅
子
ト
ア
リ
、
今
ハ
竹
木
ト
ア
リ
、
是
ハ
イ
ヅ
レ
モ
椅
子
ナ
リ
、
更

不
可
違
。

　

真
応
曰
、
桂
琛
亦
喚
作
竹
木
ト
ア
レ
バ
大
師
与
真
応
詞
不
相
違
、
同
心
ト
聞
ユ
。

　

コ
コ
ニ［
２
１
７
頁
］大
師
云
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
ナ
リ
ト
ア
リ
。
此
詞
ハ
会
仏
法
人
ノ
ナ
キ
事
ヲ
打
任
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
ハ
不
可
心
得
。
此
御

釈
、
奥
ニ
委
ア
ル
ベ
シ
。

　

今
大
師
問
取
ス
ル
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
作
麼
生
会
、
未
作
麼
生
会
、
共
ニ
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ハ
、
所
詮
作
麼
生
会
ハ
ヨ
ク
、
未
作
麼
生

会
ハ
ア
シ
ク
心
得
事
、
不
可
然
。
会
不
会
ヲ
三
界
唯
心
ノ
上
ニ
談
ズ
ル
ナ
リ
。
会
不
会
共
、
三
界
唯
心
ナ
ル
上
ハ
更
得
失
ナ
シ
、
差
別
浅
深
ナ
シ
。

コ
ノ
道
理
ノ
上
ニ
ハ
又
未
三
界
唯
心
ト
云
道
理
モ
ア
ル
ベ
シ
ト
ナ
リ
。
是
モ
未
三
界
唯
心
ト
云
ヘ
バ
ト
テ
、
三
界
唯
心
ニ
タ
ガ
ヒ
テ
ア
シ
ク
成
タ
ル

ナ
ム
ド
ハ
不
可
心
得
ナ
リ
。
只
三
界
唯
心
ノ
道
理
ガ
、
ト
カ
ク
ヒ
ビ
キ
テ
、
未
三
界
唯
心
ト
ハ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。



一
五
九

祖
師
の
言
葉
を
仰
る
凡
夫
の
見
解
、
こ
の
よ
う
な
一
々
の
普
通
の
問
答
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す

れ
ば
、
た
だ
凡
夫
の
見
解
で
あ
ろ
う
。
祖
師
の
問
答
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
世
間
一
般
も
、
弟
子
の
身
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
師
を
こ
の
よ
う
に
見

下
げ
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
言
葉
、
普
通
の
考
え
に
よ
っ
て
仏
法
を
理
解
し
、
理
解
し
な
い
け
れ
ど
も
、
決
し
て
分
別
得
失
の
事
柄

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
三
界
の
勝
れ
た
理
解
、
三
界
の
勝
れ
た
理
解
で
な
い
も
の
、
三
界
の
道
理
を
と
に
か
く
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
大
師
は
言
っ
た
。「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
。
汝
は
喚
ん
で
何
と
す
る
か
。」」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
の
言
葉
に
は
「
椅
子
」

と
あ
り
、
今
は
「
竹
木
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
椅
子
で
あ
る
。
少
し
も
違
っ
て
い
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
真
応
は
言
っ
た
。「〔
私
〕
桂
琛
も
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
。」」
と
あ
れ
ば
、
大
師
と
真
応
の
言
葉
は
相
違
せ
ず
、
同
心
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
こ
に
「
大
師
（
玄
沙
）
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」」
と
あ
る
。
こ
の
言
葉

は
、「
会
仏
法
人
」
が
な
い
こ
と
を
普
通
の
よ
う
に
は
理
解
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
御
解
釈
は
、
奥
に
委
し
く
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

今
、
大
師
が
問
う
て
い
る
「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
は
、
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
と
も
、
未
だ
ど
の
よ
う
に
も
会
得
し

て
い
な
い
と
し
て
も
、
と
も
に
「
三
界
唯
心
」
で
あ
る
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
は
良
く
、
未
だ
ど
の
よ
う
に
も
会

得
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
と
は
悪
し
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
会
得
と
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
を
三
界
唯
心
の
観
点
か
ら
論
じ
る

の
で
あ
る
。
会
得
と
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
と
も
に
、
三
界
唯
心
で
あ
る
以
上
は
、
さ
ら
に
得
失
は
な
く
、
差
別
浅
深
も
な
い
。
こ
の
道
理
の
上
に

は
ま
た
未
三
界
唯
心
と
い
う
道
理
も
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
未
三
界
唯
心
と
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
三
界
唯
心
に
相
違

し
て
、
悪
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
は
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
三
界
唯
心
の
道
理
が
、
と
に
か
く
広
く
伝
わ
り
、
未
三
界
唯
心
と
い

わ
れ
る
の
で
あ
る
。



一
六
〇

［
抄
２
１
７-

２
１
８
頁
］

9
真
応
コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
椅
子
ヲ
サ
シ
テ
云
、
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
。
シ
ル
ベ
シ
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
喚
遮
箇
作
什
麼
ナ
リ
（
９
聞
書
）。

　

是
ハ
大
師
道
ノ
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ノ
詞
ト
真
応
ノ
和
尚
喚
遮
箇
作
什
麼
ノ
詞
ト
ハ
、
只
同
心
ナ
ル
ベ
シ
。
汝
作
麼
生
会
モ
三
界
唯
心
ノ
道

理
ヲ
ト
ク
詞
ナ
リ
。
喚
遮
箇
作
什
麼
モ
三
界
唯
心
ノ
理
ノ
ア
ラ
ハ
ル
ル
詞
ナ
リ
、
聊
モ
不
可
相
違
ナ
リ
。

［
２
１
８
頁
］
10
大
師
道
ノ
椅
子
ハ
、
且
道
ス
ベ
シ
、
コ
レ
会
三
界
語
ナ
リ
ヤ
、
不
会
三
界
語
ナ
リ
ヤ
。
三
界
語
ナ
リ
ヤ
、
非
三
界
語
ナ
リ
ヤ
、
椅
子

道
ナ
リ
ヤ
。
大
師
道
ナ
リ
ヤ
。
如
此
試
道
看
ノ
道
究
ス
ベ
シ（10



（1
（

。※

　

如
文
。
是
ハ
前
段
ノ
大
師
道
ノ
椅
子
ト
云
詞
ヲ
被
釈
ナ
リ
。
今
ノ
詞
、
実
如
御
釈
、
無
尽
ノ
詞
モ
理
モ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
イ
ヅ
レ
ニ
モ
当
ベ
キ
ナ

リ
。
即
不
中
ノ
道
理
ナ
リ
。
此
道
理
ガ
シ
バ
ラ
ク
作
麼
生
ト
モ
作
什
麼
ト
モ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。

11
真
応
云
、
和
尚
不
会
三
界
唯
心
。
コ
ノ
道
、
タ
ト
ヘ
バ
道
趙
州
ス
ル
中
ノ
東
門
南
門
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
サ
ラ
ニ
西
門
北
門
ナ
リ
、
サ
ラ
ニ

東
趙
州
南
趙
州
ア
リ（11



（1
（

。

　

是
ハ
趙
州
ノ
上
ニ
東
南
西
北
ノ
門
ヲ
談
ゼ
シ
コ
ト
ア
リ
。
其
定
ニ
三
界
唯
心
ノ
道
理
ノ
上
ニ
不
会
三
界
唯
心
ノ
道
理
ア
ル
ベ
シ
ト
ナ
リ
。

1
10

『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
試
会
看
の
会
取
あ
り
、
試
参
看
の
究
参
あ
る
べ
し
」（
道
元
全
、
上
、
三
五
六
頁
九-

一
〇
行
）
を
欠
く
。

11

北
門
ナ
リ
（
泉
）（
森
）（
総
）（
道
元
全
○春
）、
北
門
あ
る
べ
し
（
道
元
全
）



一
六
一

9
真
応
、
こ
の
故
に
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」。
知
る
べ
き
で
あ
る
。「
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得

す
る
の
か
」
は
「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
の
言
葉
と
真
応
の
「
和
尚
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な

し
ま
す
か
」
の
言
葉
と
は
、
た
だ
同
心
で
あ
ろ
う
。「
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
も
三
界
唯
心
の
道
理
を
説
く
言
葉
で
あ
る
。
少
し
も
相
違

す
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

10
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
椅
子
は
、
と
り
あ
え
ず
説
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
界
を
会
得
し
た
語
で
あ
る
の
か
、
三
界
を
会
得
し
て
い
な

い
語
で
あ
る
の
か
、
三
界
の
語
で
あ
る
の
か
、
三
界
で
な
い
も
の
の
語
で
あ
る
の
か
、
椅
子
の
説
な
の
か
、
大
師
の
説
な
の
か
。
こ
の
よ
う
に
、

試
道
看
の
説
を
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。※

　
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
段
の
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
椅
子
」
と
い
う
言
葉
を
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
今
の
言

葉
、
実
に
、
御
解
釈
の
よ
う
に
、
無
尽
の
言
葉
も
理
も
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
も
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
即
不
中
の
道
理
で
あ
る
。
こ
の
道

理
が
一
時
的
に
「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
と
も
「
何
を
な
し
ま
す
か
」
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

11
「
真
応
は
言
っ
た
。「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。」」。
こ
の
説
は
、
例
え
ば
、
趙
州
を
説
く
中
の
東
門
、
南
門
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
西
門
、
北
門
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
趙
州
、
南
趙
州
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
趙
州
の
観
点
か
ら
東
南
西
北
の
門
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
決
定
に
お
い
て
三
界
唯
心
の
道
理
の
上
に
「
三
界
唯
心
を
会
得
し
て

お
ら
れ
ま
せ
ん
」
の
道
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

1
10

「
試
会
看
と
い
う
会
得
が
あ
り
、
試
参
看
の
参
究
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。」



一
六
二

［
抄
２
１
８-

２
１
９
頁
］

12
タ
ト
ヒ
会
三
界
唯
心
ア
リ
ト
モ
、
サ
ラ
ニ
不
会
三
界
唯
心
ヲ
参
究
ス
ベ
キ
ナ
リ
。

　

会
三
界
ノ
上
ニ
ハ
必
不
会
三
界
ノ
道
理
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
只
会
三
界
許
ヲ
学
得
ト
モ
、
不
会
三
界
ノ
理
ヲ
不
学
ハ
仏
法
参
学
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

［
２
１
９
頁
］
13
サ
ラ
ニ
又
会
不
会
ニ
ア
ラ
ザ
ル
三
界
唯
心
ア
リ
。
大
師
道
、
我
喚
遮
箇
作
竹
木
。
コ
ノ
道
取
、
カ
ナ
ラ
ズ
声
前
句
後
ニ
光
前
絶
後
ノ

節
目
ヲ
参
徹
ス
ベ
シ
（
７
聞
書
）。

　

前
ニ
ハ
三
界
ニ
付
テ
会
不
会
ノ
詞
ヲ
載
ラ
レ
テ
被
釈
之
。
而
必
三
界
ノ
上
ニ
会
不
会
許
ニ
カ
カ
ハ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
会
不
会
ニ
非
ザ
ル
三
界
唯

心
ア
リ
ト
ハ
、
今
ノ
大
師
道
ノ
我
喚
遮
箇
作
竹
木
モ
ア
ル
ベ
シ
。
又
此
外
ニ
椅
子
モ
乃
至
青
黄
赤
白
、
長
短
方
円
、
生
死
去
来
、
年
月
日
時
、
夢
幻

空
花
等
モ
会
不
会
ニ
ア
ラ
ザ
ル
三
界
唯
心
ア
リ
ト
ハ
云
ハ
ル
ベ
キ
カ
。
声
先
句
後
光
前
絶
後
ト
ハ
解
脱
ノ
詞
ナ
ル
ベ
シ
。
此
我
喚
遮
箇
作
竹
木
ノ
詞

ヲ
指
歟
。
参
徹
ス
ベ
シ
ト
ア
リ
。
能
能
此
理
ヲ
参
学
ス
ベ
シ
ト
ナ
リ
。

14
イ
ハ
ユ
ル
我
喚
遮
箇
作
竹
木
、
イ
マ
ノ
喚
作
ヨ
リ
サ
キ
ハ
イ
カ
ナ
ル
喚
作
ナ
リ
ト
カ
セ
ム
。
従
来
ノ
八
面
玲
瓏
ニ
、
初
中
後
ト
モ
ニ
竹
木
ナ

リ
ト
ヤ
セ
ム
。
今
ノ
喚
作
竹
木
ハ
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
、
不
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム（14
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一
六
三

12
た
と
え
「
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
い
る
こ
と
」
が
あ
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
「
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
参
究
す
べ
き
で
あ

る
。

　
「
三
界
を
会
得
し
て
い
る
こ
と
」
の
上
に
は
、
必
ず
「
三
界
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
」
の
道
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
三
界
を
会
得
し
て
い

る
こ
と
」
ば
か
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、「
三
界
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
」
の
理
を
学
ば
な
い
こ
と
は
、
仏
法
の
参
学
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。13

さ
ら
に
ま
た
、
会
得
、
不
会
得
で
な
い
三
界
唯
心
が
あ
る
。
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
、「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
（
我
喚
遮
箇

作
竹
木
）」。
こ
の
言
葉
、
必
ず
声
の
前
、
句
の
後
に
光
前
絶
後
の
節
目
を
参
究
し
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

前
に
は
三
界
に
つ
い
て
会
得
、
不
会
得
の
言
葉
を
記
載
し
て
こ
れ
を
解
釈
し
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
三
界
の
上
に
会
得
、
不
会
得
ば
か
り

に
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
。
会
得
、
不
会
得
で
な
い
三
界
唯
心
が
あ
る
、
と
は
、
今
の
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と

な
す
」
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
外
に
も
、
椅
子
も
、
乃
至
青
黄
赤
白
、
長
短
方
円
、
生
死
去
来
、
年
月
日
時
、
夢
幻
空
花
等
も
会
得
、
不

会
得
で
な
い
三
界
唯
心
が
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
べ
き
か
。
声
先
句
後
光
前
絶
後
と
は
、
解
脱
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹

木
と
な
す
」
の
言
葉
を
指
す
か
。
参
究
し
徹
す
る
べ
き
で
あ
る
と
あ
る
。
よ
く
よ
く
こ
の
理
を
参
究
し
学
習
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

14
所
謂
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」、
今
の
喚
作
よ
り
先
に
は
い
か
な
る
喚
作
で
あ
る
と
し
よ
う
か
。
従
来
の
八
面
玲
瓏
に
お
い

て
、
初
め
と
中
間
と
終
わ
り
は
と
も
に
竹
木
で
あ
る
と
し
よ
う
か
。
今
の
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
（
喚
作
竹
木
）」
は
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に

な
る
の
で
あ
る
と
し
よ
う
か
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
る
の
で
あ
る
と
し
よ
う
か
。



一
六
四

［
抄
２
１
９-

２
２
０
頁
］

　

是
ハ
、
今
ノ
喚
作
ヨ
リ
サ
キ
ハ
イ
カ
ナ
ル
喚
作
ナ
リ
ト
カ
セ
ム
ト
ア
レ
バ
、
椅
子
ト
モ
三
界
唯
心
ト
モ
コ
ソ
云
ヌ
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
従
来
ノ
八
面
玲

瓏
ニ
初
中
後
共
ニ
竹
木
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
ト
ハ
、
只
初
中
後
共
ニ
竹
木
ト
云
テ
ム
ト
云［
２
２
０
頁
］心
地
ナ
リ
。
一
筋
ニ
竹
木
ノ
道
理
ノ
カ
カ
ハ
ラ
ヌ
所
ヲ

如
此
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
又
今
ノ
喚
作
竹
木
ハ
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
ヤ
セ
ム
ト
ハ
、
此
喚
作
竹
木
ノ
道
ハ
三
界
唯
心
ノ
上
ニ
談
ズ
ル
詞
ナ
レ
バ
、
三
界

唯
心
ト
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
道
理
モ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
此
理
ノ
上
ニ
ハ
不
道
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
云
道
理
モ
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

15
シ
ル
ベ
シ
、
ア
シ
タ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
、
タ
ト
ヒ
椅
子
ナ
リ
ト
モ
、
タ
ト
ヒ
唯
心
ナ
リ
ト
モ
、
タ
ト
ヒ
三
界
ナ
リ
ト
モ
、
暮
ニ

三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
我
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
道
取
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ（15



（1
（

。

　

朝
暮
ノ
詞
、
強
コ
コ
ニ
ハ
其
要
ナ
シ
。
只
所
詮
三
界
ト
唯
心
ト
椅
子
ト
竹
木
ト
総
ジ
テ
取
放
タ
ル
マ
ジ
キ
道
理
一
体
ナ
ル
ウ
ヘ
ハ
、
此
詞
ト
カ
ク

云
替
テ
面
ハ
ア
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
レ
ド
モ
、
只
三
界
唯
心
ヲ
ト
ク
道
理
ナ
ル
ベ
シ
。
タ
ト
ヘ
バ
朝
ニ
ハ
仏
性
ヲ
道
取
ス
ト
モ
夕
ニ
ハ
蚯
蚓
ト
道
取
セ
ラ
ル

ト
モ
、
又
朝
ニ
ハ
諸
法
ト
談
レ
ド
モ
暮
ニ
ハ
実
相
ト
道
取
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
ト
云
ハ
ム
ガ
如
シ
ト
云
道
理
ナ
リ
。
仏
法
ト
云
事
、
只
皆
此
道
理
ナ
ル
ベ

シ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
解
脱
ノ
理
ナ
レ
。
詞
ニ
モ
カ
カ
ハ
ラ
ズ
、
何
ト
談
ズ
レ
ド
モ
総
一
法
ニ
カ
カ
ハ
ラ
ヌ
ト
云
ハ
、
此
理
ナ
ル
ベ
シ
。
此
道
理
又
恐
ハ

祖
門
ノ
所
談
ニ
非
ズ
ハ
此
理
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。



一
六
五

　

こ
れ
は
、
今
の
喚
作
よ
り
先
に
は
い
か
な
る
喚
作
で
あ
る
と
し
よ
う
か
と
あ
れ
ば
、
椅
子
と
も
三
界
唯
心
と
も
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
従
来
の
ど
れ
ほ
ど
の
面
が
鮮
や
か
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
初
め
と
中
間
と
終
わ
り
の
ど
れ
も
竹
木
で
あ
る
と
し
よ
う
か
、
と
は
、
ち
ょ
う
ど

初
め
と
中
間
と
終
わ
り
の
ど
れ
も
竹
木
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
一
筋
に
竹
木
の
道
理
が
関
わ
ら
な
い
と
こ

ろ
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
の
喚
作
よ
り
先
に
は
い
か
な
る
喚
作
で
あ
る
と
し
よ
う
か
と
は
、
こ
の
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
の

言
葉
は
三
界
唯
心
の
上
か
ら
論
じ
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
三
界
唯
心
で
あ
ろ
う
と
い
う
道
理
も
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
理
の
上
に
は
、「
三
界
唯
心

を
お
説
き
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
道
理
も
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

15
知
る
べ
き
で
あ
る
。
朝
に
三
界
唯
心
を
説
く
に
は
、
た
と
え
椅
子
で
あ
る
と
も
、
た
と
え
唯
心
で
あ
る
と
も
、
た
と
え
三
界
で
あ
る
と
も
、

夕
べ
に
三
界
唯
心
を
説
く
に
は
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

朝
に
、
夕
べ
に
と
い
う
言
葉
、
強
い
て
こ
こ
に
は
必
要
で
は
な
い
。
た
だ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
三
界
と
唯
心
と
椅
子
と
竹
木
と
、
す
べ
て
一
つ
一

つ
取
り
上
げ
な
い
道
理
が
一
体
で
あ
る
以
上
、
こ
の
言
葉
は
と
か
く
い
い
替
え
て
表
面
は
別
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
だ
三
界
唯
心
を
説

く
道
理
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
朝
に
は
仏
性
を
い
っ
て
も
、
夕
べ
に
は
み
み
ず
と
い
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
朝
に
は
諸
法
を
論
じ
て
も
、
夕

べ
に
は
実
相
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
道
理
で
あ
る
。
仏
性
と
い
う
こ
と
、
た
だ
す
べ
て
こ
の
道
理
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
解
脱
の
理
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
言
葉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
と
論
じ
て
も
、
す
べ
て
一
つ
の
法
に
関
わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
、

こ
の
理
で
あ
ろ
う
。
こ
の
道
理
は
ま
た
お
そ
ら
く
は
祖
門
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
理
は
あ
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
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16
真
応
道
ノ
桂
琛
〈
真
応
名
字
ナ
リ
〉
亦
喚
作
竹
木
。
シ
ル
ベ
シ
、
師
資
ノ
対
面
道
ナ
リ
ト
云
ト
モ
、
同
参
ノ
頭
正
尾
正
ナ
ル
ベ
シ
。

　

師
資
ノ
対
面
道
ナ
ル
條
、
実
顕
然
ナ
リ
。
所
詮
師
資
二
人
ノ
詞
、
頭
正
尾
正
ト
イ
ハ
ル
、
只
一
物
一
体
ナ
ル
理
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
ナ
リ
。

17
シ
カ
ア
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
大
師
道
ノ
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
真
応
道
ノ
亦
喚
作
竹
木
ト
、
同
ナ
リ
ヤ
、
不
同
ナ
リ
ヤ
、
是
ナ
リ
ヤ
、
不
是
ナ
リ
ヤ

ト
参
究
ス
ベ
キ
ナ
リ（17



（1
（

。

　

是
ハ
大
師
与
真
応
同
ナ
リ
ト
云
條
ハ
、
先
勿
論
非
可
疑
。
不
同
ナ
リ
ト
云
ハ
、
大
師
道
ノ
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
云
時
ハ
真
応
道
ノ
亦
喚
作
竹
木
ト
云

詞
ヲ
バ
ヨ
セ
ツ
ケ
テ
、
只
大
師
道
ノ
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
云
詞
ニ
テ
ア
ラ
ム
ノ
心
地
ハ
不
同
ナ
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
大
師
道
与
真
応
道
、
只
同
詞
ヲ
ノ
ベ
ラ

ル
ル
面
ハ
又
同
ナ
ル
ベ
シ
。
此
心
地
ヲ
、
同
ナ
リ
ヤ
不
同
ナ
リ
ヤ
ト
ハ
云
ナ
リ
。
サ
レ
バ
ト
テ
打
任
テ
心
得
同
不
同
ノ
義
ニ
不
可
混
ナ
リ
。
只
所
詮

至
テ
一
体
ナ
ル
姿
ヲ
如
此
ト
カ
ク
談
ズ
レ
バ
、
総
道
理
ノ
違
ス
ル
事
ハ
ナ
ク
テ
、
シ
カ
モ
解
脱
ノ
理
ハ
ア
ラ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
是
不
是
ノ
詞
又
非
徳

失
、
三
界
唯
心
ノ
上
ノ
是
不
是
ナ
ル
ベ
シ
。

17

シ
カ
ア
リ
ト　

し
か
あ
り
と
（
道
元
全
）、
シ
カ
リ
ト
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
六
七

16
真
応
が
お
説
き
に
な
っ
た
「〔
私
〕
桂
琛
〈
真
応
の
名
前
で
あ
る
〉
も
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
」。
知
る
べ
き
で
あ
る
。
師
と
弟
子
が

対
面
し
て
説
く
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
参
の
頭
正
尾
正
で
あ
ろ
う
。

　

師
と
弟
子
が
対
面
し
て
説
く
部
分
、
実
に
明
ら
か
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
師
と
弟
子
の
二
人
の
言
葉
、
頭
正
尾
正
と
い
わ
れ
る
の
は
、
た
だ

一
つ
の
物
、
一
つ
の
体
の
理
を
表
す
の
で
あ
る
。

17
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
、
真
応
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
ま
た
、
喚
ん
で

竹
木
と
し
ま
す
」
は
同
じ
で
あ
る
の
か
、
同
じ
で
な
い
の
か
、
正
し
い
の
か
、
正
し
く
な
い
の
か
と
参
究
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
大
師
と
真
応
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
部
分
は
、
先
ず
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
疑
う
べ
き
で
は
な
い
。
同
じ
で
な
い
と
い
う
の
は
、
大
師

が
お
説
き
に
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
い
う
時
は
、
真
応
が
い
っ
た
「
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉
を
近
く
に

引
き
寄
せ
て
、
た
だ
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
い
う
言
葉
に
お
い
て
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
は
同
じ
で
な
い

で
あ
ろ
う
。
大
師
道
と
真
応
道
、
た
だ
同
じ
言
葉
を
述
べ
る
表
面
は
ま
た
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
を
、
同
じ
で
あ
る
の
か
、
同
じ
で
な
い
の
か

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
普
通
に
理
解
す
る
同
不
同
の
意
味
に
混
ぜ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
至
っ

て
一
体
な
る
姿
を
こ
の
よ
う
に
様
々
に
論
じ
れ
ば
、
す
べ
て
道
理
が
相
違
す
る
こ
と
は
な
く
て
、
し
か
も
解
脱
の
理
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
是
不
是

の
言
葉
も
ま
た
徳
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
三
界
唯
心
の
上
の
是
不
是
で
あ
ろ
う
。
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18
大
師
云
、
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
。
コ
ノ［
２
２
２
頁
］道
取
ヲ
モ
審
細
ニ
弁
肯
ス
ベ
シ
。
19
※
大
師
モ
只
喚
作
竹
木
ナ
リ
、
真
応
モ
タ

ダ
喚
作
竹
木
ナ
リ
。
サ
ラ
ニ
イ
マ
ダ
三
界
唯
心
ヲ
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
道
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
道
取
セ

ズ
。

　

是
ハ
文
ニ
聞
タ
リ
。
大
師
モ
真
応
モ
タ
ダ
喚
作
竹
木
ノ
詞
許
ア
リ
、
サ
ラ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
会
取
セ
ズ
ト
ハ
、
喚
作
竹

木
ト
三
界
唯
心
ト
ハ
只
一
物
ナ
リ
、
一
体
ナ
リ
。
然
而
コ
コ
ニ
ハ
只
喚
作
竹
木
ノ
詞
許
ア
リ
テ
、
三
界
唯
心
ト
云
詞
ノ
ナ
キ
所
ヲ
三
界
唯
心
ヲ
会
取

セ
ズ
ト
ハ
シ
バ
ラ
ク
云
ナ
リ
。
会
取
セ
ネ
バ
ト
テ
努
努
ア
シ
ク
モ
ナ
リ
、
不
足
ナ
ル
ベ
キ
詞
ト
ハ
不
可
心
得
。
一
方
ヲ
証
ス
ル
ト
キ
一
方
ハ
ク
ラ
シ

ト
云
程
ノ
義
ナ
リ
。
会
取
不
会
取
、
道
得
不
道
得
ノ
詞
、
例
事
ナ
リ
。
カ
カ
ル
ユ
ヘ
ニ
此
道
理
ヲ
ノ
ベ
ラ
ル
ル
ト
キ
、
大
師
道
ノ
尽
大
地
覓
一
箇
会

仏
法
人
不
可
得
ト
ハ
被
仰
ナ
リ
。
只
所
詮
、
喚
作
竹
木
ニ
テ
ア
リ
ナ
ム
ノ
意
趣
ナ
ル
ベ
シ
。
又
会
仏
法
人
不
可
得
ト
云
詞
モ
、
会
仏
法
ハ
イ
ミ
ジ

ク
、
不
会
仏
法
ハ
シ
ク
、
徳
失
勝
劣
ノ
心
地
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
会
仏
法
ノ
道
理
ノ
上
ニ
不
会
仏
法
ノ
理
ガ
ア
レ
バ
コ
ソ
仏
法
ノ
タ
ク
ミ
ニ
縦
横
無
窮
ナ

ル
心
地
ナ
レ
。
コ
コ
ニ
ハ
只
交
物
モ
ナ
ク
、
不
会
仏
法
ニ
テ
有
ナ
ム
ド［
２
２
３
頁
］云
心
地
ナ
リ
。
今
大
師
道
ノ
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
ノ
詞

ハ
不
会
仏
法
ニ
ア
タ
ル
ナ
リ
、
此
心
ナ
ル
ベ
シ
。

1
13

『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
し
る
べ
し
」（
道
元
全
、
上
、
三
五
七
頁
五
行
）
を
欠
く
。



一
六
九

18
「
大
師
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」」。
こ
の
説
を
も
審
細
に
弁
え
る
べ

き
で
あ
る
。
19〔
知
る
べ
き
で
あ
る
。〕
大
師
も
た
だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
真
応
も
た
だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

い
ま
だ
三
界
唯
心
を
会
得
せ
ず
、
三
界
唯
心
を
不
会
得
し
な
い
。
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
ず
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
。

　

こ
れ
は
〔『
正
法
眼
蔵
』
の
〕
本
文
に
お
い
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
大
師
も
真
応
も
た
だ
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
の
言
葉
ば
か
り
が
あ
る
。
さ

ら
に
三
界
唯
心
を
会
得
せ
ず
、
三
界
唯
心
を
不
会
得
し
な
い
と
は
、「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
三
界
唯
心
は
た
だ
一
つ
の
物
で
あ
り
、
一
つ
の
体
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
た
だ
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
の
言
葉
ば
か
り
が
あ
っ
て
、
三
界
唯
心
の
言
葉
が
な
い
と
こ
ろ
を
、
三
界
唯
心

を
会
得
し
な
い
と
ひ
と
ま
ず
い
う
の
で
あ
る
。
会
得
し
な
け
れ
ば
と
い
っ
て
、
決
し
て
、
悪
し
く
も
な
り
、
不
足
な
る
べ
き
言
葉
と
は
理
解
す
べ
き

で
は
な
い
。
一
方
を
証
す
る
と
き
一
方
は
く
ら
し
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
会
得
、
不
会
得
、
道
得
、
不
道
得
の
言
葉
、
例
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
道
理
が
述
べ
ら
れ
る
時
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
は
仰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
結
局
の
と
こ
ろ
、「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
に
お
い
て
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
趣
で
あ

ろ
う
。
ま
た
「
仏
法
を
会
得
し
た
〔
人
を
も
と
め
て
も
〕
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉
も
、「
仏
法
を
会
得
し
た
こ
と
」
は
い
み
じ
く
、
仏

法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
は
し
く
、
徳
失
勝
劣
の
考
え
で
は
な
い
。「
仏
法
を
会
得
し
た
こ
と
」
の
道
理
の
上
に
、
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と

の
理
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
仏
法
の
巧
に
縦
横
無
窮
な
る
考
え
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
た
だ
交
わ
る
物
も
な
く
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と

に
お
い
て
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
今
、
大
師
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
の
言
葉
は
、
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
こ
と
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
心
で
あ
ろ
う
。
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20
シ
カ
モ
如
此
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
宗
一
大
師
ニ
問
著
ス
ベ
シ
、
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
ハ
、
タ
ト
ヒ
道
著
ス
ト
モ
、
試
道
看
ナ
ニ
ヲ
喚
作

シ
テ
カ
尽
大
地
ト
ス
ル（20



（2
（

。※

　

是
ハ
尽
大
地
ト
云
ヘ
バ
、
大
地
ハ
別
ニ
シ
テ
其
上
ニ
不
会
仏
法
人
ノ
ア
ル
カ
ト
心
得
ラ
レ
ヌ
ベ
シ
。
然
者
依
法
正
法
、
能
所
彼
此
ア
リ
ヌ
ベ
シ
。

不
可
然
所
ヲ
抑
大
師
ノ
尽
大
地
ト
被
仰
タ
ル
ハ
、
ナ
ニ
ヲ
喚
作
シ
テ
尽
大
地
ト
ハ
被
仰
タ
ル
ゾ
ト
試
道
看
ス
ベ
シ
ト
ハ
、
方
丈
御
詞
ヲ
ソ
ヘ
ラ
ル
ル

ナ
リ
。
実
此
御
詞
、
尤
其
謂
ア
リ
。
能
所
彼
此
ノ
見
解
、
一
定
発
ヌ
ベ
シ
。
所
詮
今
ノ
尽
大
地
ト
イ
ハ
ル
ル
ハ
、
椅
子
竹
木
三
界
唯
心
等
ノ
各
各
ノ

姿
ヲ
以
テ
尽
大
地
ト
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
乃
至
大
師
真
応
等
ヲ
以
テ
モ
尽
大
地
ト
可
談
ナ
リ
。

20

…
…
不
可
得
ハ　
（
泉
）（
森
）（
総
）
は
「
ハ
」
を
欠
く
。

2
20

『
抄
』
は
こ
こ
に
次
の
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
「
お
ほ
よ
そ
恁
麼
参
究
功
夫
す
べ
き
な
り
。」（
道
元
全
、
上
、
三
五
七
頁
八
行
）
を
欠
く
。



一
七
一

20
し
か
も
こ
の
よ
う
に
い
う
と
し
て
も
、
宗
一
大
師
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。「
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
は
、
た
と
え
お
説
き
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
試
し
に
説
け
、
何
を
喚
ん
で
尽
大
地
と
す
る
の
か
。※

　

こ
れ
は
「
尽
大
地
」
と
い
え
ば
、
大
地
は
別
に
し
て
そ
の
上
に
仏
法
を
会
得
し
て
い
な
い
人
が
あ
る
か
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る

か
ら
、
依
法
と
正
法
、
行
為
者
と
対
象
、
あ
れ
こ
れ
あ
る
で
あ
ろ
う
。
適
切
で
な
い
と
こ
ろ
を
そ
も
そ
も
大
師
の
「
尽
大
地
」
と
仰
っ
て
い
る
の
は
、

何
を
喚
ん
で
「
尽
大
地
」
と
は
仰
っ
て
い
る
と
試
し
に
い
う
べ
き
で
あ
る
と
、
方
丈
は
お
言
葉
を
添
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
に
、
こ
の
お
言
葉
、

当
然
、
そ
の
理
由
が
あ
る
。
行
為
者
と
対
象
、
あ
れ
こ
れ
の
見
解
、
確
か
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
今
の
「
尽
大
地
」
と
い
わ
れ
る

の
は
、
椅
子
、
竹
木
、
三
界
唯
心
等
の
各
々
の
姿
を
も
っ
て
「
尽
大
地
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
は
、
大
師
、
真
応
等
を
も
っ
て
も
「
尽
大
地
」

と
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

2
22

「
大
体
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
参
究
し
、
功
夫
す
べ
き
で
あ
る
。」



一
七
二

［
聞
書
２
２
３-

２
２
４
頁
］

（
１
聞
書
）
三
界
唯
一
心　

コ
ノ
一
句
ノ
詞
、
常
ニ
聞
ト
云
ヘ
ド
モ
未
心
得
ニ
似
タ
リ
。
今
ノ
三
界
唯
一
心
ノ
偈
、
是
ハ
四
句
ノ
偈
ト
コ
ソ
イ
ヘ
、

然
而
四
句
ハ
一
句
ナ
リ
、
至
極
ス
ル
所
ヲ
一
ト
ト
ル
ナ
リ
。
仏
乗
ト
ト
キ
大
乗
ト
ト
ク
、
コ
レ
一
乗
ナ
リ
、
一
草
ト
モ
云
ガ
如
シ
。

（
１
聞
書
）
真
言
教
ニ
ハ
心
王
大
日
尊
、
心
数
曼
陀
羅
、
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
ト
イ
フ
コ
ト
ア
リ
。
是
心
王
心
数
ヲ
立
テ
唯
一
心
ト
云
心
ナ

リ
。
コ
ノ
宗
門
ニ
ハ
心
王
心
数
ヲ
タ
テ
ズ
。
三
界
唯
一
心
ト
云
モ
猶
三
界
ヲ
ウ
バ
ウ
ニ
似
タ
リ
。
唯
一
心
ト
体
脱
セ
ム
ト
キ
ハ
、
三
界
ヲ
三
界
ノ
如

ク
ニ
見
ム
ズ
ル
ナ
リ
。

（
２
聞
書
）
云
為
ト
云
ハ
、
タ
ト
ヒ
強
為
ノ
為
ナ
リ
ト
モ
云
為
ノ
為
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
フ
。
強
為
ノ
法
ト
テ
仏
道
ニ
ハ
モ
チ
ヰ
ザ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
強
為

ノ
為
ナ
リ
ト
モ
ト
ユ
ル
ス
事
ハ
、
三
界
ヲ
唯
一
心
ト
強
為
セ
ム
モ
、
所
詮
云
為
ノ
義
ニ
落
居
ス
ベ
キ
ユ
ヘ
ニ
、
如
此
ト
ク
云
為
ト
ハ
、
ヤ
ガ
テ
ア
ル

ベ
キ
ヲ
ア
リ
ト
云
フ
、
コ
レ
云
為
ナ
リ
。

（
３
聞
書
）
三
界
ト
ハ
欲
界
色
界
無
色
界
ヲ
云
フ
。
コ
レ
ハ
天
上
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
、
欲
界
ノ
中
ニ
ハ
ヤ
ガ
テ
人
間
界
ヲ
モ
接
ス
ル
ナ
リ
。
但
今
ノ
三

界
ノ
ヤ
ウ
、
唯
心
ト
体
脱
ス
。
全
如
来
全
現
成
全
一
代
全
一
句
全
界
ナ
ム
ド
云
フ
上
ハ
勿
論
事
ナ
リ
。
仏
界
同
事
ナ
リ
、
コ
ノ
三
界
ハ
仏
界
ナ
ル
ベ

シ
。
欲
界
色
界
等
ノ
義
ヲ
超
越
ス
ベ
シ
。

（
６
聞
書
）
三
界
ノ
所
見
ヲ
旧
窠
ト
シ
、
三
界
ノ
所
見
ヲ
新
條
ト
ス
、
旧
窠
也
三
界
見
、
新
條
也
三
界
見
ナ
リ
ト
云
フ
。
旧
窠
ナ
ム
ド
云
ヘ
バ
ワ
ロ

カ
リ
ツ
ル
三
界
ノ
凡
悩
ノ
窠
ヲ
イ
フ
カ
ナ
ム
ド
覚
ユ
。
タ
ダ
シ
是
ハ
、
フ
ル
キ
モ
見
、
ア
タ
ラ
シ
キ
モ
見
ト
仕
ナ
リ
。
三
界
ヲ
以
テ
見
ナ
リ
ト
云
フ

ユ
ヘ
ニ
。



一
七
三

〔
第
一
段
〕

（
１
聞
書
）
三
界
唯
一
心　

こ
の
一
句
の
言
葉
は
、
常
に
聞
く
け
れ
ど
も
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
今
の
三
界
唯
一
心
の
偈
、

こ
れ
は
正
に
四
句
の
偈
で
あ
る
と
は
い
え
、
し
か
し
な
が
ら
、
四
句
は
一
句
で
あ
り
、
極
限
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
一
と
受
け
取
る
の
で
あ
る
。

仏
乗
と
説
き
、
大
乗
と
説
く
、
こ
れ
が
一
乗
で
あ
る
。
一
草
と
も
い
う
よ
う
で
あ
る
。

（
１
聞
書
）
真
言
教
で
は
、「
心
王
大
日
尊
、
心
数
曼
陀
羅
、
三
界
唯
一
心
、
心
外
無
別
法
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
心
王
と
心
数
を
立
て

て
、
唯
一
心
と
い
う
心
で
あ
る
。
こ
の
宗
門
に
は
、
心
王
と
心
数
を
立
て
な
い
。
三
界
唯
一
心
と
い
う
の
も
、
ち
ょ
う
ど
三
界
を
い
う
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
唯
一
心
と
本
体
が
脱
す
る
時
に
は
、
三
界
を
三
界
の
ま
ま
に
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（
２
聞
書
）
云
為
と
は
、
た
と
え
強
い
て
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
自
ず
か
ら
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
。
た
と
え
、
強
い
て
為
す
こ
と
の
法
と
い
っ
て
も
、
仏
道
に
は
用
い
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
強
い
て
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
為

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
と
認
め
る
こ
と
は
、
三
界
を
唯
一
心
で
あ
る
と
強
い
て
為
そ
う
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
自
ず
か
ら
な
る
こ
と

の
意
味
に
論
議
が
決
着
す
る
は
ず
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
よ
う
に
説
く
云
為
と
は
、
結
局
あ
る
べ
き
こ
と
を
あ
る
と
い
う
、
こ
れ
が
云
為
で
あ
る
。

（
３
聞
書
）
三
界
と
は
、
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
を
い
う
。
こ
れ
は
天
上
の
事
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
欲
界
の
中
に
は
、
や
が
て
人
間
界
を
も
ま
じ
え
る

の
で
あ
る
。
正
に
今
の
三
界
と
同
様
に
、
唯
心
で
あ
る
と
体
脱
す
る
。
全
如
来
、
全
現
成
、
全
一
代
、
全
一
句
、
全
界
と
い
う
観
点
か
ら
は
勿
論
、

事
で
あ
る
。
仏
界
は
同
事
で
あ
り
、
こ
の
三
界
は
仏
界
で
あ
る
。
欲
界
、
色
界
等
の
意
味
を
超
越
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
６
聞
書
）
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
を
古
い
巣
と
し
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
を
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
古
い
巣
と
す
る
も
の

は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
し
、
新
し
い
道
筋
と
す
る
も
の
は
三
界
と
い
う
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
古
い
巣
な
ど
と
い

え
ば
、
劣
っ
て
い
る
三
界
の
凡
夫
の
巣
を
い
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
古
い
も
の
も
見
、
新
し
い
も
の
も
見
る
と
細
か
に
観

察
す
る
の
で
あ
る
。
三
界
を
見
で
あ
る
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。



一
七
四

［
聞
書
２
２
４-

２
２
６
頁
］

（
１
～
２
聞
書
）
釈
迦
大
師
段
、
不
如
三
界
見
於
三
界
。［
２
２
５
頁
］此
門
ニ
ハ
如
此
可
読
ナ
リ
。
当
宗
門
義
。
見
於
三
界
ノ
見
ハ
世
間
ノ
見
ニ
ア
ラ
ズ
。

一
代
ノ
挙
力
ヲ
習
ベ
シ
。
挙
力
ノ
詞
、
又
尽
力
シ
テ
可
参
学
見
ト
談
ズ
ル
ト
キ
ハ
、
イ
カ
ニ
モ
境
ア
リ
ト
聞
ユ
。
三
界
ヲ
見
ト
コ
ソ
心
得
ベ
ケ
レ
、

能
見
所
見
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
教
家
ニ
モ
能
所
ト
ハ
キ
ラ
フ
、
初
コ
ソ
能
所
ア
レ
ド
モ
至
極
ノ
時
ハ
亡
ナ
ム
ド
云
フ
。
是
ハ
意
地
ニ
ヤ
ク
シ
テ
談
ズ
ル

ト
聞
ユ
、
三
界
ヲ
以
テ
ヤ
ガ
テ
見
ト
ハ
イ
ハ
ヌ
ナ
リ
。
見
ニ
ハ
初
中
後
ヲ
タ
テ
ズ
ナ
ム
ド
云
ハ
、
三
界
ヲ
以
テ
見
ト
仕
フ
ト
キ
、
境
ヲ
ハ
ナ
レ
能
所

ヲ
解
脱
ス
ル
ナ
リ
。

（
３
聞
書
）
出
離
三
界
ア
リ
、
今
此
三
界
ア
リ
、
コ
レ
機
関
ノ
機
関
ト
相
見
ス
ル
ナ
リ
、
葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
生
長
ス
ル
ナ
リ
ト
云
フ
。
仏
見
二
乗
見
外

道
見
衆
生
見
マ
チ
マ
チ
ナ
リ
、
ソ
ノ
ユ
ヘ
ニ
三
界
ヲ
モ
又
イ
ト
フ
ベ
シ
。
可
出
離
ト
習
方
ア
リ
、
又
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
ト
習
方
ア
リ
、
如
此
ナ

ラ
フ
ト
キ
ノ
三
界
ハ
、
本
有
ニ
ア
ラ
ズ
、
今
有
ニ
ア
ラ
ズ
、
新
成
ニ
ア
ラ
ズ
、
因
縁
生
ニ
ア
ラ
ズ
、
初
中
後
ニ
ア
ラ
ズ
ナ
ム
ド
イ
ハ
ル
。
仏
、
羊
鹿

牛
ノ
三
車
ヲ
以
テ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
、
火
宅
ナ
リ
、
イ
デ
ヨ
ト
ス
ス
メ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
。
然
而
イ
デ
ハ
ツ
レ
バ
大
白
牛
車
ヲ
ア
タ
ヘ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
。
一
乗
ヲ

コ
ソ
サ
ト
ラ
シ
メ
サ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
セ
、
三
界
ノ
外
ナ
ル
所
ガ
ア
リ
テ
、
ソ
レ
ヘ［
２
２
６
頁
］ユ
ク
ト
云
ハ
ズ
。
イ
マ
機
関
ト
機
関
ト
相
見
ス
ル
ト
云
モ
、

葛
藤
ノ
葛
藤
ヲ
生
長
ス
ル
ナ
リ
ト
云
モ
、
コ
ノ
心
ナ
リ
、
非
別
。
是
ヲ
心
外
無
別
法
ト
ト
ク
ナ
リ
。



一
七
五

〔
第
二
段
〕

（
１
～
２
聞
書
）
釈
迦
大
師
の
段
。「
不
如
三
界
見
於
三
界
」。
こ
の
門
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
読
む
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
宗
門
の
義
、〔
即
ち
、〕

「
見
於
三
界
」
の
見
は
、
世
間
に
お
け
る
見
で
は
な
い
。
一
代
の
力
を
挙
げ
た
も
の
を
習
う
べ
き
で
あ
る
。「
力
を
挙
げ
た
も
の
」
の
言
葉
、
ま
た
尽

力
し
て
学
ぶ
べ
き
見
で
あ
る
と
論
じ
る
時
は
、
ど
の
よ
う
に
で
も
対
象
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
界
を
見
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
は
な
い
。
教
家
に
お
い
て
も
、
行
為
者
と
対
象
は
斥
け
る
。
初
め
こ
そ
行
為
者
と
対
象
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

窮
極
的
に
は
滅
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
意
地
に
や
く
し
て
論
じ
る
と
思
わ
れ
る
。
三
界
を
そ
の
ま
ま
見
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
の

で
あ
る
。
見
に
は
、
初
め
と
中
間
と
終
わ
り
を
た
て
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
三
界
を
見
で
あ
る
と
細
か
に
観
察
す
る
と
き
、
対
象
を
離
れ
、

行
為
者
と
対
象
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
３
聞
書
）
三
界
を
出
離
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、「
今
、
此
の
三
界
（
今
此
三
界
）」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と
互
い
に
見

る
こ
と
で
あ
り
、
葛
藤
が
葛
藤
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
仏
の
見
、
二
乗
の
見
、
外
道
の
見
、
衆
生
の
見
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
が
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
三
界
を
も
ま
た
厭
う
べ
き
で
あ
る
。
出
離
す
べ
き
で
あ
る
と
学
習
す
る
方
面
が
あ
り
、
ま
た
「
今
、
此
の
三
界
は
、
皆
す
べ
て
、
私
の
も

の
で
あ
る
（
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
）」
と
学
習
す
る
方
面
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
学
習
す
る
時
の
三
界
は
、
以
前
の
存
在
で
は
な
く
、
今
の
存
在
で

は
な
く
、
新
た
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
因
と
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
仏
は
、
羊
鹿
牛
の
三
車
を

用
意
し
て
、
火
宅
な
り
、
出
で
よ
と
お
勧
め
な
さ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
で
お
わ
れ
ば
、
大
白
牛
車
を
お
与
え
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
な

ら
ぬ
一
乗
を
悟
ら
せ
て
お
ら
れ
、
三
界
の
外
に
あ
る
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
行
く
と
は
い
わ
な
い
の
で
あ
る
。
今
、
働
き
の
根
拠
が
働
き
の
根
拠
と

互
い
に
見
る
と
い
う
の
も
、
葛
藤
が
葛
藤
を
生
み
出
す
と
い
う
の
も
、
こ
の
心
で
あ
っ
て
、
別
で
は
な
い
。
こ
れ
を
「
心
の
外
に
別
の
法
は
な
い
」

と
説
く
の
で
あ
る
。



一
七
六

［
聞
書
２
２
６-

２
２
７
頁
］

（
５
聞
書
）
三
界
ヲ
シ
テ
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ナ
ラ
シ
ム
、
コ
レ
則
皆
是
我
有
ナ
リ
ト
云
フ
。
此
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
ハ
成
仏
ノ
ユ
ヘ
ニ
発
心
修
行

ト
ハ
イ
ハ
ズ
、
発
心
我
有
ナ
リ
、
修
行
我
有
ナ
リ
、
菩
提
ヲ
我
有
ト
シ
涅
槃
ヲ
我
有
ト
ス
ル
ナ
リ
。
我
有
ノ
有
ハ
タ
ト
ヘ
バ
我
ガ
ハ
タ
ヘ
ヲ
サ
シ
テ

云
ナ
リ
。
然
者
三
界
ハ
仏
ノ
ハ
タ
エ
ト
可
心
得
、
仏
ハ
身
土
不
二
ト
云
此
心
ナ
リ
。

（
６
～
７
聞
書
）
釈
迦
大
師
道
、
今
此
三
界
◦
悉
是
吾
子
。
今
此
三
界
ハ
如
来
ノ
我
有
ナ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
尽
界
ミ
ナ
三
界
ナ
リ
ト
云
フ
。
尽
界
ト
云
ト

三
界
ト
云
ト
界
ノ
詞
ハ
同
ケ
レ
ド
モ
、
三
界
ト
云
ハ
欲
界
無
色
界
等
ノ
三
天
ニ
カ
ギ
ル
ニ
似
タ
リ
、
尽
ト
云
ハ
ノ
コ
ル
所
ナ
キ
ナ
リ
、
仏
界
マ
デ
ヲ

ト
ル
。
我
有
ト
仏
被
仰
故
ナ
リ
。
華
厳
ノ
三
界
ハ
心
界
仏
界
衆
生
界
ノ
三
ヲ
三
界
ト
云
義
モ
ア
ル
ナ
リ
。
仏
界
マ
デ
ヲ
取
ト
云
ヘ
バ
ト
テ
、
三
界
仏

界
ト
ヲ
別
ニ
置
テ
イ
ハ
ム
ズ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
其
中
衆
生
ト
ア
レ
バ
コ
ノ
中
ノ
字
ハ
際
限
ア
リ
テ
中
央
ヲ
云
ニ
似
タ
リ
。
非
爾
。
全
三
界
ヲ
中
ト
仕
ナ

リ
。
我
有
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
又
三
界
ヲ
我
有
ト
ト
ク
、［
２
２
７
頁
］其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
ト
キ
ケ
バ
、
非
情
ヲ
有
ト
被
仰
、
有
情
ヲ
子
ト
ス
ル
カ
ト
キ
コ

ユ
。
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
其
中
モ
三
界
ナ
リ
、
有
情
非
情
皆
是
三
界
ナ
リ
。
今
此
ト
サ
ス
ハ
我
有
ヲ
イ
フ
ナ
ル
ベ
シ
。



一
七
七

（
５
聞
書
）〔「
見
於
三
界
」
が
〕
三
界
を
し
て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
は
、
成
仏

の
故
に
発
心
、
修
行
と
は
い
わ
な
い
。
発
心
が
私
の
も
の
で
あ
り
、
修
行
が
私
の
も
の
で
あ
り
、
菩
提
を
私
の
も
の
し
、
涅
槃
を
私
の
も
の
と
す
る

の
で
あ
る
。「
我
有
」
の
有
は
、
例
え
ば
、
私
が
幾
重
に
も
か
さ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
三
界
は
仏
が
幾

重
に
も
か
さ
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
仏
は
、
身
土
不
二
と
い
う
こ
の
心
で
あ
る
。

（
６
～
７
聞
書
）
釈
迦
大
師
は
お
説
き
に
な
っ
た
。「
今
、
此
の
三
界
は
…
…
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
（
今
此
三
界
…
…
悉
是
吾
子
）」。「
今
此

三
界
」
と
は
、
如
来
の
「
我
有
」
で
あ
る
が
故
に
、
尽
十
方
界
は
す
べ
て
三
界
で
あ
る
と
い
う
。
尽
十
方
界
と
い
う
の
と
、
三
界
と
い
う
の
と
界
の

言
葉
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
三
界
と
い
う
の
は
欲
界
と
無
色
界
等
の
三
天
に
限
定
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
尽
と
い
う
の
は
残
る
所
が

な
く
仏
界
ま
で
を
と
る
。「
我
有
」
と
仏
が
仰
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
華
厳
の
三
界
は
心
界
、
仏
界
、
衆
生
界
の
三
つ
を
三
界
と
い
う
意
味
も
あ
る

の
で
あ
る
。
仏
界
ま
で
を
取
る
と
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
三
界
と
仏
界
と
を
別
に
し
て
い
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。「
そ
の
中
の
衆
生
（
其
中
衆

生
）」
と
は
、
こ
の
「
中
」
の
字
は
、
際
限
が
あ
り
中
央
を
い
う
の
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
〔
、
と
い
う
な
ら
ば
、〕
そ
の
よ
う
で
は
な
い
。
す
べ
て
の

三
界
を
「
中
」
で
あ
る
と
細
か
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
。「
我
有
」
な
る
が
故
に
、
ま
た
三
界
を
「
我
有
」
と
説
く
の
で
あ
る
。「
そ
の
中
の
衆
生
は
、

悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
（
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
）」
と
聞
け
ば
、
非
情
を
「
有
」
と
仰
せ
ら
れ
、
有
情
を
「
子
」
と
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
で
は
な
い
。「
其
中
」
も
三
界
で
あ
る
。
有
情
も
非
情
も
皆
こ
れ
三
界
で
あ
る
。「
今
此
」
と
指
す
の
は
「
我
有
」
を
い
う
で
あ
ろ
う
。



一
七
八

［
聞
書
２
２
７-

２
２
８
頁
］〉

（
８
聞
書
）
過
現
当
来
ノ
現
成
ハ
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
、
今
此
ノ
現
成
ハ
過
現
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
ト
云
。
世
間
ニ
イ
フ
過
現
当
来
ハ
タ
ダ

日
月
ノ
出
没
ヲ
カ
ゾ
ヘ
テ
云
ヘ
ド
モ
、
日
月
ハ
必
イ
ヅ
レ
ヲ
過
ト
イ
ヒ
現
ト
イ
ヒ
当
ト
イ
ハ
ム
ト
ハ
ナ
キ
ヲ
、
只
暫
人
間
ニ
吾
我
ニ
対
シ
テ
云
ナ

リ
。
タ
ト
ヘ
バ
田
地
ニ
ハ
主
ナ
ケ
レ
ド
モ
人
ガ
主
ト
称
ス
ル
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
、
ユ
ヘ
ニ
過
現
当
来
ノ
現
成
ハ
今
此
ヲ
罣
礙
セ
ザ
ル
ナ
リ
ト
イ
フ
、
ソ

ノ
ユ
ヘ
ニ
又
今
此
ノ
現
成
ハ
過
去
現
在
当
来
ヲ
罣
礙
ス
ル
ナ
リ
ト
イ
フ
。

（
10
聞
書
）
一
一
衆
生
ノ
生
衆
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
衆
生
ナ
リ
ト
云
フ
。
此
生
衆
ハ
無
辺
際
ノ
義
ナ
リ
、
全
生
ノ
心
ナ
リ
。
衆
生
ト
云
ヲ
バ
モ
ロ
モ
ロ
ノ
生

ト
読
デ
一
切
ノ
有
生
類
ヲ
ア
ツ
メ
テ
衆
生
ト
云
ト
心
得
ツ
ケ
タ
ル
ヲ
、
イ
マ
生
衆
ト
ア
ル
ニ
迷
フ
。
但
今
生
衆
ト
云
、
生
也
全
機
現
ノ
生
ナ
ル
ベ

シ
。
ユ
ヘ
ニ
生
ヲ
本
ト
シ
テ
モ
ロ
モ
ロ
ヲ
下
ニ
ツ
ク
、
カ
ク
イ
ヘ
バ
又
生
ト
衆
ト
対
シ
テ
イ
ハ
ム
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
タ
ダ
生
ノ
上
ニ
モ
ロ
モ
ロ
ヲ
ヲ

ク
ユ
ヘ
ニ
生
衆
ト
ア
ル
ナ
リ
。
モ
ロ
モ
ロ
ヲ
地
ニ
シ
テ
生
ヲ
ク
ハ
フ
ル
ハ
世
間
ノ
心
地
ナ
リ
。
生
ノ
様
ヲ
心
得
ト
ク
ト
キ
ハ
衆
生
生［
２
２
８
頁
］衆
ノ
チ

ガ
フ
事
モ
心
得
ラ
ル
ル
ナ
リ
。
生
衆
ト
ア
ル
ガ
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
ノ
道
理
ニ
叶
ナ
リ
。

（
11
聞
書
）
悉
是
吾
子
ハ
子
也
全
機
現
ノ
道
理
ナ
リ
ト
云
フ
。
今
ノ
父
子
ノ
儀
、
世
間
ニ
ハ
不
可
心
得
。
子
モ
全
ナ
レ
バ
父
ヨ
リ
生
ズ
ト
モ
云
ベ
カ

ラ
ズ
。



一
七
九

（
８
聞
書
）
過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
。「
今
此
」
が
現
れ
て
い
る
ま
ま

に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
世
間
に
お
い
て
言
わ
れ
る
過
去
と
現
在
と
未
来
は
た
だ
日
月
の
出

没
を
数
え
て
い
う
け
れ
ど
も
、
日
月
は
必
ず
何
れ
か
を
過
去
と
言
い
現
在
と
言
い
未
来
と
言
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
な
い
こ
と
を
、
た
だ
暫
く
人
間
に

対
し
て
、
吾
我
に
対
し
て
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
田
地
に
は
主
は
な
い
け
れ
ど
も
、
人
が
主
と
称
せ
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
あ
る
け
れ
ど
も
、
故
に
、

過
去
と
現
在
と
未
来
が
現
れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、「
今
此
」
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
故
に
ま
た
、「
今
此
」
が
現

れ
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
過
去
と
現
在
と
未
来
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
10
聞
書
）
一
々
の
衆
生
の
生
が
多
い
か
ら
、
衆
生
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
生
が
多
い
こ
と
は
、
限
り
が
な
い
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
全
生
の
心
で
あ

る
。
衆
生
と
い
え
ば
、
諸
々
の
生
と
読
ん
で
、
一
切
の
生
を
も
つ
も
の
を
集
め
て
衆
生
と
い
う
と
理
解
し
た
も
の
を
、
今
、
生
衆
と
あ
る
の
と
混
乱

す
る
の
で
あ
る
。
た
っ
た
今
生
衆
と
い
う
の
は
、
生
也
全
機
現
の
生
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
生
を
根
本
と
し
て
諸
々
の
も
の
を
下
に
付
く
、
こ
の
よ
う

に
い
え
ば
、
生
と
衆
に
対
し
て
言
お
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
生
の
上
に
諸
々
の
も
の
を
置
く
か
ら
生
衆
と
あ
る
の
で
あ
る
。
諸
々
の
も
の
を

土
台
に
し
て
生
を
加
え
る
の
は
世
間
の
考
え
で
あ
る
。
生
の
有
り
様
を
理
解
し
説
く
時
は
、
衆
生
〔
と
〕
生
衆
の
違
う
事
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

生
衆
と
あ
る
の
が
、「
そ
の
中
の
衆
生
は
、
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
」
の
道
理
に
適
合
す
る
の
で
あ
る
。

（
11
聞
書
）「
悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
」
は
、
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
道
理
で
あ
る
と
い
う
。
今
の
父
子
の
事
柄
、

世
間
に
お
い
て
は
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
子
も
、
す
べ
て
な
ら
ば
、
父
よ
り
生
じ
る
と
も
い
う
べ
き
で
は
な
い
。



一
八
〇

［
聞
書
２
２
８-

２
２
９
頁
］

（
12
聞
書
）
シ
カ
ア
レ
ド
モ
吾
子
カ
ナ
ラ
ズ
身
体
髪
膚
ヲ
慈
父
ニ
ウ
ケ
テ
毀
破
セ
ズ
虧
闕
セ
ズ
ト
云
フ
。
如
来
我
有
、
尽
十
方
界
真
実
人
体
ト
云
フ
、

子
モ
全
機
ト
イ
フ
、
イ
ヅ
レ
ノ
所
ガ
毀
破
セ
ラ
ル
ベ
キ
。
世
間
ノ
子
ノ
身
体
髮
膚
ヲ
父
母
ニ
ウ
ク
ト
云
モ
、
父
母
ヲ
毀
破
シ
テ
生
ズ
ベ
キ
ニ
ア
ラ

ズ
。
尽
十
方
界
ナ
ル
如
来
ノ
慈
父
ナ
レ
バ
毀
破
セ
ラ
レ
ヌ
ナ
リ
。

（
15
聞
書
）
父
老
子
少
ハ
世
間
ニ
キ
キ
習
所
ナ
リ
、
父
老
子
老
、
父
少
子
少
、
仏
家
ニ
所
談
ナ
リ
。

（
16
聞
書
）
チ
チ
ノ
老
ヲ
学
ス
ル
ハ
子
ニ
ア
ラ
ズ
、
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
チ
チ
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
云
フ
。
子
也
全
機
現
ノ
道
理
ノ
ト
キ
父
ヲ
学
ス

ベ
カ
ラ
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
子
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
ナ
リ
。
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
父
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
云
ハ
、
人
ノ
父
ト
イ
ハ
ル
ル
モ
必
子
ト
イ
ハ
レ
シ
時
代

ア
リ
、
子
ト
イ
ハ
ル
ル
モ
又
父
ト
イ
ハ
ル
ル
時
代
ア
ル
ナ
リ
、
コ
ノ
事
ヲ
云
ナ
リ
。
但
是
ハ［
２
２
９
頁
］猶
ワ
カ
カ
リ
シ
時
ハ
子
ト
イ
ハ
レ
、
コ
ノ
子
長

大
シ
テ
子
ヲ
マ
ウ
ク
レ
バ
父
ト
イ
ハ
ル
ル
ト
キ
、
父
ヲ
老
ト
イ
ハ
ム
ハ
時
代
老
少
前
後
ノ
ヘ
ダ
テ
ア
ル
ベ
シ
。
今
ノ
心
地
ニ
ハ
コ
ト
ナ
リ
、
父
ノ
老

ヲ
学
ス
ル
ハ
子
ニ
ア
ラ
ズ
ト
イ
フ
詞
ヲ
一
具
ニ
心
得
ム
ト
セ
バ
、
其
心
頗
可
相
違
。
出
世
与
世
間
、
可
替
ナ
リ
。
父
ノ
老
ヲ
学
ス
ル
ト
ア
ル
詞
ハ
全

機
ノ
心
ナ
レ
バ
出
世
ナ
ル
ベ
シ
、
子
ノ
少
ヲ
ヘ
ザ
ラ
ム
ハ
父
ニ
ア
ラ
ザ
ラ
ム
ト
云
詞
ハ
世
間
ニ
通
ベ
シ
。
所
詮
コ
コ
ハ
全
父
全
子
ト
心
得
ベ
シ
。

（
17
聞
書
）
父
子
同
時
ニ
生
現
ス
ル
父
子
ノ
ア
リ
、
父
子
同
時
ニ
現
滅
ス
ル
父
子
ア
リ
ト
云
フ
。
是
ハ
父
子
ヲ
並
テ
同
不
同
ト
談
ズ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、

心
仏
及
衆
生
是
三
無
差
別
ト
云
様
ニ
、
父
モ
全
機
現
、
子
モ
全
機
現
ナ
レ
バ
同
時
ト
云
フ
。
コ
ノ
父
ト
子
ト
ハ
心
ト
仏
ト
衆
生
ト
無
差
別
程
ノ
事
ナ

リ
。
シ
カ
ア
レ
バ
、
父
子
同
時
全
現
生
、
父
子
同
時
全
現
滅
ナ
ル
ベ
シ
。

12

聞
書　

膚
（
道
元
全
）、
腐
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
八
一

（
12
聞
書
）
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、「
吾
子
」
は
、
必
ず
身
体
髪
膚
を
慈
父
よ
り
受
け
て
、
毀
さ
れ
ず
虧
け
て
い
な
い
と
い
う
。
如
来
「
我
有
」、
尽
十

方
界
の
真
実
の
人
体
と
い
う
。
子
も
、
す
べ
て
の
働
き
と
い
う
、
い
ず
れ
の
所
が
毀
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
世
間
の
子
が
身
体
髪
膚
を
父
母
よ
り

受
け
る
と
い
う
の
も
、
父
母
を
毀
し
て
生
じ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
尽
十
方
界
な
る
如
来
の
慈
父
で
あ
れ
ば
、
毀
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
15
聞
書
）
父
が
老
い
、
子
が
若
い
こ
と
は
、
世
間
に
お
い
て
聞
き
、
学
習
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
父
が
老
い
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
、
父
が
若

く
、
子
が
若
い
こ
と
は
、
仏
家
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
16
聞
書
）
父
の
老
を
学
ぶ
の
は
子
で
は
な
い
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
い
う
。
子
こ
そ
、
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
こ

と
と
い
う
道
理
の
時
、
父
を
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
子
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
い
う
の

は
、
人
の
父
と
言
わ
れ
て
も
、
必
ず
子
と
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
り
、
子
と
言
わ
れ
て
も
ま
た
父
と
言
わ
れ
る
時
代
が
あ
る
、
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
若
か
っ
た
時
は
子
と
言
わ
れ
、
こ
の
子
が
成
長
し
て
子
を
得
れ
ば
、
父
と
言
わ
れ
る
時
、
父
を
老
い
て
い
る
と

言
う
の
は
、
時
代
の
老
少
、
先
後
の
区
別
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
今
の
考
え
と
は
異
な
り
、
父
の
老
を
学
ぶ
の
は
子
で
は
な
い
と
い
う
言
葉
を
ひ
と
揃

い
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
心
は
頗
る
相
違
す
る
で
あ
ろ
う
。
出
世
と
世
間
は
交
替
可
能
で
あ
る
。
父
の
老
を
学
ぶ
と
い
う
言
葉
は
、
す
べ

て
の
働
き
の
心
で
あ
れ
ば
出
世
間
で
あ
ろ
う
。
子
の
若
さ
を
経
て
い
な
い
の
は
父
で
は
な
い
と
い
う
言
葉
は
世
間
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
は
す
べ
て
の
父
と
す
べ
て
の
子
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
17
聞
書
）
父
子
が
同
時
に
生
じ
現
れ
る
父
子
が
あ
り
、
父
子
が
同
時
に
現
滅
す
る
父
子
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
父
子
を
並
べ
て
同
不
同
を
論
じ

る
の
で
は
な
い
。「
心
仏
及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
と
い
う
よ
う
に
、
父
も
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
、
子
も
す
べ
て
の
働
き
が
現
れ
て
い
る
か

ら
同
時
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
父
と
子
は
、
心
と
仏
と
衆
生
と
無
差
別
ば
か
り
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
父
子
は
同
時
に

す
べ
て
現
れ
生
じ
、
父
子
は
同
時
に
す
べ
て
現
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。



一
八
二

［
聞
書
２
２
９-

２
３
０
頁
］

（
22
聞
書
）
安
処
ハ
林
野
ナ
リ
ト
イ
フ
。
三
界
無
安
猶
如
火
宅
ト
イ
フ
。
然
而
非
寂
光
外
別
有
娑
婆
ト
モ
イ
フ
心
ナ
リ
。
三
界
ヲ
三
界
ノ
如
ク
ミ
レ

バ
安
処
ト
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
、
林
野
ト
ハ
此
三
界
事
ナ
リ
。

（
22
聞
書
）［
２
３
０
頁
］已
離
ト
云
フ
、
三
界
ヲ
ス
デ
ニ
離
ル
ト
ナ
リ
、
我
有
ノ
ユ
ヘ
ニ
。

（
22
聞
書
）
如
来
道
ノ
宗
旨
ハ
吾
子
ノ
道
ノ
ミ
ナ
リ
、
其
父
ノ
道
イ
マ
ダ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
ト
云
フ
。
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
ト
イ
フ
詞
、
父
モ
キ
コ

ユ
。
其
上
父
少
子
老
ト
云
ア
リ
、
父
ノ
詞
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。

22

聞
書　

三
界
無
安
猶
如
火
宅　
『
妙
法
華
』（
一
四
頁
下
二
二
行
）

22

聞
書　

非
寂
光
外
別
有
娑
婆　
『
法
華
文
句
記
』
巻
第
九
下
、
大
正
三
四
、
一
七
一
九
、
三
三
三
頁
下
四
行
。



一
八
三

（
22
聞
書
）
安
処
は
林
野
な
り
と
い
う
。「
三
界
無
安
猶
如
火
宅
」
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
非
寂
光
外
別
有
娑
婆
」
と
も
い
う
心
で
あ
る
。
三
界

を
三
界
の
ま
ま
に
見
れ
ば
「
安
処
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
林
野
」
と
は
、
こ
の
三
界
の
事
で
あ
る
。

（
22
聞
書
）「
已
離
」
と
い
う
。
三
界
を
す
で
に
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
我
有
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
22
聞
書
）
如
来
が
お
説
き
に
な
っ
た
宗
旨
は
「
吾
子
」
の
説
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
父
の
語
は
ま
だ
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
。「
そ
の
中
の
衆
生
は
、

悉
く
す
べ
て
、
私
の
子
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
父
も
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
父
が
若
く
、
子
が
老
い
て
い
る
こ
と
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

父
の
言
葉
が
な
い
の
で
は
な
い
。



一
八
四

［
聞
書
２
３
１
頁
］

（
１
聞
書
）
諸
仏
応
化
段
。
◦
非
七
仏
之
所
説
。
教
ノ
中
ニ
応
身
、
化
身
、
法
身
ト
三
身
ニ
ワ
ク
ル
事
ア
リ
、
法
身
、
報
身
、
応
身
ト
立
事
ア
リ
。

シ
バ
ラ
ク
報
応
ノ
二
身
ニ
付
テ
、
応
身
ニ
勝
応
身
劣
応
身
ト
二
身
ニ
立
テ
、
勝
応
身
ヲ
バ
報
身
ニ
ア
テ
、
劣
応
身
ヲ
応
身
ト
ス
ル
時
ア
リ
。
又
応
身

ト
ハ
八
相
ヲ
示
ニ
ナ
ヅ
ケ
、
化
身
ト
云
ハ
時
ニ
ノ
ゾ
ミ
テ
俄
化
現
ス
ル
ニ
ナ
ヅ
ク
。
コ
レ
ヲ
バ
猶
応
身
ニ
接
ス
ル
事
ア
リ
。
応
身
ヲ
化
身
ト
云
事
モ

ア
リ
。
シ
カ
ル
ニ
三
身
ノ
様
ハ
ナ
ニ
ト
モ
ア
レ
、
イ
マ
ハ
諸
仏
応
化
法
身
亦
不
出
三
界
ト
云
ガ
詮
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ム
ズ
ル
ナ
リ
。
マ
コ
ト
ニ
法
身
ハ
周

遍
法
界
ノ
身
ト
云
ヘ
バ
三
界
ノ
諸
法
ニ
遍
ズ
ト
談
ジ
、
応
化
ノ
二
身
ハ
三
界
ノ
衆
生
ノ
為
ニ
能
化
ト
ナ
ル
ト
コ
ソ
覚
ユ
ル
ヲ
、
亦
不
出
三
界
ト
イ

フ
。
三
界
則
応
化
法
身
タ
リ
シ
ガ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
三
界
外
無
衆
生
、［
２
３
１
頁
］仏
何
所
化
ト
云
フ
。
三
界
モ
衆
生
モ
仏
体
ナ
リ
ト
聞
タ
リ
、
ア
ニ
三

界
唯
一
心
ト
云
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
三
界
唯
諸
仏
ト
イ
フ
心
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。
又
無
衆
生
ノ
所
ハ
仏
何
所
化
ナ
リ
。
仏
何
所
化
ハ
必
衆
生
ナ
リ
ト
云
ヘ

リ
。
知
ヌ
、
三
界
唯
衆
生
ニ
シ
テ
衆
生
外
無
別
法
ト
ノ
ブ
ル
ギ
ア
ル
ベ
シ
ト
云
事
、
仏
ノ
化
ト
ハ
如
我
等
無
異
ニ
テ
皆
令
入
仏
道
ナ
リ
、
此
時
誠
何

ヲ
カ
可
化
哉
。
如
来
ノ
無
外
ナ
ル
ガ
如
シ
ト
云
ハ
コ
レ
仏
何
所
化
ナ
リ
。

（
１
聞
書
）
無
衆
生
ノ
所
、
仏
何
所
化
ナ
リ
ト
云
フ
。
衆
生
ノ
ア
ル
ヲ
コ
ソ
仏
ハ
化
シ
給
ベ
ケ
レ
、
無
衆
生
ノ
所
如
何
。
尤
不
審
ナ
リ
。
シ
カ
リ
ト

云
ヘ
ド
モ
三
界
ヨ
リ
外
ニ
衆
生
ナ
シ
、
皆
令
入
仏
道
ノ
心
ナ
ル
ベ
シ
。
三
界
無
外
ナ
ル
ガ
如
ク
、
衆
生
無
外
ナ
リ
ト
体
脱
ス
ル
コ
ソ
最
上
ノ
所
化
ナ

レ
。
仏
ノ
所
化
如
此
ナ
リ
。
三
界
ニ
一
衆
生
界
蔵
ヲ
ア
ラ
シ
ム
ル
外
道
大
有
経
ナ
リ
。

（
１
聞
書
）
牆
壁
ノ
無
外
ト
云
フ
。
赤
肉
団
ノ
上
ニ
壁
立
千
仞
ト
云
ガ
如
シ
。

１

聞
書　

如
我
等
無
異　
『
妙
法
華
』（
八
頁
四
―
五
行
）
舎
利
弗
当
知
、
我
本
立
誓
願
、
欲
令
一
切
衆
、
如
我
等
無
異
。

　　
　
　

皆
令
入
仏
道　
『
妙
法
華
』（
八
頁
六
―
七
行
）
如
我
昔
所
願
、
今
昔
已
満
足
、
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
。



一
八
五

〔
第
三
段
〕

（
１
聞
書
）
諸
仏
応
化
の
段
。「
…
…
七
仏
の
所
説
で
は
な
い
」。
教
え
の
中
に
「
応
身
、
化
身
、
法
身
」
と
立
て
る
事
が
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
報

〔
身
〕
と
応
身
の
二
身
に
関
し
て
、
応
身
に
、
勝
応
身
と
劣
応
身
と
い
う
二
身
を
立
て
て
、
勝
応
身
を
報
身
に
あ
て
、
劣
応
身
を
応
身
と
す
る
場
合
が

あ
る
。
ま
た
、
応
身
と
は
、
八
相
を
示
と
名
付
け
、
化
身
と
い
う
は
、
あ
る
機
に
に
わ
か
に
化
現
す
る
こ
と
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ち
ょ

う
ど
応
身
に
接
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
応
身
を
化
身
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
る
に
、
三
身
の
有
り
様
は
と
も
あ
れ
、
今
は
「
諸
仏
応
化

法
身
、
亦
不
出
三
界
」
と
い
う
の
が
、
究
極
的
な
点
で
あ
ろ
う
。
実
に
、
法
身
は
周
遍
法
界
の
身
で
あ
る
と
い
え
ば
、
三
界
の
諸
法
に
遍
在
す
る
と

論
じ
、
応
化
の
二
身
は
、
三
界
の
衆
生
の
た
め
に
教
化
す
る
も
の
と
な
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、「
亦
不
出
三
界
」
と
い
う
。
三
界
、
即
ち
、
応
、
化
、

法
身
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。「
三
界
外
無
衆
生
、
仏
何
所
化
」
と
い
う
。
三
界
も
衆
生
も
仏
体
で
あ
る
と
聞
こ
え
る
。
決
し
て
三
界
唯
一
心

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
三
界
唯
諸
仏
と
い
う
心
で
な
い
の
か
。
ま
た
、「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
で
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
知
っ
た
の
で
あ
る
。
三
界
唯
衆
生
に
し
て
衆
生
外
無
別
法
と
述
べ
る
事
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
事
、
仏
の
化
と
は
、「
如
我
等
無
異
」
に

し
て
「
皆
令
入
仏
道
」（『
法
華
経
』「
序
品
」）
で
あ
る
。
こ
の
時
、
実
に
何
を
教
化
す
べ
き
か
。
如
来
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
の
よ
う
に
と
は
、

こ
れ
が
「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
。

（
１
聞
書
）「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
で
は
、「
仏
は
何
を
教
化
す
る
の
か
」
で
あ
る
と
い
う
。
衆
生
が
あ
る
こ
と
こ
そ
仏
は
教
化
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
無
衆
生
」
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
全
く
不
鮮
明
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、「
三
界
よ
り
外
に
衆
生
な
し
」、「
皆
令
入

仏
道
」
の
心
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
三
界
に
と
っ
て
外
が
な
い
よ
う
に
、
衆
生
に
と
っ
て
外
が
な
い
の
で
あ
る
と
体
脱
す
る
こ
と
こ
そ
最
上
の
教
化

〔
さ
れ
る
べ
き
も
の
〕
で
あ
る
。
仏
の
教
化
〔
さ
れ
る
べ
き
も
の
〕
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。「
三
界
に
」「
一
衆
生
界
」
を
あ
ら
し
め
る
の
は
外
道
の
大

有
道
経
で
あ
る
。

（
１
聞
書
）
牆
壁
に
と
っ
て
外
が
な
い
こ
と
と
い
う
。「
赤
肉
団
の
上
に
壁
立
千
仞
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。



一
八
六

［
聞
書
２
３
１-

２
３
３
頁
］

（
６
聞
書
）
出
三
界
ニ
非
ズ
ト
云
フ
。
仏
ヲ
三
界
ト
ト
ク
上
ハ
勿
論
ナ
リ
。
イ
ヅ
ベ
キ
カ
タ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

（
６
聞
書
）
無
有
錯
謬
ナ
リ
ト
云
フ
。
ア
ヤ
マ
リ
ア
ラ
ム
ハ
出
三
界
ナ［
２
３
２
頁
］ル
ベ
シ
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
タ
ダ
無
有
錯
謬
ナ
リ
。
例
セ
バ
不
宿
死
屍

ト
云
ガ
如
シ
。

（
７
聞
書
）
有
慮
知
念
覚
、
無
慮
知
念
覚
ト
云
フ
。
是
ハ
世
間
ニ
キ
キ
習
タ
ル
凡
夫
ノ
心
ト
キ
コ
ユ
レ
ド
モ
、
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
サ
キ
ニ
、
有
心

衆
生
ア
リ
無
心
衆
生
ア
リ
ト
云
シ
タ
ケ
ヲ
、
今
如
此
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
仏
化
コ
レ
ナ
リ
。
牆
壁
瓦
礫
ナ
リ
山
河
大
地
ナ
リ
ト
云
ニ
テ
心
得
ベ
シ
。

（
９
聞
書
）
身
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ
ト
云
フ
。
コ
レ
吾
我
ノ
身
ヲ
生
ズ
ル
四
生
ト
心
得
ヌ
ベ
シ
、
非
爾
。
今
ノ
四
生
ハ
尽
十
方
界
真

実
人
体
ヲ
生
ズ
ル
程
ノ
胎
ナ
リ
卵
ナ
リ
湿
ナ
リ
化
ナ
ル
ベ
シ
。
三
界
唯
心
ヲ
生
ズ
ル
胎
卵
湿
化
ナ
ル
ベ
シ
。

（
９
聞
書
）
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ
胎
卵
湿
化
ノ
種
品
ア
リ
ト
云
フ
。
身
ヲ
生
ズ
ル
ト
イ
ハ
ム
ハ
聞
習
タ
リ
。
心
ヲ
生
ズ
ル
ト
イ
フ
、
如
何
。
但
身
心
一
如

ノ
コ
ト
ハ
リ
ナ
ル
ベ
キ
カ
。
青
黄
赤
白
ト
云
ヨ
リ
造
次
顚
沛
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
、
委
コ
レ
ヲ
ア
ゲ
テ
心
ナ
リ
ト
云
フ
。
三
界
唯
心
ト
談
ズ
ル
上
ニ
又
重

説
シ
テ
キ
コ
ユ
レ
ド
モ
、
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
其
ユ
ヘ
ハ
、
イ
マ
イ
フ
青
黄
赤
白
、
長
短
方
円
等
ハ
、
世
間
ノ
色
相
ヲ
バ
イ
ハ
ズ
、
青
ノ
四
生
、
黄

ノ
四
生
ヲ
ア
ゲ
テ
三
界
唯
心
ノ
道
理
ヲ
委
ト
ク
ナ
リ
。［
２
３
３
頁
］青
黄
赤
白
ヲ
フ
サ
ネ
テ
強
為
シ
テ
心
ト
云
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
青
ノ
心
モ
全
機
、
黄
ノ
心

モ
全
機
ナ
ル
タ
ケ
ヲ
イ
フ
、
三
無
差
別
ノ
理
ノ
如
シ
。

（
11
聞
書
）
毀
破
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
カ
ル
ガ
ユ
ヘ
ニ
諸
法
実
相
心
ナ
リ
、
唯
仏
与
仏
心
ナ
リ
ト
云
フ
。
今
毀
破
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
ハ
、
則
諸
法
実
相
心

ナ
リ
、
唯
仏
与
仏
心
ナ
ル
ガ
、
ヤ
ブ
ラ
レ
ヌ
ト
ナ
リ
。
コ
ノ
壊
身
ヲ
ヤ
ガ
テ
仏
ト
イ
ヒ
ナ
サ
ム
ハ
仏
ヲ
毀
破
ス
ル
ト
云
ベ
キ
ナ
リ
。



一
八
七

（
６
聞
書
）
三
界
を
出
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
仏
を
三
界
と
説
く
観
点
か
ら
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
出
る
こ
と
が
で
き
る
性
質
は
な
い
で
あ
ろ

う
。

（
６
聞
書
）
錯
謬
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
謬
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
も
の
は
、
三
界
を
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た

だ
、
錯
謬
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
不
宿
死
屍
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
７
聞
書
）
有
の
慮
知
念
覚
で
あ
り
、
無
の
慮
知
念
覚
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
世
間
に
お
い
て
聞
き
学
習
し
た
凡
夫
の
心
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
よ
う
で
は
な
い
。
先
に
、
有
心
の
衆
生
が
あ
り
、
無
心
の
衆
生
が
あ
り
と
い
っ
た
全
部
を
、
今
、
こ
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
仏
の
教
化
は

こ
れ
で
あ
る
。
牆
壁
瓦
礫
で
あ
り
、
山
河
大
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
９
聞
書
）
身
を
生
じ
る
の
に
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
吾
我
の
身
を
生
じ
る
四
生
と
理
解
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
は

な
い
。
今
の
四
生
は
尽
十
方
界
真
実
人
体
を
生
じ
る
ほ
ど
の
胎
で
あ
り
卵
で
あ
り
湿
で
あ
り
化
で
あ
ろ
う
。
三
界
唯
心
を
生
じ
る
胎
卵
湿
化
で
あ
ろ

う
。

（
９
聞
書
）
心
を
生
じ
る
の
に
胎
卵
湿
化
の
種
品
が
あ
る
と
い
う
。
身
を
生
じ
る
と
い
う
の
は
、
聞
き
学
習
し
て
い
る
。
心
を
生
じ
る
と
い
う
の
は
何

か
。
た
だ
、
身
心
一
如
の
理
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
青
黄
赤
白
と
い
う
こ
と
か
ら
造
次
顛
沛
ま
で
、
委
し
く
こ
れ
を
挙
げ
て
心
で
あ
る
と
い
う
。

三
界
唯
心
と
論
じ
る
観
点
か
ら
は
ま
た
繰
り
返
し
て
説
く
こ
と
に
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
今
い
う
青
黄
赤
白
、

長
短
方
円
等
は
、
世
間
の
色
相
を
い
わ
ず
、
青
の
四
生
、
黄
の
四
生
を
あ
げ
て
三
界
唯
心
の
道
理
を
委
し
く
説
く
の
で
あ
る
。
青
黄
赤
白
を
ふ
さ
ね

て
強
い
て
為
し
て
心
と
い
う
の
で
は
な
い
。
青
の
心
も
す
べ
て
の
働
き
、
黄
の
心
も
す
べ
て
の
働
き
で
あ
る
全
部
を
い
う
の
で
あ
る
。「
三
無
差
別
」

の
理
の
よ
う
に
で
あ
る
。

（
10
聞
書
）
毀
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
諸
法
実
相
心
で
あ
り
、
唯
仏
与
仏
心
で
あ
る
と
い
う
。
今
、
毀
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の

は
、
即
ち
、
諸
法
実
相
心
で
あ
り
、
唯
仏
与
仏
心
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
破
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
壊
身
を
と
り
も
な
お
さ
ず
仏
で

あ
る
と
こ
と
さ
ら
に
言
う
の
は
、
仏
を
毀
す
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。



一
八
八

［
聞
書
２
３
３-

２
３
４
頁
］

（
７
～
８
聞
書
）
玄
沙
段
。〈
雪
峯
下
青
原
流
〉
◦
大
師
云
、
尽
大
地
覓
一
箇
会
仏
法
人
不
可
得
。
三
界
唯
心
、
汝
作
麼
生
会
ハ
、
作
麼
生
会
、
未
作

麼
生
会
ヲ
ナ
ジ
ク
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
云
フ
。
臨
済
ハ
大
唐
国
裏
覓
一
人
不
悟
者
難
得
ト
ア
リ
。
叶
今
詞
。
三
界
ノ
内
ニ
一
箇
ノ
釈
尊
ヲ
奉
見
難
得
ト

イ
ハ
ム
ガ
如
シ
。

（
９
聞
書
）
指
倚
子
ト
イ
ハ
ク
ト
云
フ
。
此
上
ハ
倚
子
ト
コ
ソ
無
左
右
心
得
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
シ
バ
ラ
ク
定
メ
ズ
シ
テ
イ
フ
ベ
シ
、
喚
遮
箇
作
什
麼
ト

ア
レ
バ
ナ
リ
。
什
麼
物
恁
麼
来
程
ノ
事
ナ
リ
。
其
道
理
ヲ
云
ニ
ハ
三
界
カ
倚
子
カ
定
ガ
タ
キ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
倚
子
ヲ
喚
遮
箇
作
什
麼
ト
云
事
サ
ス
カ
、

大
師
争
倚
子
ヲ
シ
ラ
ザ
ラ
ム
。
此
問
答
ニ
テ
三
界
唯
心
ト
倚
子［
２
３
４
頁
］ト
ノ
ア
ヒ
ダ
モ
心
得
ベ
シ
。

（
10
聞
書
）
会
三
界
語
、
不
会
三
界
語
ト
云
フ
。
此
詞
出
ク
ル
ニ
ヨ
リ
テ
三
界
語
ナ
リ
ヤ
非
三
界
語
ナ
リ
ヤ
ト
ウ
ケ
テ
云
様
ニ
キ
コ
ユ
。
ウ
ク
ル
ト

云
ハ
不
定
ヲ
云
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
ヤ
ガ
テ
三
界
ノ
理
ヲ
ト
ク
義
ナ
リ
。

（
11
聞
書
）
道
趙
州
ス
ル
ナ
カ
ノ
東
門
南
門
ト
云
フ
。
是
ハ
古
キ
詞
ニ
、
如
何
是
趙
州
ト
問
ト
キ
東
門
南
門
ト
云
フ
答
ア
リ
。
東
門
ト
答
ル
ハ
東
趙

州
、
南
門
ト
コ
タ
フ
ル
モ
南
趙
州
ト
云
ナ
リ
。
コ
ノ
道
理
ヲ
今
ノ
和
尚
不
会
三
界
唯
心
ノ
道
理
ニ
引
寄
テ
イ
ハ
ル
ル
ナ
リ
。
趙
州
ノ
上
ニ
東
南
門
ノ

義
ア
ル
ガ
如
ク
、
三
界
唯
心
ノ
上
ニ
会
不
会
モ
ア
ル
ベ
キ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
イ
タ
ヅ
ラ
ナ
ル
得
不
得
ノ
義
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。

（
13
聞
書
）
光
前
絶
後
ト
云
フ
、
此
詞
ハ
仏
向
上
ナ
ム
ド
云
心
地
ナ
リ
。
光
前
ト
云
ト
キ
ハ
絶
後
ナ
リ
、
三
界
唯
心
ノ
道
理
、
竹
木
ニ
テ
ア
ル
ユ
ヘ

ヲ
如
此
云
ナ
リ
。

７
～
８

聞
書　

玄
沙　
（
泉
）（
森
）（
総
）
は
「
玄
砂
」
で
あ
る
が
、「
玄
沙
」
に
訂
正
す
る
。

10

聞
書　

非
三
界
語　

非
三
界
悟
（
泉
）（
森
）（
総
）



一
八
九

〔
第
四
段
〕

（
７
～
８
聞
書
）
玄
沙
の
段
。〈
雪
峯
下
青
原
流
〉…
…
大
師
は
言
っ
た
。「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
求
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
。」「
三
界
唯
心
、
汝
は
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
の
か
」
と
は
、「
ど
の
よ
う
に
会
得
す
る
」
と
し
て
も
、
未
だ
ど
の
よ
う
に
も
会
得
し
て
い
な
い
と

し
て
も
、
同
じ
く
「
三
界
唯
心
」
で
あ
る
、
と
い
う
。
臨
済
は
「
大
唐
国
の
中
に
、
一
人
の
不
悟
者
を
求
め
て
も
、
得
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
あ
る
。

今
の
言
葉
に
ち
ょ
う
ど
適
合
す
る
。
三
界
の
内
に
、
一
箇
の
釈
尊
を
見
た
て
ま
つ
る
の
は
得
難
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
９
聞
書
）
椅
子
を
指
し
て
言
っ
た
と
い
う
。
こ
の
上
は
、
椅
子
こ
そ
左
右
な
し
と
理
解
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
一
時
的
に
決
定
し
な
い
で
い
う
べ
き
で

あ
る
。「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
か
な
る
も
の
も
こ
の
よ
う
に
来
る
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
道
理

を
い
う
に
は
三
界
か
椅
子
か
決
定
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
椅
子
を
「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
か
。
大
師
、
ど
う

し
て
椅
子
を
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
答
に
お
い
て
三
界
唯
心
と
椅
子
の
関
係
も
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
10
聞
書
）
三
界
を
会
得
し
た
語
、
三
界
を
会
得
し
て
い
な
い
語
と
い
う
。
こ
の
言
葉
が
出
て
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
界
の
語
で
あ
る
の
か
、
三
界

で
な
い
も
の
の
語
で
あ
る
の
か
と
受
け
て
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
受
け
る
と
い
う
の
は
、
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な

い
。
即
ち
、
三
界
の
理
を
説
く
意
味
で
あ
る
。

（
11
聞
書
）
趙
州
を
い
う
中
の
東
門
、
南
門
と
い
う
。
こ
れ
は
古
い
言
葉
に
、「
如
何
是
趙
州
」
と
問
う
時
、
東
門
、
南
門
と
い
う
答
え
が
あ
る
。
東

門
と
答
え
る
の
は
東
趙
州
、
南
門
と
答
え
る
の
も
南
趙
州
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
道
理
を
今
の
「
和
尚
は
、
三
界
唯
心
を
会
得
し
て
お
ら
れ
ま
せ

ん
」
の
道
理
に
引
い
て
近
寄
せ
て
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
趙
州
の
上
に
東
南
門
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
、
三
界
唯
心
の
上
に
会
得
、
不
会
得
も
あ
る

で
あ
ろ
う
理
由
で
あ
る
。
無
益
な
る
得
、
不
得
の
意
味
に
お
い
て
で
は
な
い
。

（
13
聞
書
）
光
前
絶
後
と
い
う
こ
の
言
葉
は
、
仏
向
上
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
光
前
と
い
う
時
は
絶
後
で
あ
る
。
三
界
唯
心
の
道
理
、
竹
木
に
お
い
て

あ
る
理
由
を
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。



一
九
〇

［
聞
書
２
３
４-

２
３
６
頁
］

（
14
聞
書
）
八
面
玲
瓏
ト
云
ヨ
リ
不
道
三
界
唯
心
マ
デ
ハ
光
前
絶
後
ノ
釈
ナ
リ
。

（
15
聞
書
）
暮
ニ
三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
ト
云
フ
。
是
ハ
、
ア
シ
タ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
道
取
ス
ル
ニ
ハ
ト
云
ツ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
暮
ニ
ト
云［
２
３
５
頁
］詞

ハ
ア
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
前
後
ト
モ
ニ
道
取
ナ
リ
ト
云
心
ナ
リ
。
サ
キ
ニ
モ
我
喚
遮
箇
作
竹
木
ト
云
ト
モ
、
又
後
ニ
モ
如
此
云
ト
心
得
ナ
リ
。

（
17
聞
書
）
大
師
道
ノ
喚
作
竹
木
ト
真
応
道
ノ
亦
喚
作
竹
木
ト
、
同
ナ
リ
ヤ
不
同
ナ
リ
ヤ
、
是
ナ
リ
ヤ
不
是
ナ
リ
ヤ
ト
参
究
ス
ベ
キ
ナ
リ
ト
云
フ
。

コ
ノ
喚
作
竹
木
ハ
詞
同
ケ
レ
ド
モ
、
大
師
ノ
上
ニ
モ
此
詞
一
、
真
応
ノ
上
ニ
モ
此
詞
一
ト
心
得
ハ
、
同
不
同
ト
モ
ニ
道
得
ナ
リ
。
タ
ト
ヘ
バ
七
仏
ノ

法
道
ハ
七
仏
ノ
ゴ
ト
シ
、
迦
葉
仏
ノ
法
道
ハ
迦
葉
仏
ノ
如
シ
、
釈
迦
牟
尼
仏
ノ
法
道
ハ
釈
迦
牟
尼
仏
ノ
如
シ
ト
イ
ハ
ム
ガ
如
シ
。
是
不
是
、
同
ク
恁

麼
ナ
リ
。
昔
ヨ
リ
云
ヒ
フ
ル
サ
ザ
ル
詞
ヲ
ア
ゲ
テ
イ
ハ
ム
ト
云
テ
、
ヤ
ガ
テ
サ
キ
ノ
詞
ヲ
云
事
ア
リ
。
コ
レ
其
人
ノ
上
ニ
ハ
フ
リ
ザ
ル
詞
ナ
リ
。
ア

タ
ラ
シ
ク
仕
ト
心
得
ナ
リ
。

（
19
～
20
聞
書
）
ナ
ニ
ヲ
喚
作
シ
テ
カ
尽
大
地
ト
ス
ル
。
ヲ
ホ
ヨ
ソ
恁
麼
参
究
功
夫
ス
ベ
キ
ナ
リ
ト
云
フ
。
ナ
ニ
ヲ
ヨ
ブ
ベ
シ
ト
イ
ハ
ズ
、
又
ヨ
バ

ズ
ト
イ
ハ
ズ
。
三
界
ヲ
ヤ
尽
大
地
ト
ヨ
ブ
ベ
カ
ラ
ム
、
椅
子
竹
木
ヲ
ヤ
云
ベ
カ
ラ
ム
。
ソ
レ
ハ
シ
バ
ラ
ク
ヲ
ク
、
只
大
師
ノ
詞
、
尽
大
地
覓
一
箇
会

仏
法
人
不
可
得
ト
イ
フ
。
此
不
可
得
ヲ
エ
ズ
ト
ハ
心
得
マ
ジ
、
会
仏
法
ト
云
ト
キ
ハ
不
可
得
ノ
道
理
ナ
リ
。
イ
マ
尽
大
地
ハ
三
界
唯
心
ト
心
得
ナ

リ
。
親
切
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
尽
大
地［
２
３
６
頁
］ハ
三
界
唯
心
ナ
リ
ト
イ
ハ
ヌ
ナ
リ
。
ソ
ノ
道
理
ハ
椅
子
ト
云
シ
ト
キ
モ
椅
子
ゾ
三
界
唯
心
ト
イ
ハ
ザ
リ
キ
。

大
師
モ
タ
ダ
喚
作
竹
木
ナ
リ
、
真
応
モ
タ
ダ
喚
作
竹
木
ナ
リ
、
サ
ラ
ニ
三
界
唯
心
ヲ
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
会
取
セ
ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
道
取
セ

ズ
、
三
界
唯
心
ヲ
不
道
取
セ
ズ
、
シ
カ
モ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
イ
ヘ
ド
モ
宗
一
大
師
ニ
問
著
ス
ベ
シ
ト
ア
ル
ニ
テ
可
心
得
。

17

聞
書　

云
ヒ
フ
ル
サ
ザ
ル　

云
ヒ
フ
ル
サ
サ
ル
（
泉
）（
森
）（
総
）、
云
ヒ
フ
ル
サ
ル
ル
（
曹
全
）



一
九
一

（
14
聞
書
）
八
面
玲
瓏
か
ら
不
道
三
界
唯
心
ま
で
は
、
光
前
絶
後
の
註
釈
で
あ
る
。

（
15
聞
書
）
夕
べ
に
三
界
唯
心
を
い
う
に
は
と
い
う
。
こ
れ
は
、
朝
に
三
界
唯
心
を
い
う
に
は
と
い
っ
た
か
ら
、
夕
べ
に
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
例
え

ば
、
前
後
と
も
に
い
う
の
で
あ
る
と
い
う
心
で
あ
る
。
先
に
も
「
私
は
、
こ
れ
を
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
と
い
っ
て
も
、
ま
た
後
に
も
こ
の
よ
う
に

い
う
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

（
17
聞
書
）
大
師
が
お
説
き
な
っ
た
「
こ
れ
を
喚
ん
で
何
と
な
し
ま
す
か
」
と
、
真
応
が
お
説
き
に
な
っ
た
「
ま
た
、
喚
ん
で
竹
木
と
し
ま
す
」
は
同

じ
で
あ
る
の
か
、
同
じ
で
な
い
の
か
、
正
し
い
の
か
、
正
し
く
な
い
の
か
と
参
究
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
」
は
言
葉

は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
師
の
上
に
も
こ
の
言
葉
は
一
つ
、
真
応
の
上
に
も
こ
の
言
葉
は
一
つ
と
理
解
す
る
の
は
、
同
不
同
を
と
も
に
説
き
得

る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
七
仏
の
法
道
は
七
仏
の
よ
う
な
も
の
、
迦
葉
仏
の
法
道
は
迦
葉
仏
の
よ
う
な
も
の
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
法
道
は
釈
迦
牟
尼

仏
の
よ
う
な
も
の
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
是
不
是
、
同
じ
く
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
昔
か
ら
い
い
古
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
を
取
り
上
げ
て
い
お

う
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
、
先
の
言
葉
を
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
人
の
上
に
は
あ
り
ふ
れ
て
い
な
い
言
葉
で
あ
る
。
新
し
く
細
か
に
観
察

す
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

（
19
～
20
聞
書
）
何
を
喚
ん
で
尽
大
地
と
す
る
の
か
。
大
体
こ
の
よ
う
に
参
究
し
て
功
夫
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
何
を
喚
ぶ
で
あ
ろ
う
か
と
言
わ

ず
、
ま
た
喚
ば
な
い
と
言
わ
な
い
。
三
界
を
尽
大
地
と
喚
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
椅
子
竹
木
を
喚
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
暫
く
お
く
。
た
だ
、
大
師
の

言
葉
、「
尽
大
地
に
一
箇
の
仏
法
を
会
得
し
た
人
を
も
と
め
て
も
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
不
可
得
を
得
な
い
と
は
理
解
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
仏
法
と
い
う
と
き
は
不
可
得
の
道
理
で
あ
る
。
い
ま
「
尽
大
地
」
は
三
界
唯
心
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
親
切
で
あ
る
が
故
に
、「
尽

大
地
」
は
三
界
唯
心
で
あ
る
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
道
理
は
、
椅
子
と
い
っ
た
時
も
、
椅
子
は
三
界
唯
心
と
言
わ
な
か
っ
た
。
大
師
も
た

だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
真
応
も
た
だ
喚
ん
で
竹
木
と
な
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
ま
だ
三
界
唯
心
を
会
得
せ
ず
、
三
界
唯
心
を
不
会
得

し
な
い
。
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
ず
、
三
界
唯
心
を
お
説
き
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
。
し
か
も
こ
の
よ
う
に
い
う
と
し
て
も
、
宗
一
大
師
に

問
う
べ
き
で
あ
る
と
あ
る
こ
と
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。



一
九
二



一
九
三

〈
編
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し、災いを除き、福を招くという世間的願望に加えて、その奥にあるより高度
な精神の解脱を成就しうるように組織したものが、現在、密教寺院で修されて
いる護摩である。護摩法にはその目的から分類して、息災法、増益法、調伏
法、敬愛法の4 種およびこれに鉤召法を加えた5 種がある。（日本大百科全書）」
とされている。

11　 『曹洞宗 2015』70 頁
12　繰り返しになるが、浄土宗の宗勢調査では施餓鬼会は臨時法要に分類されてい

る。
13　本願寺派ではそもそも設問に成道会・涅槃会が存在していない。
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3　教団によって呼称は様々だが、本論では一括して「宗勢調査」と記載する。
4　各宗の宗勢調査の概要は以下の通りである。

『 曹 洞 宗 2015』 調 査 年：2015 年　調査対象数：14,099　 回 収 率：96.8%
（13,645）
『妙心寺派 2002』調査年：2000 年　調査対象数：不明　回収率：97.0%（住職
票 2,392　兼務住職票 869）

『 本 願 寺 派 2015』 調 査 年：2015 年　調査対象数：10,207　 回 収 率：68.1%
（6,952）
『浄土宗 2007』調査年：2007 ～ 2008 年　調査対象数：7,043　回収率：98.0%
（6,900）
『智山派 2015』調査年：2015 年　調査対象数：2,867（寺院票）　回収率：
79.9%（2,292）

『日蓮宗 1980』調査年：1980 年　調査対象数：5,226　回収率 74.1%（3,870）
5　近年の日蓮宗宗勢調査では恒例法要に関する設問が削除されているため、当該

質問項目が存在するやや時代を遡った報告書を検討資料とした。
6　註１。192 頁。
7　『浄土真宗本願寺派宗制』5 章宗範には「本宗門に集う人々は、親鸞聖人の行跡

を慕い、常に阿弥陀如来の本願を依りどころとする念仏の生活にいそしんで仏
恩報謝に努め、現世祈祷を必要としない無碍の一道を歩むのである。」と明記
されている。http://www.hongwanji.or.jp/source/pdf/shusei_20120401.pdf

8　報恩講法要とは、「仏教各宗宗祖の忌日に行う報恩のための法会で、特に真宗
が著名。真宗では、本願寺三世覚如が宗祖親鸞の祖徳を讃仰して『報恩講式』
を作成して以後その称の法会があり、覚如長子存覚の『存覚一期記』には「十
一月恒例七箇日御報恩参籠二十八日結願了」などとあって、南北朝時代には親
鸞祥月十一月二十八日を結願（御満座）とする一週間の法会が行われたことが
わかる。以後真宗最大の年中行事となり現代に至る。（国史大辞典）」とされて
いる。

9　十夜法要とは「十日十夜にわたって行う念仏会。普通お十夜という。『無量寿
経』の「此に於て善を修すること十日十夜すれば、他方諸仏の国土に於て善を
為ること千歳するに勝れたり」の文に基づき、陰暦十月五日の夜から十五日朝
まで行なったが、今は三日あるいは一日に短縮して行う。永享年間（1429―
41）平貞国は真如堂に参籠して剃髪しようとしたとき、高僧の夢告により遁世
を思いとどまった。翌日家督となることができたので喜び、お礼として七日七
夜の念仏を行なったのがはじめという。（国史大辞典）」とされている。

10　護摩供とは「供物を火中に投じ、諸尊に供養する修法。この儀式を密教が摂取
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かる一つの基準であるといえるだろう。
　以上本論では恒例法要を検討してきたが、ここで恒例法要について今一度
考察してみよう。先述のように恒例法要とは暦にしたがって定期的開催され
るものであり、臨時法要とは不定期に開催される法要である。回向儀礼も本
論で検討してきた施餓鬼会や彼岸会などの恒例法要と、葬儀や年回忌法要な
どの臨時法要に区別することができる。これらは共に故人や先祖に対する追
善供養という面ではその目的を一とする。しかしその法要の参列者に関して
は、様相を異にするであろう。前者に集うのは先に指摘したように、その多
くが当該寺院の檀信徒であると思われるが、一方後者に参列するのは、追善
供養の対象たる特定の故人の親類縁者であると想定できる。これら共に追善
供養を目的としながらも、その空間を構成する要素には大きな差異がみられ
るのである。では檀信徒が共に定期的な法要に参加することには、どのよう
な意味あるのであろうか。
　冒頭で述べたように、儀礼は教義と不離一致の関係にあり、同信共同体と
しての教団を発展・継続させる大きな原動力である。そしてこれは何も僧侶
と教団の関係だけではなく、寺檀関係にも当てはまるといえるであろう。つ
まり年中の定められた時節に、寺院という非日常空間において、仏教儀礼と
いうある種の高揚感伴う体験を多くの檀信徒と共にすること。それは、当該
寺院の檀信徒としての自覚を促す環境であると想像できる。このように当該
寺院の檀信徒が一堂に会する恒例法要は、寺院への帰属意識を高める機会で
あるといえよう。
　本論では実施状況という観点から、これら恒例法要の検討を行った。この
検討から各教団の特徴あるいは伝統仏教教団の共通性といった事柄を確認す
ることができたが、本論には多くの限界点や粗さがある。例えば、「伝統仏教
教団」と呼称してもその対象となったのは宗勢調査を実施している教団に限
られている。また設問項目の相違や、調査年代にも幅がみられるなど、種々
の問題を抱えているであろう。さらに追善供養が寺檀関係の紐帯であること
は諸氏の指摘するところであり、本論はそれを追認したに過ぎないであろう。
　このような反省を踏まえ、恒例法要の実施率という横断的な研究のみなら
ず、各法要の歴史的背景など個別事例を掘り下げていく作業が今後の課題と
思われる。

註

1　藤井正雄（1993）「祖先祭祀の儀礼構造と民俗」弘文堂。189 頁。
2　註１。192 頁。
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寺派における元旦会 64.7％であり、最も低いのは智山派における星まつり
9.9% と数値に開きが認められる。祈祷儀礼に分類される法要は、除夜会や修
正会などの年末年始に修される法要が中心となるが、例えば大般若会などは
開催時期が寺院によって異なるであろう。また大般若会は修正会に含まれる
場合も多く、前者と後者の峻別は困難と思われる。それでも曹洞宗の大般若
会 36.2%、妙心寺派の大般若会 32.7%、本願寺派の元旦会 64.7%、浄土宗の
修正会 41.4%、智山派の護摩供 39.0%、日蓮宗の星祭り34.7% と、祈祷儀礼
に分類された法要のうち一つ以上は各宗において3 割以上の実施率を示して
いた。これらの法要の実施時期はおそらく年始に集中していると思われるが、
祈祷儀礼は各宗において一定数の割合で実施されていると指摘することがで
きる。

５．総合考察

　3 章・4 章において伝統仏教教団における恒例法要の実施状況を検討してき
たが、ごく大まかにいえば以下の2 点に集約できよう。回向儀礼は伝統仏教
教団において普遍的な年中行事であること、一方で宗祖報恩儀礼は本願寺
派・日蓮宗において盛んに実施されていることである
　回向儀礼に分類された法要は施餓鬼会・盂蘭盆会・春秋彼岸会であるが、7
月・8 月を中心に行われる盂蘭盆会・施餓鬼会と、3 月・9 月に行われる両彼
岸会はいずれも仏教儀礼というだけでなく民俗儀礼と習合した複合的な年中
行事といえよう。そして当該期は、日本全国において墓参りが行われる時期
でもある。墓参の時節と結びついたそれらの儀礼は、寺檀関係の色合いが非
常に濃い法要といえる。寺院と檀信徒の結びつきが供養を紐帯としているこ
とは諸氏が指摘するところであるが、恒例法要の実施状況もそれらの説を支
持する結果といえよう。そのため現代においても回向儀礼は寺院行事の中で
重きを置く存在なのであり、この傾向は伝統仏教教団に共通するものであっ
た。
　一方教団の特徴に関してだが、教団間で大きな差異が生じたのは宗祖報恩
儀礼である。検討の結果、本願寺派における報恩講法要と日蓮宗における御
会式は、他教団における宗祖報恩儀礼に比して、その実施率は群を抜いて高
いものであった。これら宗祖報恩儀礼は他の儀礼―回向儀礼・祈祷儀礼・三
仏忌儀礼―と違い、宗派色を前面に押し出した法要であるといえよう。当然
両教団におけるその実施率の高さは、教団の成り立ち、あるいは変遷と無縁
ではないと思えるが、その理由を検討する資料を現在筆者は有していない。
しかしこれら突出した実施率の高さは、その教団の宗祖信仰の強さを押しは
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要の実施率に関しては、教団によって大きな開きがあることが分かる。もち
ろんこれら宗祖忌の営み方は一様ではないであろう。例えば曹洞宗では本山
である永平寺や總持寺などでこれらの宗祖報恩儀礼は恒例法要として執り行
われ、全国各地から多くの曹洞宗侶が参集する。これらのことを踏まえると
各寺院での実施率が低いからといって、必ずしも宗祖報恩の意識が薄いとは
いえないであろう。また教団あるいは宗侶とその宗祖との繋がりは、当然「法
要」という儀礼だけに留まらないと思われる。しかし恒例法要の実施状況か
らみると、前者、本願寺派や日蓮宗では本山や中核寺院等で宗祖報恩儀礼が
執り行われているにも関わらず、全国寺院の8 割強以上で開催されていると
いう結果が、両教団における宗祖信仰の強さを物語っているといえるであろ
う。

（３）三仏忌儀礼
　前節では宗祖・祖師儀礼の実施状況を確認した。これらの法要は必然的に、
教団独自の信仰対象への報恩儀礼となるわけであるが、では同じ報恩儀礼で
も仏教の開祖釈尊に対する法要はどうであろうか。三仏忌儀礼の実施状況を
みてみると、最も高い割合をみせたのは妙心寺派における花祭り46.8％であ
り、一方最も低いのは智山派における成道会 1.3% であった。このように6 教
団を通じても、三仏忌儀礼の実施率の上限は5 割を切っており、前述の2 儀
礼よりもその実施率は低い傾向にあるといえよう。
　ここで三仏忌儀礼を構成する法要－降誕会・成道会・涅槃会－を比較して
みると、いずれの教団においても、降誕会の割合が他の2 法要を上回ってい
ることがわかる13。さらに成道会と涅槃会を比較すると、いずれの教団にお
いても前者が後者を上回っている。つまり三仏忌儀礼の実施率の高さは、「降
誕会＞涅槃会＞成道会」となっているのである。このように釈尊の誕生・成
道・入滅日に営まれる法要の中でも、降誕会がより一般的に行われていると
捉えることができる。
　なお曹洞宗・妙心寺派という禅宗に焦点をあててみると、最も高い実施率
は前述の妙心寺派における花祭り46.8% であるが、最も低いものでも2 割以
上（妙心寺派の成道会 20.9%）で、その他の法要はいずれも4 割弱～ 3 割弱の
実施率を示した。一方その他 4 教団をみると、最も実施率の高い降誕会でも
25% を下回る実施率となり、1 割を下回る法要も散見される。このことから
伝統仏教教団の中では、禅宗においいて三仏忌儀礼が盛んに催されるといえ
るであろう。

（４）祈祷儀礼
　最後に祈祷儀礼の実施状況を確認してみよう。最も実施率が高いのは本願
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（１）回向儀礼
　まず回向儀礼の実施状況であるが、全体的にみれば他の儀礼に比べてその
実施率は高いと指摘できる。回向儀礼に分類された法要をみると、最も高い
のは8 割弱（妙心寺派における施餓鬼会 77.2%）、最も低いものでも3 割強（智
山派における春・秋彼岸会 31.8%）という実施率を示した。このように回向儀
礼は伝統仏教教団において普遍的・基本的な儀礼であるといえよう。ではそ
の法要に集う人数の多寡はどうであろうか。参考に『曹洞宗 2015』を取り上
げてみよう。同調査では、参詣者の多い恒例法要を1 番目から3 番目まで尋
ねているが、その結果は「1 番目」で最も高い割合を示したのが施食会、同
じく「2 番目」は盂蘭盆会、「3 番目」は春彼岸会というものであった11。つ
まり施餓鬼会・盂蘭盆会・彼岸会という回向儀礼に、多くの参詣者が認めら
れ、その多くが檀信徒であると推察している。これらの結果から、回向儀礼
は寺院での実施率が高いのみならず、檀信徒等にとっても非常に身近な儀礼
として認識されていると推測できる。これら回向儀礼に分類された各法要は、
いずれも先祖供養を実質的に主たる目的とした儀礼と捉えられる。つまり伝
統仏教教団の寺檀関係が先祖供養を主たる媒介としていることが、恒例法要
の実施状況からも浮き彫りになってくるのである。
　中でも施餓鬼会は曹洞宗・妙心寺派・浄土宗 12・智山派の4 教団において
最も高い割合を示し、日蓮宗においても盆会に次いで高い割合であった。法
要単体でみるならば、本願寺派（あるいは浄土真宗）を除く多くの伝統仏教教
団で施餓鬼会の実施率は突出していることがわかる。

（２）宗祖・祖師報恩儀礼
　前節では伝統仏教教団における回向儀礼の普遍性を見出すことができたが、
檀信徒の先祖供養を主たる目的としない他の法要はどうであろうか。本節で
は宗祖・祖師報恩儀礼を検討していく。
　本論で分類された宗祖・祖師報恩儀礼の法要をみると、最も実施率が高い
のは本願寺派における報恩講法要 94.3% であり、一方最も低いのは浄土宗に
おける勅諡記念 0.2% であった。数値にかなりの幅が認められるが、ここで
宗祖・祖師報恩儀礼の中でも、宗祖の忌日などに行われる各宗の法要（曹洞
宗では「両祖忌」、本願寺派では「報恩講法要」、浄土宗では「御正忌」、智山派で
は「御影供」、日蓮宗では「御会式」。妙心寺派には該当項目なし。）に焦点を絞っ
てみよう。
　実施率の高い順に並べると本願寺派 94.3%、日蓮宗 84.1%、浄土宗 41.2%、
曹洞宗 11.8%、智山派 9.2% となる。このように本願寺派・日蓮宗は共に8 割
を超える実施率であるの対し、曹洞宗・智山派では1 割前後となり、当該法

二
〇
二
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他の儀礼に比すとその実施率は高いといえるだろう。また宗祖・祖師報恩儀
礼では、上述の御会式が８割強とほぼ全ての寺院や施設で開催されているの
に対し、その他の法要は２割未満であった。
　一方で、祈祷儀礼は２割弱～３割強の実施率であるの対し、三仏忌儀礼で
は釈尊降誕会 22.3% 以外は、いずれも1 割未満の実施率であった。このよう
に日蓮宗の恒例法要では、御会式に重きを置きながらも、回向儀礼も多くの
寺院で営まれていることがわかる。

４．分類ごとの教団間比較

　前章では伝統仏教６教団の恒例法要の実施状況を示し、その概説を試み
た。さて本論では各種法要を回向儀礼、祈祷儀礼、三仏忌儀礼、宗祖・祖師
報恩儀礼の4 種に分類したが、本章ではそれらの分類を軸として伝統仏教教
団間での比較を行い、分類ごとの法要の実施状況を確認していこう。

二
〇
三

図６　日蓮宗の実施状況（1980 年）
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た。3 割以上の実施率を示すのは上記の法要のみで、これに続くのが花まつ
り23.3% であるが、その他の法要はいずれも2 割切るものであった。カテゴ
リー別にみると、上述施餓鬼会を筆頭とした回向儀礼が他の儀礼よりもその
実施率が高いといえるであろう。一方で御影供をはじめとした宗祖・祖師報
恩儀礼の割合は軒並み1 割を切っていた。このように智山派における恒例法
要は回向儀礼、特に施餓鬼会に重きが置かれていることがわかる。
　最後に日蓮宗の恒例法要の実施状況を確認していこう。図 6 は『日蓮宗
1980』における恒例法要の実施状況である。これによると、最も実施率が高
いのは御会式 84.1% であることがわかる。これに続くのが盂蘭盆法要 72.2%、
施餓鬼法要 63.4%、春彼岸法要 61.6%、秋彼岸法要 56.7% という回向儀礼で
ある。また3 割以上の値を示すのが星祭り34.7%、新年祝祷会 31.7% である
が、これ以外の法要はいずれも3 割未満の実施率であった。
　カテゴリー別にみると、回向儀礼は6 割弱～ 7 割強の割合を示しており、

二
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図５　智山派の実施状況（2015 年）
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る。カテゴリー別にみると、盂蘭盆会を筆頭とした回向儀礼は7 割強～ 7 割
弱の実施率を示し、その他の儀礼に比して実施率が高いといえるであろう。
なお他教団では恒例法要に含まれることが多い施餓鬼会に関して、浄土宗で
は臨時法要に含まれているが、その実施率は74.0% と高い割合を示している。
これら回向儀礼に比すと、祈祷儀礼・三仏忌儀礼・宗祖・祖師報恩儀礼の実
施率は低調であるといえよう。
　以上、共に阿弥陀如来を本尊とする本願寺派と浄土宗を検討したが、前者
は報恩講儀礼を中心とした宗祖・祖師報恩儀礼を重要視しながらも、回向・
祈祷儀礼の実施率も高い割合を示していた。一方後者では、十夜法要、御正
忌は4 割以上の実施率を示すが、恒例法要で重要視されているのは盂蘭盆会
を中心とする回向儀礼であると指摘することができる。

（３）智山派・日蓮宗
　本節では、智山派と日蓮宗における実施状況を確認していく。まず智山派
であるが、図５は『智山派 2015』における恒例法要の実施状況である。
これによると最も割合が高いのは施餓鬼会 70.3%、次いで護摩供 10 39.0% と
なる。これに続くのが盂蘭盆会・彼岸会で両者ともに31.8% の実施率を示し

二
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図４　浄土宗の実施状況（2007 年）
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寺派 2015』を基に、恒例法要の実施状況を再集計したものである。
　最も割合が高いのは報恩講法要 8 94.3% で、ほぼ全ての寺院で開催されて
いることがわかる。カテゴリー別に見ると、まず回向儀礼では盂蘭盆会
57.2%、春彼岸会 62.3％、秋彼岸会 59.9%、といずれの法要も半数以上寺院
で開催されている。同じく祈祷儀礼でも元旦会 64.7%、除夜会 48.5% とほぼ
半数以上の寺院で実施されている。一方で三仏忌儀礼では花まつりのみが設
問項目に存在するが、こちらは22.6％と他の儀礼に比べその実施率は低いと
いえよう。
　そして宗祖・祖師報恩儀礼であるが、前述の報恩講法要を筆頭に、いずれ
も3 割強以上の寺院で開催されている。このように本願寺派では、報恩講法
要が群を抜いて実施率が高く、恒例法要の中でも最も重要な儀礼であること
が伺えるが、回向儀礼・祈祷儀礼もほぼ半数以上の寺院で開催されており、
その実施率は高いといえる。しかし三仏忌儀礼に関しては、他の儀礼に比し
てその実施率は低調といえよう。
　次に浄土宗を検討するが、図４は『浄土宗 2007』における恒例法要の実施
状況である。（※浄土宗において施餓鬼会は臨時法要に分類されている）
　まず最も割合が高いのは盂蘭盆会 71.3%、次いで春彼岸会 68.4%・秋彼岸
会の65.0% と続く。さらに実施率 5 割を超えるのは、別種儀礼に分類した十
夜法要 9 53.5% で、次いで4 割強で修正会 41.4%・御正忌 41.2% となってい

二
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図３　本願寺派の実施状況（2015 年）
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た。
　このように曹洞宗では施食会・盂蘭盆会を中心とした回向儀礼が高い割合
を示すのに対し、宗祖・祖師報恩儀礼は他の儀礼に対して開催割合は低いと
指摘することができる。では同じ禅宗である妙心寺派はどうであろうか。
　図２は『妙心寺派 2000』を基に、恒例法要の実施率を再集計したものであ
る。最も割合が高いのは施餓鬼会 77.2%、次いで彼岸会 50.5% となっている。
更に5 割弱の実施率を示すのは、盆会（盂蘭盆会）47.3%、花祭り46.8% であ
り、3 割強の実施率を示すのは大般若会 32.7%、涅槃会 30.8% となる。カテ
ゴリー別にみると、回向儀礼は施餓鬼会を中心として他の儀礼よりその実施
率が高いといえる。一方で三仏忌儀礼では花祭りが半数近くの寺院で開催さ
れているが、それ以外は３割強～２割強、祈祷儀礼は3 割強～ 1 割強、宗
祖・祖師報恩儀礼は2 割強の実施率であった。
　以上のように曹洞宗・妙心寺派の恒例法要の実施状況をみると、両教団と
もその中心を占めるのは施餓鬼会を筆頭とした回向儀礼であるといえよう。

（２）本願寺派・浄土宗
　次に本願寺派・浄土宗における実施状況を確認してみよう。図３は『本願

二
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図２　妙心寺派の実施状況（2000 年）
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宗の法要実施状況の比較が目的としており、基本的には同一の法要名称に関
しては、同一分類としたことをあらかじめお断りしておく。
　最後に臨時法要は項目から除外した。例えば回向儀礼には年回忌法要や棚
経あるいは葬儀といった法要が当然含まれるが、本論はあくまで寺院で定期
的に開催されると思われる恒例法要を対象としたため、檀信徒に対する葬儀・
回忌法要・棚経等の臨時回向法要は項目から除外した。なお浄土宗では「施
餓鬼会」が臨時法要に分類されるが、参考のために図中に掲載した。以上の
手続きを経て次章より各教団恒例法要・行事の実施状況の確認並びに分析を
行なっていく。

３．各宗の実施状況と教団内比較

（１）曹洞宗・妙心寺派
　まず曹洞宗・妙心寺派という禅宗教団の実施状況を確認してみよう。図１
は『曹洞宗 2015』を基に、恒例法要の実施状況を再集計したものである。最
も割合が高いのは施食会（施餓鬼会）67.5%、次いで盂蘭盆会 60.9% となり、
6 割以上の実施率を示すのはこの2 法要のみである。また春・秋の両彼岸会
は4 割強、釈尊降誕会・大般若会・涅槃会が4 割弱の値を示した。一方で開
山忌 17.8%・両祖忌 11.8%・達磨忌 5.1% はいずれも2 割に届いていなかっ
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図Ⅰ　曹洞宗の実施状況（2015 年）
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（２）手続き
　上記報告書は当然ながらその設問形式・調査対象が一様ではない。そこで
若干の修正を行ないデータの一律化を図った。まず割合を算出する際の基数
であるが、各宗報告書は無回答を含む基数と、含まない基数が認められる。
本論では前者の無回答を含むもの、つまり調査対象となった寺院数（回収さ
れた調査票数）を基数とし再集計を行なった。次に、本務寺院（正住職がいる
寺院等）、兼務・無住寺院等（正住職がいない寺院等）の別であるが、本論では
これら本務・兼務等を分けて扱わないため、本務・兼務が別になっているも
のは合算して割合を算出した。さらに設問中の法要名について、別名称で同
種の法要・行事を指す場合（ex「花まつり」「釈尊降誕会」）が認められるが、
基本的には各宗の名称をそのまま記載した。しかし紙幅の都合上、一部の名
称を短縮した（ex「その他の恒例法要」→「その他」）。

（３）法要の分類と加除項目
　本論では各種法要の分類を行ない、カテゴリー別の比較を行う。そのため
上述の藤井氏の分類を援用して以下の分類項目を設けた。
①「回向儀礼」…死者・先祖等への追善供養法要で、盂蘭盆会・施餓鬼会・

彼岸会等がこのカテゴリーに含まれる。
②「祈祷儀礼」…仏・菩薩・諸天善神の加持力でもって現当二世の利益招来

をもたらす法要で、修正会・大般若会・護摩供等がこのカテゴリーに含ま
れる。

③「三仏忌儀礼」…仏教の開祖釈尊に対する報恩法要で、釈尊降誕会・成道
会・涅槃会がこのカテゴリーに含まれる。

④「宗祖・祖師報恩儀礼」…宗祖・祖師の恩徳に報いるために行われる法要
で、報恩講・御会式・開山忌等がこのカテゴリーに含まれる。

⑤「別種儀礼」…上記に含まれない法要や行事で、成人式・寺子屋等がこの
カテゴリーに含まれる。

　図の系列色に関して、回向儀礼は「■」、祈祷儀礼は「■」、三仏忌儀礼は
「□」、宗祖・祖師報恩儀礼は「■」、別種儀礼（開催なし・無回答も含む）は
「■」でそれぞれ図示する。
　上記の分類は比較検討のため便宜上行ったものであるが、当然カテゴリー
が重複する儀礼が生じてくる。例えば彼岸会などは、元来修道的な儀礼で
あったものが、現在では回向儀礼としての色彩を強めていると指摘されてい
る6。また浄土真宗ではそもそも追善供養や加持祈祷の概念を認めておらず7、
全ての法要は報恩感謝の儀礼であると説く。このように法要目的の重複化の
問題や、各宗の教義からすると完全な分類は不可能である。しかし本論は各
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ある。これらは教団の実情や情勢を把握するために定期的に行われ、その質
問項目には当該寺院の檀信徒数や住職の意識等、幅広い事項が設けられてい
るが、その一つに恒例法要の実施状況に関する設問が存在する。そこで、こ
れら宗勢調査報告書に記載される恒例法要の実施状況結果を検討対象として
いく。
　以上のことを踏まえて宗勢調査結果を用い、さらに上記儀礼分類を援用し
て、各宗における恒例法要の実施状況を比較・検討してみよう。これら恒例
法要の実施率を比較することによって何が明らかにあるであろうか。一つは、
伝統仏教の各教団内ではどのような種類の法要が盛んに実施されているかと
いうことを確認することができる。これらの検討を通して、その教団の特徴
を垣間見ることが可能であろう。いま一つは、法要それ自体に焦点を当てて
みることである。各宗の実施状況から伝統仏教教団ではどのような法要が多
く行われ、逆にほとんど行われていないかを検討することができよう。この
ように教団内と教団間という2 つの観点から検討を行なっていく。

２．検討資料・手続き

（１）検討資料
　本論で研究対象とする伝統仏教教団は、曹洞宗・臨済宗妙心寺派（以下

「妙心寺派」）・浄土真宗本願寺派（以下「本願寺派」）・浄土宗・真言宗智山派
（以下「智山派」）・日蓮宗の6 教団である。そしてこれらの教団の恒例法要を
比較するために各宗の宗勢調査報告書を基礎資料 4 として用いる。資料名は
以下の通りである。

『曹洞宗宗勢総合調査　報告書 2015 年』曹洞宗宗務庁　2017 年（以下『曹洞
宗 2015』）

『宗勢調査　報告書』臨済宗妙心寺派宗務本所　2002 年（以下『妙心寺派
2000』）

『第 10 回　宗勢基本調査　中間報告（単純集計）』浄土真宗本願寺派宗務所　
2016 年（以下『本願寺派 2015』）

『第 6 回　浄土宗宗勢調査　報告書』浄土宗宗務庁　2009 年（以下『浄土
宗 2007』）

『平成 27 年度実施　真言宗智山派総合調査（集計結果）』真言宗智山派宗
務庁　2016 年（以下『智山派 2015』）

『日蓮宗宗勢調査報告書　昭和 55 年度』5 日蓮宗宗務院　1982 年（以下『日
蓮宗 1980』）
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礼③特殊儀礼④祈願儀礼⑤回向儀礼というものだ。まず①は信仰の開発・深
化を目的とする儀礼で、例えば日常勤行・布薩会・千日回峰行等がここに含
まれる。次に②は仏祖・宗祖などの恩徳に報いる儀礼で、三仏忌・宗祖忌・
開山忌などがここに含まれる。①、②は修行行為そのものや祖師への報恩・
感謝を目的することから宗派色の色濃い儀礼といえよう。一方④は仏の加護、
諸天善神の加被力によって現当二世の利益を祈る儀礼であり、修正会や大般
若会などが含まれる。また⑤は葬祭をはじめとする故人への追悼儀礼であり、
葬儀や年回忌などがここに含まれる。このように④、⑤は、基本的に在俗者
の依頼によって催される儀礼であることがわかる。なお③は様々な要素を併
せ持つ儀礼を指し、例えば修道儀礼と回向儀礼の側面を併せ持つ施餓鬼会や
彼岸会などがここに含まれる2。当然特殊儀礼のように、カテゴリーが重複す
る儀礼も存在するが、上記の分類は儀礼の全体像を掴むうえで非常に有益で
あると思われる。
　さて上述のように儀礼は、教団にとってその教義・教理を表すうえで非常
に重要な存在であるが、当然これらの儀礼の目的・作法等々は教団ごとに詳
細に規定されているであろう。例えば、曹洞宗であれば『行持規範』として
寺院が行うべき儀礼を「日分行持」「月分行持」「年分行持」と日・月・年で
規定している。もちろんこれらの規定された儀礼内容から、その教団の特色
を伺い知ることができるであろう。
　しかし、その内容面だけを知るだけでは、各教団ではどのような儀礼に重
きが置かれているかを検討するには不十分であろう。何故ならば儀礼規定と
その実施は別物だからだ。規定はあくまで規定であり、規定されている儀礼
が全寺院で実施されているわけではないであろう。当然ながら、多くの寺院
で行われている儀礼とほとんど行われていない儀礼が存在することは容易に
想像される。逆にいえば、ある教団に所属する寺院で行われている儀礼の実
施率を俯瞰することによって、その教団内でどのような儀礼に重きをおいて
いるかを検討することが可能となるわけである。
　さて本論では儀礼の中でも法要を研究対象としていくが、法要は暦にした
がって開催される「恒例法要」と不定期に開催される「臨時法要」という2
種に大別できるであろう。前者は一年の中で行うべき時期が基本的に規定さ
れている法要であるため、その実施率を比較することが可能であるが、後者
は執行時期が不定期であるためその実施率の比較にあまり意味は見いだせな
いであろう。そこで本論では、法要の中でも「恒例法要」の実施率に焦点を
当てていく。
　その際にデータとして用いるのが各宗で行われている宗勢調査報告書 3 で
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１．問題・目的

　本論は伝統仏教教団における恒例法要の実施状況から、各教団の特徴や教
団間における共通性の検討を目的とするものである。
　そもそも仏教における「法要」とは何であろうか。『仏教語大辞典』によれ
ば「①真理の本質。仏法の要。仏教の要旨②現今は、仏教の儀式の意に用い
るのが普通」とされている。第一義に法の要・真理という意味がくるわけで
あるが、通常用いられる場合は、第二儀の「仏教の儀式」を指すことがほと
んどであろう。本論で「法要」という言葉を用いる場合も後者を意味してい
る。
　では法要は仏教教団にとってどのような存在であろうか。そこで宗教と儀
礼に関する藤井氏の論考をみてみよう。氏によれば現代の宗教メカニズムを
支えるのは、「教義・儀礼・教団」の三本柱であるという1。いわく教団とは
同信共同体であり、その絆は共通の信仰を分かち合うという意識に根ざして
いる。そしてその意識は教祖・宗祖などと呼ばれる創始者の教えが体系化さ
れた教義に基づいて発現する。そして、それらが行為として現れたものが儀
礼であるという。これら三者が相互に影響を与えながら、宗教教団として自
律性をもって展開していくと藤井氏は指摘する。このことから、儀礼は教団
にとって不離一体の存在であることがわかる。このように教団の教義・思想
の発露として行動面に現れたものが儀礼であるが、それらを検討することに
よって、その教団の特徴を垣間見ることは可能であろう。
　しかし、儀礼が指し示す対象は数多存在する。本論で対象とする法要は代
表的な儀礼の一つであるが、例えば禅宗であれば坐禅や食事なども「儀礼」
の範疇に入るであろう。
　そこで、この多義的な意味を持つ儀礼を分類する必要性が生じる。例えば
上述の藤井氏は仏教儀礼を五種に分類している。それは①修道儀礼②報恩儀
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伝統仏教教団における恒例法要の
実施状況
―各宗勢調査報告書を通して―

澤　城　邦　生
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